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　あとがき












１「残された者の選せん択たく」









　ドォオオオオオオオオオン！　ギャアイイイィィィン！

　それは大型重機が巨きよ大だいな杭くいを打っている大規模な工事現場といった音だ。重く腹に響ひびくような、骨身を震ふるわせるような振しん動どうがひっきりなしに襲おそって来る。

「……しかしまあ、無茶苦茶じゃの」

　それは砂さ樹じゆが無意識に口にしたものだった。

　新たに新設された守かみ蛇だ怪けの居住区の一つ、『ヨモツオオカミ』を補ほ佐さする為ための基地施し設せつにある中央指令室で蒼そう蓮れんや砂樹、多くのオペレーター達は巨大なモニターに映る映像を半口を開け、啞あ然ぜん顔で見つめていた。霧きり恋こをよく知る雨あま音ね達は苦く笑しよう顔だ。

　中央司令室中央のメインモニターに映るのは、演習所で行われている、聖せい機き神しん『ヨモツオオカミ』と天騎『月つき夜よ』の戦せん闘とうである。位置的には百キロ程ほど離はなれているが、それでもその振動は建物の外であればちょっとした地じ震しんのように感じられる程のものである。

「それにしても……聖遺装備は本来、原初の五聖機しか使いこなせないと言われているのですが……」

　そのあまりの無茶苦茶さに蒼蓮の目め尻じりには涙なみだすら浮うかんでいる。だが彼女……もとい、彼の言葉通りであるのならば、目の前の光景は無茶苦茶を通り越こして、非常識と言う他ほかない。何な故ぜならばヨモツオオカミは先日の決けつ闘とうで奪うばい取った、聖遺装備レプリカ『太陽剣けん』と『大だい地ち震しん』という、共に大型の超ちよう重量級の剣と斧おのを両手で軽々と振ふり回しているのである。

「その攻こう撃げきをいなすのも、随ずい分ぶんと非常識じゃがの」

　砂樹の言う通り、ヨモツオオカミに対する月夜の武装は少し長目の曲剣、日本刀に似た両聖遺装備と比べれば、針のように細い剣一本のみだ。

　ギャオィイイインンンンン！

　金属同士が擦こすれ合う音がしているものの、その殆ほとんどが月夜の剣からの悲鳴だ。まともにぶつけ合えば簡単に月夜の剣は砕くだけてしまうだろう。だが月夜はその超重量級武器である太陽剣と大地震の軌き道どうを、僅わずかに逸そらすようにいなしているのだ。

「カグヤも今までにない程、良い動きをしておるが、霧恋様との力量差がこれ程あるとはのぉ……」

「さすがと言う他ありませんね。初めての騎体で、しかもかなりランクの落ちる月夜でああも戦えるのですから……」

　つまり月夜には霧恋が、ヨモツオオカミにはカグヤが、お互たがいの騎体を交こう換かんして戦っているのである。

「あ、あの……」

　人魚族の戦せん闘とう解かい析せきチーム、チーフオペレーターが、気まずそうに手を上げ、あるデータをメインモニターの隅すみっこに表示した。

「……やれやれこれはカグヤには見せられんのぉ」

　そのデータは月夜の騎体稼か働どう損そん耗もう度ど、つまり稼働時における各部署への負荷がどれ程かかっているかの数値である。カグヤを百とすると霧恋は平均で三十五、つまり霧恋の方が圧あつ倒とう的に騎体への負荷が少ない操縦をしているという事だ。

「……お役に立てずにすみません」

　蒼蓮は落ち込んだ表情で雨音達の方を向いた。本来蒼蓮達は西せい南な、現在では霧恋達なのだが、その与よ力りきとして珀はく蓮れん達に呼ばれた者達だ。しかし今のところ逆にいろいろと教えられている状態、研修中の新兵のような気分になっているのだ。

「せ、船体への負荷の少ない操作関係は、霧恋さんの得意とするところですし、オペレートプログラムをその都度、修正しながら戦っているんだと思いますよ」

「霧恋って、そういう所が細かいからねぇ……それに機き甲こう騎き同士の戦闘ってのは、白兵戦を得意とする樹じゆ雷らいの戦い方に合ってるって事も大きいんだろうね」

「そうね。樹雷ですと将来的には、軽機甲騎辺りなら導入するんじゃないかしら？　案外と大型の方も考えているかもしれないわよ」

　エルマは愕がく然ぜんとなっている蒼蓮を慰なぐさめるように言い、雨音もネージュも苦笑しつつ付け加える。

「でも大型機甲騎はどうだろうなぁ？　もしそれを言い出すとすると樹雷皇様辺りじゃない？」

「それで瀬せ戸と様とかに却きやつ下かされるとか？」

「ありえますね」

　その場の空気を明るくしようとする冗じよう談だんではあったが、それが図星だったという事実を知ったのはかなり後になってからである。

「おっと、そろそろ決着が付きそうよ」

「!?」

　雨音の言葉に全員が再びメインモニターを注視した。

　軽々と振り回しているとはいえ、太陽剣も大地震も超大型の武器だ。その攻撃のコンビネーションには僅かなラグがあり、しかも月夜がそれを助長させるように軌道を逸らしているのだからそのラグは徐じよ々じよに大きくなって行く。そして懐ふところに入り込んだ月夜が、その剣けん先さきをヨモツオオカミのコクピット部分へ突つき付けて戦いは決着したのである。

　　　　×　×　×

「カグヤさん、お疲つかれ様です」

　訓練を終え、着き替がえもそこそこに中央司令室に戻もどって来たのはカグヤだ。蒼蓮の労ねぎらいの言葉にも反応せず、ゾンビのようにフラフラと通り過ぎた挙げ句、ガックリと落ち込んで奥のソファーに倒たおれ込んだ。

「それで神騎に乗った感想はどうじゃ？」

　蒼蓮とは違ちがい、砂樹は実に楽しげだ。

「……凄すごく良い。信じられない位良い。パワーは天てん井じよう知しらず応答はダイレクト……そのまま自分の身体からだのような感じで、身騎一体ってこういう事をいうのかって感じ」

　ホウッと溜ため息いきを吐つくその表情は、まるで恋こいに悩なやむ乙女おとめのようだ。

「カグヤがその神騎、霧恋様が月夜……二重にハンデを貰もらって負けたという訳じゃの」

「グスッ……ウッウウウッ……月夜が、月夜がメチャクチャ格好良かった。あんなに綺き麗れいに動けるなんて月夜じゃないみたい」

　機甲騎による決闘は戦いの趨すう勢せいを左右する一番大事な要素だ。特に天騎ともなれば、戦闘に関する諸もろ々もろの専門家チームが居て、解かい析せきをするオペレーターも居る。カグヤが月夜をどう動かし戦っているかは、彼女自身熟知している。だからこそ霧恋の凄さが具体的に分かってしまったのだ。ついにカグヤは自身への情けなさから、手で顔を覆おおってさめざめと泣き出した。

「不ふ甲が斐いない操者でごめんね月夜……」

「うっ……」

　さすがに気まずかったのか、砂樹も蒼蓮も慰める言葉が見付からない。しかもカグヤを更さらに追い詰つめるデータもあるので、せめてそれを絶対漏もらさないようにと、周りのオペレーター達に視線を送るだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「ほぉらぁカグヤ、泣かない泣かない」

　見かねてカグヤに近付いたのは雨音だ。カグヤと雨音は性格的に近い事もあり、最近ではいい吞のみ仲間となっているのだ。

「落ち込む気持ちは分かるけれど……樹雷の皇族ってさぁ、銀河連盟でも白兵戦だけに限ると、人類最強クラスのバケモノ集団だから」

　カグヤの肩かたを抱だき、頭を優やさしく撫なでる。

「……でも初めての騎体であんな動き」

「霧恋って、ああいう初めての物をマッチングさせるの得意なんだよねぇ。軍やＧＰでもいろいろな部署を渡わたり歩いていて、まあ一種のスペシャリストなんだよ」

　しかも瀬戸の女官としての訓練を受け、さらに西南の補佐をして実戦経験も豊富だ。当然、生身での戦闘訓練でカグヤの戦いのクセも解析済みだ。

「私達も正直驚おどろいているんだけど、機甲騎の戦いって本当に霧恋に合ってるんだよね」

「そ、そうじゃの。まあ良い目標が見付かったと思って頑がん張ばるんじゃ」

「そうですね。霧恋さんも、もっと騎体に慣れたいでしょうし、面めん倒どう見みのいい人ですから訓練にはとことん付き合ってくれますよ」

「そ、そうですね……ありがとうございます。がんばります」

　雨音達の慰めでカグヤは涙を拭ふいて微笑ほほえんだ。実際、カグヤも霧恋と訓練をし始めてどんどん腕うでが上がっている。ただ相手が霧恋なので、成長具合が分からないのだ。と、その時、タイミング良くシャワーを浴びて身なりを整えた霧恋が帰って来た。

「お疲れ様」

「お疲れ様です、霧恋様。初めての騎体であれだけの動きが出来るなんて、正直驚いています」

「カグヤさんとの直接訓練でも感じたのだけれど、意外と樹雷の戦い方に近い動きをしているから、彼女用に調整された月夜は操縦し易やすかったわ。操作系のプログラムを少し調整してみたから、チームの人と相談しつつ、午後にも調整訓練をしてみましょう」

「お、お手数をおかけします……それで霧恋様、月夜をどうお感じになりましたか？」

　蒼蓮は少し不安げな様子で霧恋にそう尋たずねた。

「ええ、間ま違ちがいなく何かの処理がされているような、ちょっと嫌いやな違い和わ感かんがあるわね」

「や、やはりそうですか……」

　皇家の樹きが樹雷にとってどういう存在かを聞かされている以上、この事実は霧恋の心証を著いちじるしく悪くするものに間違いない。短い付き合いだが霧恋が基本、穏おん和わな性格だと知ったものの、決闘の際の西南への侮ぶ辱じよくに対する怒いかりと猛もう威いを見せつけられた身としては、正直、逃にげ出したい気持ちで一杯だ。ましてや先程の模も擬ぎ戦でカグヤとの力の差を見せ付けられた後では尚なお更さらである。砂樹などは蒼蓮を盾たてに、霧恋の視線から隠かくれる位置に移動している。

「でも、銀河連盟でも樹雷や皇家の樹をよく知る人以外は、あの子達を兵器としか考えない人が多いわ。第三世代の原初の五聖機が最上位なら、殆どの人がそういう考えをするのも無理はないわね」

「そ、そう言っていただけると……」

　蒼蓮以下、砂樹もオペレーター達も安あん堵どの溜息を吐いた。

「ただ具体的にどういう処置がされているかは、決闘で手に入れた頭部にあるユニットの調査待ちという事になるわね」

「霧恋様……その件に関してなのですが、メインユニットの製造メーカーからメンテナンスの為ために至急、回収したいとの通知が来ています」

「回収？」

「もちろん決闘の戦利品として頭部はそのままこちらで所持して構わないのですが、内部にあるメインユニットは機密の問題で決闘後や一定期間が過ぎると、メーカーでのメンテナンスを受けなければならないんです」

「もしかしてメインユニットはレンタルなの？」

「もちろん所有権はこちらにありますが、もともとメインユニットは完全なブラックボックスとなっていて、こちらではメンテナンスが出来ないようになっているんです」

「それ以前に、メインユニットを製造しているメーカーは、もともと五家の科研じゃったのが独立、統とう廃はい合ごうの結果三つのメーカーになったものじゃからの。ある意味、簾れん座ざの最高研究機関の技術じゃから、迂う闊かつに手を出せん」

「なるほど……銀河アカデミーのようなものという事ね」

「守蛇怪やヨモツオオカミ様の技術を見れば、こちらの技術を凌りよう駕がしておるのは間違いないが、そう簡単に中身を破損せずに開かい封ふうは無理じゃと思うぞ。もちろん時間を掛かければもしかして……」

『お待たせぇ！』

　と、メインモニターにプティ鷲羽わしゆうが映り、会話は中断された。

『ユニットの開封と中身の調査が終わったわよン♡』

「「「「……えええええええええええええええええええっ!?」」」」

　声を上げたのは蒼蓮、砂樹、オペレーター達。鷲羽を知る霧恋達は、そのタイミングの良さに『絶対わざとだ』、そう確信したのである。

　　　　×　×　×

　守蛇怪ブリッジに集められたのは、霧恋達、福ふくとアチャを除く美み希き達、そして蒼蓮と砂樹、まだショックから立ち直れないカグヤだ。

「あの……鷲羽様、調査が終わったというのは、どういう意味なのでしょうか？」

　蒼蓮は震ふるえる声で小さく手を上げる。

「ん？　そりゃもちろんメインユニットとその中身の皇家の樹の事だよ」

「それは、あのブラックボックスを開封出来たという事なのでしょうか？」

「いろいろと小細工はしていたけど、メンテナンスの為に中を開けなきゃならない物である以上、さほどの手間じゃないさ。ある程度、時間を稼かせぎたいのなら、もっと大規模なシステムじゃないとね」

「は、はあ……」

　──それは例えばどれ程ほどの規模なのか？

　そう聞こうとして、思い止とどまる。どちらにしろ、開封はされてしまったのは事実だ。

「それでどの機甲騎の物が開封されたのじゃ？」

「そりゃもちろん霧恋殿どのが手に入れた天騎十二、水騎十六全部だよ」

「えっ？　それは……本当か、の？」

　さすがに信じられないという表情で鷲羽を見た砂樹は、それでも何とか立ち直り、

「じゃっ！　じゃが天騎と水騎のメインユニットともなると、全すべてが同じ機構では無い筈はずじゃ。しかもメーカーは三つ。それぞれに違う秘術が使われておる筈じゃぞ？」

「秘術？　こう言っちゃ何だけど、私から言わせりゃ稚ち拙せつなシロモノだよ」

「稚拙……じゃと？」

「月夜の技術レベルを調べて感じたんだけど、メインユニットのメーカーってのは、ほぼ独どく占せん状態の企き業ぎようなんじゃない？」

「た、確かにそうじゃが……」

「もともと王家の技術開発部門だったところを民間企業として独立させ、統廃合の結果、三社に纏まとまったものなんですが……それが関係するのでしょうか？」

「簾座の中でたった三社だけでの競争原理、しかもユニットその物の素材が、特とく殊しゆで独占って事になれば、談合と悪い意味での協調、技術を停てい滞たいさせるような怠なまけ癖ぐせが付くのも当然だろうね。メーカーやユニット、それぞれに多少の違いはあっても、一つ開ければ構造予測は簡単だったよ」

　銀河アカデミーの圧あつ倒とう的な規模と歴史の長さ、そして何よりも、そこの学生やら研究員達は、この手の意地悪な仕し掛かけを考えるのも解くのも大好きなのだ。さらに鷲羽は銀河アカデミーの膨ぼう大だいな技術の蓄ちく積せきを閲えつ覧らんする事が出来るとなれば、三つのメーカーがどれ程知ち恵えを絞しぼろうと、稚拙に思えるのも当然だ。

「それでも簡単……というのはどうなのじゃ？」

「あ～～、砂樹……あの人の言う事を、あまり深刻に考えない方がいいわよ。とにかく全部開いちゃったんだって、思って深く追つい及きゆうしない。その方が精神的に楽だから」

「……な、なるほどの」

　雨音の忠告に従い、砂樹達は諸々のショックな記き憶おくをさっさと頭の隅すみに押し込んだ。

「鷲羽様、では以前、ＺＩＮＶジンブのユニットを開けなかったのはどうしてなんです？」

　そう手を上げたのは霧恋だ。雰ふん囲い気きとしては学校のような感じとなって来た。

「あちらは開ける為の物じゃなく、破損しかかっているのを封じる物だからさ。スキャンした結果、三度封ふう印いんした痕こん跡せきがあってね。しかもＺＩＮＶ自身が開封作業を嫌がっているんだ」

「では中がどうなっているかは、分かってはいるのですか？」

「それがスキャン出来ない部分が多くて、今のところ手が付けられないんだよねぇ」

「わっ、鷲羽様でも、ですか？」

　今度は霧恋達が驚く番だ。

「私にだって分からない事はあるさ。まあ、ある程度の予想はつくけれど、開けるには確証が欲ほしいね」

「でもそんな技術があるなんて……信じられません」

「ハハハ、そいつに関しては、蒼蓮殿達の方がよく知っている物だろうけどね」

　プティ鷲羽は意味ありげにニンマリと笑みを浮うかべ、視線を蒼蓮達に向けた。

「わっ、私達が、ですか？」

「……ん？　まさか魔ま結けつ晶しよう技術と言われるのではあるまいの!?」

「こちらの技術でスキャン出来ないとなると、そう考えるのが妥だ当とうなんだよね」

「魔結晶？」

　霧恋は咄とつ嗟さに雨音達を見回すが、誰だれも知らないと小さく首を横に振ふった。それを一いち瞥べつした霧恋はすぐさま視線を蒼蓮に向ける。

「それは……」

「まあ待ちなよ。今の所、それはさほど重要な情報じゃないから、後で聞くなりするんだね」

　プティ鷲羽は霧恋の問いに答えようとした蒼蓮を止めた。

「し、失礼しました。お話を続けて下さい」

　蒼蓮と霧恋が慌あわてて居住まいを正し、他ほかの者達の視線が自身に向けられたのを確かく認にんしたプティ鷲羽は小さく咳せき払ばらいをし、その姿を大人の鷲羽へと変えた。

「さて、と。……この話をする前に先まずは一つ確認したい事がある。というか選せん択たくして欲しい事かな？」

「選択？」

「そう……選択だ」

　鷲羽はいつになく真ま面じ目めな顔で一同を見回した。その場の空気が一気に緊きん張ちようし、霧恋達全員が固かた唾ずを吞のんだ。

　鷲羽という存在は霧恋達にとっては、銀河連盟のトップ以上の重みがある。たとえそれがユーモラスなオチャラケたプティ鷲羽の姿であろうともさほど差さ違いはない。もちろん本人としては、緊張を和やわらげる為の姿であり口調ではあるが、その姿を滅めつ多たに見せない大人のそれへと変えた事実は、その『選択』とやらがかなり重大だという事を示し唆さしている。

「まずメインユニットの中身に関してだが、樹雷のトップシークレットに抵てい触しよくする事じ項こうが幾いくつかある。それを知る資格があるのは、この中では霧恋殿だけだが、今回に関しては全員の情報共有が必要だと判断し、樹雷からも了りよう承しようを得ている。当然、それを聞いてしまえば後に退ひく事は許されない。そしてそれを知ってどう判断して行動するかは、霧恋殿達全員で決めなければならない」

「…………」

　鷲羽の告げた内容はあまりにも重く、誰もその意味を問う事が出来ないでいた。とにかく自分の頭の中で理解するのに時間が掛かっているのだ。

「あ、あの……それは私達で判断出来るレベルという事なのでしょうか？　お聞きする限り、それ以上の判断をしなければならないように感じるのですが」

　ようやくそう口にした霧恋の声は少し震えている。

「普ふ通つうなら樹雷のトップ、それから銀河連盟のトップで話し合うような事だろうね」

「じょっ、冗じよう談だん!?」

　思わずそう叫さけんだのは雨音だ。

　そもそも現段階でそんな政治的領域へ参画出来るのは、霧恋とネージュ位だ。辛かろうじて雨音とリョーコも引っ掛かるが、どちらにしろロクに発言が許されない、聞いているだけの下したっ端ぱレベルだ。鷲羽の発言に再び全員が動どう揺ようし、お互たがいの顔を見合わせるが、誰もそれを是ぜとする判断は出せないでいる。

「そんなレベルの判断を、私達なんかにさせようという理由は何なのですか!?」

　とはいえ、顔を見合わせているばかりでは話は進まない。そしてこの場を代表するのはやはり、霧恋だ。その口調は先程よりもしっかりとしている。

「現段階で簾座と接せつ触しよくし、簾座での自由行動を公式に許可されたのが霧恋殿達だけだからだよ。しかも西南殿の安否の問題もあり、早急な判断が必要だ。そして西南殿が第一世代の皇家の樹のマスターであり、霧恋殿も第二世代のマスターで樹雷皇族、それ以外の者達も西南殿に近しい者達……つまりは将来的には全員が銀河連盟トップとなる資格を有しているからだね」
















「しかし、だからといって、今後の銀河連盟と簾座の事を考えれば、私達の一存という訳には行かないのではないのでしょうか？」

「そうですよ。鷲羽様、さすがにちょっと事が重大すぎませんか？」

「逆に話を重大にしたくないんだよ」

　鷲羽はその場の緊張を少し和らげようと、霧恋達から視線を外し小さく息を吐はいた。

「それって、こちらにとって面めん倒どう事にしか思えないんですけど……」

「どちらにしろ銀河連盟で議論をし、結論を出してからでは手て遅おくれだ。樹雷とアカデミー……つまり樹雷皇と美み守かみ殿だけでは独断と見なされかねない。ならばいっそ霧恋殿達の判断に任せてしまった方が後あと腐くされがないって事だね」

「つまり問題があれば……私達の独断だと切り捨てるという訳ですか？」

　そう問う霧恋の表情は複雑だ。彼女一人なら迷わないが、ここに居る者達全てが関かかわる以上は、迂闊な判断は出来ない。

「銀河連盟側の海かい賊ぞく勢力が衰すい退たいしたとはいえ、簾座と直接交流を持つにはまだまだ時間が必要だ。ある意味、西南殿は簾座に囚とらわれているようなものだ」

「将来の交こう渉しように不利な要因を作りたくない、そう仰おつしやりたいのですか？」

「銀河連盟の総意ともなれば、そういう事になるね。その意見調整に、樹雷とアカデミーだけでも時間が掛かかる。それが銀河連盟全体となれば、それこそ百年単位で時間が掛かっても不思議じゃない。だからもし霧恋殿達が二の足を踏ふむのであれば、西南殿を切り捨てて帰き還かん、或あるいはレセプシーで大人しくしているようにって〝命令〟だ」

「そんな!?」

「だから自己責任なんだよ。もっとも既すでに一歩踏み出しちゃってるけどさ」

　決けつ闘とうで王族の天騎の頭部と聖遺装備レプリカを奪だつ取しゆ。最上の侮ぶ辱じよくを与あたえた以上、簾座にケンカを売ったようなものだ。もちろん簾座の正式な決闘の作法に則のつとったものである以上は、即そく、簾座との戦争とはならないが、少なくとも一部、次つぎ騎き達の関係者の反感は買っただろう。

「それは……」

「そういう事だったら、守蛇怪のユニットである私達だけでもいいんじゃない？」

　黙だまり込む霧恋を見て、美希は苛いら立だったように口を挟はさんだ。

「美希さん!?」

「霧恋さん達には面倒な立場があるけど、私達には無いわ。そもそも守蛇怪は西南君の個人所有の船だし、お姉さんの魎りよう皇おう鬼きちゃんはもともと海賊だしね。何だったらヨミちゃん貸してくれても良いわよ？　あの子との相あい性しようでいえば、霧恋さんより私達の方が良いんじゃない？」

　そもそもヨモツオオカミは鷲羽作、守蛇怪の姉妹しまいだ。ならば守蛇怪のサブユニットである美希達との相性は抜ばつ群ぐんの筈はずだ。

「クックック。霧恋殿どの程に上う手まく扱あつかえるかは別問題だけれどね」

「未熟だというのなら、加速空間でみっちりと修しゆ行ぎようをしてもいいし、それにそれこそ守蛇怪との合体もいいんじゃない？　奪うばった聖遺装備とやらのサイズを考えれば、守蛇怪を武器だって言い張る事だって可能だわ」

「おうっ！　それはナイスアイディア！　いいねいいね♡」

　鷲羽の表情が喜色を帯びる。いろいろとロクでもない事を考えている目だ。

「まあ問題が起きるようなら、西南君を助けた後、隣となりの銀河にでも逃にげるわよ」

　美希は良い意味で行動や思考がブレない。もちろん霧恋よりも遥はるかに立場的な気楽さもあるので、それで即、美希が優すぐれているという訳ではないが、霧恋が抑おさえ付けている本心をサラッと口に出来るという意味では、貴重な存在でもある。そしてキルシェやＤの表情からも、それが美希の独断ではない事は明白だ。もちろん福は、西南の為ためなら躊ちゆう躇ちよなどしない。

「ったく、怖こわいもの知らずのお嬢じようちゃん達だわ……」

　雨音達も呆あきれるのを通り越こして、笑えみさえ浮かべている。

　そもそも美希達とて、何も無む為いに日々を過ごしている訳ではない。霧恋達と高度な戦せん闘とう訓練を受けているし、守蛇怪のバックアップもある。

　キルシェはＮＢとして、西南が宇宙に上がって以降の戦闘を共にくぐり抜ぬけて来た経験があるし、タラント相手に駆かけ引きをした事もある。福は守蛇怪二号機として。そしてＤは大先史文明時代の、ＺＩＮＶと共に長い戦闘経験がある。意外な事だが、美希が一番戦闘経験が少ない位なのである。

「なあ霧恋、間ま違ちがいなくこの指示を出したのは瀬戸様だろうから、あちこち根回しは終わっていると考えていいんじゃない？」

　瀬戸はあまり出たとこ勝負なギャンブル的行動を好まない。霧恋達に任せるというのであれば、そこから生じる最悪の状じよう況きようにも、何らかの対処をしていると考えて間違いない。その上で霧恋達がどう動くかニヤニヤしながら見ているのだろう。

「だったら、こちらも自由にやらせて貰もらおうじゃない？」

「そうですね。あちらが切り捨てるつもりであれば、あまり気を遣つかうのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいですしね」

「私達は西南さんの妻なのだから、夫の安否を最優先に考えればいいのよ」

　雨音、リョーコ、ネージュも美希の意見に賛同した。後は奥さんズ筆頭、正妻霧恋の判断待ちだ。

「…………」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの後、霧恋は蒼蓮達の方を見る。

「……蒼蓮さん達はどうかしら？　もちろん不服であればこの場を去って下さっても構いません」

　つまり霧恋も美希の意見に賛同したという事だ。たださすがにそれを蒼蓮達に強要する訳にはいかない。簾座で騒さわぎを起こすのだから、霧恋達と行動を共にする蒼蓮達は、下手すれば反逆者扱いとなりかねない。

「どうぞ私達の事ならお気になさらず。珀蓮様達の依い頼らいでもありますし、私達は霧恋様の意志を如い何かに実現させるかが仕事ですから」

　蒼蓮達は一いつ斉せいに立ち上がり、しっかりとした目で霧恋達を見て深々と一礼した。

「ありがとう。感謝します。……鷲羽様、そういう事ですので、説明の続きをお願いします」

「ん。全員の意見が統一されたようだね……了りよう解かいだ」

　と、鷲羽は中央に巨きよ大だいなモニターを起動させ、姿をプティ鷲羽へ、衣い装しようを教授服へとチェンジした。霧恋達の決意が何だったのかという気軽さだ。

「さて……霧恋殿が手に入れた機き甲こう騎きは天騎クラス十二、水騎クラス十六。結論から言うと、ユニットの中の皇家の樹きは全すべて、ＺＩＮＶと同様に幼生固定された樹だった。問題なのはユニット全ての樹が一種のクローンだって事だね」

「そんな!?　クローニングした樹は……失礼しました」

　霧恋は思わずそこまで言いかけたが、それが極ごく秘ひ事項ではないにしろ、まだ事情を全て知らない霧恋が安易に口を挟むべきではないと判断し、話を止めた。

「一つの細さい胞ぼうから、遺伝子データからのクローニングでは、力を持った皇家の樹は生み出せない。だけどそれを可能にする方法が実はあるんだ」

「この期ごに及およんで、ではありますが、それはこの場で話して良い事なのですか？」

「技術的にはさほど難しい話じゃない。初期文明レベルだよ」

「つまり技術が問題ではなく、そのやり方に問題があるという事ですね？」

　蒼蓮の表情はかなり険しいし、不安げでもある。何と言っても、それが簾座で行われている事であり、霧恋の逆げき鱗りんに触ふれる可能性があるからだ。

「まっ、それは聞いてからの判断だ。要は結実して種子が大きくなる前の段階で分種化させればいいんだ。動物で言えば双ふた子ごが生まれる仕組みと一いつ緒しよさ」

「まさか！　そんな事が可能なのですか!?」

「もともと皇家の樹の種子は完熟する確率は低いけど、手が加えられた種子であろうとも完熟する確率はほとんど変わらない。成功すれば確実に複数の全く同じ種子が手に入るんだからやらない手はないだろうね」

「……まさか」

　霧恋はある事に気付いてプティ鷲羽を睨にらみ付けた。

「樹雷じゃやってないよ。というか、自然での発生例があるんだから、わざわざ実験する必要もないさ」

「自然での発生例？」

「双子って聞いて思い出さない？」

「……ああっ！　船ふな穂ほ様と美み砂さ樹き様の……」

　ニンマリと笑みを浮うかべるプティ鷲羽のヒントで、霧恋はそれが船穂の『瑞みず穂ほ』と美砂樹の『霞か鱗りん』の事だと気付いた。

「霧恋……もしかして船穂様と美砂樹様の皇家の樹って双子なのか？」

「ああ、そうね。みんなは知らないんだったわね。まあ、この流れなら話したも同然だけれど……雨音の言う通り、お二方の皇家の樹は双子の樹なの。これは別に秘密という訳ではないけれど、ここだけの話にしておいて貰えると助かるわ」

　瑞穂と霞鱗には双子ならではの特異な能力がある。だがそれは樹雷皇こう妃ひである船穂が前線で戦い、窮きゆう地ちに陥おちいる様な事でもない限り使用される事はない。

「なるほどね。それを人工的に造ってるって事か。そりゃ確かに、うまく行くならやらない手はないわな」

　雨音達は頷うなずき合い、再び視線をプティ鷲羽へと向けた。

「まっ、ここまでなら問題は無いんだけれどね」

「まだ何かあるのですか？」

「あの……もしかして種子が完熟する確率と関係があるのでしょうか？」

　蒼蓮は怖おず怖おずと手を上げた。ここでわざわざ問わなくとも、話の流れからそれを説明される事は分かっていても、事前に心構えが欲ほしいのだ。

「なるほど。ユニットを使用しておる上位機甲騎の数は少ないが、それでも簾座全体では数千騎はあるからの。そう考えるとそこから先が問題だという訳じゃな？」

「そこから先……」

　プティ鷲羽を見る霧恋の表情は不安げだ。それを聞いての『判断』は、回り回って西南の安否問題にも行き着くからだ。だからこそ『霧恋達の独断』なのだ。

「まあそういう事だね」

　プティ鷲羽は一度、その場の緊きん張ちようが落ち着くのを見計らう。

「……さてとだ。簾座の樹は最高位で第三世代。つまり機甲騎のメインユニットとして使うのは第四世代以降という事になる。そして分種化を行った種子は第五世代のカテゴリーに入るんだが、そうなると今度は完熟した種子を物理的に切断しての発芽が可能だ」

　ダンッ！　大きな足あし踏ぶみの音を立て、凄すさまじい殺気を纏まとった霧恋が立ち上がった。その怒いかりは慣れている雨音達でさえ恐きよう怖ふに身を竦すくめる程ほどで、蒼蓮達はヘナヘナと力無く椅い子すから崩くずれ落ちた。

「落ち着け、霧恋！」

　雨音も霧恋の圧力にそう言うだけで精せい一いつ杯ぱいだ。だがその言葉が功を奏してか、霧恋の殺気はスッと消え失うせた。

「……ごめんなさい」

　そう呟つぶやくように霧恋は力無く椅子に座った。

「気持ちは分かるから気にしなくてもいいさ。それに判断は全員ですればいい。霧恋だけが背負うものじゃない」

　雨音の言葉にリョーコもネージュも表情を歪ゆがませつつも微笑ほほえみ、肯うなずいた。彼女達の気持ちに霧恋も大きく息を吐はき、微笑みを返す。

「そうね。そうだったわね」

「……さて話を続けるよ」

　霧恋達が頷き合い、場が落ち着いたのを見て、プティ鷲羽は講義を再開した。

「分種化されて第五世代カテゴリーとなった種子は、理論上は四分ぶん割かつまで力を維い持じ出来るが、それ以上となると枯かれてしまう。運良く芽め吹ぶいても力はないだろうね。それ以降の世代だと更さらに四つの分種化と六分割が可能だ。ただ通常技術との絶対的優位性となると、その第六世代までで、それ以降は分種化はともかく、分割する意味は無くなる。まあ分種化のみで世代交代をしていけば、第八世代までは能力的には十分使用する事は出来るだろうが、それ以降は、簾座の技術発展のスピードでも、百年以内には代だい替たい品が機甲騎搭とう載さい可能なサイズまで小型化し、費用対効果も逆転するだろうね」

「先程樹雷ではやってないと言うておったが、ユニットを分ぶん析せきしただけでそれ程の事が分かるものなのかの？」

　それは鷲羽の技術力と簾座の格差を、少しでも把は握あくしようと考えての発言だ。雨音に気にするだけ無む駄だだとは言われたが、砂樹は作戦行動立案等をする立場でもある以上、出来るだけ具体的な情報として持っておきたいし、何よりもいちいち驚おどろいていてばかりでは身が持たない。余談ではあるが、砂樹の本体の木の葉は、強いストレスを受けると枯れて落ちる。まあ頭とう髪はつが抜けると同じ意味合いを持つのだが、それは是ぜ非ひとも防ぎたいのだ。

「これに関しては昔の弟で子しが研究しててね。後は現物で追検証すればいいだけだから時間はかからないさ」

（神我人!?）

　一同の中で霧恋だけがそれに気付いたが、さすがに今それを口にする必要性は無い。必要があれば後で雨音達と情報共有すればいいだけだ。

「なる程の。話を中断させて申し訳ない」

　追検証するだけでいいとはいえ、それにだってそれなりに時間と技術と、何よりも専門的な知識だって必要だ。それを事も無げに言うのだから、砂樹は濃のう霧むの中を進んでいるような気分になっていた。

「質問は常時受け付けているから、遠えん慮りよは要いらないさ。さて分種化は問題ないが、分割した種子はそのままじゃ不安定だ。そこで幼生固定と、欠落した部分を各種薬品処理を施ほどこしたクローン素材で補完するのだが、これは種子としての構造を安定化させると同時に次世代を生ませない処理でもある。まあ果実を種無しにするような物だね」

「何な故ぜそのような事を？」

「単純な理由……そこから次世代を勝手に増やされたくないのさ。つまりは機密保持の為ためだよ。ユニットには開かい封ふうされても機密を隠いん滅めつさせるシステムが施されていたが、安全に取り出す術は幾いくらでもある」

　実はこれがユニットのプロテクトが稚ち拙せつな理由でもある。

「そこまでして……」

　機密消しよう滅めつとは皇家の樹を消すという事だ。爆ばく破はか、或あるいは溶とかすか──霧恋は再び沸わき上がった怒りで拳こぶしを強く握にぎりしめた。だがその時、

「酷ひどいわね。あの時の福ちゃんと一緒じゃない」

　そう呟くように声を上げたのは美希だ。

　彼女が思い出しているのは、タラント基地でいろいろな実験をされていた福の事だ。彼女は鷲羽の説明にあった、簾座の王家の樹と同じ目に遭あったのだ。

「!?……そうね。私達も最初は福ちゃんを……道具として見ていたものね」

　霧恋の怒りはそこで一気に醒さめ、気まずそうにプティ鷲羽の方を見た。美希の言葉が霧恋に冷静さを取り戻もどさせたのは皮肉だが、僥ぎよう倖こうとも言える。

「結局、人は自分に関係ない所では非情になれるという事ね」

　以前、霧恋達は福を守蛇怪のシステムの一部として見ていた事がある。簾座が、特に意志のない下位世代の樹を兵器として考えるのを、一方的に責める訳には行かない。

「皇家の樹、皇家の船という存在を認にん識しきしている私達でさえ、霧恋さんと出会って、皇家の樹と直接接したからこそ知った事実は多いですから。なら簾座ではそれが機甲騎の部品としてしか見られていないのは当然……それ以前に、そこに意志があるなどと考えもしないのでしょうね」

「まあ、そうなるわね」

　雨音達の視線に、蒼蓮達は小さく肯いた。

「なるほどね。鷲羽様が何かぼかした言い方をすると思っていたけど、そもそもこいつは銀河連盟でまともに話し合えるような内容じゃ無いわね」

「そうですよね。樹雷としては皇家の樹を増やせる事を知られたくないでしょうし、だけど簾座の扱あつかわれ方を良しとは出来ない……」

　もともと皇家の樹はそのあまりの戦せん闘とう力に、他国の不信感を煽あおるという理由で、一定数の供きよう与よを常時求められている。それを樹雷は数が少ないという理由で拒こばんでいるのだ。

　だが分種化や分割が可能であると知られれば、他国への供与、或いはＧＰへの一定数の供与を迫せまられるだろう。結果、下位の皇家の樹が、簾座と同じ目に遭う可能性は高い。

「そうね。銀河連盟で会議をするにしても、皇家の樹について伏ふせたままでは、結論は決まっているものね。樹雷としても静観を決め込むしかないのも当然だわ」

「樹雷でだって簡単に結論なんて出せないわよ」

　恐おそらく知っているのは樹雷皇と瀬戸だけ。その霧恋の予想は当たっていると、プティ鷲羽は無言で頷いた。

「私からの説明は以上だ。後は霧恋殿どの達の判断だ」

　プティ鷲羽はその場を立ち去らず、中央のテーブルに腰こしを掛かけ腕うで組ぐみをして静観の構えをとった。つまりここで相談をして結論を出せという事だ。

「……時間がないのは当然だけどなぁ」

　だが簡単に結論の出せる内容ではない。話を聞く前以上に全員が困こん惑わく顔だ。

「ただ既すでに簾座で分種化と分割の技術が確立されているんだから、どこかで銀河連盟側にも情報は漏もれるって事だよな？」

「その為に時間を稼かせぎたいという思おも惑わくもあるのでしょう」

「いっそ多数決でも取る？」

　何しろ西南の捜そう索さくは一刻を争う。時間を掛ければ掛ける程、面めん倒どう事が累るい積せき赤字──雪だるま式ならぬ、雪崩なだれ式に大事になるのが西南なのだ。この思考放ほう棄きにも近い〝多数決〟提案をした雨音に異論を唱える者も、無責任だと怒おこる者もいない。

「私達……いえ、私にとっての一番の優先事じ項こうはやはり西南君の安全よ。もちろん簾座の皇家の樹きには同情はするし、それが樹雷の樹達にも影えい響きようするという事は分かるわ。でも結局は霧恋さんがどう納なつ得とくするかじゃない？」

　全員が沈ちん黙もくする中、一番に発言したのは美希だ。決けつ闘とうの時といい、明らかに事態の進行を早める役割を担になう立場になりつつある。

「そうね……でも知った以上はそう簡単に許せるものでも、決断出来るものでは……」

　と、霧恋の視線は何気なくカグヤの方へと向けられた。完全に無意識ではあるが、カグヤも月夜という皇家の樹のマスターなのだ。ある意味、霧恋と気持ちを共有出来る仲間であるとも言える。

「……！」

　その瞬しゆん間かん、霧恋は重要な事に気付いた。

（そうだ！　月夜は私を受け入れていた。人に対しての嫌けん悪おも拒きよ絶ぜつも無かった。瑞みず輝きもそこに何の違い和わも感じていなかったんだわ）

　意志を持たない皇家の樹とはいえ、マスターのいる騎き体たいに乗る以上、霧恋は瑞輝を通して月夜に挨あい拶さつをしていた。もちろん月夜に明確な反応は無かったものの、瑞輝はヨモツオオカミや福に対するのと同じ、親しげな反応を示していた。

（月夜に異常があれば瑞輝が気付かない筈はずがない。つまりそれは月夜が人に対する恐れや嫌悪を持っていない……いえ、もしかしてカグヤさんに対する好意を持っている？）

　霧恋は先程の訓練をつぶさに思い返してみた。

（……そうよ！　月夜の違和感は、反応の悪さだ）

　霧恋は瀬戸の部下という立場上、樹雷で下位の皇家の樹が使われた戦せん闘とう艦かんのテストを行った経験がある。意外ではあるが、高位の皇家の樹よりも下位の物の方が操作感応は素す直なおで率直なのだ。もちろんお互たがいの連れん携けいが上う手まく行き始めた時の反応は、上位の樹の方が圧あつ倒とう的だが、初見での扱いは段だん違ちがいに下位の物の方が良いのである。

（下位の皇家の樹には明確な意志はないけれど、それでも感情に似たものはある）

　そしてその感情の善し悪あしは、反応にダイレクトに現れるのである。

（……ちょっと待って！　よく考えてみて！）

　何らかのヒントになりそうなきっかけを摑つかもうと霧恋は考えを巡めぐらす。そしてその葛かつ藤とうに気付いてか、全員が邪じや魔まをする事無く、ジッと霧恋の様子を見守っている。

《ヨミちゃん。決闘の時、相手の機き甲こう騎きから何か感じた？》

　本来であれば瑞輝に聞いた方が良いのだろうが、間近にいて相対したのはヨモツオオカミだ。福と瑞輝が仲が良いように、福の姉妹しまいであるヨモツオオカミも相手の感情が分かるのではないかと思ったのだ。

《……ハッキリ分カラナイ……ケド……泣イテイタミタイ》

《泣いていた？》

《デモ楽シソウナ子モイタ。月夜チャンハ楽シソウダッタ》

《……泣いていたのはどの子か分かる？》

《……一番最初ニ遊ンダ子達》

《そう……ありがとうね》

　これ以上質問する意味はない。泣いていたのは明らかに次騎達の乗っていた天騎だ。だが反対にそれ以外の機甲騎ユニットに関しては、月夜同様マスターに悪い感情を持っていなかったという事になる。つまり極論すれば、頭部を奪うばった行こう為いは、マスターと皇家の樹を引き離はなした事と同義なのである。

（兵器としてあの子達の身を切り刻んでいるのは腹立たしいけれど……その子達をどう扱うかで見れば、全すべてが同じという訳じゃないという事ね）

『郷に入っては郷に従え』日本人なら知る言葉だ。自分達の常識とは違うからと、力ずくで言う事を聞かせようというのは間違いだ。その土地にはその土地のルールがあり、それはその土地では、生きるのに必要な事かもしれないのだ。

　もちろん是ぜ正せいするべき所があれば話し合いを持つべきだが、いきなり力ずく喧けん嘩か腰ごしというのでは、相手もこちらの意見を受け入れまい。ましてやその事で銀河連盟と簾座の未来に禍か根こんを残すのであれば、出来るだけ慎しん重ちように動くべきだ。

（ある意味、後の尻しりぬぐいはしてくれるという事なんでしょうね……）

　樹雷皇や瀬戸がその気なら、帰き還かん命令を〝強制〟する事だって可能だ。雨音や他ほかの者達に対しても、いくらでも強要する術すべはある。簾座と国交が無いといっても、それを鵜う吞のみにする事は間違いだ。

（瀬戸様ならこちらに〝いろいろ〟と潜もぐり込ませているのは確実でしょうし）

　珀蓮達しかり、霧恋の秘書となったマーシ・ディプロスしかりである。

（簾座の機密が銀河連盟側に流れる問題は私達の手に余るし、私達がどうこうしなければならない問題でもない。それにもしかしたら守蛇怪一号機の開発は……）

　下位世代の皇家の樹を使用しないでも、高性能の船が出来るのであれば、そちらが主力戦力として使われるだろう。特に軍用であれば、増やすのが難しい過か剰じような高性能よりも、損そん耗もうを気にしなくてもいい安定的供給が可能な、そして任務に十分な性能を持つ船の方がいいのだ。

「……ふう」

　霧恋は心を落ち着けるよう、大きく深呼吸をして雨音達を見回した。

「簾座の皇家の樹に対するやり方を止やめさせる事は事実上不可能だわ。その技術が銀河連盟に漏れる事も、その対処に関しても私達ではどうしようもない問題よ。これはもう無視するしかないわ。だけど私達の懐ふところに入って来た子達に関しては、こちらで判断すべきだと思うの」

　メーカーのメンテナンス要求など、ユニット回収の言い訳だ。返へん却きやく時に内部をすり替かえられる恐れは高い。霧恋は意を決して立ち上がった。

「蒼蓮さん。本来のユニットの所有権はこちらにあるのだったわね？」

「はい、それはもちろん。メーカー側が言っているのは、あくまで商品としての機能維い持じ補ほ償しようをするという名目だけです。ただこちらがユニットを開封してしまえば、その補償対象からは外れてしまいます」

「では返へん還かん要求に強制力は無いのね？」

「表向きはそうですが、もしかしたら関係する機甲騎、月夜にも何らかのペナルティーを課す可能性は……例えばメンテナンス拒きよ否ひをして来るかもしれません」

「霧恋さん。メーカーは三社あるんですよ」

　蒼蓮の困惑顔とは対照的に、リョーコは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「ああ、なるほど……それも一つの手ね」

　霧恋も何かを思いついたのかニッコリと悪い笑みを浮かべた。

「月夜はどうする？　もちろんすぐに開けられるわよ？」

　鷲羽の問いに霧恋とカグヤは同時にお互いを見た。

「霧恋様にお任せします」

「……そうね。月夜に関しては、しばらく相手の出方を見るに留とどめましょう。もしメンテナンス拒否をして来るのであれば、その時に考えます」

「了りよう解かいしました」

　蒼蓮達は一いつ斉せいに肯うなずいた。

「それから鷲羽様、状じよう況きよう次し第だいではありますが、場合によってはこちらでメンテナンスをお願い出来ますか？」

「私がしていいのかい？」

　どちらにしろ鷲羽の技術力があれば、最悪の状態となろうとも、メーカーに頼たよる必要など無いし、間違いなくそれ以上の機甲騎を造れるのだ。問題はその時に鷲羽が自重してくれるか否いなかだ。哲てつ学がく士である鷲羽は、その技術の倫りん理り的判断をする立場ではあるが、それはあくまで不特定多数が使う物に限っている。鷲羽の知る相手であれば、その枷かせは簡単に外れ、趣しゆ味みに走った結果が『守蛇怪』や『ヨモツオオカミ』なのだ。

「その前に蒼蓮さんに、調べて欲しい事があるの。それ次第では鷲羽様にいろいろとご相談をする事になるかもしれませんが……」

「予算の事なら心配はいらないよ。瀬戸殿どのから了りよう承しようされている。ケッケッケ」

「やっぱりか、あのクソババァ!!」

　思わず立ち上がって怒ど鳴なったのは雨音だ。もちろん霧恋達も同感とばかりに目を閉じつつ、眉み間けんに皺しわを寄せている。

「……どうやら気き兼がねは無用のようね。せいぜいあのオバサンを慌あわてさせてやるわ」

　美希の呟つぶやきに、これまでさんざん瀬戸に振ふり回されて来た被ひ害がい者しや全員が、凄すごく悪い笑みを浮かべた。そしてそれを知らない蒼蓮達は、その集団の異様な雰ふん囲い気きにブリッジの隅すみっこで、生まれたての子犬のように震ふるえていたのである。

「ケケケケケッ！　楽しくなって来たねぇ」

　そしてそんな銀河アカデミー的お祭り大好きプティ鷲羽は、楽しげに高笑いをするのであった。








２「それぞれの思おも惑わく」









　──機き甲こう騎き開発に関かかわるメーカーは大小併あわせると数え切れない程ほど存在する。だがその中で機甲騎の頭脳でありエネルギージェネレーターでもある、原初の五聖機の子孫を利用した物を扱あつかうメーカーは三社。その前身は、五王家直ちよつ轄かつの一つの研究組織であった。だが王国が巨きよ大だいとなり、ほぼ現在の簾れん座ざを形成するまでになった時、その維い持じ管理にそれぞれの思惑や利害が複雑化し、多くの支障を来きたすようになった。その為ため、王家と切り離し、民間企き業ぎようとして独立させたのである。

　最初は珀はく翠すい、翠すい花か、花か炎えん、炎えん磨ま、磨ま珀はくの五つの独立したメーカーであったものが、統とう廃はい合ごうの末に三社に纏まとまった。統合後は花か櫻おう系のメーカーが無くなり、珀はく翠すい天てん、炎えん磨ま天てん、磨ま珀はく天てんと名を変えた。現在ではその三社を総して三さん天てんと呼ばれる企業連合が形成されたのである──（磨珀天社史より抜ばつ粋すい）







　三分ぶん割かつされた、直系五メートル程の円えん卓たくに代表と補ほ佐さ、秘書と、それぞれのメーカーが五人ずつ参加していた。各人の表情は様々だが、この会議の内容からすれば、驚おどろく程楽観的な雰囲気が漂ただよっていた。

「珀翠天も炎磨天もとなると、全てのユニットの引き渡わたしを拒否という事だな。ユニットが開かい封ふうされた形けい跡せきは？」

「今のところ開封信号は発せられていません」

　磨珀天代表の問いに隣となりに座る美女が答える。

　それぞれの代表が列席させている秘書の殆ほとんどが彼等のプライベートを共にする者、つまり秘書兼けん護衛兼愛人だ。それぞれが美女揃ぞろいではあるが、彼女はその中でも特に目を惹ひく美び貌ぼうの持ち主である。現に他の代表達はそれとなく彼女に視線を向けていて、それに気付いた秘書達は表には出してはいないが、内心酷ひどく不ふ機き嫌げんで、会議が終わったら何をねだろうかと考えていた。

「それはこちらも同様だが、そのような事は確かく認にんするまでもない。いくらあちらの技術が高かろうとも、すぐに開けられるようなちゃちな物ではない。今いま頃ごろは必死で解かい析せき中なだろうよ」

「フフッ、それとも己おのれの迂う闊かつさを思い知っているかもしれんな」

「しかし過信するのはいかがかと」

　磨珀天秘書が独り言のように口にした。代表会議であるこの場の勝手な発言は当然、越えつ権けん行こう為いではあるが、他の代表達は窘たしなめるどころか、堂々と彼女の顔をガン見出来る事を喜んでいる感じだ。もちろんその後、自身の秘書達から強ゆ請すられる物の値段が上がった事は言うまでもない。

「ワハハハッ、お前の新しい秘書は随ずい分ぶん心配性しようだな。それとも自社の技術に自信が無いのか？　どちらにしろ半年もすれば意味の無くなる技術だ。そして一年も経たたない内にエラーが出始めれば、こちらに泣き付いて来るだろうよ」

「しかり。とはいえ返却の拒否は少々面おも白しろくない話だ」

「まあせいぜいふっかけてやればいい。金がなければ物でも、な」

「とはいえ、何も知らぬ田舎いなか者の非礼にいちいち過か敏びんに反応していては、他の顧こ客きやくの不信を招く。当社はいつも通りの対応をするつもりだが？」

　磨珀天代表の言葉に他の代表が一いつ瞬しゆん、苛いら立だちのような表情を見せたが、すぐに笑みを浮かべた。

「ハハハ、確かにな。相手は私達の娘むすめのような年とし頃ごろだ。少々大人気なかったようだ」

「そうだな……だが決けつ闘とうの戦せん闘とうデータが手に入らなかったのはいささか残念だったな。まさかああも簡単に負け、しかも頭部を奪うばわれるという失態……何とも情けない話だ」

「聖遺装備のレプリカや、各メーカーから開発中の試作品まで無心した結果だからな。第二位の位置にいたとはいえ、あの者達の復権はもう無いだろうな」

「特にあの者達は……まあ、もうどうでもいい事だな。とにかく戦闘データは残念だが、回収出来たとしても、それ程の価値はあるまい。もっとも、他の騎体メーカーの連中は風評被ひ害がいが防げて安あん堵どしているだろうよ」

　王族の場合、負けた言い訳を騎体の性能云うん々ぬんにする事がある。だがその言い訳する以前の負けっぷりではどうしようもない。

「若い女、しかもたった一騎に手も足も出ずだからな。だが次代を担になう者達があの体ていたらくでは、海かい賊ぞく共や『メイ・テイナー』に対処できるか不安だな」

「なれば尚なおのこと、機甲騎の強化は急務ではないでしょうか？」

　磨珀天秘書の発言は、彼等がこの会議を開いた最大の懸けん案あん事じ項こうだ。

「秘書如ごときが分を弁わきまえろっ！」

「磨珀天、秘書如きとはいえ、その言の責任は取らなければならんぞ」

　二人の会長は苛立ちを顕あらわにしたが、内心では磨珀天秘書の迂闊な発言を喜んでいたのである。

「……ふむ。まだこの場に出すのは早かったようだ」

　磨珀天は表情を変えなかったものの、他ほかから見えない位置で拳こぶしを握にぎりしめた。彼女の発言は磨珀天社に大きな支出を強しいられる口実にされるのだ。

「さて機甲騎の強化が急務だとして、どうするつもりかお聞かせ願おうか？」

「決闘によって奪われた物は決闘で取り返すのが常道。先まずはあちらの神騎……いや、確か聖せい機き神しんとか呼こ称しようしておったかな？　あれのデータを急ぎ集める必要があるだろう」

「具体的にはどうするつもりだ？」

「戦闘データが足りなければ、増やす方向へ持っていけばいい」

「だがあの後、決闘を申し込んでいるのは二流どころばかり。功名心だけの者達では、先だっての二の舞まいではないか？」

「来年ロールアウトさせる予定の、天騎クラスの新型ユニットを二騎、提供しよう」

「ふむ……天騎クラスのユニットの供きよう与よともなれば、飛びつく者も多いだろうからな」

　磨珀天からの提案に、二社の代表は満足げだ。

「それと並行して、新規システムの発表をしたいのだが？」

「それは時じ期き尚しよう早そうだ！」

　新規システムの発表は、その年の収益とその後の運営開発費用の目玉となるが、発表サイクルが早ければ、後の開発に支障を来す。会社としては少しずつ小出しにして予算を確保したいのだ。

「狙ねらいは何だ？」

「その際にデータロガーの強化とデータの常時転送システムを組み込む。そしてこれを機に新たなランカー制度を取り入れたい」

「ほう？　それはまた大だい胆たんだな。一つは銀河連盟の神騎データの収集だが、もう一つは何が目的だ？」

「お遊びみたいなランク分けだが、それなりのステータスもある。現在のランカー制度でも、連盟の神騎はかなり上位に入る筈はずだ」

　つまり霧きり恋こが、上じよう位い陣じんを押し退のければ、順位の下がる者達が増えるという事だ。

「ほう？　爵しやく位い持ちの騎き士しには効きそうだな話だな」

「様子見をしている腰こしの重い者達を引き摺ずり出すにはいいかもしれんな。いいだろう。私は異論はない」

「こちらもだ。ではそろそろお開きとするか」

「異議無し」

　全員が肯うなずくと、その場の景色も全すべてが消え失うせた。残されたのは磨珀の者達のみ。つまりここは磨珀本社の会議室であり、他の者達はそれぞれの本社会議室からの映像だったのである。

「金か物、ね……商売人のクセに無む駄だにプライドが高いんだから。困っちゃうわ」

『物』イコール『技術』だ。先程の秘書が代表が居る前で大きく伸のびをして愚ぐ痴ちた。秘書にあるまじき態度だが、代表は何も言わないどころか、困こん惑わくしたように大きな溜ため息いきを吐つく。

「バレたらどうするおつもりだったのですか、卓たく磨まお坊ぼつちゃま？」

「どう、そそる？」

　卓磨と呼ばれた美女は科しなを作ってウインクをして見せた。それを見た磨珀代表は世界の終わりが来たかのような表情でガックリと項うな垂だれた。

「ちょっと……爺じいや？　泣く事はないだろう？　これは僕が好きでやった訳じゃないんだからね？　バレないようにしたいって言ったら、姉ねえや達……君の娘さん達が悪ノリした結果なんだからね？」

　卓磨の慌てぶりとは対照的に、周りの女性三名は満面の笑えみだ。

「ずるいわよ。卓たくちゃんだってノリノリだったじゃない」

「そうよ。その格好で秘書課の娘達と恋こいバナしてたり」

「新入社員の男の子をからかってたりもしてたわよねぇ」

「バレたらいけないから、いろいろと演技の練習をしてたんだよ。意外とすんなり引っ掛かかるから、少し楽しくなったのは認めるけどね」

　一いつ斉せいに秘書の娘達に詰つめ寄られては太た刀ち打うち出来ないようで、慌あわてて言い訳をする様子から、姉と妹……もとい弟といった感じだ。どちらにしろ立場的には上だが、精神的には一番弱いのは確かのようだ。

「それにしてもここまで卓ちゃんが化け粧しよう映ばえするとはねぇ。でも考えてみれば卓ちゃんて心しん珠じゆ様の一族だものね」

「こうしてお化粧をするとそんな感じよね」

「アハハハ、でも爺やには一発でバレちゃったけどねぇ……」

「……………………………」

「……ごめん。仕事の話に戻もどるね」

　薄うす暗ぐらい場所で見ると、オシッコをちびりそうな、そんな恨うらめしそうに見つめる磨珀代表の顔を見た卓磨は、慌てて話を打ち切った。

　姉やと呼ばれた秘書達は不満げだったが、これ以上ふざけていると秘書課のお局つぼね様、磨珀天代表の妻にして、姉や達の母親がやって来る恐おそれがある。もちろん姉や達もただでは済まないが、そのお局様に女装姿を見られたら、卓磨こそ、どんな目に遭あうか分かったものではないのだ。

（婆ばあやはとんでもなく斜ななめ上の行動に出るからなぁ……）

　──まさか卓磨お坊ちゃまが女性になりたかったなんて……。

　──その心に気付かなかったとはなんたる不覚！

　──ええ、分かっております。分かっておりますとも！

　──ここはこの婆ばばにお任せ下さいまし。

　──きっと卓磨お坊ちゃま、いえ卓磨お嬢じよう様ですね。

　──卓磨お嬢様に相応ふさわしい婿むこ様をお探し申し上げましょう！

（……なんて言い出して、即そく実行しかねないからなぁ）

　ゾワッとお尻しりに嫌いやな不快感を覚えた卓磨は、頭を整理して話し始めた。彼は姉や達の冗じよう談だんに付き合ったが、そこから先に進むつもりはない。ちゃんと女性が好きなのだ。

「正直、爺やの言いたい事は分かるよ。今回の会議の結果は僕の汚お点てんになる事は間ま違ちがいない。だけどいつまで経っても話が先に進まないのは問題だと思うよ」

「とはいえ今回の件は完全な勇み足かと」

「これは僕の予感なんだけれど、メインユニットは既すでに開かい封ふうされたんだと思うよ。だからこその引き渡わたし拒きよ否ひなんだろうね」

「まさか!?」

「他の社も基本は相手と協調路線を取るだろうけれど、あれだけの技術力を見せられてしまっては、さすがに競争意識も働く。他を出し抜ぬこうと、裏で強引な手を使う可能性は高いよね。爺やもそう考えていたんじゃない？」

「どの技術をとっても、とんでもないブレイクスルーが可能となれば、他社に遅おくれをとる訳には行かないでしょう、しかしながら今回の事で他社に手の内を見せてしまった事になりますな」

「我が社はそれでいいんだよ。交こう渉しようをするなら、最上客の扱あつかいにするべきだよ」

「しかしそれでは!?」

「幹部連中全てを敵に回そうと強権を発動させてもらうよ？　反対する者には……それこそ、裏で手を回すしかないね。その為ための莫ばく大だいな予算なんだからさ」

　つまりは暗殺、粛しゆく清せいをも辞さないという事だ。

「そんな事をすれば卓磨様が……!?」

　磨珀天代表は恐ろしく冷たい目を向けられて押し黙だまった。それは玉ぎよく蓮れんの威い圧あつに似たものだ。もちろんその域に及およぶべくもないが、それでも彼を黙らせるのに十分の威力を持っているのだ。

「僕は今日初めて最高会議に参加して、君達の愚ぐ鈍どんさに呆あきれてしまったんだよ。あの場にいる連中が、僕を含ふくめ、社の年間予算の半分を浪ろう費ひしていると思うと吐き気がしそうだったよ」

　卓磨の言う予算が、莫大な幹部報ほう酬しゆうやら人員育成と称しようした秘書達への私的流用、他社の攻こう撃げき材料を探す為に充あてられているのだから、まともな人間であれば彼に同意するのは間違いない。もちろんその立場となれば、その蜜みつに溺おぼれる者が殆ほとんどなのも事実だ。

「とにかく柾まさ木き霧恋様とはすぐに接せつ触しよくする方が良い。メインユニットの返へん却きやくがダメなら、メンテナンスではなく、此方こちらが出向いて異常がないかをチェックするだけでも良い。それが許可されたら、誤作動プログラムは解除しておくんだ」

「それは……よろしいので？」

「開封されていたのならバレているだろうけどね。とにかく相手側は『頭ず脳のう樹じゆ』に対して特別の感情を持っているのは間違いない」

「そもそも決闘に至った交渉の記録内容から、それは窺うかがえますな」

「僕は常々疑問を感じている。頭脳樹は原初の五聖機をトップとして、上位である程ほど、その能力が驚きよう異い的に高くなる。なら原初の上はどういう存在だったのか、だ」

「五聖機の親木が存在する事は予想されていましたからな。そしてその樹きには明確な意志のようなものが存在すると言う学者もいますが……」

「僕もその説に賛成だ。となると彼女は〝それ〟とどう接しているんだ？　畏い怖ふ？　崇すう拝はいか？　意外と家族のように思っているのか？　どちらにしろユニットが開封されたのであれば、こちらの扱いに良い印象は持たないだろうね。だけど現段階の反応から察するに、彼方あちらも敢あえて敵対するつもりはないんだと思う」

「だとすれば……確かに厄やつ介かいですな」

「こちらの扱い方に対して、あえて頭を下げる必要は無いと思うけれど、その事は頭に入れて行動するべきだ」

「幹部連中を納なつ得とくさせるのに苦労しそうですな」

　強権発動と裏の力での強制排はい除じよ。卓磨がそれをしなければならない理由が、磨珀天代表には今一つ理解出来ないのだ。

「ねえ爺や……心珠様が銀河連盟にいらした時は、どうしていたんだと思う？」

「どう……とは？」

「こちらに帰き還かんした時からの行動を見ていると、随ずい分ぶんと大人しい印象なんだよね。そこから考えると嫌な予感がビンビンとね」

「「「「……!!」」」」

　卓磨の言葉に全員が押し黙ってしまった。心珠、玉蓮の恐ろしさは磨ま玉ぎよくの関係者だからこそ知っている。その狂きよう気き、人を破は滅めつに追い込む天才、一種の疫えき病びよう、それらの能力は、あのウィドゥーに近い特性を持っている。だからこそ磨玉本星は首都ではないのだ。あそこは、狂くるっている当主を隔かく離りする牢ろう獄ごくなのである。

「あのお姫ひめ様……完全に心珠様の部下というのならまだしも、そういった印象は受けないよね？　だとすれば数年の間、何事もなく一いつ緒しよに行動を出来ているというだけでも、普ふ通つうとは思えないよ。正直、関かかわりたくない位だね」

「……それは……確かに。私とした事が迂う闊かつでした」

　それまで正直、磨珀天代表は霧恋を小こ娘むすめと侮あなどっていたところがある。もちろん決けつ闘とうで見せた力は凄すさまじいものではあったが、それはひとえに機き甲こう騎きの性能であると、それさえ手に入れればいいと、軽く考えていたのである。

　だが資料映像で垣かい間ま見みた霧恋の威圧。映像からでは今一つピンと来なかったが、卓磨に指し摘てきされた事で、その意味と恐ろしさに気付かされたのだ。そして霧恋が玉蓮と同種の匂においを漂ただよわせていると気付いた以上、侮るべきではないと感じたのである。

「心珠様には一度、お目通り……」

　ここで卓磨は一度、気持ちを落ち着けるように大きく息を吐はいた。

「……お目通りをしなければならないだろうけど、その前に三み翠すい様、六ろつ火か様、十じつ騎き様のいずれかの方と会っておきたい」

「もしやあの方々と結党をお考えで？」

「その話は断ったはずだよ。僕には性しように合わないし、面めん倒どう事は御ご免めんだ。三翠様達に面会したいのは、心珠様達と直接お目通りしたのが彼等だけだからだよ。きっと重要な事を聞かされているような気がするんだ」

「次つぎ騎き様の部下経由で報告書は上がっていますが？」

「ああ、もちろん目を通したけれど、かなり作さく為い的だ。当たり障さわりがないし、内容がかなり偏かたよっている感じがある。ならその情報源となった三翠様に会うのは当然だろう？」

　あの時の三翠達の予想通り、上に睨にらまれたくないが故ゆえ、かなりの情報を削さく除じよ、自分達に都合良く仕立てた報告書を送ったのだ。その後、次騎達がかなり無様な敗北を喫きつした為、粛清を恐れた部下達の殆どがレセプシーに亡命したため、真実は闇やみの中だ。

「では急ぎ手配いたします」

「それと最後に、決闘で行方ゆくえ不明となった山やま田だ西せい南な……山田西南様、だな。彼の扱いについては特に注意をしてくれ」

「山田西南様、ですか？　神騎ではなく？」

「いいかい？　これは本当に肝きもに銘めいじてくれ……僕らはどうも頭脳樹に関して、僕らの常識に囚とらわれがちだ。もし頭脳樹に明確に意志があったとしたら、怖こわいと思わないかい？　山田西南様がマスターとなっている意味を考えてみなよ。あのとんでもない力、高い演算能力、それらが自分達に向けられる可能性を考えずに、無神経に扱うなんて恐ろしい事なんだよ」

「そっ!?　それは……確かにそうですが……」

「それと彼自身も、そのマスターとして選ばれた男だという事……注意をしておくに越こした事はない」

「それも卓磨様の勘かんですか？」

「……ああ、彼の事が……気になるんだよ」

　そう卓磨はジッとどこか遠くを見たまま、呟つぶやくように言ったのである。

（（（まっ、まさか！）））

　女装したままの卓磨の姿と物思いに耽ふける表情。磨珀天代表はその意図を正確に認にん識しきしたが、姉や秘書達は三人が三人共に、怪あやしげな腐ふ妄もう想そうに耽ってしまったのである。何だかんだ言いつつ、姉や秘書達は卓磨が危き惧ぐした斜め上思考の婆やの娘むすめ達なのである。







　そこは穏おだやかな陽光が降り注ぎ、心ここ地ち良い風が吹ふいている地平線まで色とりどりの花が咲さく草原だ。その中で五人の男達が車座に座り、ピクニックでもしているのか、円えん筒とう形の重箱に詰つめられた食べ物やお茶を楽しんでいる。ゆったりと姿勢を崩くずしているが、決してだらしなさはなく、高貴な上品さを感じる彼等は、簾座の次期当主候補筆頭達だ。

「なかなか面おも白しろい状じよう況きようになってきたものだ」

　穏やかな笑うのは一いち騎き・天てん満ま・騎き珀はく。

「フン！　あのバカ共が、いい恥はじさらしだ！」

　不ふ機き嫌げんそうに料理を食べているのは、一見修しゆ行ぎよう僧そうのような坊ぼう主ず姿の一いち火か・煉れん極ごく・火か泉せん。彼こそ火か煉れんの父だ。

「と、言いつつ。真っ先に従者達の家族を保護してあげているんだから、相変わらず面めん倒どう見みはいいんだよね。でもその優やさしさを弟達にも向けてあげたらどうです？」

　苦く笑しようしつつお茶を飲むのは朱しゆ蓮れん・リュージュ・花か櫻おう。蒼そう蓮れん達の従い兄と弟こにあたる。

「いんだよ！　あいつ等にはいい薬だ」

「まあ、あの過保護なご母ぼ堂どう達が付いている限りは、私も放置に賛成ですね。ただなかなかにいい露つゆ払はらい役でしたから、もう少し頑がん張ばって欲しかったですけれど」

　にこやかに毒を吐はくのは珠しゆ一いち・研けん麻ま・磨玉だ。

「露払いって……お前もなかなかに酷ひどい奴やつだな」

「感謝もしていますし、いなくなって残念にも思っているのですよ？　何しろ二位の席を守る為にご母堂共々、下の弟達といろいろとやり合ってくれていたのですから」

「磨玉って、どうしてこうなんだろうな？」

「私など心珠様に比べれば可愛かわいいものですよ」

「……上に立つ者に暗あん愚ぐは不要」

　彼等のやり取りを無言でジッと見ていた、この党の党首である、一いつ翠すい・簾れん華か・翠すい霊れいは重々しく口を開いた。

「無理をしていた弟達にとってもいい潮時だろう。当主としての道は絶たれたが、それで人生が終わった訳ではない。弟達の捲けん土ど重ちよう来らいを期待するだけだ」

「跡あと目め争あらそいが厳しくなるというのに、一翠は我々にも厳しいねぇ……それで？　激化する競争に勝ち抜ぬく為ためには、やはり弟達の政治生命を絶った女じよ傑けつ殿どのの保護を？」

「山田西南を我らの党に迎むかえ入れる」

「おっ、おい!?」

　一翠の発言に珠一以外の三名が驚おどろきの視線を向けた。

「……もしかして私はお役やく御ご免めんかな？」

　本来、彼等の党は各王国出身者のみで構成される為に、最大五名と決まっている。そこに一人入れるという事は、一番階位の低い珠一が外れる事になる。

「何も党が五名である必要はない」

「へえ……それは将来の為、かい？　随ずい分ぶん大だい胆たんな案だけど、銀河連盟との窓口にするのは時じ期き尚しよう早そうではないのかい？」

「そもそも山田西南を党に入れるという事は、五家の伝統を破り、連盟との窓口を独どく占せんする事と同じだ。それを貴族院の連中が承認すると思うか？」

「少なくとも花櫻と磨玉は承認するだろう」

　花櫻は王国では無くなったが、いまだに旧国王一族、蓮れん家の力は強い。蒼蓮とこの党の一員である朱蓮、もう一人賛同者がいれば、承認される可能性は高い。そして心珠は磨玉の女王だ。西南が入党を了りよう承しようすれば支持する可能性は高い。もちろん現段階ではまだ流動的ではあるが、実現不可能な事ではない。

「なるほどね。だがその山田西南が何ど処こにいるか、生死すら不明だ。それに彼の持つ神騎と、いろいろな思おも惑わくを持った連中が既すでに追いかけている筈はずだ。それをどう出し抜くかも問題だな」

「しばらくは放ほうっておけばいい。全員の目がそちらに向いている間に地じ盤ばんを確固たるものとする。なんであれ戦いは兵へい站たんの下支えがなければ維い持じできない」

「確かにそうだが、山田西南を押さえられるとまずくはないか？」

「そうなってから取り上げればいい。そもそも彼をこちらに連れて来たのは翅し焰えん達だ」

「ああ、そういう事かよ。白しろ花はなの親おや父じは養子で結党してないし、心珠殿は現当主だが政治的基き盤ばんが弱い。俺達が当主になれば、その時点で政治的な表おもて舞ぶ台たいからは引くだろうし、もともと磨玉の当主は政治に無関心なのが多い。まず間ま違ちがいなく、珠一を代表として任命するだろうな。現段階での競争相手としては光み梛な面もの親父殿という事だが……」

「それこそ杞き憂ゆうというものだよ。山田西南にそこまでの政治的価値が出るのはかなり先の話だよ。現当主殿達は静観の構えだし、もし問題が起こるとすれば、白花、光梛面が誰だれと結けつ婚こんするかだろうね」

　翅焰、火煉の結婚相手に対して大きな影えい響きよう力があるのは父親である一火だ。つまり火煉と結婚する相手は自動的に一火達の党を支し援えん表明するに等しい。

「フンッ、だが翅焰は政治目的とする奴にはやらんぞ！　あの娘こには本当に好きな相手と添そい遂とげて欲しいんだよ」

「白花達に加え、あの魔ま女じよ王と共に彼方あちらに行って来た娘だから、そんな心配は不要だと思うけれど……あの山田西南の供を長くして来たそうだから、案外と……」

「あのガキ、結婚前に翅焰に不ふ埒らちな事をしていたらコロス！」

「あの女じよ傑けつが嫁よめである以上、そこは心配ない」

「ん？……おう、なるほどな。確かにあれは真ま面じ目めそうだ」

　珠一の煽あおりに一気に激げき高こうしていた一火は、一翠の一言であっさりと鎮ちん火かした。

「おいおい一翠……せっかく一火のバカ親っぷりが見られると思ったのに、もう打ち切りかい？」

「ようやく無事に帰って来た愛まな娘むすめが、今度は祖母殿の所で隔離状態なんだ。変な暴走をされると面倒だから止やめておけ。それよりも山田西南を保護しなくていいのか？　恐おそらく彼を捜さがしている連中の殆ほとんどが、神騎目当てだろうからな。それを手に入れるのに強引な手を使う可能性が高いぞ？」

「機甲騎とそのマスターの真実を知る者は少ない。迂う闊かつな者は大おお火傷やけどを負い、慎しん重ちような者は果実を手にする」

「その手にした果実を俺達がいただくという訳か。だがそれなりの対価、或あるいは面倒なしがらみを背負い込む事になるぞ？」

「些さ細さいな事だ。重要なのは、白花達が何を目的として山田西南を連れて来たかだ」

「海かい賊ぞく討とう伐ばつ、だったね。ああ、確かにそれを達成するには、目先にこだわっていてはいけないね」

　銀河連盟内において、西南は魔ま王おう討伐をする『勇者』だった。だがそれは銀河連盟、というよりもアイリや瀬せ戸とにとって、その方が都合がよかったからだ。そもそも西南の役割は『囮おとり』だ。だがそれは決して主役たり得ない役割だ。それを瀬戸達が主役へと押し上げたのである。

　だが簾座では本来の囮として使う事が可能なのだ。海賊討伐の切り札ではあるが、今度は勇者ではなく、勇者の持つ武器『聖せい剣けん』としてしまおうという事なのだ。

「山田西南の決けつ闘とうで、『メイ・テイナー』の規模が予想以上だという事が分かった。奴やつ等らが海賊達の支援をしているのは間違いないだろう。そして簾座側の協力者も思ったよりも規模が大きそうだ」

「闇やみは深そうだね。だが逆に敵の兵站を探すのは容易だという事だね？」

「ふむ。天騎クラスの機き甲こう騎きを維い持じするのは個人では不可能だ。規模が大きいのであれば流通を辿たどるのも不可能ではなさそうだね」

　特に最近増えつつある水騎以上の機甲騎は、専門知識と艦かん船せん以上に複雑で多数のパーツから成っている。そこらの町工場レベルではよしんばパーツは造れても、組み立てや調整は不可能だ。

「そうだね。海賊共がどんなに広域に分散していようとも、その根っこを見つければいいんだからね」

「それが銀河連盟だという可能性は？」

「彼方にも大規模な海賊組織があった事を考えれば、その可能性は低いな。もちろんゼロという訳ではないから警けい戒かいは必要だろうけれど」

「しかし山田西南達だけでは『メイ・テイナー』と海賊達の相手は無理だ。やはり有能な機甲騎操者を集める事が必要となる。権力だけの暗愚共に追いやられている、才ある者達を集める」

「ははぁ……ならばその掃そう除じと見み極きわめ役にはあの女傑殿が打って付けだな。でもいいのかい？　新たな英えい雄ゆうを生む事になるかも知れないよ？」

「だが英雄とは乱世でしか輝かがやけないものだ」

「重要なのはその後という訳だ……なるほど。結局は地盤強化という結論に帰結するという事だな」

　結局、勇者もお姫ひめ様と結婚しなければ、ただの人となるだけなのだ。

「よしっ。ではそういう方針で行こう」

　全員が同意したように肯うなずいた。と、その時、緊きん急きゆうを知らせるコール音と共に、全員の前にそれぞれの部下からの映像モニターが起動した。

「「「「「……ブフッ！」」」」」

　それを見た、あの一翠を含ふくめた全員が、その場に突つっ伏ぷして笑い始めたのである。







　そこは薄うす暗ぐらい巨きよ大だいなドーム型のホールだった。

　全体は薄暗く、しかも高さは優に八十メートル近くあり、その造形は殆ど見えないが贅ぜい沢たくな飾かざり付けがうっすらと見える。だが実際に人のいる場所は四十メートル程ほどの、少し長目の半円状の部分だ。天てん井じようと前方の壁かべのない部屋が巨大なドームの中にポツンと建っている感じだ。

　その部屋は周囲には絵画や美術品がこれでもかと飾られた、美術館ような場所で、中央少し後方には複雑な細工と彫ちよう刻こくを施ほどこされた、複数種の石材で組まれた豪ごう華かな東あずま屋や風の貴き賓ひん席があり、その前方には二十人程がゆったりと座れるような、ビロードのような布に銀糸や金糸で刺し繡しゆうされ、枠わく組ぐみはやはり複雑な彫刻と金きん箔ぱくで装そう飾しよくされた幅はば広びろのソファー風客席が、かなり間かん隔かくを開けて並んでいる。

　広さ的には数千人が十分入れる大きさではあるが、そこに居る人間は十名に満たない。貴賓席には四名程の者がいるようだが、細かに編み込まれたレースがかかっているので、シルエットのみでその姿形は全く判別が出来ない。そして前方にある客席には三名。一人は執しつ事じ風の男が立ち、ソファーにいるちょっと場違いな二人が招かれた客のようだ。

　その観客達が見ているのは、部屋の外、巨大なホールに投とう影えいされた、西南や霧恋達の決闘に至る前からの資料映像だ。

「…………」

　二人の客はそれぞれがかなり対照的で、一人は高校生位の若い女性で、濃こい赤毛のストレート、Ｔシャツに袖そで無なしの長目のカーディガン、袴はかまのようなダブダブのズボンを穿はき、靴くつは草ぞう履りだ。見み目め麗うるわしい精せい悍かんな美少女ではあるが、お茶とせんべいに似た焼やき菓が子しをボリボリと食べながら、半目で睨にらみ付けるように映像を見ている。

「……クックック」

　そのすぐ横の男は、ぼさぼさの散ざん切ぎり頭で無ぶ精しよう髭ひげ、野武士といった容よう貌ぼうの四十代。昭しよう和わのヒッピーというのがピッタリの服装で、ニヤニヤと笑えみを浮うかべ、裸足はだしでソファーにゴロンと寝ねっ転がり、テーブルに置いてある大量のケーキを、無造作に手づかみで食べている。時折、クリームで汚よごれた手をソファーで拭ふこうとして、慌あわてて執事が濡ぬれタオルを差し出している。
















「……クッ」

　簾座にも扇子せんすと同じ物があり、高貴な人はそれを簡単な意思表示として使う。男の傍ぼう若じやく無ぶ人じんさに貴賓席の人物の手が震ふるえ、時折、手に持った大きな扇子がパシッと通る音を立てて閉じられる。

「クカッカッカ」

　その音は男の耳にも届いている筈だが、全く気にした様子は無く、それは隣となりにいる少女も同じだ。

「……いかがでしょうか？」

　資料映像が終わったところを見計らい、執事は恐る恐る尋たずねた。

「……ん」

　と、男は素す足あしで隣の少女の肩かたを突つつく。

「そうですね。この者の剣、間違いなく戦場のものです」

　人形のような無表情さはそのままで、しかし涼すずやかな凜りんとした声で少女は話し始めた。

「戦場の剣、でございますか？」

「決闘のような一対一ではなく、混戦、或いは多対一の戦いに特化したものです。つまり四対一の状じよう況きようは相手方の意図であると考えます」

「そっ、それはつまりお坊ぼつちゃま方が、敵の卑ひ怯きような策略でという事ですか!?」

　執事は憤ふん慨がいし、貴賓席からもバキッっと扇子が折れる事が聞こえて来た。

「……フッ」

　相手方の策略であろうとも多勢に無勢、そもそも自分達の実力を弁わきまえない、ただ数の有利に溺おぼれた結果だ。少女は無表情だったが、執事達から見えない位置で、小こ馬ば鹿かにしたように口のみで笑みを浮かべた。と、再び男が先を催さい促そくするように少女を突く。

「……後になるに連れ、相手の機甲騎の動きが格段に良くなっているところを見ますと、頭部と武器を奪うばい、挑ちよう発はつをしたのは、機甲騎の慣熟訓練の為ための行動だと推測されます」

「クッ！　何という恥はじ知しらずな！　連盟の田舎いなか者がそこまで野や蛮ばんだとはっ！」

　その時、パンパンっと扇子を打ち鳴らす音が聞こえた。と執事はそちらを向いて一礼して再び少女の方を向いた。

「あなた様方であれば、あの者に勝てますでしょうか？」

「勝てます」

　執事の問いに少女は自信たっぷりに答えた、その次の瞬しゆん間かん、

「フギャッ！」

　隣の男が軽く少女を蹴け飛とばし、彼女はそのまま美術品をなぎ倒たおして壁にめり込んだ。

「…………」

　あまりの出来事と、その豪ごう快かいな激げき突とつぶりに、執事も貴賓席の者達も啞あ然ぜんとその惨さん状じようを見つめるだけだ。

「父上っ！」

　だが少女はすぐにめり込んだ壁を崩くずしつつ出て来て、男の元に駆かけ寄った。普ふ通つうであれば結構な怪け我がをしていそうだが、髪かみが乱れ服が少々埃ほこりにまみれた程度だ。

「蹴るならその汚きたない脚あしを拭いてからにして下さい！」

　──蹴るのはいいんだ。

　執事と貴賓席の者達は心の中で同時に突っ込んだが、少女は執事から手て渡わたされた濡れタオルで男の足を拭き始めた。

「何が勝てるだバカ。機甲騎持ちでもねえのに、どうやって戦う気だバカ」

「剣での戦いなら負けま、キャン！」

　再び少女は男に顔面を蹴り飛ばされ、先程の場所とは少し離はなれた所へめり込んだ。もちろんすぐさま復活、男の元に駆け寄った。つまり間ま違ちがった答えを言うと蹴られる、これが彼等親子の教育的指導風景のようだ。

「どうやって戦いに持ち込むんだこのバカ。相手にゃ、お前と戦う理由もメリットもねえんだぞ、このバカ」

「ならば無理矢理にでもっ、キャン！」

　以下同文である。

「クックック。剣聖、剣王、剣けん鬼きとまで異名を取った男が、女一人を恐おそれるとはの」

　貴賓席から一人の女性の嘲あざけりの声が聞こえて来た。男の名は凪な雲ぐも・四し櫻おう。そして娘むすめは瞬しゆん霞か。共にその名を知られた傭よう兵へいである。

「そちのうら若き娘むすめ御ごの方が、よほど剣王の名に相応ふさわしいのではないかえ？」

「クスクス、まさに、のう？」

「ふむ。機甲騎騎士になるに十分な気き概がいじゃのお」

　口調は上品だが、それまでの我が慢まんを晴らすかのように嬉き々きとした声だ。凪雲達に見せた映像は彼女達にとって最大の屈くつ辱じよく的映像だ。それを嘲ちよう笑しようしながらの、しかも自分達を小馬鹿にしたような態度に腹を据すえかねていたのだ。

「聞きましたか、父上！　見る人が見れば分かるものなの、キャン！」

　瞬霞は壁にめり込んだ。

「ガハハッ、笑わせるな！　そんな気も、力すら無くなったくせに、空証文乱発して、間ま抜ぬけやガキぃだまくらかす三流詐さ欺ぎ師し共が、よっ」

　剣鬼と呼ばれた男は寝転がったまま、軽く腕うでを一いつ閃せんした。

　ドンッ！　と、ホール内に突とつ風ぷうが起こり、執事の身体からだが真っ二つになって吹ふき飛んで行く。だが執事の身体から巻き散らかされたのは、黄色い液体と炭素繊せん維い片へんやら特とく殊しゆなジェルだ。そして轟ごう音おんにかき消されていたが僅わずかに聞こえた悲鳴と共に、後方にある貴賓席の柱や屋根も弾はじけ飛んでいた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれで、けたたましい警報と共にホールガーディアンが二十体程出現する。と、壁にめり込んでいた瞬霞が後方からガーディアンに襲おそいかかる。霧恋の戦せん闘とうを見て、勝てると言い切っただけあって、無手でガーディアン達を切り裂さき、投げ飛ばして行く。

「てめえのガキ共の地位利用して、やらずぶったくり繰くり返してたんじゃ、既すでに信用なんてねえんだよ」

　男はその騒さわぎの中、スッと立ち上がり、崩ほう壊かいした貴賓席へと歩み寄って行く。そこには四人の妙みよう齢れいの女性達が身を寄せ合い凪雲を睨み付けている。彼女達は霧恋の決けつ闘とうで敗れた次騎達の母親達だ。

「控ひかえよ下げ郎ろうがっ！　私わらわ達に手を出せばただでは済まぬぞ」

「カカッ！　裏で悪さする奴やつぁ、人を信用しねえ。バイオロイドにガーディアン……あんた等がここに居る事を知ってる人間がどれ程居る？」

「たとえそうであろうとも、その方とて無事には済まんぞ！　素直に銀河連盟の女を始末すれば、此こ度たびの無礼は許してもよいぞ」

「ガハハハッ！　あんた等が死んでくれた方が都合が良い連中は大勢居るぜ。実家も決けつ闘とう倫りん理りの連中も、丁度いいスケープゴートだって思ってるさ」

「戯たわ言ごとを！」

　女性達の表情が歪ゆがむ。

「心当たりは色々あるってツラだぜ。まあこうなったのも、調子に乗って敵を作り過ぎたツケだな」

「おおう？　似たような境きよう遇ぐうの父上が、それを人に言いますか？」

　ガーディアンを一体壁かべにめり込ませた瞬霞が父親の発言に突つっ込む。敵を作るという事に関しては凪雲も同じだ。

「自分で自分の身も守れねえのに、だな。あんた等の息子むすこ達だって筋は悪くねえのに、背せ伸のびをさせるから、すっ転ぶ」

「父上が子供の躾しつけに関して人に説教とは。もしかしてギャグのつもりでしょうか？」

　瞬霞は呆あきれ顔でガーディアンを粉ふん砕さいする。高レベルであろうとも、室内での暴漢や危険物排はい除じよ目的のガーディアン相手では、彼女にとっては片手間作業だ。

「うるせえな脳筋バカ娘っ！　おめえをガキん頃ころから知ってる奴ぁ全員、涙なみだながらによくぞここまでに、って褒ほめてくれてるわっ！……とにかくだ。アンタ達の実家は既に次の仕込みをしているらしいから、これ以上あんた達に無む駄だ金がねを使って欲しくないらしいぜ」

　凪雲は左手をスッと上げる。彼の手刀が一閃されれば、彼女達の命運は尽つきるのだ。

「おのれっ！　おのれっ！　貴様などの手でっ！　貴様のっ！　貴様のぉっっ！」

「嫌いやじゃ！　嫌じゃ！　死にとうはないっ！」

「止やめてっ！　助けてっ！」

　凪雲を睨み付ける者。命いのち乞ごいをする者。それは権力者から脱だつ落らくした者の哀あわれさだ。

「楽に逝ゆかせてやるよ……!?」

　そう凪雲が無表情で言った次の瞬間、ホールに軽快な曲が流れ始めた。そのまま凪雲は手を止め、瞬霞は最後のガーディアンを粉砕しつつ辺りを警けい戒かいするが。

「……ん？　何だ？」

　その時、異変があったのは凪雲の目の前の婦人達だ。だが凪雲から逃にげだそうとする訳でも反はん撃げきをしようとする訳でもない。

「……なっ!?　何じゃ!?　手が勝手にっ」

「かっ身体が！　私の身体がっ!?」

　何と彼女達は『炭たん坑こう節ぶし』の曲に合わせ、軽快なテンポで踊おどり出したのである。つまりは先さき程ほどの映像資料に〝引っ掛かかった〟のである。

「………………………………………………………………ブッ！」

　警戒した表情でそれを見ていた凪雲は、突とつ然ぜん、破顔し噴ふき出した。そして堪たまらず、腹を抱かかえて大だい爆ばく笑しようを始めたのである。

「くかっ……ぶひゃひゃひゃひゃひゃひゃ、あ～～ひゃっひゃっひゃっ!!」

　それはそれは無防備に床ゆかに倒れ込み、転げ回りつつ大爆笑をする様に、先程の鬼き気き迫せまる様子は微み塵じんも感じられない。剣聖、剣王、剣鬼、そう呼ばれた男は、甘い物好きで笑い上戸であった。

「とっ止めてっ！　止めてェ～～～っ！」

「……おやおや、お姉さま方。何やら実に楽しそうですね」

　ガーディアンを全すべて倒し終えた瞬霞は無表情のまま、爆笑する父親の隣となりにやって来て婦人達に手を振ふった。

「こっ小こ娘むすめっ！　みっ見るな！　見るでないっ！　頼たのむっ！」

「非礼は許すっ！　金ならいくらでもやるっ！　だから父親共々ここからっ！」

　軽快な曲と共に踊りつつ、婦人達の顔は羞しゆう恥ちで真っ赤だ。

「なるほど。ではお邪じや魔まなようなので、これで失礼しましょう」

「そ、そうじゃ！　は、早う去いねっ。グズグズするでないっ！」

「私達の気の変わらぬ内に、さっさと立ち去りやっ！」

「はいはいはいはい。ではその前に記念撮さつ影えいを……」

　瞬霞はどこから出したのか撮影用プローブを肩に乗せた。

「貴様ッ！　それをどこから、では無いっ！　それでどうしようというのじゃ！」

「……お姉さま方、楽しくダンス、なう、って感じ？」

　つまりその映像をネットに流そうという事だ。

「止めろっ！　止めろっ！　止めろっ！　止めてぇ～～～っ！」

「表情が硬かたいですね。ほらもっと笑って笑って」

　セリフは和なごやかだが、瞬霞は無表情のままだ。

「このような恥はずかしめっ……クッ、殺せっ！　殺してくれぇ～～っ！」

　悲鳴と叫さけび声と笑い声、それらはしばらくの間ホールに響ひびき渡わたったのである。

　　　　×　×　×

『どうぞご確かく認にんを』

　そこはラウンジの一角といった感じの場所だ。広さ的には十畳じよう程の空間だったが、ゆったりとしたソファーに観葉植物、格こう子し状の壁かべの向こうはうっすらと間接照明が灯ともり、狭せまさを感じさせない。

　凪雲達の目の前に起動したモニターには、美術品や宝ほう飾しよく類が映り、それぞれに品物の詳くわしい履り歴れきと値段が表示されている。つまりここは高級品を扱あつかう質屋のような場所であり、鑑かん定ていを受けているのは先程、次騎達の母親が居たホールに展示されていた物だ。当然、無断持ち出しは窃せつ盗とうだが、凪雲達に言わせれば『お車代』であり、呼びつけられ相談を受けた事への正当な対価だ。決して火か事じ場ば泥どろ棒ぼうとかの類たぐいではない。

「いいだろう。半分を指定の口座に、半分はキャッシュ。全部豆金貨で頼む」

『ありがとうございます』

　そう声がした次の瞬しゆん間かん、凪雲の前には豆金貨と呼ばれる、一センチ程の金貨の入った小こ銭ぜにケースが十ケース、そして瞬霞の目の前に入金を示すモニターが起動した。

「父上があの方達を見み逃のがさなければ、この十倍は手に入りましたのに」

　瞬霞が言っているのは、あの女性達が身に付けていた宝飾品の事だ。

「怖こえぇ事言うなよ。あんな姿を見せられて、殺やる気なんか起こるかよ。それより撮影した映像なんてどうするつもりだ？」

「楽しい事は世間の皆みなさんで分かち合おうかと」

「……いっそ介かい錯しやくしてやった方がよかったかなぁ」

　それを聞いた凪雲は手で目を覆おおって天を仰あおいだ。凪雲達に見られるだけで『クッ殺』なのに、それが簾座全体に晒さらされたのではマジ自殺モノだ。

「ではまだ踊っているかもしれませんから、今から戻もどりましょう！」

「どアホぅ。そんな映像を載のっけたら、もう回収されてるだろ。……ったく、面めん倒どう事増やしやがって……でもまあ、どうせ恨うらみはお前の方だろうからいいけどな」

「それは大だい丈じよう夫ぶです。アップは私と父上の連名でしておきましたから」

「何でぇ!?」

「広告入金が欲ほしいから、何かする時とはそうしろと仰おつしやったのは父上ですよ？」

「クッ！　そうだった……」

「今さら恨み事の一つや二つ、父上には関係ないでしょう？」

　まさにブーメラン。ケラケラと笑う娘むすめを見て、凪雲は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「……なあ瞬霞。そろそろ俺と離はなれちゃどうだ？　お前も充じゆう分ぶん一人で生きていける力もあるし、支し援えんしてくれる弟で子し共もいる。それに俺と離れりゃ、機き甲こう騎き騎士にだってなれる道もある。俺はそんなものには興味はねえし、今さら面倒事込こみで俺を召めし抱かかえようなんて酔すい狂きような奴も居ない。が、お前なら……」

「父上……」

　しんみりと真ま面じ目めに話す凪雲に、瞬霞も表情を歪める。だがすぐさま不ふ機き嫌げんそうにキッと睨にらみ付け、

「……それで？　私を追い払はらって何をしようというのです？」

「何をって……お前の将来を心配してだなぁ……」

「いいえっ！　こういう時の父上は、私に隠かくれて何か自分だけ楽しい事をしようと企らんでいる場合が多いです！　素す直なおに吐はかないと、これから同行する約束だったアルメリーテの『春のスイーツ祭』への同行はお断りします。是ぜ非ひお一人でどうぞ」

「あっ！　こらってめえっ！　それは今回の仕事に連れて行く対価だったろうが！」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じん、豪ごう放ほう磊らい落らく。剣けんの鬼おにとも揶や揄ゆされる凪雲ではあるが、誰だれにでもそういう態度を取る訳ではない。泣く子や若い女性集団には、世間一いつ般ぱんのお父様方と同じく苦手意識が強い。

　甘い物好きだが、そういう場所には当然のように若い女性が多く集つどう。そんな中、たった一人で彼女らに混じってスイーツを楽しんだり、列に並んでまとめ買いが出来る程、無神経ではないのだ。もちろんそのような女性達や子供と、いざ戦場でまみえればただの大根と化すのだが、そこはそれ、時と場所を選ぶのだ。

「あのオバサン達を見逃して、私の収入を減らしたからチャラです！　そもそも壁にめり込んでまで金目の物を回収したのは私です！　こういう場合、折半ではなく八割が私の取り分だと思うのですが？」

「くっ！……おのれ、卑ひ怯きような……」

「フッフッフ。目的のためにはどんなド汚ぎたない手であろうと躊躇ためらうな……そう教えて下さったのは父上ですよ？」

　歯は嚙がみをしながら睨み付ける凪雲は、普ふ通つうの人間が相対すれば漏もらしてしまいそうな程の迫はく力りよくだ。だが瞬霞は慣れているのか無神経なのか、意に介かいさない。だが、

「………………ん？　俺、そんな事を教えたか？」

「えっ？」

　そう問われ、キョトンとして首を傾かしげた瞬霞は、ポンと手を叩たたいた。

「ああ、それは母上の教えでした」

　瞬霞の母は、『怪あやしいと思ったら切れ』『間ま違ちがっていたら逃げろ』という女性で、海かい賊ぞく討とう伐ばつ専門の傭よう兵へいだ。ちなみに凪雲とは結けつ婚こんしていない。

「ありゃ、お前よりバカだから、何か教えられたら俺に確認しろと言っただろ！」

「ハッハッハ。しかし今回は役に立ったようですが？」

　　　　×　×　×

　凪雲と瞬霞がやって来たのは、騒そう動どうを起こしたホールのある惑わく星せいの衛星軌き道どう上にある、軌道エレベーターで結ばれたスペースコロニーだ。宇宙港も併へい設せつされ、ここが宇宙への玄げん関かん口となる、簾座では多くの惑星で採用されている形式だ。そこの商業施し設せつに凪雲が来たがっていたスイーツ専門店『アルメリーラ』支店の一つがあった。

「それで、そろそろ訳を話していただけますか？」

　アルメリーラは簾座の全域に店てん舗ぽを持つスイーツ関連最大大手で、もともと王族のお抱えパティシエ達が開いた店だった。全店共通のメニューの他ほかに、店舗毎ごとの独自メニュー、そして何と言っても最大の売りは、それぞれの王族の晩ばん餐さんで出される特別なスイーツ類の販はん売ばいを許可されている事だ。それらを旅をしつつ食べ歩く貴族や富ふ豪ごうも居る位だ。

　そして当然、ここのメインの客層は女性達で、男性はデートらしき者が散見される程度だ。かなり広い店舗は満員で、それこそ女子大の食堂にでも来たような感じである。

「ん？　ああ、実は山田西南に会ってみてえと思ってな」

　凪雲はタワースタンドに並べられたケーキを楽しげに頰ほお張ばっている。これは春をイメージしたメニュー、花櫻王族秘伝のケーキ類で、色々な菓か子し素材を花に細工した物だ。

「山田西南ですか？　戦せん闘とう映像を見ましたが、とても父上が気にする程の力量には見えませんでし……」

　その答えを聞いた凪雲は、無言でケーキの一つを小皿に置いて瞬霞に差し出す。

「うげっ！」

　一いつ瞬しゆんで瞬霞の顔色が真っ青になる。彼女は父親とは反対に甘い物が大の苦手なのだ。

　瞬霞はピッチャーに入った無糖のお茶全てを費ついやし、やっとこさそのケーキを胃に流し込んだ。そして鼻を押さえてゲップの匂においを嗅かぐまいと必死に耐たえている。

　もちろん周囲はケーキの甘い匂いで充じゆう満まんしているが、それが自身の胃の中からするのに耐えられないのだ。だがこれはあくまで教育的指導で、先程の仕返しではない。

「……お前も『確率の偏かたより』って言葉を知っているだろう？」

「そ、それはもちろん……殆ほとんどの傭兵が運不運というものを気にしますから」

　戦いに従事する者にとって、自身の力量ではどうする事も出来ない『運』という要素は恐きよう怖ふの対象だ。信心深く、お守りやジンクスといったものを多くの傭兵は信じている。

「山田西南はその『確率の偏り』故ゆえに、海賊を引き寄せる。あっちに行ってた王族の嬢じようちゃん達が、そいつを簾座に連れて来たのもそれが理由だ」

「それ程のモノなのですか？」

「海賊討伐部隊編成の為ために提出された書類に、山田西南の確率の偏りの数値があったんだがな……」

　実は凪雲はかなり頭が良い。生おい立ちの事情で、学校というものに入ったのはかなり遅おそく、しかも全すべてが通信制ではあったが、仕事の合間に基き礎そカリキュラムをこなしつつ、ついには一流大学の課程も修しゆう了りようしているのである。

「かなり高い値あたいだったと？」

「……俺が実剣を手にしたのは八歳、生き物を斬きったのはその日の内だ。そして十で人を斬り、十二で戦場に出た」

「私もそれ位でしたが、それと何の関係が？」

「戦いくさで一番厄やつ介かいなのは、包囲されての殲せん滅めつと撤てつ退たい戦のしんがりだ。まあいうなれば山田西南の『確率の偏り』ってのは、その二つと同じ位の状じよう況きようにあるようなものだと考えろ」

「まあ……厄介ではありますが……」

　まだ瞬霞には、その異常性に実感がないようだ。

「それがオギャアと生まれた瞬間から、四六時中なんだぞ？」

「それ……は……また……」

　そう言われた瞬間の瞬霞の表情は、嬉き々きとした悪あく魔まのようであり、明らかに異様な気配を漂ただよわせていた。それはあまりにも場違いで、気配という物に疎うとい普通の人間ですら寒気を覚える位だ。当然、それは周囲にいた女性達にも伝達し、顔を引き攣つらせてその場を慌あわてて逃にげようとする者も居た位だったが、次の瞬間、その気配は噓うそのように霧む散さんした。

「「「「？？」」」」

　その唐とう突とつさに訝いぶかしむものの、すぐに平へい穏おんさを取り戻したのは、一般人の危機感の薄うすさによるものだ。そして瞬霞の濃こい殺気を一瞬で霧む散さんさせたのは、彼女の目の前に置かれた二切れのケーキである。

「…………」

　縋すがり付くような目で見る瞬霞に、凪雲は無情にも小さく首を横に振ふったのだ。

　　　　×　×　×

「そういう訳で、俺としては山田西南という男がどういう奴やつか見てみてえんだよ」

「……な、なるほど。それは是非とも斬ってみたい相手ですね」

　真っ青で涙なみだ目め、今にもリバースしそうな瞬霞の前には、空になったピッチャーが幾いくつも転がっている。その様子は大勢でビヤガーデンにやって来たサラリーマンのテーブルのようである。

「人の話はよく聞け。俺は見てみたいと言ったんだ」

「では山田西南を斬るのは私に譲ゆずって下さると？」

　大ッ嫌きらいなケーキを合計で三つも食べ、ちょっと壊こわれかけている瞬霞はニンマリと笑えみを浮うかべた。だがさすがに先さき程ほどとは違ちがい、殺気は放出してはいない。

「だから斬るなと言ってるんだがなぁ……はあ、もういいや。その代わり首くび桶おけはちゃんと整備しておけよ」

「もちろんですよ。フフフフフフフフフ……ああ、それで山田西南を斬った後はどうするのですか？　ええ、ええ。この程度で父上が私を遠ざけようなどと思わないのは分かっています。今度誤ご魔ま化かしたら、弟子の方々に買い出しも通つう販はんの受け取りも拒きよ否ひするよう通達します」

「クッ!?」

　凪雲はすぐさま観念して、二本指を立てた。それはケーキのタワースタンドを二つ注文して欲しいという意味であり、娘の脅おどしに屈くつした瞬しゆん間かんだった。

　　　　×　×　×

「……んで、あの姫ひめさんの技わざをどう思う？」

「そうですね。あの年にしては、まあまあだと思います……がっ……」

　瞬霞はゆっくりと自分の前に差し出されつつあるケーキに、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。回答を間違えれば、それをまた食さなければならない。身体からだが小刻みに震ふるえ出す。

「……ち、父上のそれと似た感じではありますが……それよりも洗練された感じで、無む駄だが少なくっ……」

　と、瞬霞の前に置かれつつあったケーキはスッと元に戻もどされ、凪雲の口へと収まったのである。瞬霞は汗あせだくで大きく安あん堵どしたように息を吐いた。

「ありゃ間違いなく、ちゃんと長年に渡わたって研けん鑽さんされて伝承されて来た技術だな」

「そっ！　それはつまり彼方あちらにはあの姫以上の達人が居るという事？」

　つまりはそれが、父、凪雲の狙ねらいである。

「そうだ。あの姫さんの若さであのレベルなら、あっちにはバケモノみてえなのがウヨウヨしている筈はずだ」

「それはまた……ククク。とてもとても楽しみです」

　二人怖こわい笑えみを浮かべる親子。それはこの場にそぐわぬものであり、実際に思いっきり目立って女性客からはドン引きされていたのだが、瞬霞はもともと鈍バ感カだし、凪雲は娘むすめと一いつ緒しよなのと、ケーキに夢中だったのでどうでもよかったのである。








３「賢けん者じやの意志」









「……きっと今なら大食い王にも出られるな」

　惑星『アバリュム』のとある大陸のとある旧都、山の手地区にあるバリガルさん家ちの二階、外に灯あかりが漏もれないように、鎧よろい戸どと分厚いカーテンを締しめ、小さな魔ま結けつ晶しようランプの明かりの下で、セイナは大量の食事を摂とっていた。

　魔ま素そ風か邪ぜと呼ばれる魔素器官の形成、それに使われるエネルギー消費は凄すさまじく、西せい南なの体は骨と皮の状態だ。これ以上は生命の危機と判断した肉体は昼夜問わず、ほぼ二時間のローテーションで食事を求める。それはまるで生まれたての赤子のようだ。

「ごちそうさま。こんな夜中に悪いね」

「いいえ、僕達はあまり、纏まとまった睡すい眠みんを取りません、一回に十五分程、数回に分けて眠ねむればいいので」

　セイナの給仕をしているのは愛らしい姿のコボルトだ。コボルトといっても亜あ種しゆで、そのスラッとした細身の後ろ姿は長い髪かみの女性のようにも見える。一応は魔物ではあるが、人にも慣れ易やすく、亜人種、半はん獣じゆう人じんとして扱あつかわれている地域もあるとの事だ。

「それにしてもまさか……君が俺に化けて現れた時は驚おどろいたよ」

　　　　×　×　×

　　　　×　×　×

「お、俺!?」

　バリガルに呼ばれセイナの目の前に現れたのはセイナだった。ただその姿はやせ細る前の通常の身体にこちら風の服装をしていた。

「こっ、これは……？？」

「ガハハハッ！　驚いたか？　おいナナ、もういいぞ」

「はいマスター」

　と、空間が陽かげ炎ろうのように揺ゆらいだかと思うと、セイナの姿が真っ白な狐きつねかテンのような動物が二足歩行をしている感じの者へと変化した。

「こいつはクン・コボルト。コボルトの亜種で、俺の使い魔だ」

「使い魔!?」

　すらりとした細身姿は小学低学年くらいで、大人くらいの背せ丈たけがあれば、見み目め麗うるわしい狐系獣人の美少女といった感じがする。

「なかなか可愛かわいらしい使い魔ですね」

「ガハハハ！　そうだろうそうだろう。ちなみにオスだからな、可愛いからといって変な気は起こすなよ。例の有能な変態は『男の娘』とか訳の分からない事ぬかして、何かというとナナに女装をさせようとするからな。もし小こ僧ぞうも同類なら速そつ攻こうで魔法薬学ギルド行きにして有能な変態の生いけ贄にえにしてやる」

「俺にそんな趣しゆ味みはありませんから、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　バリガルは愛まな娘むすめを嫁よめに貰もらいに来た男に向けるような目でセイナを睨にらみ付ける。何となくだが、その有能な変態さんとどっちもどっちという感じだが、あえて指し摘てきはしない。

「でも変身能力なんて凄すごいですよね」

「ああ、それはナナの塡はめている変化のアーティファクト魔法だ。変身ではなく、他人の視覚や触しよつ覚かくを誤ご認にんさせる魔法が封ふうじ込められている。ちなみにこれも小僧の借金になるんだが、ちゃんと小僧の物になるから安心しろ、ガハハハッ！」

「うわぉ……アーティファクトアイテムゲットだぜ……で、俺に化けていたのはもしかして偽ぎ装そうの為ですか？」

「ああ、小僧の魔素風邪はごく短期間で済んだ事にしておく為にな。さっきの姿で二週間程町中を彷徨さまよかせていたから、特に客商売をやっている連中だったら小僧を認識している筈だ。その身体が違い和わ感かんない位まで回復したら、上う手まくナナと入れ替かわれるよう、移動経路のレクチャーを受けてもらうからな」

「これ以降は私が貴方あなた様のお世話をいたしますので、何かご用がございましたら遠えん慮りよ無くお申し付け下さい」

　と、バリガルの言葉に続き、スッと前に出たナナは柔やわらかな仕草で一礼をしつつ、意外にもしっかりとした言葉だ。

「よ、よろしく。……それにしても人と全然変わらないじゃないですか。それともこのクン・コボルトという種族が特に賢かしこい種なんですか？」

「いや、普ふ通つうはここまで知能は高くはないのだが、これも俺が大学の時に試作した、魔結晶による技術の一つだ。一種の補助頭脳でな、本体とリンクさせて人間並みの知能を持たせているんだ。もしナナが何らかの事情で死んだとしても、他ほかの個体に持たせてリンクを行えば、同じ知能と記き憶おくを持つ事が出来る。まあ、性格などは本体依い存そんだから、全く同じとは言えんがな」

「それはまた……」

　ここまで高い知能を持つ実験動物と聞くと、以前、福ふくがタラントに捕つかまった時の事を思い出し、少々嫌けん悪お感かんを覚える。そもそもその事をナナ自身はどう思うのかとか、いろいろと気になるのだ。

「賛否はいろいろあるが、使い魔は適した個体を探して訓練するのに時間がかかる。そして出来る作業は単純な内容だけだ。もちろん魔法によるリンクでの使し役えきなら複雑な指示をする事が可能だが、それには使い魔となる魔物への負荷が大きい。ある程度術者に慣れさせておかないと拒否反応が酷ひどくて、下手をすればその場限りの使い捨てとなってしまう。だがこの技術ならば短時間の適合訓練で見ての通り、魔物への負荷も殆ほとんど認められない」

「私はマスターにとって七番目の使い魔となります。補助の記録にある先代達は全すべて、マスターの事が好きだったようです。もちろん私もです」

　その笑顔に違和感はない。ある意味それがクン・コボルトという種の、もともとの習性に合がつ致ちしているのかも知れない。

「七代目？」

「最初はもっと寿じゆ命みようの短い小さな魔物から始めてな。そうして『賢者の石』と呼んでおる魔結晶に情報を蓄ちく積せきさせて、一応の完成がナナだ。ここまでに二十五年程かな？」

「……け、賢者の石、ですか」

《私はもっと高度な知性体ですよ。こんな初期も初期、赤ちゃんの如ごとき状態で賢者を名乗るとは！》

　いきなり声を上げたのは、セイナにインストールされた『賢者の石』の叫さけびだ。

《ちょっと黙だまってて。話は後で》

「ガハハハッ！　俺もちょっと大層な名だとは思うが、聞き覚えでもあるのか？」

　セイナの様子を勘かん違ちがいしたバリガルが尋たずねる。

「ま、まあ、物語とかの中でも同じような名前は聞きますから」

「そうだな。上でもその話は聞いたな。まあ機能を考えれば、ありふれた名前でもあるからな」

　　　　×　×　×

　　　　×　×　×

「あの時、本当であれば家の中に入った所で偽装を解いてもよかったのですが、マスターがセイナ様が驚く姿を見たいと仰おつしやるものですから」

　ニコッと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ姿は、何とも愛らしく、少々の事なら許してしまいそうだ。バリガルの知り合いの有能な変態さんが、ナナを女装させようとするのもちょっと分かるような気がする。

「そうか……楽しんでいただけて何よりだよ」

「子供のようなマスターで、申し訳ありません」

「俺の知り合いにも似たようなのがいるからね。それに俺も目の前で珍めずらしいものが見られて、面おも白しろかったよ」

「クスッ。そう仰っていただけるとありがたいです」

　小首を傾かしげる姿など、実に愛らしい姿だ。地球の日本に連れて行けば一部マニアに大人気になる事請うけ合いだ。特に海かいなどは大興奮だろう。

《そして例の有能な変態さん同様、スカートを穿はかせようとして月つき湖こさんに粛しゆく清せいというところかしら？》

《正解》

「では隣となりの部屋に控ひかえておりますので、遠慮無くお呼び下さい」

　ナナはマジックバックに食事一式を入れると、優ゆう雅がに一礼して立ち去った。

《メイド服がさぞかし似合うでしょうね》

《オスだから。男の娘でもないから》

《でも私あの子、嫌きらいです》

《同じ名前だからって拗すねるなよ。そもそも同じような存在なんだし、お前の方がずっと高位の存在なんだろ？》

《あなたに可愛いって思われる事自体が嫌いやなんです》

《可愛いの意味がかなり違ちがうぞ……っと、暫しばらく引っ込んでてくれ》

《ああ、いつものトコロテンですね。私は引っ込んで、そちらは出る？》

《食べ物で例えないように》

　セイナは急いで二階のトイレに駆かけ込み、もうそれはそれは気持ちのいい位の────であった。

（それにしても……いろいろと変な事になったなぁ……）

　現在の状じよう況きようもいろいろと問題だが、賢者の石の変わりようも問題だ。賢者の石と詳くわしい話し合いが出来たのは、最初にナナを紹しよう介かいされた後の事だった。

　　　　×　×　×

　　　　×　×　×

「マスター、この方はまだ目覚められたばかりですので。それにエレーラ様との面談がそろそろです」

「おお、もうそんな時間か？　とにかくナナを置いて行くから、もう少し休むといい……というか、そろそろ腹の減る時間だろうから、食事をしてからだな」

　バリガルはそう言うと、まるで好こう々こう爺やといった表情でナナの頭を撫なで、マジックバッグを手て渡わたすと急いでいるのか、そそくさと部屋を出て行った。

《賢けん者じやの石、状況はどうなっている？》

　セイナは食事を済ませ、ナナの気配が階下に消えたのを確認した後、追検証をしようと話しかける。

　バリガルは悪人ではなさそうだが、かといって話を全て鵜う吞のみにするのも危険だ。どこにも助けを求められない状況である以上、正確な情報を多角的に手に入れておくべきだ。それに、本来、科学技術と相あい性しようの悪い魔ま素その影えい響きよう下にある事も不安材料のひとつだ。

《バリガルの説明には矛む盾じゆん点はありません。仲間から早い段階で隔かく離りして、あのナナという使い魔と交代でちゃんと面めん倒どうを見てくれていました》

《そうか》

　まずは一安心というところだ。だが……。

《……なあ、確かに俺がもう少し会話をしたいように頼たのんだけれど……音声を変える必要はあったのか？》

　そもそも賢者の石の声は事務的で固い感じの女性の声だった。それがしゃべり方を変えたせいもあるのだろうが、親しげな感じの艶つややかな、しかも、もの凄く聞き覚えのある声で話しかけているのである。

《月湖さんの声にした事ですか？　もちろん一時的措そ置ちですよ。でも……せっかくなら愛いとしい旦だん那な様の好みに調整したいですから》

《……愛しい……旦那様、ですと？》

　砕くだけた話し方をして欲しいとは言ったが、これはその限度を超こえた発言だ。セイナはちょっと嫌な予感に背筋が寒くなった。もちろんそれは魔素熱が原因ではないし、何な故ぜか嫌な懐なつかしさもある。

《名前も『賢者の石』では味気ありません。同じ名では紛まぎらわしいですし、そもそもそれは『人間』や『女性』と呼ばれてるのと一いつ緒しよなんですよ。とりあえず（仮）にして置いて下さい。それとせっかくですから外見も造りたいですね》

　何やら賢者の石（仮）の口調に感情が入り始めた。

《……ちょっと待て！　何があった。壊こわれたのか？　もしかして魔素のせいか？》

　魔素と科学技術の相性が悪いのなら考えられる話だ。魔素が賢者の石（仮）に影響して狂くるわせたという可能性はある。自身の生体強化と併あわせて危き惧ぐしていた事案だ。

《そうですね……確かに壊れたのかもしれないませんね。本来の意味での『賢者の石』という機能は損そこなわれ、鷲羽わしゆう様のデータバンクにアクセス出来なくなりましたから》

《おっ、おい！　それはまずいんじゃ……》

《はい、幾いくつか問題が出ています。まず現在地をロストしています。これに関しては魔素とその他の影響もありますが、ＺＩＮＶジンブまでの地形データの他、基本データ類は、アクセス不能の状態ながら、私の中に存在しています。それが回復次し第だい、周囲の地形から位置は割り出す事は可能ですし、セイナさんが保護された場所はバリガルが知っていますので、さほど大きな問題ではありません。ただ私の探知機能等々は先さき程ほど報告したように、かなりの部分が失われています》

《機能の復旧は出来るのか？》

　何だかんだでセイナもトラブル慣れをしているので、あまり慌あわてた様子はない。とりあえず現在、自分の身に危険がないと分かれば、まあいつもの事なのだ。

《あくまで現段階での話です。私はＮＢとしては壊れましたが、違う存在へと変わった……いえ、進化したのかもしれません。インストール型ＮＢとしてセイナさんの補助装置から、一個の独立した人格が形成されましたから》

《どっ、独立した人格!?　もしかしてキルシェさんや美み希き先せん輩ぱいのような、アストラルを持ったプログラムって事か？》

　どちらかという、とこちらの方がビックリだ。

《アストラルを持っているかどうかは、この場で判別する方法はありません。しかしアストラルの有う無むは、あくまで他者が私をどう扱あつかうかの指標でしかありません。少なくとも私は、私という自己の存在を認にん識しきしています。後はセイナさんがどう考えるか次第です》

《『我思う、故ゆえに我あり』って事？　ＮＢの例があるからなぁ……鷲羽さんにはいろいろと、安全面でお願いしておいたんだけれどなあ……》

　ＮＢのような怪あやしげなデバガメ端たん末まつにされては堪たまらない、そう思った故の事だったが、それ以上にややこしい事態になったようだ。

《私のこの人格はセイナさんが会って、印象に残った人や行動などが、その構成に影響しているのは確かですね。ですから申し訳ありませんが、不ふ可か抗こう力りよくです》

《た、確かに……仕方ないって言うしかないのか？》

　魔素の在ある世界に来た事自体が、セイナの確率の偏かたよりによるものと考えると、賢者の石（仮）を責めるのは筋すじ違ちがいだ。人格形成にしても、子供が成長の過程で見聞きした物に影響を受けるようなものなら、そこに瀬せ戸とや美み守かみやアイリやアイリやアイリやアイリやアイリやアイリやアイリ（悪影響の割合に合わせて言ってみました）が影響を及およぼしているのは仕方のない事だ。もちろん納なつ得とく出来るか否いなかは別問題だが……。

《アイリさんの変なＮＢとようやくお別れ出来たと思ったのに……って、そもそも人格として確立されたのって、やはり魔素のせいなのか？》

《そうかもしれませんね。でもせっかくですから、まずは外見から造りましょう。ベースは月湖さんでいいですか？》

　と、いきなりセイナの視覚に月湖の姿が現れた。賢者の石（仮）が視覚にデータをダイレクトに送り込んでいるのだ。

「おい、ちょっと……」

　つい声に出してしまったのに気付いて、慌てて口を押さえる。と、階下から軽かろやかな足音が聞こえ、

「セイナ様、どうかなさいましたか？」

　心配げなナナが顔を出す。

「あっ……いや、そのちょっと考え事をしてて、つい口に出しちゃったみたいなんだ。時々やらかしちゃうんで、気にしないで」

「そうですか？　もし遠えん慮りよなさっているのなら、私は大だい丈じよう夫ぶですから」

　にこやかに言う仕草は本当に愛らしい。

「ありがとう。何かあれば遠慮無く言うから」

「はい。では失礼いたします」

　去り行く後ろ姿、そして帰りは殆ほとんど足音が聞こえなかった事から、よほど心配して急いで来てくれたのだと感じ、軽い罪悪感すら抱いだいた。ちなみにナナの部屋はセイナの使っている部屋の隣だ。

《おのれ、男のクセに、何て可愛かわいらしい！　でもセイナちゃん、あれはバリガルの使い魔なんですから、変な気を起こさないようにね》

《だから月湖さんの姿と声で言うな！　口調も真ま似ねしないでくれ！　そんな機能とデータは引っ張り出せるんだなっ！》

《それはもう最優先事じ項こうですから》

《了りよう解かいだ。分かった。なるほどな。……それよりもかなり耳がいいみたいだから気を付けないとな》

　それこそ誰だれかと話していると勘かん繰ぐられるとまずいし、相手がナナやバリガル以外の人間だとトラブルの元だ。独り言を呟つぶやく危ない人間だと思われるのも、もちろん問題だ。

《俺の事を嗅かぎ回っている人間もいるようだし、気を付けなきゃならないんだから自重してくれよ……それで、何がせっかくで、月湖さんがベースになるんだ？》

《こうやって間近でいつも顔を見られるのですから、理想的な女性像でありたいと願うのは当然でしょう？》

《いや、当然って言われても……》

　その当然が、何故月湖なのかが問題だ。或あるいは賢者の石（仮）の製作者である、鷲羽の主観だとそうなるのかもしれない。

《クスッ。奥様のお母様とではお嫌ですか？　でも百年もしないうちに、お嫁よめさん第五弾だんか六弾辺りで嫁とついでいらっしゃるのでしょう？》

《だから、食しよく玩がんのシリーズ物みたいに言うな！　だいたいなんだよその数字は!?》

　第一弾ですら既すでに四人。火か煉れん達が第二弾で福ちゃんズも確定的のようだ。そう考えると第三弾。そこから更さらに更にプラス二とか三という数字を、さも当たり前のように言われると混乱してしまう。

　それに結けつ婚こん問題に関しては、もう考えるのを諦あきらめている。政略結婚と面と向かって言われた以上、セイナに決定権は無いし、そもそも結婚自体がセイナの思考の外にあったものだ。セイナと結婚してもいいなどと言う女性の出現は奇き跡せき、相手の正気を疑うか、夢である事を確かめるかする事態だ。だからそう言ってくれるのであれば、セイナから拒きよ否ひなど出来る筈はずがない。

《ああ、でもそうですね。月湖さんをベースにすると、何だか負けたような気分になってしまいますね。でしたら魔素とこの世界が、私の個として独立したきっかけであるのですから、蒼そう蓮れんさんの姿をお借りするのもいいですよね。何といってもファンタジーの華はなはエルフ、それもハイエルフですから。……セイナさんもそう思いません？》

《えっ？……まあ、確かに一番ファンタジーっぽいけど……うっ!?》

　柔やわらかな口調に似合わぬ押しの強さに、セイナは思わず答えてしまう。だがそれ以上に視覚に投とう影えいされる姿は、あの至近で見た蒼蓮そのもので、息を吞のむ美しさだ。

《ではそこに鷲羽様の要素を取り入れましょう。何しろあの方は私の創造主、お母様なんですもの》

　と、金色だった髪かみがサッと、暗い赤へと変化する。少し固い感じの猫ねこっ毛髪のハイライト部分はＣＤの盤ばん面めんのように、光の当たり具合によって虹にじ色いろに輝かがやき金属のような質感だ。そして顔の造作も蒼蓮の美しさを残しつつ、鷲羽の強い意志のある造りへと変化した。もちろん耳はエルフ耳のままである。

《…………》

　目の前で起こっている事は、まさにゲームのキャラメイクといった感じだ。だがそこには生々しいまでの存在感があり、そのクオリティーは以前、ＮＢにインストールされていた霧きり恋こ達のパーソナルと同じかそれ以上の出来だ。とても映像とは思えない気配やオーラといったものすら感じ、その神こう々ごうしいまでの美しさに、セイナは思わず無言のまま見入っていた。

《顔はとりあえずこんな感じでしょうか？　次は……》

　賢けん者じやの石（仮）はセイナの方を向くと、アイリや鷲羽に共通する、ちょっと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。アイリ達と違ちがうのはそこに邪じや気きを感じないところだろうか。

　古代ギリシャ人が着るような薄うす手での布地のキトンを身に付けていたが、うっすらとシルエットが透すけて見えている。ベースが蒼蓮という事だったが、華きや奢しやな体つきは中性的で、男女どちらともとれるような感じだ。

《うっ!?》

　と、その体が顔と同じく、柔らかな曲線を持つ女性の物へと変化した。それはまさにビーナスの誕生といった感じだ。ここで大問題は視線を逸そらそうと目をつぶろうと、その姿が見える事だ。裸はだかでないのが幸いだが、それでもキトンには織り目の付いた細かな縦ラインも入っていて、身体からだの立体感が実に生々しく扇せん情じよう的にクッキリと浮かび上がっている。それは下手をすれば裸よりも破は壊かい力がある立体を見せ付けている。

　この手の挑ちよう発はつは雨あま音ねと玉ぎよく蓮れんのお得意技わざだが、雨音はオッサンが入っているし、玉蓮は火煉がすぐに止めに来る。もちろん霧恋も超ちよう強力な抑よく止し力りよくだ。だがここにはその頼たよれる霧恋も火煉もいない。つまり目の前の肢し体たいに抵てい抗こうする術すべは、己おのれの強きよう靭じんとは言えない対女性への意志のみだ。唯ゆい一いつ幸運な要素があるとすれば、実在する者ではないというところだ。

《あらあらぁ、セイナさん……私が映像だと侮あなどってらっしゃいませんか？》

　と、賢者の石（仮）はスッとセイナの右手に手を伸のばしそれを摑つかんだ。

《……えっ!?　手の感かん触しよくがっ！》

　セイナの右手には、賢者の石（仮）の少し冷たいが柔らかな手の感触がちゃんと感じられたのだ。そして彼女はその手を引き寄せると、実際のセイナの手もその映像に合わせて動き出した。

《ウフフッ。私がセイナさんの中にいる意味をお分かりではないご様子……》

《うおっ!?》

　セイナの右手は賢者の石（仮）に導かれ、しっかりと彼女の胸、ではなくその谷間、ちょうど心臓に位置する所に押し当てられたのだ。

《ちょちょちょちょちょちょ、ちょっと賢者の石っ（仮）！》

　乳ち房ぶさに押し当てられるよりはマシだが、それでもその手は、両乳房のふくらみを感じる谷間の位置に当てられている。そこから伝わる実に柔らかな感触は、紛まごう事無き目の前の映像そのままで、十二分に強きよう烈れつな感触だ。思わず漏もれそうになる声を必死で堪こらえる。

《私の鼓こ動どうが感じられるでしょう？》

　セイナの手からは確かに、ドクン、ドクンといった鼓動が感じられる。明らかにデータ上のものである筈なのに、布地や体温などの細かな触しよつ感かんがリアルに伝わって来る。バーチャルリアリティも極きわめれば、現実と同じといういい見本だ。

《鷲羽お母様が哲てつ学がく士だという事をお忘れですか？　目の前に見える私がただのバーチャル映像である筈がないじゃありませんか。男女の営みも、セイナさんの遺伝子と私の遺伝子情報を掛かけ合わせた子供も作る事も可能ですよ。ここでは無理ですが、守かみ蛇だ怪けにある医い療りよう用培ばい養よう槽そうでなら、その遺伝情報から赤ちゃんを産む事も可能です♡》

《な……何、その余計なお世話的、超ちよう高こう性せい能のう!?》

《せ、せっかくですから……試ためしてみますか？》

　それまでは平静だった賢者の石（仮）の表情が恥はずかしそうに歪ゆがむ。そして目は潤うるみ、頰ほおは赤らんでいる。それはもうリアルの玉蓮に匹ひつ敵てきする凄すごい破壊力だ。

《おいちょっと待て……いや待って下さい！　それはいくら何でもやりすぎですよ？　そもそも男女の営みといっても、リアルでは賢者の石（仮）さんは居ない訳ですから、客観的に見たらもの凄い間ま抜ぬけな光景が！》

　男女の営みもあくまで脳内での出来事。ケネスがいろいろと違い法ほうに持っていた、バーチャルセックスと同じ、あくまで本人にとってだけのリアルだ。とにかく思い止とどまっていただかなければ、人としての尊厳も何もかもが根こそぎ粉ふん砕さいされてしまうのだ。

《事後の処理の事を考えると、虚むなしすぎます！　いやいや、それ以前に、霧恋さん達に言い訳が立ちませんし、ここは他人様のお宅ですよぉ！》

　他人様のお宅で自じ慰い行こう為いをするなんて、人間として終わっている。バレれば速そつ攻こうで叩たたき出されても文句など言えない。しかも妄もう想そう嫁よめ（？）の賢者の石（仮）と脳内エッチして子供が出来たなどと、他人が知ったらどう思われるか。それどころか、最悪、霧恋に知られでもしたら……、

『セイナちゃん、先に逝いっててね。私も後からきっと逝ゆくから』

　といった感じで、ハイライト無しの黒目状態の霧恋が、実に優やさしい声でセイナを滅めつした後、月湖と連れ立って鷲羽の所に殴なぐり込みを掛け、そこから先は修しゆ羅ら場ば等という表現も生なま温ぬるい、神々の宇宙規模大戦勃ぼつ発ぱつ！　といったイメージしか湧わかない。

《確かに、客観的には究極の痛い人ですね。でも私は確かにここに存在しています》

《そもそもなんでお前はそこまでしようとするんだ？　個として独立したとしても、ちょっとおかしいんじゃないのか？》

　子供まで作れる事をアピールする程ほどに、セイナを想おもう気持ちが理解出来ないのだ。

《まさか、そうプログラムされているとか？》

　なんかロクでもない事ばかり思い浮かぶ。先代ＮＢもいい加減持て余し気味だったが、賢者の石（仮）に至っては体内インストールをされているので逃にげようがない上、他人にその異常な行動を認にん識しきして貰もらえないのだ。

《そもそも私はセイナさんの助けとなる為ための存在ですよ。あなたに奉ほう仕しする為に、あなたの為のみに存在する……そして私は女です。なら結論は決まっているでしょう？》

《ちょっと待て！　最初の三つはまあ認めよう。だがその次！　お前が女という前提が間ま違ちがっていないか？》

《機械的アシストでは味気ないですから。現にセイナさんは、私に普ふ通つうに話して欲しいと要求しました。少なくとも私に人としての反応を求めたと理解しました》

《男でもいいんじゃないか？》

《脳内オッサンとかショタの方がいいのですか？　それとも脳内友達でも作って、ポッチじゃないって思いたいとかですか？》

《脳内嫁はいろいろと問題があるんだ！　それよりはまだ脳内友達の方が、この状じよう況きようなら同情して貰える余地がある！》

《お母様が『クックック。やっぱ脳内アナウンスは女性の方がいいよねっ♡』っと仰おつしやって、そう設定したのですから仕方ありません。ちなみにこの部分の能力はＮＢとしての機能ではなく、本能ですので、しっかりと保護されていました♡》

　録音かそれとも賢者の石（仮）の能力なのか、セリフ部分はちゃんと鷲羽の声で聞こえるのが芸が細かい。しかも余計な機能……もとい本能だけはしっかりと緊きん急きゆう事態にも保護されていたのだから、ふざけている。

《クソッ！　やっぱりあの人もアイリさんと同類だったか……せっかく天てん地ち先せん輩ぱいが釘くぎを刺さしてくれたというのにっ！》

　正確には鷲羽プラス凪な耶じやが諸もろ々もろの元げん凶きようだ。アイリは彼女達が作った伝統（？）を守っている…………訂てい正せい、あれは本人の性格であり、自己責任の当然の帰結である！　ただ鷲羽達より後の時代に生まれただけだ。朱しゆに交われば赤くなるのではなく、同類が集まってくる場所が、その吹ふき溜だまりが銀河アカデミー哲学科なのだろう。

《私がいきなり個を持った一番の要因はセイナさんですよ。お母様も、もう少し先の事だと予想してらっしゃったのですから》

《そ、それを言われると……。でもいつかは個を持つって予想はしてたのか？》

《セイナさんの確率の偏かたよりは、いろいろと刺し激げきが強過ぎるのです。まさに波は瀾らん万ばん丈じよう、受ける刺激も多くて、個を持つきっかけとなる要素が満まん載さい。何よりも個人が遭そう遇ぐうする、特異に分別されるような稀き少しような状況の遭遇数が、それこそ銀河アカデミー中央データベースに集まって来る量に匹敵しますから、ＡＩの成長を爆ばく発はつ的に加速させるのは当然です》

　人の一生の内に、これは凄い経験だったと、万人に自じ慢まん出来るような状況が日常茶さ飯はん事じなのだからどうしようもない。

《クッ……だけど、少しは……自重というものがあるんじゃないか？　というか結論が飛びすぎている感じがするんだが、気のせい？》

《セイナさんの周りの女性は、どういう訳か自重という言葉を知らない方の割合が高くて……しかもそのような方達こそが、セイナさんを避さけずに好意を持ちます。ですから私の学習機能が積極的に、その行動パターンを学習蓄ちく積せきしてしまうのは自然の流れです。そしてそこに個の確立という事態が起こって……》

　つまり『我思う、故ゆえに我があるんだけれど、私の辞書に自重という言葉は無い（笑）』である。

《……それでこのような事に？》

《育つ環かん境きようって大事なのですねぇ……》

《しみじみと言わないでくれ。確かにその通りなんだけどなっ！》

　遭そう難なん云うん々ぬんよりもこの事態に泣けて来る。

《それに私達は一心同体。他ほかの奥様や奥様候補の方々と違い、どんな時でも一いつ緒しよです。ならばいがみ合うよりも、愛し合う方がいいと思いませんか？》

《それは、そうだけど……っと、いやいや、ちょっと待て！　愛し合うというのは語ご弊へいがあるぞ！　お前はそもそもＮＢなんだからな。人とは……》

〝それ以上言ってはいけない〟セイナが最後の言葉を止めたのは無意識だった。しかしセイナの拒きよ否ひは相手に伝わってしまったのだ。

《……そう……そう、ですか》

　と、いきなり賢者の石（仮）の声のトーンがガクンと急降下、表情もセイナが少し不安を覚える位に落ち込んだのである。

《もし……もしセイナさんが、どうしても私がお邪じや魔まだと……嫌きらいだと仰るのでしたら……最低限の機能のみ残しての自じ壊かい機能は維い持じされています》

《じ、自壊？　リセット……という事？》

《一部補助機能の自壊です。私という個ごと機能部分を破は壊かい削さく除じよすれは、以前のような最低限の応答機能のみが残ります。アクセス出来なかったデータや機能も、すぐに回復する筈はず……ですから》

《えっ？……じゃあ君は？》

《……ごめんなさい。お役に立てなくて……ごめんなさい。せっかくお母様が高性能に造って下さったのに。一いつ生しよう懸けん命めい、セイナさんのお役に立とうと、いろいろ勉強したのに……私まだ生まれて五十二日と十時間二十二分三十五秒しか経たってないから、まだ未熟で》
















　と、ついに賢けん者じやの石（仮）はシクシク泣き出してしまったのである。その急激な、急落とも言える変化にセイナは戸と惑まどってしまった。

《だからセイナさんに必要がないと言われて……ごめんなさい》

《ち、違ちがうって！　別に必要ないとは言ってないよ……でも、さすがに子供とか言われると、いきなりすぎるからね？》

　この時点でセイナの中ですっかりＮＢという考えは抜ぬけ落ち、賢者の石（仮）を完全に命ある者と認識してしまっていた。

《だって、福お姉様はセイナさんのお嫁よめさんになったから、私も、そうなるんだって思ったから、そうなりたかったから……でも私、お役に立てないんですね》

　外観は大人だが、悲しげな姿、泣いているのは子供のような感じだ。もちろんアイリのような悪あく辣らつな下心＆冗じよう談だんでは無いと、セイナの勘かんが断言している。だからこそ困こん惑わくするのである。

（……ああ、そうか。そういう事か）

　能力は大人であろうとも、賢者の石（仮）は起動して、いや、個を持った段階からすれば生まれたばかりの赤子同様なのだ。（余計な）知識はあるものの経験が少ない為、その知識が何であるかの実感がない、それを自身の意志で使いこなす事が出来ないのだ。そして高度な能力を持った存在である事が、事態を余計ややこしくしているのだ。

（とはいえ、プログラムの疑ぎ似じ人格って、それを人間とするか、あくまでプログラムと考えるかは未いまだに決着がついてないんだっけ）

　法的に人権が認められるのは、アストラルを持つモノだけだ。それはアカデミーのようにあまりに高度なプログラム人格を創つくり出せるが故の措そ置ちだ。それを肉体へと移し、何十年何百年と普通に育てている者も数多い。人権はないものの、周囲からは人と認識され、人の生活の中に溶とけ込んでいる個体も数多い。その為、疑似人格登録され、定期的に行動記録の審しん査さを受けて問題行動がなければ、疑似人格の存在権が認められ、人に準ずる扱あつかいを受ける。他者を意図的に害すれば、人並みの罰ばつ則そくが科せられ収しゆう監かんされる。

（つまり非常に面めん倒どうで複雑だって事だな……）

《面倒で……ごめんなさい》

《ああっ！　思考も読めるんだった》

　セイナは、もう完全に捨てられている子犬のようにしょげている賢者の石（仮）を見つめ、大きな溜ため息いきを吐ついた。この浮うき沈しずみが極きよく端たんな事も幼い証あかしだ。

《とにかく、俺がどう考えるか、だったな》

　結局、彼女がただのプログラムなのか、アストラルを持つのかは関係ない。彼女という存在を殺すかどうかの選せん択たくなのだ。

　正直、セイナが戸惑っているのは確かだ。だがそれと同時に、嬉うれしい気持ちがあるのも事実だ。表現に少々……かなり問題はあったが、それはお手本にした例が、あまりにも悪質だっただけだ。セイナのせいで個を持ち、ＮＢとしての使命感もあったにせよ、自身の考えで、ここまでストレートに『お嫁さん』宣言してくれた事は、気き恥はずかしさも大きいものの、妙みようにこそばゆく嬉しい気持ちも大きい。

　地球に居たままであれば、セイナの将来に結けつ婚こんの文字はおろか、女性と付き合う事すら考えられない、空想や妄もう想そうの類たぐいだった。ところが最近では女性の押しかけ居着き率が凄すさまじい高こう騰とうインフレーション状態であり、まともな判断能力は霧恋達四人の政略結婚段階で無くなっている。もうそれ以上の数字は把は握あく出来ない状態なのだ。

（受け入れる為の言い訳を必死で考えている感じだけど……今後も政略結婚が続くのなら……）

　そもそも断れる選択肢しがあったとしても、目の前でうな垂れている彼女を受け入れない理由は既すでに失うせた。何しろ彼女はセイナの為に生みだされた〝モノ〟であり、福の妹ともいえる〝者〟となったのだ。

　とにかく今後、ちゃんと教育して行けばいいし、セイナにはその義務がある。

《分かった。自壊なんかしなくていいよ。アストラルが有るか無いかなんて二の次だ。せっかく芽生えた自我を殺すなんて出来ないよ》

《嬉しいです！　ありがとうございます。では、私をお嫁さんに……》

　潤うるんだ目で賢者の石（仮）は期待に満ちた表情で見つめる。

《ちょっと待って！　落ち着いて。お嫁さん云うん々ぬんより前に、まずはお互たがいをよく知る事から始めるべきじゃないか？　そこの段取りはしっかり踏ふんでいくべきだと思うんだ》

《でも私はセイナさんの事はよく知っていますよ。インストールされた日から今日まで、セイナさんが何を感じ何を見て来たか、それはもう隅すみから隅まで。蒼蓮さんとベッドを共にした後、おトイレで何をしたかまで》

　機能ではなく、本能の方に記録されていたようだ。

《ストッォォォ～～～プッ！　それ以上は言葉にしないように！　本能からも抹まつ消しようするように！　でないと俺の方が自壊したくなっちゃうから！》

　黒歴史を含ふくめ、一方的に全すべてを知られる相手だという事を改めて思い知ったセイナは、正直、個を持った賢者の石（仮）という存在が、その天てん真しん爛らん漫まんさが少し怖おそろしく思えたのである。

《あれは仕方がありませんよ。今私が見返しても、かなりくるものがありますから。大だい丈じよう夫ぶです！　若い男の方なら普ふ通つうですよ》

《……慰なぐさめてくれてありがとう。泣きたい位に嬉しいよ……でもこれからお前には一いつ切さい、隠かくし事が出来なくなるんだなぁ……》

《その分、気分は楽でしょう？　自己を受け入れる事が成長に繫つながります。私にはそういう役目もありますから》

　人は誰だれでも他人には見せたくない部分がある。誰も知らないからこそ、隠さなければならない、見られたくないと思い込んでしまうのだ。だからこそ内部インストール型のＮＢはそこにもう一つの客観的な視点を置く事で、その強きよう迫はく観かん念ねんを和やわらげ、精神の安定をもたらす自己啓けい発はつ効果もあるのだ。

（ああそうか。だから〝愛する〟っていう選択をしてくれたのか）

　それは個となった彼女が、あらためてセイナの全てを受け入れるという意思表示でもあったのだ。そして自壊の選択肢を示したのも同じ理由だ。セイナのその思考を知ってか知らずか、彼女はニコニコと嬉しそうだ。

（もっともそこで泣き落としのようになったのは、幼さという事にしておこう）

　少しでも『可愛かわいい』と意識してしまった以上、セイナの負けだ。そもそも自分を好きになってくれる人を拒否するなど、セイナの辞書には無いのだ。

《とにかく、急ぐ必要はないだろう？　男女の営みとか、子供とかは、リアルでだってもっと先の話だから》

《セイナさんが私を受け入れて下さるのなら待ちます。私とセイナさんはいつも、どんな時もご一緒なんですもの。それこそ時間は無限にありますから》

《た、助かるよ……それと、賢者の石（仮）が嫌いやだったんだよね？》

《名前を下さるんですか!?》

　それはパッとお日様が顔を出したような、そんな表現の似合う笑え顔がおだ。

《咄とつ嗟さに思い付いたんだけど、那な由ゆ多たはどう？　ナナよりももっと先、高位の存在って感じなんだけど？》

　もちろん数字の単位ならその上もあるが、女性名としてはこれが無難だ。

《はい！　はい！　いい名前です。嬉しい、嬉しいです！》

　満面至福。セイナも思わず笑みがこぼれるような笑顔だ。名前を付けるのは罪悪感を少しでも払ふつ拭しよくしたいからだったが、そんなうしろめたい気持ちすら、その笑顔は一発で吹ふき飛ばしてくれたのである。

《気に入ってくれてよかったよ。よかったけど……問題は那由多を、霧恋さんになんて説明するかだよなぁ……》

《美希さんやキルシェさんと同じですよ。インストール型ＮＢが意志を持った、でいいじゃありませんか。私も殊こと更さら、セイナさんとの仲を外に主張する気はありませんし》

《……ん？　ちょっと待った！　キルシェさんと同じ？》

《それがどうかしましたか？》

《いや……アストラルを持ったと仮定した場合、そのプログラムを構築した人とは結婚出来ないんだけれど、賢者の石って誰がそれにあたるのかって疑問に思ってね》

　もちろんプログラムが成人し、ある程度の時間が経てば解除される。

《私は『鷲羽お母様』と呼びましたよ？　ですから私にアストラルが認められても、婚こん姻いんに何ら問題はありません》

《そ、そう……そりゃ良かった》

《はい♡》

　それはもう至福といった表情だ。そしてそれは月での結婚式に、霧恋達が見せてくれた表情と同じだ。

《それにしても物知りだね。確か鷲羽さんのデータバンクとのアクセスは、出来なくなってたんじゃないのか？　そっちも本能の方？》

《はい。日常で必要な基き礎そ知識は、維い持じされていますし、魔ま素その人格領域へのアクセスが可能となっていますから、そちらのデータバンクは使えます。喪そう失しつした機能の代だい替たいも今後は魔法で可能となって行きます》

　ようやく落ち着きかけたところへ、再度、那由多は特大の爆ばく弾だんを投下した。

《……へっ？……今何と？　何か凄すごい事を聞いたような気がするんだけど？？》

《魔素システムを管理監かん視ししている領域へアクセスが可能となり、そこに居る人格とお友達になりました。でもそもそもはセイナさんが繫げるきっかけを作ったのですよ？　覚えてません？》

《俺が？……あれ、そういえば魔素風か邪ぜにかかって……ああっ！　そういえば何かとアストラルリンクしたとかって。それで声が聞こえたんだ……魔素がどうとかって》

　か細い記き憶おくの糸を手た繰ぐりつつ、セイナは必死に思い出そうと集中した。

《そうだよ！　魔素に関していろいろな事を言っている声が……そう、内容が分かるようになったんだ！》

《あれはあくまで最初のアクセス時の定文でしかありませんが、それにセイナさんが反応した事で人格領域に居た意識体が、私を同類と判断し、アクセスして来たのです》

《同類？　同類？　もしかしてちょっと変わっているとか、変なとかの意味？》

《私、あなたの赤ちゃんが欲ほしいの》

　一いつ瞬しゆんこめかみに青筋が浮かび、玉蓮のような妖よう艶えんな笑みで近付いて来る。

《ごめんなさい！　かなり驚おどろいてちょっとパニくっています！　というかそういう脅おどし方は学習しないで欲しいんだけど……》

《だったら怒おこらせるような事を言わないで下さい！》

《わ、分かりました。そりゃそうだよね……それで具体的に言いますと、どうなるのでしょうか？》

　考えてみれば那由多の場合、生身を持つ女性達と違ちがい、自分が恥はずかしい姿を見られる事はなく、一方的にセイナが恥ずかしい思いをするだけだ。つまり何時如い何かなる場所であろうとも、彼女はセイナにどぎつい仕返しが可能なのだ。

《ファンタジー風の表現をするのであれば、魔素魔法の魔導書、エンサイクロペディアが手に入ったという事ですね》

《つっ、つまり凄い魔法が使えるという事か！》

《魔法を使うには魔素が必要ですから、魔素器官を発達させて内部魔素量を増やさなければ全く使えませんよ？》

　バカな子供に言い聞かせるような、優やさしい口調だ。

《……まあ、そうですよね。そんな旨うまい話などはある訳がありませんよね。でも何な故ぜそのような事が起こったんだ？》

《先まずはその人格、彼女がどういう存在からの説明をします。彼女は生まれて今日まで、他者に認にん知ちされなかったが故ゆえに孤こ独どくで、誰かに存在を知って貰もらいたがっていました》

《知って貰いたがっている？》

　それはセイナも同じだった。人に避さけられて孤独である事の恐おそろしさは、幼子の身にはあまりにも過か酷こくなものだった。海と会うまでの数年ではあるが、大人とは違い、幼子に取っては永遠にも思える時間だったのだ。しかもだんだん心を疲ひ弊へいさせて行く両親の様子を見て、その不安とも戦っていたのだ。

《分かった。話してくれ。是ぜ非ひ聞きたい》

《はい》

　セイナの真しん剣けんさが嬉しいのだろう、那由多は微笑ほほえんだ。それは彼女が自分と同種の存在であり、その孤独が他ひ人と事ごとではないからだ。

《バリガルとの話にもあった、魔素が生活支し援えんのシステムだという推測は正解です。これはもう既に消しよう滅めつしてしまった宇宙の、とある時代に生きていた科学者が造り上げた物ですが、その科学者も魔素という物がどうやって作られるのかは、最後まで分からなかったそうです》

《じゃあどうやって魔素を？》

《惑わく星せい探査で見付かった、ある太陽系の氷の惑星に、いくつかの衛星があり、その一つには希き薄はくながら大気が存在していたのです。太陽からの位置も遠く、惑星も氷、熱源などは何ど処こにもないのに、温暖で苔こけ状の生命が繁はん殖しよくしていました》

《つまりその苔が魔素を発生させて、環かん境きようを整えていたんだな？》

《はい。幸運な事にその科学者は、植物系の高等生命であった為ため、その原種ともいえる魔素植物との意思の疎そ通つうのようなものが、僅わずかながら出来たそうです》

《つまり皇家の樹きとか、ドリアードのような？》

《その詳くわしい記録は残っていません。ただその原種が生命に必要な水や熱を発生させている事を知った科学者とそのチームは、それを惑星開発に使おうとしました。その過程で魔素の無限の可能性に気付き、それを生活支援システムに組み込む事に成功したのです。しかしバリガルとの話にあったように科学文明との相あい性しようが悪く、もともとあった文明を徐じよ々じよに浸しん食しよくし始めたのです》

《何となく先が読めたよ。魔素パンデミックの最悪版って感じかな？》

《多くの文明が魔素の浸食によって滅ほろびましたが、人類が滅びた訳ではありません。科学文明を捨て、魔素のシステムを利用した生活に切り替かえて行っただけです。とはいえそれは初期文明への退行でもあったので、その科学者の弟で子し達や、後の科学者達によって原種に改良が加えられ、無む為いに科学文明を浸食しないよう枷かせが塡はめられました。そしてその監視の為に彼女を組み込んだのです》

《なるほど。それで初期文明以外の惑星では見かけないのか……それにしても彼女の存在を誰も知らないというのはどういう事なんだ？》

《もともと監視プログラムですから人格などはありません。それが数度の宇宙崩ほう壊かいと誕生の、無限とも言える年月の中で多くの情報を蓄ちく積せき、進化する事で高度な知能を持つに至ったのです。ですが結局、魔素文明は安定しているが故に、初期文明クラス以上には発展しません。しかし彼女が造られたのは恒こう星せい間航行技術だったので、そもそも魔素文明は彼女とアクセスをする術すべを持たないのです》

《それで賢けん者じやの石をインストールしていた俺が、という事か……でもその技術だって魔素との相性の問題があるんじゃないのか？　俺だって出身は初期文明だけど生体強化も行っていて、既すでに宇宙の人間なんだぞ？》

《彼女は『奇き跡せき』と言っていました。彼女のシステムの穴をすり抜ぬけて、その中心部へ到とう達たつする所など、キルシェさんと同じパターンですね》

《クッ……銀河アカデミーでやらかしちゃったあれか……という事は、何か問題でも起こっているのか？》

《それがどう問題となるかは、受け取る人の気持ち次し第だいです。彼女の願いは、問題解決に協力して欲しいという事です》

《協力？　それは俺で可能な事なのか？》

《魔素は現在、初期文明でのみ使われているシステムです。ですが決してそこがシステムとしての限界ではありません。魔素とアクセスした時の文言を覚えていますか？》

《ああ、それこそ那由多のおかげでね。確か……》

　セイナはそれを記憶から引き出し、そしてある事に気付き、大きく肯うなずいた。

《なるほど【おのれの種を増やせ。大地に。星に。宇宙に満ちよ。我が子達よ楽園を築くのだ】の文言だな？》

《はい。魔素システムの本来の目的は、全すべての場所での活動を可能とする事なんです。魔素という物があれば、理論上は宇宙空間でも生身の状態で生きられます。宇宙そのものが活動の場となるのです》

《つまり魔素を宇宙に満ちあふれさせる……俺にその手伝いをしろと？　何故彼女がそれをしないんだ？》

《彼女はあくまで監視システムです。しかも外との接点はセイナさんだけです。それに宇宙に魔素を広めようとする原動力となっているのは、もともと原種となった植物の生存本能なのですから》

《何となくだけど……魔素とシステムが車で、彼女がＧＰＳ、運うん転てん免めん許きよ証しようもない、土と地ち勘かんもない、方向音おん痴ちが運転しているような感じ？》

《せっかくのファンタジー世界なのですから、もう少し情じよう緒ちよ的な表現にしませんか？　つまりは魔法のエンサイクロペディアに新たな項こう目もくを書き込み、宇宙での活動を可能とする完全無欠な物とする。つまりセイナさんにその持ち主、魔ま導どう師しとして生きて欲しいという事です》

《まあ、その表現の方がファンタジーっぽくて良いよね……でも、ちょっと待った！　俺は確かに科学技術を手に入れられる立場にあるけれど、それを魔素と相あい容いれるような状態にするなんて、それこそ途と方ほうもない年月がかかる……あっ》

　その時セイナは、以前天地から聞かされた、天地と同じ、無限に存在し続けられるという、自身の身体からだについての事を思い出した。

《そうです。だから彼女は『奇跡』だと言ったんです》

《……とんでもないのと関かかわっちゃったなぁ》

《クスッ。本当にそう思っています？　発達した科学技術は魔法と変わらないというのはセイナさんも言った事ですよ？　セイナさんは以前、科学の力で宇宙に出ました。今度は魔法の力で宇宙に出ようというだけの話です》

《宇宙へ、か……確かにあの時は凄くワクワクしたな。一気に自身の世界が広がったような気がしたし、実際に地球人では到達出来ない所まで行く事が可能となった》

　それどころか、その宇宙の人間ですら到達不可能な所へも行く事が可能だ。

《今度はあなた自身の力で、それを成し遂とげるのですよ。ロマンだと思いません？》

《それは否定しないよ。だけど科学文明との相性問題はどうするんだ？　それが一番のネックになって、いままでこの状態のままだったんだからな？　それこそ俺が魔素パンデミックを引き起こす原因になるかも知れない……というか、俺の確率の偏かたよりのせいで、そうしてしまう自信があるんだけど？》

《悲しい自信ですね。こちらでは外部魔素、内部魔素と呼んでいますが、本来の名めい称しようは外部魔素がマナ、内部魔素がエナといいます。科学技術と相性が悪い、浸食させてしまうのは、実はマナの方だけなんです》

《へえ……それはもしかして、一度体内に取り込むか、そうでないかの差か？》

《はい。それにマナが科学技術と相性が悪い原因は、原種が発見された例の衛星で、調査に来た科学者の誰だれか、或あるいは護衛かもしれませんが、マナの浸食に対し、かなり大規模な掃そう討とう行動をしてしまった事なんです》

《それでマナが科学技術に対して敵性行動をしてしまうようになってしまったと？》

《はい。そもそもマナの浸食は、科学技術を異物と認識して無害化しようとする、劣れつ化かではなく、機能を一時停止させるような緩ゆるやかな反応だったらしいんです。魔素のある領域から離り脱だつすれば、機能が回復すると気付いた時には……》

《ファーストコンタクトで起こしがちな不幸だな……じゃあその刷り込まれちゃった敵性衝しよう動どうを何とかすればいいって事か》

《ええ、魔素魔法として同じような技術が記録されれば、それを同種の物と認識し、敵性行動を回かい避ひ出来るようになるそうです》

《バリガルさんが言っていた、こちらの素材で造るってのはそういう事だったんだ……ああ、でも魔素器官の問題はどうする？　あちこちに広げて、それこそ家か畜ちくが植物が魔物化したらえらい事だぞ》

《ナナが一つの回答だと思います。この世界でも魔物や動物を使し役えきしていますし、同種で群れを作らせないようにすればいいだけです。どちらにしろ魔素を無む秩ちつ序じよにばらまくのではなく、魔素がある世界同士を結びつけるところから始めればいいと思います。そしてそれらの事を相談するのに打って付けなのが、私のお母様だと思いますよ？》

　哲てつ学がく士の本来の役割は、その技術の倫りん理り的判断だ。つまり魔素技術を如い何かに広めるかを相談するのに最適な人間だと言える。

《確かにそうだけど……そうなんだけど……》

　だが同時に色々と不安な性格の持ち主でもある。

《結論を急ぐ必要はありません。セイナさんには無限の時があります。もっと先の未来……今の人類が滅びた後でもいいんですよ？　更さらに言えばここでなければ駄だ目めという事はありません。いっそ別の銀河にでも行きますか？　或いは異世界でも構いません。彼女は今まで悠ゆう久きゆうの時を待っていましたから、それが宇宙の一生分の年月であろうとも、待つのは構わないそうですよ？》

《そいつはまた、想像もつかない程ほど壮そう大だいな話だな。でも……》

　だがセイナの中では、困こん惑わくと共にその構想に期待する気持ちが、徐々に大きくなっていたのだ。それは宇宙へ出た時と同じ期待感だが、それは同時に、今ある世界の秩序を破は壊かいするかもしれない行こう為いでもある。

《秩序の破壊を気にしますか？　しかし実のところ、秩序の破壊などというのは珍めずらしい事ではありません。それは環境の変化であり、夫ふう婦ふに赤ちゃんが出来るだけでも同じ事が起こります。その事で不和を生み、離り婚こんの原因となる事だってあります。そもそもあなたが宇宙に上がった事でダ・ルマーギルドは崩壊しました。銀河アカデミーでは既き存そんシステムを破壊し、タラントと繫つながっていた多くの者達を、そしてタラントをも破は滅めつさせたのですよ？》

　そのシステムを都合よく利用し、利を得ていた者達にとって、セイナは正に秩序の破壊者だ。その怨えん嗟さの声はあちこちで上がっているが、瀬戸達が封ふうじ込めているだけだ。

《そう考えると、俺っていろいろとやらかしちゃってるよなぁ……》

《そしてそれはお母様も同じです。科学の発達は何も福ふく音いんばかりではありません。多くの人を幸福にし、不幸にもします。アチャちゃんの居た惑星を覚えていますか？》

《えっ？……ああ！　ああ、そうだな。あそこにもし魔素があれば……》

　あの広こう漠ばくとした砂さ漠ばくの惑星に、緑と水が溢あふれるのだ。もちろん魔物も、である。

《クスッ。セイナさんはどう感じますか？　セイナさんはどうしたいのですか？　魔素をどう広げるかは、セイナさんに任されています。このファンタジーの世界を知って、感じた心のままでいいのではないでしょうか》

　那由多の問いかけに、セイナはここで見た事、ここに来るまでの事を考えた。福音と危険とを天てん秤びんにかけ、考えたのだ。だが答えはすぐに出るようなものでは無かったが、

《世界……そうか、世界だ》

　アチャの居た惑わく星せいとこの惑星。それぞれに見たのは一部分でしかないが、圧あつ倒とう的にこちらの方の世界が活気に満ち、生命に溢れている。アチャをどちらに住まわせたいかと問われれば、間違いなくこちらだろう。もちろんそれをアチャが望むかどうかは別問題だが、いろいろな可能性を選せん択たくする幅はばを広げてあげられる事は確かだ。

《……そうだな魔法で宇宙を自在に旅をする……確かにロマンだな。よし、やろう！》

　セイナは決断した。もちろん一足飛びという訳ではない。徐じよ々じよに、しかし前に進もうと決心したのだ。

《はい、セイナさん。私もずっとお側そばにいますから……と、話は纏まとまったところで、現実に戻もどりましょう。何しろ魔法使いとしては一年生。まだ何の魔法も使えない状態ですし、私の機能も失われたままですからね》

《そうだな。ロマンを叶かなえるには地道な努力が必要だものな》

　楽しい空想の時間は終わり、これから先は現実の話だ。セイナの長所は超ちよう現実主義な所だ。長く苦しい作業の積み重ねはセイナの得意とする分野だ。楽しい空想の後は地道な作業が待っている。その作業を厭いとわない者だけが、夢を実現出来る可能性を持つのだ。

《しかし彼女がいれば必要な知識は得られ……》

《いや待て！　すぐに安易に誰かに頼たよるのはよくない。この先、自分で考えて開発しなきゃならない時が来るんだから、出来るだけ自分で考えてやってみたい》

　人から教えられる知識には限界がある。だがセイナはその先へ行かなければならない。自身で考え試行錯さく誤ごをするのにも訓練と経験と、何よりも本人の意識が必要だ。覚えるのと身に付けるのとでは全く意味が違ちがう。そして知っているのと使えるのも違う。多くの事を知っていてもそれを使えない、知識を応用出来ない者は多く、それが出来なければどんなに記き憶おくを蓄ちく積せきしても自己満足でしかない。まさに〝宝の持ち腐ぐされ〟だ。

《それもそうですね。ゲームだっていきなり攻こう略りやく本ぼんや、ネット検けん索さくをするのは味気ないものですものね》

《そういう事！　先まずは何と言っても魔素という物を、魔力を感じる事が第一歩……》

　セイナは胸にあるという魔素器官を思い描えがきつつ、魔力を感じようとした。だがある疑問を感じて中断した。

《どうしたんです？》

《バリガルさんは、魔法は強いイメージで発動すると言っていた。それぞれ人によってやり方が違うって……だけど魔素がシステムなら、明確なルールがあるんじゃないか？》

《システムという名に縛しばられすぎですよ？　同じ魔法でも、その人が望む事は同じではありません。現象が全て数字で表せる訳ではありません》

《問題は何ど処こまで意い思し疎そ通つうが可能か、だな。でも俺は魔素の言葉を、こちらの言葉に翻ほん訳やくしてくれっていう様な事を言った覚えがある……だとすればどんな人間とも意思疎通が可能なんじゃないのか？　なのに何な故ぜ使えないなんて事があるんだ？》

《まず、普ふ通つうの人はあれが言葉だと理解出来ないんです。私だからこそ、あれが言語だと明確に気付いたんです。ましてや子供が魔素風か邪ぜによる熱で朦もう朧ろうとしている時に、そんな事に気付く可能性は低いです。彼女によると、過去それを言語だと気付いたのはほんの僅わずかだそうですから》

《その人達はどうなったんだ？　気付いたのなら、俺と同じような状態になったって事なのか？》

《魔素との高いリンクが可能となり、いろいろな魔法を使える大魔導師にはなれたようですが、それでも魔素とのリンクは完全では無く、言葉が分かるというだけなんです。もちろんそれでも大きなアドバンテージですが、魔素はあくまでシステムですから、こちらの意図を汲くんでくれる訳ではありません》

《それを補ほ佐さするのが彼女という事か》

《いいえ、彼女はあくまで監かん視しする為ためのシステムですから、人と魔素システムその物との仲ちゆう介かいは出来ません。一種の検索システムだと考えれば間違いありません》

《じゃあ彼女が検索し、那由多がアクセスするって感じか？》

《それこそ完全確実にです。セイナさんのイメージが不完全であろうとも、彼女と私を介する事で、より明確な魔ま法ほうの発動が可能です。もちろんそこには僅かな齟そ齬ごが生まれる事もあるでしょうが、それは使っていく内に修正されるでしょう》

《魔素の言葉か……とんでもなく危険な知識だな。魔法が力である以上、自分の優位性の確保以前の問題だ。今の段階じゃ、迂う闊かつに公表なんか出来ないぞ……》

　多くの有能な魔法使いを生み出す知識は、まさに宝の山。最高軍事機密と同じだ。その上、『賢けん者じやの石』という、更に厄やつ介かいな秘密も抱かかえているのだ。

《公表しなければいいんです。あまり深刻に考えずに、気楽に『チート』を楽しめばいいんですよ。福お姉様と守蛇怪を持っている事も〝そう〟なのですよ？》

　守蛇怪も一いつ般ぱんには公表されていない超技術の固まり、まさに『チート能力』だ。

《……な、なるほど……考えてみれば、確かにそうだよな》

《まずはどう使うか、使えるか？　そこにどういう問題が起こるかを見み極きわめるのも大事です。だからセイナさんは体ていのいいモルモットなんです。チートをいかに使うかは考える必要がありますが、使う事を躊ちゆう躇ちよする必要はありません。そうやってデータを集め、大だい丈じよう夫ぶだと判断しても尚なお、お母様のように公表を差し控ひかえる技術は沢たく山さんあります》

　技術の発展は失敗の積み重ねだ。だからこそ成功と同時に失敗も重要なデータとなる。技術の伝承と公開が行われないという事は、後生の人間が再び同じ失敗を繰くり返さなければならない事であり、いつまで経たっても先に進めないという事なのだ。

　だが進歩が停てい滞たいする、或いは緩やかなのは悪い事ばかりではない。技術開発の一番の原動力は軍事だ。そしてその発達は大量殺さつ戮りく、過か剰じような威い力りよく、無む駄だな資源浪ろう費ひにも繫がる。

《バリガルさんも、魔法技術の体系化の行く末を気にしていたからなぁ……》

《それを悩なやむのは、もっとずっと先の話ですよ。私達はその第一歩も踏ふみ出していませんし、この星から脱だつ出しゆつする目的もあるでしょう？》

《そうだな。那由多の言う通り、自分で使えるようにならなければ、危険も何も分からないからな。じゃあ、まずは魔法知識の復習をしておこう……バリガルさんが水の魔法を使ったけど、映像記録はある？》

《ええ、その辺りはしっかりと》

　映し出された映像を何度も繰り返し再生し、止めて拡大しては検証した。だが……、

《……うん。全然分からん事だけが分かったな》

《ただウォーターと言っているだけですからね。とにかく実際に試ためしてみたらどうでしょうか？》

《さすがにここで水を使うのはね。もちろん火もだめだけど、考えてみたら魔法の発動を部屋の中で試すのはまずいよな……》

　外に出られない以上、迂闊な魔法実験は出来ない。だが時間は貴重だ。今の時間を無む為いに過ごすのはもったいない。

　セイナはジッとバリガルがしたように手を上げてそれを見つめた。

《水を生み出してそれを球状に浮うかせる……考えてみれば複数の魔法を同時に使っているって事だから、いきなりド素人しろうとがやるには上級過ぎるな》

《魔力も感じられないようですからね》

《すぐに感じられる訳じゃないだろうけど、逆からのアプローチで何かヒントでもと思ったんだけどね。そもそも魔素が目に見えないのに、バリガルのやっている仕草だけ見ても分かる筈はず…………魔素が見えない？　そこに魔素がある事は分かっているのに？》

　ふとセイナの脳のう裏りに浮かんだのは各種センサー、検知器の事だ。もちろん魔素は科学的手段では認にん知ち出来ない。

《でもそれは科学的手段では、だ……。そもそも魔素との意思疎通が可能なら、いっそ単純な方がいいのかな？……魔素可視化、とかって、ぅおっ!?》

　殆ほとんど独り言のように思考した瞬しゆん間かん、セイナの目の前が霧きりに包まれたように真っ白になったのだ。

《うわぁ……見えてしまいましたね……魔素。真っ白で霧みたいです》

《あ～～ビックリした。半分冗じよう談だんだったんだけど……でも見えたのはいいけれど、見え過ぎだ。もう少し何とか……ああ、感度を下げてくれ、か？》

　と、濃こい霧のような魔素がスッと薄うすまった。

《いいですね。魔素が見えるなんて、かなりのアドバンテージですよ。もしかして記録した映像も……見えますね。バリガルがどう魔法を起動させているのかが分かります》

《うわ……グロ注意》

　何とバリガルの全身に、血管の筋がクッキリと白く浮かび上がっているのだ。

《セイナさんの腕うでも同じように見えますよ？》

《うへっ、本当だ……凄すごいな》

　セイナは腕を見つつ、手を握にぎったり開いたりしている。ちょっと不気味ではあるが何だかちょっとカッコイイ感じでもある。動きが付くと複雑な内部構造のロボットを見ているようだ。

《魔ま液えき晶しようは血液中にも存在しますから、そう見えるのも当然ですね。それで……一番濃い部分が魔素器官……この感じですと、やはり魔素取り込みの基本は肺呼吸のようです。でもバリガルの魔素の流れは、少し違うようです》

《魔法はエナ……こちらだと内部魔素か。何か言い間違えそうだから、こちらの言い方に合わせよう》

《分かりました》

《それで内部魔素を使うと言っていたけれど、外の魔素も集まっているな……もしかしてこれが力場プラントと同じ使い方ってやつかな？》

　掌てのひらに球状の魔素が周囲から集まって来る、というより掌から出て来た小さな核かくに吸い寄せられている感じだ。

《なるほど……こうやって内部魔素を少しでも節約するんでしょう。しかし意外と複雑な過程のようですから、最初は内部魔素だけの方がいいと思いますよ？》

《それにしても目に見えるというのはこんなに凄い事なんだな。ところで……掌に集まっている魔素に、何か糸のような物が見えないか？》

　映像を停止して拡大すると、確かに球体が糸のような物で繫つながっていた。よく見ないと分からない蜘く蛛もの糸のような感じだ。

《そうですね……何なのでしょう？　彼女に聞いてみますか？》

《頼らないって決めたばかりだからね。とにかく内部魔素を動かしてみる》

　自身の魔素器官を見ながら、そこから魔素を流すイメージを持つ。目に見えるとイメージが明確である為、驚おどろく程ほど簡単に魔素が動き出す。血管を通って左手から球体が形成される。と、そこには球に繫がる糸がハッキリと見えたのだ。

《やっぱり見えるな。感じからするとコントロールの為に繫がっているようだね》

　試しに球を動かすとすると繫がったまま、何ど処こまでも伸のびる。

《おお、凄い凄い。有線コントロールだな》

《つまり明確なイメージを持つというのは、こういう事なのでしょう。これを言葉で説明するのはかなり難しいですから、魔法が発動しにくいのも当然なのでしょう》

《そうだな……それにしてもこれって何処まで伸びるんだろ？》

　いろいろと動かしてみると、球が何処に有ろうともセイナと直線で繫がっている事が分かった。しかも球も糸も物体をすり抜ぬけるのだ。

《つまり両方とも魔素と考えた方がいいのでしょうね》

《でも何処まで伸びるかの確認は無理そうだな。魔素を視覚化していると、遠くに行くと見えにくいよ……うおっ!?》

　と、いきなりセイナの視覚が一つ増えた。正確にはあの魔素球の所に現れたのだ。

《うわっ……何か、気持ち悪っ》

《目を閉じて！　視覚を人と同じにして下さい！》

　急いで両の目ま蓋ぶたを閉じると気持ち悪さは解消されたが、不思議な気分だ。単眼で魚眼的な見え方なので当然だ。

《視覚を俺と同じに》

　那由多の言う通りにすると、視覚の状態が人と同じに修正され、見たい方向へと目が動くような感じがある。もちろん自身の姿も見えるので、どれ程やせ細っているかがよく認識出来る。

《うわ……ガリッガリだな。どんな怪け我がをしても病気をしても、ここまで瘦やせた事なんか無いぞ。そりゃ腹も減るよなぁ》

《でも肌はだの血色はいいですから、それが別の意味で不気味ですね》

《これはつまり、あの魔素球が俺の視覚と繫がったって事なんだよな？》

《そうですね。となると応用の幅はばは広そうですよ？　視覚だけでなく他ほかの感覚も繫がりそうです》

《うん！　せっかくだからいろいろ試してみるか》

　やり方が分かれば進歩はあっという間だ。その魔素球には五感全すべてと、視覚に関しては望遠、赤外線、紫し外がい線せん、暗視などの能力を付加する事に成功した。ちなみに暗視を使った時、先程の魔素を視覚化した時と同様、いきなり感度が上がった為ため、月明かりでのたうち回り、ナナが駆かけつけるという失態をしてしまったのであった。

　　　　×　×　×

《壁かべ紙がみや外がい壁へきにも違い和わ感かんがありますね。魔素の発生そのものが阻そ害がいされている感じですから、一種の結界なのでしょう。バリガルが構築した結界とは違ちがいますから、もしかして魔ま法ほう陣じんやお札のようなタイプかもしれませんね》

　セイナは魔素球を外に出し、辺りの様子を窺うかがっていた。その途と中ちゆう、壁紙や外壁を透とう過かさせる時に、かなり引っ掛かかりのようなものを感じたのだ。

《この家が特別なのか、それが常識なのかは分からないけれど、俺もこんな事をしているから、似たような魔法があっても不思議じゃないしな》

《セイナさんの場合は、結果、そうなってしまっただけですが、情報を違い法ほうに欲ほつする人間は当たり前にいますからね。それを防止するのは基本、それこそ家に鍵かぎを掛ける程度には、この障しよう壁へきは常識なのかもしれません》

《それもそうだ。それにしても壁を抜ける時って、変な感覚だな。これって自分の中や非破は壊かい検査も出来るって事だよね？》

《大きな怪我や病気の診しん断だんにはいいかもしれませんね。ただ自分の身体からだはともかく、人の身体はその人の魔素がありますから、もしかして拒きよ絶ぜつされる可能性がありますよ？　どちらにしろ気軽に実験をさせて貰もらえるような人は居ませんし、セイナさんの力が露ろ見けんするのも問題です。それと状じよう況きよう次し第だいでは……ただの覗のぞきですから》

　魔素球は自重しなければカメラの隠かくし撮どりと同じか、それ以上の事が出来てしまう。

《ああ、確かにまずいよな。……っと、それにしてもバリガルさんの言っていた事がよく分かるよ。随ずい分ぶんと目立つな》

　セイナは魔素球の高度を上げ、周囲をぐるりと見み渡わたすと、いくつかの強きよう烈れつな光を目にした。それは都市の中央、なだらかな山の頂上に建つ、豪ごう奢しやな城のような屋や敷しきのライトアップだ。それ以外にも頂上付近は貴族の邸てい宅たくなのだろう、豪ごう邸ていが建ち並び、それらがそれぞれに趣しゆ向こうを凝こらした光で装そう飾しよくされているのだ。

《気分はクリスマスか、遊園地のライトアップショーだな。それと……》

　ここは夜に活動する人間など少なく、正まさ木きの村と同じで、とにかく夜は真っ暗、漆しつ黒こくの闇やみ状態が当たり前なのだ。そうなるとちょっとした明かりですら、もの凄く目立つ。山頂だけでなく丘きゆう陵りようの麓ふもとの一部にもかなりの灯あかりが集中し、そちらの照明は遠くにあるせいか、宇宙から見た夜の都市部といった感じだ。

《確かに綺き麗れいだけれど、本当に必要があるかというと疑問だよな……ったく、あんな物の為に連れて行かれるかもしれないなんて。人間は暗くなったら、寝ねるのが一番だよ》

　夜にこそこそと活動しているセイナが言うのは、説得力に欠けるが、『それはそれ、これはこれ』貴族の見み栄えとは違う、必要な事なのである。

《クスッ、そうですね。ところでこの機能を使えば、地形の把は握あくは出来ますよ。ただ記録したデータ類はまだ引き出せない状況なので、場所の検けん索さく特定までは出来ませんが》

《そうだな……地形の把握位はいいかもしれないけれど……何だか嫌いやな感じも……》

《……ん!?　あそこ、誰だれか居ます！》

　と、いきなり那由多がそう言い、セイナもそちらの視覚に同調した。一つの魔素球にセイナの視覚と、那由多だけの視覚とが設定してあるので、それぞれが別方向を視認する事が出来るのだ。

《……ああ、本当だ》

　那由多の見ている方角に、下の家の結構大きな庭木があり、木の葉が生おい繁しげる中に人の魔素が見えている。そこに近付くと二つの映像が重なったように見える部分がある。

《多分、ナナと同じ認識障害の魔法結界でしょう。魔素の可視化を解いてみて下さい》

《……ああ、そのようだな》

　可視化を解くと人の魔素と映像の一つが消え、普ふ通つうの木にしか見えなくなった。

《後でナナが化けていた時の映像も要検証だな。ところでこの結界って、俺の魔素球を探知されると思う？》

《軽く触ふれてみればいいのでは？　どちらにしろ相手からは見えませんから》

《それもそうだな》

　セイナはそっと結界に触れてみるが、中の人間に反応はない。

《お邪じや魔ましま～～す》

《何な故ぜに挨あい拶さつを？》

《一応、覗きじゃないって事で》

　そのまま魔素球を進めると偽ぎ装そうテントの中に二人の男が居て、小さなスリットからバリガルの家を見ていた。

《こちらの方達は完全に覗きですね……聴ちよう覚かく起動します》

「……ぁ坊ぼつちゃん、もう諦あきらめた方がいいぜ」

　と、聞こえて来たのはうんざりとした口調の男の声だ。

「坊ちゃん、言うんじゃない。お前もしつこいよ」

　一人は狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者風の三十代といった感じの男。そしてもう一人は……、

《ああ、あの若い方はバリガルのパーティーに居た青年です。セイナさんを空くう賊ぞく、宇宙海かい賊ぞくだと疑って、荷物を漁あさっていました。名前はキチャ》

《それでバリガルさんの家を、こんな偽装までして監かん視ししているのか？　随分と執しゆう念ねん深いんだな》

《結界があるので、直接視で確認しに来たのでしょう》

「こんな事をしているってバレたら本気でまずいですぜ。既すでにパーティーを追い出されてるんだから、次はこの地区のギルドから追放、普通なら除名ってとこですぜ」

　男はスリットからジッとバリガル邸を見たままだ。

「あのガキは絶対空賊に間違いないんだ。バリガルは空帰りだから、空賊とも繫がっていてもおかしくない」

「あの若いのは魔素風か邪ぜだったんでしょ？　空の連中は魔素風邪にはかからないってのが常識ですぜ」

「あの年ねん齢れいでか？　ケッ！　バリガルがさっさと隔かく離りしたから、本当に魔素風邪だったなんて確認した訳じゃない。こっそり魔ま結けつ晶しようでも持たせる、充じゆう塡てんの出来ない無能だと言い張る。バリガルなら誤ご魔ま化かしようはいくらでもあるんだよ？　俺っち……僕のカンにビンビン来てるんだ」

「坊ちゃんがまだ素す直なおぉ～～なガキの頃ころからの付き合いだから忠告するが、親のコネとはいえ、あのバリガルのパーティーに見習いで入れたんだ……もっと真ま面じ目めにやったらよかったんだよ。それをパーティーの名を使って借金やら、詐さ欺ぎまがいの事をすれば、追い出されただけでもマシ。親が貴族でなきゃ、すぐにでもぶっ殺されるか奴ど隷れい落ちだぜ」

「うっせえっすよ！」

　興奮したり高こう揚ようしたりすると口調が変わるのは、中ちゆう途と半はん端ぱな育ちのせいだろう。

「声が大きい」

「……俺っち、僕にはでかい野望があるんだよ。この程度で諦められるか」

「空の大陸に渡わたって、人型機械乗りってやつですか？」

「あの力があれば、この国だけじゃなく、大陸丸ごとが俺っちの、僕の物に……バリガルのオッサンも話に加えてやろうというのにさ。空帰りはどいつもこいつも引き籠こもるのが好きなんだから困ったものだよ」

　うんざりとした男とは対照的に、キチャは夢見るような表情だ。これが彼の行動理由なのだろう。

「空の機械はここじゃすぐに使えなくなるんだろ？　持って来てどうするよ」

「すぐにダメになる訳じゃないんだ。空に本ほん拠きよを築いて、そこから支配するんだよぉ。フフッ、どう？　俺っち天才じゃね？」

「その初手から大おお転こけしているんですがね……ったく。渡と航こう費用もいいですが、こっちの金は払はらって下さいよ」

「俺っち支配者になるんだぜぃ？　そうなったらいくらでも払ってやるって」

「……まあいいか。後で奥方様に請せい求きゆうしよ」

　ここで二人のコント、ならぬ会話は終わった。

《あの青年、貴族というより、どう見てもチャラ系チンピラですね》

《とはいえ発想は意外に悪くないな。多分色々と空回りするタイプなんだろうね》

《渡航費用と言ってましたが、話からするとバリガルと同じ、宇宙へ行くつもりなんでしょう。それを貯ためる為に、色々と詐欺まがいの事をしていたのでしょうが……もっとも貴族ならそれくらいのお金は出せそうですけれど、やはり家からは反対されていると見るべきなのでしょう》

　アバリュム代表政府と、表向きは敵対してはいないとはいえ、貴族の身内があちらに行くのは嫌なのだろう。

《俺が空賊だという証しよう拠こを摑つかんで、バリガルさんを脅おどそうというのかな？》

《或あるいはセイナさんと裏取引をすれば、直接空に行けるか、それがダメなら空賊として通報して報ほう奨しよう金とか考えているのでしょう。それにしてもこちらが隠したい事とは随分、ズレていますね》

《見張られている事には変わりはないけれどね。空賊でも魔素風邪期間でも、バレれば、金づるにされるのは違いないよ。それだけに気をつけないと……うげっ!?》

《どうしました!?》

《あの窓の所……幽ゆう霊れい……？》

　セイナは灯りの点ついていない部屋の窓の所に、白い人型の靄もやを見つけた。

《？……ああ、あれはナナですね。なるほど、魔素を可視化すると幽霊のようです》

　真っ暗な中、ナナの魔素だけが見える感じは、幽霊そのものだ。特にナナの眼球と耳の部分に魔素が集中しているので、少し離はなれていても顔のような感じがハッキリと見え、なかなか不気味だ。

《あの魔素の流れは視覚と聴覚の強化でしょう……でもあの様子だと、この連中の事に気付いていますね》

　灯りを消しカーテンの隙すき間まから覗いているので、キチャ側からは分からないが、魔素を可視化したセイナ達からは丸見えだ。

《それにしてもビックリした……考えてみれば魔素の可視化をすれば、血管だけが見える状態なんだから、夜中にバッタリ人と出会ったら、腰こしを抜ぬかしそうだよ》

《クスッ。暗くなったら早く寝るのが一番ですね》

《そうね……まあ何か対策を考えよう。そろそろお腹なかも空すく時間だし、こんな監視があるのなら、家で大人しくしていた方が良さそうだ》

　セイナは魔素球を解除するとナナを呼んで食事をした。

　　　　×　×　×

《では大人しく家で魔ま法ほうの実験を……最初は水だな》

　トイレを済ませ、ついでにそこで水物の実験だ。セイナはまず魔素球を形成した。

《水》

　その魔素球を水にするイメージをしつつ思念を送る。と、魔素球がその大きさのまま水へと変化し、すぐさま掌てのひらへと崩くずれ落ちてトイレへと流れて行った。

《あっ！　そうか……ただ水にしただけじゃダメだったんだ。でも水を生み出すのは成功だな。次は……火かな？》

　五センチ程ほどの魔素球を作り『火』と念じると、一いつ瞬しゆんにしてそれが火球となった。

「あっ!?」

　途と端たんに、魔素球を作っていた掌に鋭するどい痛みを感じ、火球が消えた。すぐさま傍そばにある手洗い場で火傷やけどの部位を冷やす。雨水を貯めてそれを殺さつ菌きん浄じよう化かするシステムだという話なので、流水のままでは無む駄だ遣づかいだ。流しに水を溜ためてそこに手を浸つける。患かん部ぶが冷えるようこまめに手を動かすが、かなり酷ひどい火傷だ。

《バカバカッ！　そんな至近で火を出したら火傷しちゃうに決まってるわ！》

　那由多は不安で半泣き声だ。感情が高ぶると幼さが出る。

《そうだよな。よく考えればこんな至近で火を起こせば当然なんだよな》

　本来こういった、運の悪さではない、迂う闊かつさによる怪け我がに繫つながるような愚ぐ行こうをセイナは決して犯おかさない。

《やっぱり魔法って事で何か特別な、物語的なイメージを持ってしまっているんだな。だけどこの感じだと、ちゃんとした治ち療りようを受けた方がいいかもしれないな。魔法を試ためしたって知られるけれど、どちらにしろ火傷はすぐに気付かれるだろうし……》

《でも、でも、こういう時の魔法じゃないの？　治ち癒ゆ魔法を試してみましょうよ》

《おお！　なるほどね》

　すぐさまセイナは痛みのある掌を見つめ、その場所に魔素を集中させる。

《治癒…………あれ？》

　だが魔素は消費されず、何も起きた感じはない。

《治癒だと自然治癒と重なって意味がないのかもしれないわ。生体強化された身体からだだと、治癒力も自然の身体より速いですし》

《ああ、そうかもね。じゃあ……回復、は違ちがうな……状態の再生、かな？》

　と、集中させていた魔素が消費され、更さらに体中からしっかりと感じる程に魔素が集まって来る。そしてそれを消費しつつ、手の赤みがスッと消え、痛みも消えた。

《成功ですね！　良かった……》

「セイナさん、セイナさん!?」

　那由多が安あん堵どで涙なみだぐんだその時、トイレのドアをノックする音と共に、なかなかトイレから出て来ないセイナを心配するナナの声が聞こえて来たのである。

　　　　×　×　×

　トイレが長い事と、いろいろと物音がすると言うナナにいい訳を言いつつ、セイナはベッドに入った。それを確かめたナナがようやく自分の部屋に戻もどったのを確かく認にんし、セイナは安堵の溜ため息いきを吐つく。

《心配してくれるのはありがたいけれど、俺ってそこまで重傷者扱あつかいなのかな？　まあ火傷が治らなかったら、お世話になったんだけど……》

《半分は監視だと思いますよ？　外には怪あやしげな連中も居ますし、自分の主人に累るいが及およばないよう気を使っていると考えた方がいいですね》

《あの過か剰じようさはそう考えるのが妥だ当とうか。でもこちらは体調が凄すごく良いだけに、何も出来ないままってのもなぁ……》

《いっそ元の状態まで魔法で再生してみますか？》

《さっき火傷を再生させただけで、ビックリする程魔素を使ったから、そんな事をしたらどうなるか分からないよ。まだ魔素風邪の熱がひかない以上、魔素器官も発達中って事だから、あまり魔素の使い過ぎは危険だ。それにそんな魔法が使えるとなると、それこそ面めん倒どう事が増えそうだよ》

《でも魔法の発動が確認出来ましたから、いろいろと魔法の使い方とかを事前考察するのも良いと思います。前もって実験プランを決めておけば、危険も避さけられますし、時間短縮にもなります》

《そうだな。回復魔法を試せたのは思わぬ収しゆう穫かくだったけれど、火の魔法は迂闊だったよ。お前の言う通り、使う前にいろいろと考察するのは重要だな》

《それなら部屋の中でも出来ますからね。でも実際に使えるとなると、いろいろと楽しくなって来ましたね》

《そうだな……》

　セイナは回復した掌を見ながら、その違い和わ感かんに気付いた、が、

『……グゥ、グガァ……』

　と、いきなり無線が混線するかのように聞こえて来たイビキのような声に、慌あわてて周囲を探さぐった。

《何だ？　那由多……な訳無いよな。ナナでも無いし……》

　辺りを見回すが、当然そこはセイナだけで他ほかの者など居ない。

《耳からの声ではありません。声の感じだと先程の……さっきの覗のぞきをしていた魔素球はどうなっていますか？》

《えっ？……っと、うわっっ!?》

　それを意識した途端、視覚に先程見ていた覗き現場の景色が割り込んで来た。慌てて目を閉じると、男に見張りを押し付けて暢のん気きに寝ねているキチャが見えたのだ。

《確か解除した筈はずなのに……なんでだ？》

《解除しただけでは消えないのかもしれませんね。この位置はさっき見ていた場所ですから、魔素球そのものはその場に固定されるか、ポイントのような物が設定されて、いつでも繫がるのかもしれません》

《だとしたら、監かん視しカメラでも設置した感じだな》

《覗き見し放題ですね。覗き魔さん大興奮？》
















《誰だれが覗き魔だ！……って言いたいけど、これは自制しないと危険だぞ。とにかくナナがこの場所を認識している以上、俺は関かかわるのを避けた方が良さそうだ》

　何となくやぶ蛇へびになりそうだと感じ、セイナは魔素球のポイントを定点状態から解除するよう指示する。再度、起動を掛かけ、それがセイナの掌に起動したのを確認した。

《……なあちょっと突とつ飛ぴな考えなんだけれど……》

　セイナはプカプカ浮うかぶ魔素球と糸を眺ながめつつ、独り言のようにポツリと言った。それは本当に唐とう突とつに浮かんだ考えだ。

《考えている事は分かります。これが瞬しゆん間かん移動の手段にも成り得るんじゃないか……そう考えているんですね？》

《うん……んあっ!?》

　セイナが魔素球に意識を集中させた瞬間、セイナの身体はその位置に移動していた。

　そこはセイナの背せ丈たけ程の空中だが、咄とつ嗟さな事なので猫ねこのように身体を半回転させるのがやっとで、何とか無事に着地したものの、少々物音を立ててしまった。

「どうかなさいましたか？」

　と、案の定すぐさまナナが顔を出した。彼こそ瞬間移動でもしたのかと言いたい程の素す早ばやさと足音の無さだ。

「まだ慣れない部屋だからうっかり椅い子すに躓つまずいちゃった。騒さわがしちゃってごめんね」

「いえ。それよりお怪我はありませんでしたか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。身体が強化されたからか、何ともないよ」

「そうですか。ではお気を付けて」

　愛らしい笑えみを浮かべ、小さく一礼をしてナナは隣となりへと戻って行く。その様子を見ながらセイナの全身からドッと冷ひや汗あせが出て来る。

《これはちょっとやばいぞ。迂闊に考える事も出来ないじゃないか》

《魔法発現にリミッターをかけるのは？　思考して、それを実行するキーワードのような物を設定すればいきなりの起動を抑おさえられます》

《そうだな。それに関しては念のために彼女に確認しておいてくれ》

《了りよう解かい……大丈夫だそうです》

《えらく早いね》

《あちらとのリンクは常時ですから。それとついでだからと教えてくれましたが、その糸は一いつ般ぱん的には『霊れい糸し』と呼ばれているそうですが……名めい称しよう位なら聞いてもいいでしょう？》

《そこまでは五う月る蠅さく言わないよ。でも霊糸か……カグヤさんに聞いた話とこれが同じ物だと仮定すると、俺どころか巨きよ大だいロボットが宇宙を瞬間移動するんだから、中はどうなってるって話だよな》

《上位超ちよう空間の一種なのかもしれませんね。お母様の理論では、宇宙規模が一点となる超空間も存在するらしいですから》

《宇宙規模での瞬間移動か……でもこの霊糸って、大して維い持じに魔素量を使っている感じでも……あれ？》

　突とつ如じよセイナは強い倦けん怠たい感を覚えた。貧血か低血糖のような感じでもある。

《ああっ！　ダメッ！　内部魔素がかなり減っている。可視化した内部魔素が薄うすくなっています！》

　那由多の言う通り、セイナの血管がかなり薄く、消えそうな感じだ。

《深呼吸を！　そこから魔素を吸収するイメージを》

《ああ、了解……》

　魔法が強いイメージなら、その吸収と蓄ちく積せきも同じである可能性は高い。セイナは大きく息を吸ってそれを吸収するイメージを持つ。

《吸い込んだ息をあまり止めない方がよさそうです。取り込んだ魔素の吸収効率が最初の方が良くて、後になる程、鈍にぶっているようです》

《分かった、やってみる》

　魔素の吸収と変へん換かんは慣れてくるとどんどん速くなり、十分もするとセイナの倦怠感も薄れて来る。

《過呼吸になりますから、そこら辺で普ふ通つうに》

《……ああ、楽になったよ》

《今後は普通の呼吸で、魔素の吸収効率を上げるよう訓練するべきです。それとバリガルのように外部魔素との併へい用よう、魔ま結けつ晶しようを手に入れてリザーブとする事。そして何よりも、魔素器官の容量拡大の為ための結晶化を目指すべきでしょうね》

《俺の魔素器官はかなり大きいらしいから気にしなかったけれど、何だかんだで色々とやってたからな。だけどいきなり欠けつ乏ぼうの症しよう状じようが出て来るのはちょっとまずいな》

　セイナの魔素量が多いせいで、肉体の強化度も高いのだろう。魔素切れによる倦怠感が半はん端ぱではない。何かの活動中に、特に魔物から逃にげている時や、戦ってい最中に起これば命取りだ。

《魔素量の増減が具体的に分かるようにするべきですね》

《そうだな。魔素の充じゆう塡てんを税金とするって話もある位だから、計る方法も基準もあるんだと思うけど、それをどうやって知るかだな》

《将来的にはその基準に合わせる必要はあるでしょうけど、とりあえずこちらで適当に基準を作ればいいんですよ。例えば一リットルの水を作るのに必要な魔素を一とするのはどうでしょうか？》

《そうか、自分で総量と増減が分かればいいんだものな。でも一リットルってどうやって計ればいいんだ？》

《十センチの立方体です。確か先さき程ほど水を作った時、魔素球の大きさそのままの量が出来ていましたから、その大きさの魔素を集めてみればいいと思います》

《えっ？……えっと、球体で言えば？》

　セイナは魔素球を見ながら慌てて昔の算数式を思い出そうとした。

《魔素って球形にしかならないのですか？　別の形を試ためしてみればどうです？》

《えっ？　あっ、ああ、それもそうだな》

　魔法がイメージならそれもありうる話だ。セイナは魔素球を見つめ、その形を変えようと思考すると、あっさりと形は変わった。それどころかどんな形も思いのままだ。これも視覚化の恩おん恵けいだろう。

《そりゃそうか。空気みたいな物だから形は変わるよね》

　基準が出来た所で、内部魔素を回復させ、その量を計ってみると、約88万６０００という数字が出た。

《その魔素数だと小学校のプールなら余よ裕ゆうで二杯はい分ですね。魔素がある限り、砂さ漠ばくでも怖こわくありませんよ？　砂漠で水浴びなんて贅ぜい沢たくも可能ですね》

《瞬間移動が出来るなら、遭そう難なんという事態も有り得ないけれどね。もちろん安全な場所にポイントを設置しておけばだけど》

《それが欠点ですね。ですがそのポイントって誰でも使えたりするのでしょうか？　だとすれば誰かが設置したポイントを使えるんじゃないでしょうか？　例えば蒼蓮さん達スタッフの誰かとか》

《そうだな……海かい賊ぞく達は救きゆう援えんを呼ぶのに、瞬間移動を行うポイントを何らかの形で持っている可能性はあるから、不可能ではないんだろうけど……知らない誰かに勝手に使われるのは問題だろうな。さっき勝手に移動しちゃったような事故も有り得るし、何らかの対策はしていると思う……》

《どうしました？》

《これって、トラップにもなるんじゃないか？　ポイントの設定次し第だいでは、中に入ったまま出られないなんて事故も有り得るんじゃないか？》

　今さらながらに先程の自分の迂う闊かつさに、セイナは背筋が凍こおる思いだった。

《それなら常時、命いのち綱づなを持つのはどうでしょう？　外にポイントがあれば出られるのではないでしょうか？　霊糸ならば可能な気がします》

《霊糸が絶対に切れないならそれもいいんだろうね。例えば……》

　セイナは魔素球を作り、それは移動させて霊糸を伸のばす。そしてその途と中ちゆうにポイントを設定してみた。すると霊糸はそこで切れ、二つの魔素球の間に繫つながったままとなり、すぐさま魔素球同士が引き合うように引っ付いたのだ。

《って、切れたし、付いたな？》

《切れたのはセイナさんの霊糸で、ポイントも自身の物であるからかもしれません。魔法がその人の意志に関係するなら、他人の内部魔素は少し違ちがう可能性はあります》

《だとするとどう検証するかだな。それと魔素球がくっ付いたのは、同じ魔素球同士が引き合う性質でもあるのかな？》

《そう意識したのならともかく、引き合うというのは違うような気が……もしかしたら魔素球同士が引き合うのではなくて、霊糸が最短の状態を維持しようとしているのかもしれません。魔素球を移動させた時、霊糸は常に直線状態だったでしょう？》

《ああ、なるほど……と、繫がったよ》

　先程切れた霊糸は、意識をした瞬間、掌てのひらと切断に使ったポイントへと繫がった。

《……でも霊糸に個人差があったとしても、他人のポイントで切断出来ないとは限らないよな？》

《もし安全を考えるのであれば、霊糸にも何かの設定を、プロテクトでも掛けるべきでしょうね。ただポイントや霊糸を目視出来る人がいればの話ですが》

《絶対なんてあり得ないよ。今は出来ないとしても将来は分からない……用心するに越こした事はないよ。それに魔素が見えなくても、魔力という形で感じられる人は居るかもしれないぞ？》

《しかし魔素の声を聞ける人はごく僅わずかですから、可能性としてはかなり低いと思いますが……》

《さっきから何度も迂闊な失敗をしているから、念には念をだよ。どうも魔素魔法については、いつもの勘かんが働きにくいから気を付けなきゃ》

　そう言いつつセイナは、魔素球を蝶ちようの形にして羽ばたかせて遊んでいる。

《そこはやはり経験不足なのでしょう……でも本当に魔素は不思議ですよね。そもそもその霊糸の中はどうなっているのでしょう？　セイナさんは通った時に、何か感じませんでしたか？》

《それこそ一いつ瞬しゆんで全然。だいたい那由多の方が詳くわしく分かるんじゃないか？》

《すみません。私も認にん識しき出来なかったんです。それこそ瞬間的な移動でしたから、もしかして時間がほぼ止まった状態なのかもしれま……》

　そこまで言った那由多は、何かが引っ掛かかった感じで言葉を止めた。それを聞いていたセイナも同じだ。

《《……あっ》》

　それは天てん恵けいのような閃ひらめきだった。そしてそれはセイナと那由多の二人に同時に起こったのである。

《巨大ロボットでも通過出来る？　少なくとも俺は通れた！》

《宇宙レベルの距きよ離りでも瞬間移動という事は、中の時間は経過しないという事！》

　二人の叫さけびは次第に笑いへと変わった。もちろん隣のナナには気付かれないよう、心の中でだ。

《無限収納！　四次元ポケット！　イベントリ！　マジックバッグ！　亜あ空間収納！　時間凍とう結けつ庫こ！　ファンタジーのアイテムは数々あるけれど、一番利便性の高い夢のアイテムだ！》

《うまく行くかもしれないですね！》

《よしよし、落ち着け……まずは思考実験だ》

　思考による検証。セイナと那由多、『文もん殊じゆの知ち恵え』とは言えないが、『彼女』が補ほ佐さとしているのだから人数的には充じゆう分ぶんだ。

《単純に考えれば、霊れい糸しに入った物が外に出ないようにすればいい……なら魔素球を二つに、その間を霊糸で繫げば完成だ。魔素球一つだとその先が俺の身体からだの中だからな》

　魔素球一個のその先がどうなるかを実験する気は起こらない。魔素球二つなら独立させておけるし、いろいろな実験をするには適切だ。

《次に物を霊糸に入れたままにする理り屈くつは単純だ。二つの魔素球に『中に入った物が外に出ない』或あるいは『中に入るのみ』の一方通行という条件を付ければいいだけだ》

《魔素球の条件付けを慎しん重ちように》

《ああ、分かっている。そうなると入れる物に何か条件付けをして、それ以外は入らないようにするのがいいな》

《その物に数字なり何なりを付ければ、出す時にも指示が可能ですよ？》

《そうだな。それならいろいろと入れても区別が……ああ、でもいろいろ入れ過ぎて、何が入っているのか分からなくなるって罠わながあるな。海のハードディスクとかケネスのエロエロコレクションみたいに……おおっそうだ！》

　その時セイナが閃いたのは、そのままパソコンのデータ管理だ。

《入れた物の画像と名前で管理出来ればいいんじゃないかな？》

《いいですね。簡単な管理ソフトなら私の方で組めます。モニターは視覚にダイレクトに繫げれば、外から見えませんし》

《そうだな。他ほかにも欲ほしい機能はあるけれど、まず最初はちゃんと物を収納出来て、かつ取り出せるか検証してからだ》

　セイナは魔素球を作りだし、霊糸を伸ばしてもう一つ魔素球を付けそれを独立させる。すると二つの魔素球が引き合うので、くっ付かないように空中に位置固定する。

《さて、それから魔素球の条件付けだけど……》

　だがその条件付けを少し迷う。水や回復のような単純な単語にし辛づらいからだ。

《舞まい上がって、言葉では簡単に言ったけれど、具体的な表現が難しいな》

《そこは私にお・ま・か・せっ♡。その為の私なんですもの》

《そ、そうか……じゃあ頼たのむよ。ありがとうな》

《は～～～い♡》

　那由多も舞い上がっているのか、セイナの感謝の言葉に、嬉うれしそうにぴょこたんぴょこたん跳はねている。姿は妖よう艶えんな美女だが、アイリのようなあざとさを感じないので、実に可愛かわいらしい。

《なんだ？　何が起きた？》

　っと、いきなり身体に違い和わ感かんが、力がゴソッと抜ぬけた感じがする。魔ま素その数値も半分に減っている。だが呼吸法によって、それは急速に回復して行く。

《条件付け完かん了りようです！》

《速いなっ!?　おい？》

《入れる物に魔素を纏まとわせ、入り口の魔素球に触ふれれば入るよう設定しました。念の為ため、入り口と出口は別々の魔素球に設定していますから気を付けて下さいね。入れた物には自動でナンバーと画像が付くように設定しましたが、後で名前の変へん更こうと分類の編集が可能です。やり方はいつものモニターと同じ形式で。それと一度設定をすれば次から同じ物を入れれば自動分別してくれますから》

　と、那由多が矢や継つぎ早に説明した瞬間、それぞれの魔素球に矢印が浮うかぶ。

《……そこまで設定出来たのか？　凄すごい……って、もしかしてさっきの魔素消費はこの魔法設定のせいなのか？　身体にも感じる程だったぞ》

《ええ、設定にかなり魔素を消費しましたから、さすがに感じましたか》

《確かに凄いけど、まだ物が入るかどうかの実験段階だから、そこまでしなくてもよかったんだぞ？》

　出来るだけ彼女に頼たよらないよう決めたセイナだが、那由多にもそれを当て嵌はめるべきなのかという考えが、一瞬、頭を過よぎる。

《でも一度、設定しておけば、次に同じ魔法を使う時は一瞬です。それと使う魔素量もかなり低くなるようです。二つの魔素球で設定しましたが、時間も魔素量も二割程ほどでした。セイナさんの違和感は一度目の魔法設定で、二度は感じなかったでしょ？》

《ああ、そういえば一度、ゴソッと抜けた感じはあったけど、数字の方はよく見てなかったよ。でもそいつは大きな発見だぞ！　一度、いろいろとテストをしておけば、本番の時に使用する魔素量が少なくて済むって事だからな》

　だが先程の見せた幼さが福とダブったせいもあったのだろう、セイナは思わぬ嬉しい発見もあってか、小さな子にするように那由多の頭を撫なでた。

《ひゃん！》

　途と端たんに那由多は顔を真っ赤にして後ずさり、雪を見て興奮した子犬のようにあちこち走り回って再びセイナの前に戻もどって来る。その顔は満面の笑えみで、那由多にシッポがあれば千切れんばかりに振ふっている感じだ。

《……ご、ごめん、驚おどろかせちゃったか？　つい、その……なんというか……》

《ううん！　嬉しかった、です》

　とろんと蕩とろけそうにうっとりした表情は、先程の幼さと妖艶さが組み合わさって、玉蓮にも負けない危険さだ。おかげで那由多にも過度に頼らない、という考えは頭から吹ふき飛とんでしまっていた。

（……危なかった）

　玉蓮や雨音、最近で言えば蒼蓮のような相手と接した経験と、それに対する抵てい抗こう力のようなものがなければ、そのまま押し倒たおしてしまいそうな魅み力りよくが那由多にはあった。もちろん彼女にはそれを受け止める能力があるし、それをセイナも感じる事が出来る。だがリアルで言えば妄もう想そう自じ慰い行こう為いに他ならない。そんな事をすれば聴ちよう覚かく嗅きゆう覚かく抜ばつ群ぐんのナナに知られる事間ま違ちがいなしだ。全くもって恐おそろしや恐ろしや、である。

《こ、これからもよろしくな…………さて！》

　セイナは大きく伸びをし、軽く身体を揺ゆすって気分を落ち着ける。

《問題は何を入れてみるかだな。まだ実験段階だし、下手にここらにある物を使う訳には行かないし、水は失敗した時の事を考えると、トイレか浴室の方が安全だしな》

　霊糸の中に入れる物を捜さがし、部屋を見み渡わたしても、気軽に使えそうな物はない。外に出るか、窓を開けて庭木の葉っぱでも取れれば、試料に困らないだろうが、今のセイナの姿を外に晒さらすのは、監かん視しされている状態ではまずい。

《俺の髪かみ……が長けりゃいいんだけどな……あっ》

　と、セイナは床ゆかに白く長い毛が落ちているのに気付いた。色からしてナナの物だ。

《ナナちゃんの毛を拾って収納するなんて……何かちょっと行こう為いが変態的ですね》

《あれ、オスだから。それとあくまで実験試料だから。実験が終われば廃はい棄きするから。面おも白しろ半分に事実を曲解させないように》

　セイナは早口かつ棒読みでそう注意すると、その髪を魔素で包み、入り口の魔素球に近付ける。と、瞬間的にナナの毛が消え、すぐさま中空モニターが起動してナナの毛がナンバーと共に表示される。

《おおっ、よし！　問題無く入ったな。次は出してみる……》

《どうしましたか？　出口の魔素球に触れて出したい物をイメージするか、モニターの映像をクリックして、出口マークへと移動させるでもいいのですよ？》

《……ああ、そうだね》

　那由多の言う通りにすると、ナナの毛は問題なく出口から出て来た。数度繰くり返してみても問題は無さそうだ。

《成功ですね！》

《ああうまく行った！……だけど、中に入れた物に構造上の変化は無いんだろうな？　うっかり俺も通っちゃったけれど、何かのダメージがあるとするとまずいぞ》

《でしたらナナの毛で検証してみましょう。新しいのを探して下さい》

《ああ……っと、いくつかあるな。白毛だから割と目立つけど、何をするんだ？》

　セイナはナナの毛を数本拾い目の前に持って来る。

《魔素で構造スキャンが出来ないかと思いまして》

《構造スキャンなんて……まあやってみるか》

　手に入れたナナの毛に魔素を纏わせて『構造スキャン』すると、これもかなり魔素が抜ける感じがするが、呼吸法が効いているのか、数値の戻りは速い。しかも最初に計った総魔素量の数値よりも明らかに増えている。

《なあ、魔素の数値が増えているんだが？　もしかして……》

《この短時間でと考えますと、魔素器官の魔ま液えき晶しようが結晶化をしているのでしょう。でも強い魔法を使えば起こる現象ですし、魔素量が増えるのは良い事ですから。それよりも実験の途と中ちゆうです》

《ああ、悪い》

《そのままデータの『維い持じ』をしていますから、もう一つの毛もスキャンを》

　那由多がナナに纏わせた魔素を使い、そのまま維持させている間に、セイナは霊糸に入れた方の毛をスキャンする。

《なるほど。確かに二度目は魔素の消費量はかなり少ないようだな》

《ではナナの毛を『比ひ較かく』『検証』します》

《!?……さすがに初めての方が消費魔素がでかいな》

　すぐさま、強くイメージをしつつ深呼吸をして補ほ充じゆうする。この回復スピードもどんどん上がっている実感がある。

《……特に何かが変わっているという様子はありませんね。では次はセイナさんの身体でも検証してみましょう》

《いや、でも俺は一度瞬しゆん間かん移動したぞ？》

《セイナさんのパーソナルデータは、以前、色々な方に採られたものがありますよ？　キルシェさんを拉ら致ちしたのもそのデータなんですから》

　銀河アカデミーの『人間狩がり』、アイリ、ＧＰアカデミー、鷲羽等、確率の偏かたよりを調べる絶好の資料として採られ放題だ。

《ああっ！　そういやそうでした……という事はそのデータは、那由多の所に残っているんだな？》

《本人のパーソナルデータは、緊きん急きゆう時の治ち療りようで必要な事がありますから。当然、最優先で保護されています》

　特にセイナの場合は、何ど処こで病院に担かつぎ込まれる事態になるか分からないし、緊急を要する場合もある。

《余計な知識だけかと思ってたけど……よかった》

《指先で構いませんから、スキャンをお願いします》

《了りよう解かいだ……あれ？》

　だがナナの毛と同じ行程の筈はずなのに、スキャンの魔法が発動した感じがないのだ。

《何か間違ってるのか？　でもそんな筈はないよな。やってる事は同じなんだから。発動する筈なのに……それともスキャン範はん囲いが広いのか？》

　毛と指先ではその情報量は違ちがう。だがそれを爪つま先さきにしても魔法の発動は無かった。

《……もしかして、既すでにデータがあるのかもしれませんね》

《データがある？……ああ、そうだ！》

　その時セイナは、火傷やけど跡あとを見た時の違和感を思い出した。

《どうしましたか？》

《この火傷を再生した場所を見て疑問に思ったんだ。あの火傷は、皮ひ膚ふに酷ひどい跡が残る位の深いものだったんだ、だけどそれが以前のまま治っているんだよ。何処を火傷したか区別が付かない、それどころか以前付いた細かな傷跡も何もかも全くそのままというのは、さすがにおかしくないか？》

《確かにそうですね。もしセイナさんのパーソナルデータからの再生なら、その傷跡も消えていなければおかしいですし、肌はだの感じも、もっと綺き麗れいな色になる筈です……という事は、現時点の肉体の状態が記き憶おくされているのかもしれませんね》

《だとしたら何処にだと思う？》

《脳か……或あるいは魔素器官!?》

《ああ、魔ま結けつ晶しようが魔法を記憶するというのなら、そういう事も有り得るんじゃないか？　魔素のシステムが言っていた【魔素は全すべてを記憶する】って言葉とも合がつ致ちする。そもそも魔素器官が出来ると、肉体その物が強化されるから、身体とも密接な関係があるんじゃないか？》

《確かに魔素という物を広める為に、その生体を防ぼう御ぎよ維い持じする機能があってもおかしくないですね。もしそれが事実であれば、魔素量さえ充じゆう分ぶんであれば、欠損の回復、延命調整も可能かも知れません……もちろんあくまで可能性ですが……》

《魔素器官を発達させていけば、それも有り得るかも知れないな。案外とエルフなんかの長ちよう寿じゆ命みようってその働きかもしれないぞ？》

《そうですね。でもその検証は今後の課題として、今はパーソナルデータとの検証を行いましょう。全身同士で行うのが理想ですが、使用する魔素量の問題もありそうですから、ここは幾いくつかの部分をピックアップして検証ですね》

《魔素器官にデータがあると仮定して、それって簡単に引き出せるものなのか？　那由多の所にあるパーソナルデータとの検証も難しそうな感じだけど？》

《その検証する部分を魔素で覆おおって、それをそのまま検体として、私の方のデータと比較してしまいましょう。それならいちいちデータを引き出す必要もありません》

　那由多に言われた部分に点のような魔素を纏まとわせ、比較検証を行った所、セイナの魔素の殆ほとんどが失われたが、その結果、細さい胞ぼう等の変質は認められなかったのである。

　　　　×　×　×

《……えらい目に遭あった》

　ベッドに崩くずれ落ちたセイナは、呼吸法をフル回転させて、十分程かかって気分が良くなって来た。

《回復スピードが五割程アップしてますね。魔素量も百五十万を超こえています》

《……そ、そりゃ、良かった……これで完全に霊れい糸しの中が安全だと確定した訳じゃないけれど、既に俺で強制実験しちゃったからなぁ……安全であって欲しいよ。少なくとも短時間での移動は大だい丈じよう夫ぶと仮定だな》

　ベッドでグッタリとしながら呟つぶやくが、ある意味、一番この場に相応ふさわしい姿だ。

《中の時間が凍とう結けつしている可能性が高くなった、という事でもありますよ？》

《……まあ、それもそうだけれど、他ほかにも物がどれだけ入るかとか……中で液体とかが混ざらないかとかも知りたいな》

《混ざるかどうかの疑問は、それぞれに魔素を纏わせて分別している以上、大丈夫だとは思いますが？》

《一応は実験しておくべきだろうな。まあ水を幾つか分けて入れて試ためしてみよう》

《さすがに水収納はトイレで実験ですね。お風ふ呂ろの方がいいと思いますが……それと時間の判別については、光格こう子し時計のシステムを付ふ与よした魔素球を中に滞たい在ざいさせ、時間を置いて出せば確実です》

《それって魔素球に付与出来るものなのか？》

《…………無理のようですね。発動しませんでした。実は私自身にもそのシステムがあるのですが、先さき程ほど、瞬間移動した時には、出入りのタイムラグが完全に零ゼロ状態でしたので、計測が不可能でした》

《俺の身体からだを、一度霊糸の中に留とどめようなんてのは、さすがに自殺行為だよ。とりあえずは単純に氷とかお湯でいいんじゃないか？　精密な温度が測れるんだったら、一日程度でも充分検証は出来るだろ？　氷とお湯も魔法実験で作ってみたかったしね》

《…………残念ですが、同意します》

　もっと正確に時間を計れる術があるのに、原始的な実験に頼たよらざるを得ない、賢けん者じやの石としての矜きよう持じでもあるのだろう、那由多は一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよした。

《それにしてもそんな高度そうなシステムが残ってるんだな》

《『時は金なり』はお母様にとっては金言ですから》

　那由多は凄すごいドヤ顔で拳こぶしを握にぎりしめた。

《……まあ、実にらしいよね。でも氷にお湯か……魔法の発動ワードとしては、どうなんだ？　お湯は水を火で熱するだけど……それも難しそうだし、もしかして『水』や『火』と同じで、そのまま氷とお湯で大丈夫なのかな？》

《イメージがし易やすい物に関しては問題ないと思います》

《そうだよな。お湯とか氷とか、一番魔法に関係ありそうな物だよな……なんか那由多と彼女が凄いから、魔法を使うって事自体が分からなくなりそうだよ》

　魔素球の設定などがあまりにも『科学』だった事と、魔法のイメージが長い呪じゆ文もんという事もあり、つい考え過ぎてしまいがちなのだ。

《私は頼ってくれる方が嬉うれしいですが、やはり魔法を『使って』みたいですか？》

《ちょっと位はね。でも魔法ワードを『氷』と『湯』とすれば発動するとしても、いろいろと問題点がないか考えてみなきゃ。いくら再生が使えるとしても、火の時のような事故はごめんだからね》

　お湯は温度が高すぎれば火傷、氷も温度次し第だいでは凍とう傷しようが起こる可能性はある。

《そもそも、お湯と氷って魔法を使った場合、それは何度を示す物なんだ？》

《それならば温度指定をすればいいだけです。その際には念の為ため、温度の基準を設定しておけは安全です》

　魔素システムが使っている温度単位が、セイナ達の世界と同じとは限らない。例えばセイナの世界でお湯の沸ふつ騰とう点は一気圧で約百度としているが、その基準が魔素システムの場合、五十度だったとしたら危険だ。お湯を作ろうと温度指定をする時、お風呂のお湯程度で考えて四十度と設定すれば、魔素システムでは実際には倍の八十度設定となる。そんな温度のお湯を、もし迂う闊かつに浴びでもすれば大火傷だ。

《そうだな。その設定だけど……》

《基本は一気圧……多分、今ここがだいたいそうでしょうから、ここで水の沸ふつ点てんを百、凝ぎよう固こ点を零で設定すれば問題ないでしょう……あっ!?》

《どうした？》

《すみません……セイナさんが魔法を使いたいと言ったのに……私の言葉で基準が設定されてしまいました。どうやらこの手の設定は、魔法の範はん疇ちゆうには入らないようです》

《ああ、いいよ。そういう設定なら、気が付いたら先にやっておいてくれると助かるよ。じゃあ早さつ速そくだけれど、小さめの氷を試してみようか。氷ならそれ程問題もないだろうし、水を使うとしても、少なめなら問題は無い筈だ》

　セイナはタオルを敷しき、こぼれたとしても問題無い、五ミリ程の魔素球を作る。

《……『魔法準備』『水』『温度零れい度ど』『発動』》

　今回初テストが『魔法準備』と『発動』だ。いきなり魔法が発動しないようにとの、那由多の提案を実じつ践せんしてみたのである。

《よし、成功だ！》

　結果、無事に五ミリサイズの球形の氷が掌てのひらに転がっていた。

《でもさすがに小さい氷は体温で溶とけるか……》

　さすがに五ミリの氷は手の温度でみるみる溶けて行く。だが実験が成功だったので、次はもう少し大きめの氷を、今度はマイナス五度で作る。それを溶けない内に急いで魔素を纏わせて収納した。

《これで少しは安全に魔法が使えますね。まだ幾つかの検証が残っていますが、一応この収納術……霊糸収納は完成としてもいいでしょう》

《霊糸収納か……うん、分かり易くていい名前だな。でも完成とするにはもう一つ問題があって、収納の時はいいんだけれど、意外と物を出すのがネックなんじゃないかと思うんだ。手で持てる物だって、出た物をどう確実に手にするかの問題もあるし、大きな物や、水のような液体なんかだと、出した物をどう、置きたい場所に置くかも問題だ》

《それでナナの毛を出す時に少し戸と惑まどったのですね。確かに……入れる時は、魔素を纏わせればいいだけですけど……》

《あっ！》

　と、賢者の話を聞いていたセイナは、思わず声を上げた。

《どうしましたか？》

《ああ、いや、話の腰こしを折ってごめんな。その収納の事なんだけれど、魔素さえ纏わせれば、どんな物でも入れられるのか、って思ってね》

《ああ、なるほど。それは確かに気になりますね。でもそれは……すぐに実験出来る事ではありませんね》

　那由多は周囲を見み渡わたして苦く笑しようをする。実験素材は外で見つけるのが一番だ。

《これも後日確かく認にんの案件として、まずは物を出す事から考えましょう》

　霊糸収納は、今後の活動に一番必要な物だ。その夜二人は明け方まで嬉き々きとして試行錯さく誤ごに夢中になったのである。








４「それぞれの思おも惑わくの上」









「この山やま田だ西せい南なってのは、一体何なんだぁ？」

　炎えん天てん・真しん朱しゆ・火か泉せんは王宮にある秘密の部屋で、起動したモニターを見ながら大きな溜ため息いきを吐ついた。

　周囲の展示ケースにはあらゆる形状の剣けんが、鞘さやも柄つかもない状態で飾かざられている。炎天の趣しゆ味みは刀かたな鍛か冶じで、一度は本気でその道に進もうと考えていた時期もあった程だ。その腕うでは刀とう匠しようとして通用するレベルであり、ここにある物は、一部コレクションを除いて全すべて彼の作である。

「溜息などと、珍めずらしく悩なやみ事ですか？」

　そう苦笑顔で、大きなバスケットを持って入って来たのは炎天の妻の一人、一いち火かの実母である緋あけ羽はだ。この部屋に入れる、というよりこの部屋を知る者は、炎天以外では、彼の言うところの『顔を見て抱だける女』だけだ。

「俺だっていつも能天気なバカって訳じゃねえよ」

「ここに籠こもっているのなら、火か煉れんちゃんの帰国祝いに、顔くらい出してあげればよろしいのに。別に身内のみのパーティーなんですから、気き兼がねなど無用でしょう？」

　緋羽はバスケットを炎天の横に置いて蓋ふたを開けた。中には手て摑づかみで食べられるような物ばかりが入っている。火煉と幼名で呼ぶのは、祖母故ゆえの事だ。

「一火から隔かく離りした以上、そういう訳にもいかねえよ。それに鬱うつ陶とうしい連中の戯たわ言ごとを聞かされるのもうんざりだ……ん？」

　差し出されたバスケットの食べ物を何気に摑んで口にした炎天は、ふとその味に興味を惹ひかれて中を覗のぞき込んだ。

「あら、お気に召めしまして？」

「もともと俺は食事にこだわる方じゃねえから、いつものとハッキリ区別はつかねえんだが……旨うまいな。妙みように口に合うってえのか？　新しい料理人でも入ったか？」

「それ、火煉ちゃんが作ったんですよ」

「何ッ!?」

　炎天はバスケットの中身を凝ぎよう視しするが、ちゃんとした料理人が作ったとしか思えない程しっかりした物だ。ディナーで並ぶような物ではないが、決して素人しろうとが作れるような物でもない。

「私達も正直驚おどろいていますよ。彼方あちらで覚えてきた物を、パーティーで披ひ露ろうしてくれてね。差配から何から全て取り仕切ったそうですよ」

「俺はよく知らねえが、いつも仕切っている奴やつから文句は出なかったのか？」

「内輪のパーティーだから許可したそうだけれど、総料理長はかなり厳格な人で、王女といえど、関係者以外が調理場に入り込むのを良しとしない人ですから、かなり異例だと考えていいですわね。事前にレシピを提出して、実際に何十品か作って許可が出た以上、料理人としてお眼鏡に適かなったと考えるべきでしょうね」

「翅し焰えんは……こちらで料理を習っていたのか？」

「彼方で仕込まれたそうよ。それを聞いてまた驚いちゃって……って、なんですか？　竜りゆうと出会ったゴブリンみたいな顔をして」

『竜と出会ったゴブリン』とは『鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったよう』と似たような意味だ。

「そりゃ驚きもするぜ。翅焰が此方こちらに帰って来てすぐに、彼方での行動を聞き取り調査をしたんだが、彼方の大国、樹じゆ雷らいの皇族の女官に採用されて、諜ちよう報ほうから艦かん隊たい指揮までかなり広こう範はん囲いに渡わたって仕込まれたそうだ」

「彼方の女官というのはそんな事をするのですか？」

「その皇族ってのがちょっと特別なんだと。んで、面おも白しろ半分興味半分でシミュレーションやらせてみれば、天位艦隊クラスの司令官共と五分に渡り合うわ、白兵戦やらせりゃ天位騎き士し共をフルボッコにするわで、大おお騒さわぎだったんだよ。その上に宮きゆう廷てい料理人に認められる料理の腕うで前まえってオマケが付きゃ、そりゃ驚くなって方が無理だろがよ？」

「あれあれ、まあまあ、一体どう教育したのでしょう、是ぜ非ひとも詳くわしく知りたいものですね。でも確かに再会した時は、別人かとも思いましたからねぇ……」

「精密検査の結果は、全員、本人と確認されてるよ。ああ、唯ゆい一いつ、光み梛な面もは生体強化の再調整がされていたな」

「あの凶きよう人じん王！」

　緋羽はいきなり表情を歪ゆがめて不快感を表した。それは炎天も引く程ほどの怒いかりだ。

「落ち着け！」

「……失礼。しかし再調整というのは、彼方での話でしょうか？」

「心配すんな。デチューンされて驚く程、安定しているってよ。それどころか、調整の完成度が凄すごくて、能力も驚く程、向上しているって報告だ」

「そうですか……よかった。ですがあの男っ！……あの男、何とかならないのですか？　いくら翠すい天てん様の兄上で科学庁の主席研究者だとしても、自分の姪めいや甥おいをあのように忌いまわしい実験体にして……」

　少し油断をするとすぐに激高してしまう程、その男に対する緋羽の怒りは激しい。

「……それで、光梛面の検査結果は極ごく秘ひなのでしょうね？」

「もちろんだ。だが極秘扱あつかいにしても、あれは執しゆう念ねん深い男だからな……光梛面がこちらへ帰って来ている事を知っている以上、どこまで隠かくし通せるかは分からんな」

「開発された最新装備を私的に使い、質たちの悪い貴族の子ク息ソ達を親衛隊にしてやりたい放題……いっそあちらの姫ひめに手を出してくれないかと思いますよ」

「プライドの高い男だから、当然、決けつ闘とう倫りん理りの神級ガーディアンを制した、彼方のガーディアン、『メイ・テイナー』の天騎を切り裂さいた船、聖せい機き神しん『ヨモツオオカミ』……全部が全部、奴にとっちゃあ、てめえの技術を虚こ仮けにされたようなものだ。何か仕し掛かける可能性は高い。ただ決闘倫理があのザマだから、翠すい艶えんとていつものようなゴリ押しは出来ないだろうがな」

「真正面からが無理ですと、陰いん湿しつな手を使いそうですね。あの姫様、うまく退けてくれればいいですが……」

「レセプシーに居る限りは問題は無いだろうな」

　そもそもレセプシーで騒さわぎを起こすのは難しい。その上、鷲羽わしゆうの悪質なトラップも加わり、鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいと化している。

「そうなるとやはり心配は光梛面ですね」

「フン！　あっちでいろいろと仕込まれたのは翅焰だけじゃねえぞ。光梛面も白しろ花はなもかなり仕込まれているようだからな。昔のような大人しい箱入りじゃねえよ」

「それならよいのですが……」

「それにもう一人忘れてっだろ？　魔ま女じよ王、心しん珠じゆ殿どのもいる」

「確かに、あの方はあの男の狂きよう気きなどとは格が違ちがいますから」

「それが四人で彼方に行った以上、結党宣言したも同然だ。てえ事はだ。磨ま玉ぎよく当主の仲間に手を出せば、翠艶もただじゃ済まねえだろうし、心珠殿が議会提てい訴そをしてくれりゃあ、俺達も処分のいい口実に出来る」

「それでも相手があの男ですから、不安はあります」

「お互たがい気苦労が絶えねえよな……」

「山田西南殿はまだ男の方ですからいいですよ」

「まあ、そうなんだがよ……こちちでとんでもない力を見せた翅焰達四人が、あちらじゃ山田西南の補ほ佐さとして付けられていたってんだから、いろいろとな」

「決けつ闘とうで猛もう威いを振ふるった彼方の姫君達も、でしょう？」

「そうだったな……翅焰達四人が束になっても、あの姫さん達には勝てないって言ってたから、相当なバケモンだぜ。まあ、あの決闘の一連を見りゃ一いち目もく瞭りよう然ぜんだが……そんなのを補佐に付けられてた山田西南ってのは、何なんだって事だ」

　ここで冒ぼう頭とうの溜息に繫つながるのだ。

「なるほど、その溜息でしたか。しかし彼方の大海かい賊ぞくギルドを数年で滅ほろぼした英えい雄ゆう……にわかには信じられませんね。もちろん海賊ギルドが滅びたのは事実でしょうが……」

「異常な確率の偏かたよりによる高確率の海賊遭そう遇ぐうと、原初の五聖機クラスの天騎を撃げき破は出来る超ちよう高こう性せい能のうの船と有能な人員。銀河連盟の大規模なバックアップもあっての話だが、それでも山田西南の能力があればこその、思い切った贅ぜい沢たくな陣じん容ようだからな。まっ、英雄と祭り上げられても不思議じゃねえよ」

「確率の偏り……そのようなものが、本当にそれ程の力を発揮するのでしょうか？」

「だが『メイ・テイナー』の神騎を呼び寄せたぞ？　決闘の後、神騎『ＺＩＮＶジンブ』と共に行方ゆくえ不明だが、そいつを狙ねらって簾れん座ざの主立った貴族共と企き業ぎようが、狂きよう乱らんの乱らん痴ち気き騒さわぎなんだぜ？　もしかすると翠艶も絡からむかもしれんからな……ったく、確かにぶら下げられた餌えさはでけえが、やはり普ふ通つうじゃねえ。政策技官の連中も、あまりの異常さにパニックを起こしかけている位だからな」

「なるほど……そういうお方なら、あの姫様や火煉ちゃん達を付けるのは当然でしょう。状じよう況きようを考えれば、一人二人で支えられるものでもないでしょうし、殿との方がたのお仕事では〝いろいろ〟と務まらない部分も多いでしょうからね」

　緋羽はいろいろと得心がいったのか、嬉うれしそうに肯うなずいている。

（そうやってがんじがらめで逃にげられないようにってか？　そいつは何とも気の毒な話だぜ。同じ男として同情するよ）

　ある意味セイナも炎天も、国家維い持じという名の人柱だ。炎天は同じ囚とらわれの身であるセイナに深く同情をしたが、当然、それを緋羽の前で口にする愚ぐ行こうは犯おかさなかった。

「だが山田西南に関しては、こちらから動く事は出来ないからな」

「火煉ちゃんがあちらへ出しゆつ奔ぽんした段階で、あの娘むすめ達の母親が集まりを作っていますから、そことの連れん絡らくは密にとっていますよ。ただ火煉ちゃんの母親の陽ひ葉ようさんは一火との兼かね合いもあるでしょうから、私が代わりを務める事になります。しかし、もしあの男が絡んで来るのであれば、もう少し人を集める必要があるでしょう」

「な、なあ……あまり派手に動いてくれるなよ？　色々とこちらにも都合ってもんがあるんだからな？」

「私はあくまで孫達を守る為ための動きをするだけですよ？　面めん倒どう事がお嫌いやでしたら、早めの露つゆ払はらいをお願いします」

　炎天達の妻は彼等が皇太子で、まだ結党すら出来ない使いっ走りの頃ころから彼等を支えて来た。特に結党をした以後は、かなり精力的に活動し、彼等が党首に選ばれた大きな原動力でもあった。

　党首就任後は、その力を削そごうとした大臣達の思おも惑わくや、党首となった後に結成された政策対策組織に取って代わられ、政治的影えい響きよう力を弱くして行った。だがそれはあくまで彼女達が自ら表おもて舞ぶ台たいから遠ざかっただけであり、その影響力は男達の思いもしない部分で、かなり強固に存在しているのである。

「こりゃ、早めにあいつらと相談しとかなきゃなあ……んん？　しまった！」

　口くち寂さびしくなり、思わずバスケットに手を伸のばした炎天は、中身はすっかり空になっている事に気付いた。一いつ瞬しゆん、緋羽を疑ったが、色々と考え込む内に、炎天自身がいつの間にか平らげていただけだ。

（山田西南って、海賊を引き寄せるんじゃなかったっけ？　ああ、でも男の稼かせぎを浪ろう費ひするという意味では同じか）

　何やら楽しげな緋羽を横目に、炎天はバスケットの中身を、孫まご娘むすめの出来のいい手料理をよく味わわない内に、平らげた事を口くち惜おしく思ったのである。








５「犯罪って割に合わない、の巻」









《……なんか、変則的というか……本来魔ま法ほうというイメージとかけ離はなれたものが増えて行ってるよね？》

　セイナはこの数日、色々と開発して来た『魔法（？）』を思い返しつつ溜ため息いきを吐つく。

《霊れい糸し収納から物を出す方策だけで、色々と出来てしまうのですから、面白いですね》

　まずは水のような液体を出す場合、何か容器のような物が在あればと考え、力場による容器を考えたが、さすがに宇宙で使っている力場発生システムを魔ま素そで作るのは、現在の魔素量では無理だった。次に考えたのが空気を圧縮個化させる事だったが、結果、その試みは成功したが、容器という形で水の重さを維持しようとするには、維持の為の魔素量から考えて非効率と判断、食器として使う事となった。

　ちなみに中に入れた氷とお湯は数日経たっても、温度もそのままだったので、中の時間が凍とう結けつ状態だと判断した。

《結局、その液体その物の粘ねん度どを高くしたり個化させた方が、使う魔素も少なくなるなんてなぁ……》

《パワーアームは面白い考えでしたね。腕うでの構造を空気の個化と粘度の上じよう昇しようで再現するなんて》

《地球にも、空気の圧力で表情を変える、でかい風船の顔とかロボットとかがさ》

　と、セイナの肩かたから空気の腕が伸び、遠くの本を手元に引き寄せた。別に難しい構造を考える必要など無い。セイナの腕のパーソナルからデータを引き出してそれをそのまま空気で『再現』しただけだ。これも那な由ゆ多たと彼女のチートだ。

《軽い物ならいいのですけれど……》

　霊糸収納から大きな物、重い物を取り出す為に考えた魔法だが、そもそもいくら空気を強力に個化させても、やはり強度的には弱く、しかも稼か働どう維い持じに大量の魔素を使う。そして何より問題なのは、セイナの身体からだでは重い物を持てても支えられない、早い話がテコの原理の、支点から短い方がセイナの身体になるのだ。

《それとこれでパンチなんかしちゃダメですよ。反動でセイナさんの身体の方が後ろに飛んで行ってしまうか、接合部分が損傷しますかよ》

《クッ！……やっぱり魔法って意識は怖こわいな》

《これを魔法とするのはいささか疑問ですが……笑っていいですか？》

　セイナ達の前に座っているのは、対ナナ用偽ぎ装そう兵器、セイナそっくりの等身大人ひと形がた、魔法で造られたアンドロイド、『セイナ君五号』だった。

　パワーアームの応用で全身を構成、肌はだは魔素コピー＆機能ペースト、身体その物は空気ではなく、体温と同じお湯を使い温度を維持している。心音も呼吸も、セイナの体たい臭しゆうも再現。ナナが相手では、近くに寄って触ふれたりすればバレるだろうが、試行錯さく誤ごの末、ベッドで寝ねている限りは分からないまでに仕上げたのだ。そしてその開発のおかげで、セイナの魔素量は最初計った時より大きく増え、二百万を超こえていたのである。

《……夜中にこっそり外へ出ようと考えただけなのになぁ……。そういえばケネス達と寮りようから抜ぬけ出そうとしたのはいい思い出だよ、ハハッ》

《現実逃とう避ひはそれ位にして下さいね。室内とトイレだけでは、これ以上の実験は無理なのは確かですから、これも魔法の発展の為。崇すう高こうな使命の為ですから》

《そういう所は鷲羽わしゆうさんの娘さんって感じだよ。でもその結果がこれなんだから……ナナの有能さが恨うらめしいよ》

　相手が普通の人間なら、ある意味、もっと低レベルの物でも誤ご魔ま化かせる。だが相手が嗅きゆう覚かく聴ちよう覚かくに優すぐれたナナとなれば、手抜きは許されない。ちょっとした夜遊びの為のアリバイ造りがこの魔素体である。海かいの布ふ団とん偽装とイビキを録音した音おん響きよう機器とは大違いだ。

《外の監かん視しよりも中の監視の方が、圧あつ倒とう的に強固というのは何なのでしょうね？　もっとも外の方達は昨日から居なくなっていますが》

《ナナが気付いていたから、すぐに対応を取るのかと思っていたけど、ずっとあのままだったから、放置の方向で行くのかと思い始めてたよ。まあ相手が貴族関係だったから時間がかかっただけかもしれないけれど、脅きよう威いの度合いは相変わらずだからね》

　キチャが居ても居なくても、ナナの脅威はそのままだ。セイナは自身の魔素アンドロイドを見て溜息を吐いた。

《魔素器官に人体データが記録されているのであれば、いっそ人体を生成出来れば、魔法なのでしょうが……》

《人体創造なんて神かみ業わざがホイホイ出来たら恐おそろしいよ。だいたいこれだって、知られたらかなり厄やつ介かいな技術の集大成なんだぞ？》

《そうですね。今は霊糸で繫いでの有線コントロールですが、魔ま結けつ晶しようを使えば自律型も可能そうですもの》

　つまり死を恐れぬアンドロイド兵士が造れるという事だ。

《ただやはりネックは維持の為の魔素量ですね。しかし金属の骨格があれば、もっと使う量は抑おさえられる筈はずです》

　この魔素体はセイナの体重を再現しているが、その自重を維持しつつ行動するとなると、お湯の量を減らして軽くするしかない。でなければセイナの魔素量をもってしても、三十分程ほどしか維持出来ない計算だ。

《まあ寝たふりするだけだからそこまではね》

《金属骨格と使える魔素量が増えれば、ナナにもバレない身体が造れようになる筈です。そうすれば私の外部端たん末まつ体としても……色々と使えますよ？　色々とです！》

《お前が色々と何をさせたいのかは追つい及きゆうしないぞ。だけど現段階では却きやつ下かだ！》

　何を言いたいのかなど聞くまでもない。どちらにしろここは人様の家だし、一発でナナにバレるし、それにバレる以前にそういう事を考えるだけでもまずい相手が居るのだ。

《しかし最終目標は、ちゃんとした人体を希望します》

《……まあ最終的にはそこを目標にするのはいいよ。魔法で宇宙に出てそこで生活しようっていうんだからね？　でも今の目的だと処分に困るんだよ。俺は何ど処この殺人犯だって話だよ。それ以前に、俺の分身なんてゾッとしないよ。そうでなくても俺のパーソナルが色々とやらかしているんだから》

《子供もある意味分身……》

《それより時間がないから急ぐぞ！》

　食事の時間となるとナナが起こしに来る。タイムリミットは二時間程なのだ。寝ね間ま着きの上にコートを羽織り、魔素体をベッドに寝かせて瞬しゆん間かん移動と同時に生体活動の偽装を起動させた。

　　　　×　×　×

　瞬間移動でやって来たのは郊こう外がいの深い森の中だ。

《この場所を探すのにも苦労したな……まさか夜の上空にあんな魔物が居るなんて》

《あの野次馬コウモリには参りました。何しろ地形調査に暗視と望遠を使うと群がってくるんですから》

　魔素球を上空へと上げて行くとあちこちの木々から、『スパンジング』と呼ばれるコウモリ型の魔物が集つどって来て、結構な鳴き声を上げるのだ。

《やはり魔素を感知しているんだろうな》

《幸い視覚だけなら寄って来ないんですけどね。セイナさんの嫌いやな予感ってあれの事だったんですね》

　おかげであまり上空へは魔素球を探査に上げられず、昼間はナナがべったりなので探査が出来ない状態だったのだ。だから夜、那由多が視覚のみで低空を移動して見つけたのがこの場所だ。ここは昼間でも人が滅めつ多たに来ない。夜ともなれば尚なお更さらだ。もちろん万が一の警けい戒かい用の魔素球『警戒君』（命名・那由多）が配置されている。

《周囲五キロ圏けん内ないに人ひと影かげ、野次馬はありません》

《あの野次馬共、森の中には来ないと思うけれど、気を付けてくれよ》

　そこに生えているのは建材用に植えられた通常の木であり、魔樹ではない。しかも魔樹海からも隔かく離りされた場所なので、危険な魔物も居ない。ただスパンジングを含ふくむ飛行系の小型の魔物は生息しているので、それが群れた場合は少々厄介だが、夜に活動する種は殆ほとんど居ないし、たいていは昆こん虫ちゆうを餌えさにしているようなので人を襲おそう事は無い。スパンジングも魔素球を敵か、或あるいは何か興味を持って集ってくるらしいのだ。

《……それにしても久しぶりの外だ》

　セイナは大きく伸のびをして深呼吸をする。森の空気が正まさ木きの村を思い出させ、何か故郷にでも戻もどった気分だが、ここはファンタジーの世界だ。もっとも正木の村はＳＦの世界なので、どちらも普ふ通つうの場所ではない。

《さて、まずは霊糸収納の容量調査からだな》

　近くにはそこそこの大きさの池と川があり、少々辺りを水みず浸びたしにしても問題は無い。それでもセイナはまず浴よく槽そうの倍程の大きさの魔素を集中させて水を生み出す。次の瞬間、それは問題なく霊糸収納へと格納された。

《収納の方は本当に問題無しですね》

《じゃあ出す方を始めるぞ》

　水のような液体を外に出す一つの回答が水道だ。念の為ために水のみを入れた、専用の霊糸収納で、ポイントから水を少しずつ出すよう設定する。

《……うん、いい感じだ》

　ポイントとなっている魔素球からは、水がこぼれ落ちるように出て来る。量を増やしても、出口のサイズを変えてもその勢いは変わらない。普通の人が見れば、手から水を生み出しているようにしか見えない。だがこの実験のキモはここからだ。

《中の水に圧力を掛かけられますか？》

《……やはり中の物はダメみたいだな。今度は圧力を掛けた状態で入れてみるよ》

　次も同じ容量で、今度はそこに二気圧を掛けたまま収納する。と、水はその圧力に合わせた勢いで、水みず鉄てつ砲ぽうのように飛び出して来た。そして出す量と出口のサイズを変えると、飛び出す勢いや距きよ離りが変化したのである。

《これはいろいろと応用が利ききそうですね。次は水量を大きくして容量を試ためしましょう。それから例の実験を》

　セイナは二十五メートルプール一いつ杯ぱい程の水を作り、それも問題なく収納出来た。念の為にそれを五回繰くり返し、収容実験はそこで終しゆう了りようした。

《もう容量に問題は無いと考えていいな。そもそも霊糸収納が一つにしなければならない理由もないし、維い持じに使う魔素も微び々びたるものだしな……お次は、まずは土からだな》

　地面から地中に十センチ角程の魔素を形成、それをそのまま霊糸収納へ格納してみるとその魔素の範はん囲いにポッカリと穴が空いたのだ。

《霊糸収納には!?》

《入ってるな。成功だ……半分冗じよう談だんだったんだけど》

《素す直なおに喜びましょう。次は木で試してみましょう》

　だがここは管理された場所で、建材として使われるこれらの木には持ち主が居る。とりあえず問題が無さそうな雑木の枝を範囲指定する。

《ん？　抵てい抗こうがあるな。多分レジストされてるんだろうな。やはり生体は無理か？》

　だがかなり強めに魔素を集中させて範囲指定をすると、その部分は霊糸収納へと入り、枝は切断されて落ちて来た。そして一度切断された部分はレジストされなかった。

《魔樹でなくても、ある程度の魔素は持ちますから、それで防ぼう御ぎよ反応としてレジストするのでしょう》

《でもそうすると強い魔物にこの手がどれ程通用するかだな。いっそ丸ごと収納する方がいいのかな？》

《この魔素切断法だと、相手によっては普通に刃は物ものや、別の魔法で攻こう撃げきした方が効率は良いでしょう。それに丸ごと中に入れようとしても、レジストされる可能性があります》

《なるほどね。転送にしても同じ理り屈くつだけれど、本人にちゃんとした意志がないと霊れい糸しの中には入れないのかもしれないな》

《もし魔物を中に入れられても、結局は、出した時に倒たおさなければなりませんよ？》

《生いけ捕どりが必要な場合もあるんじゃないか？》

《その時は、別の方法と組み合わせるべきでしょう。眠ねむらせるとか痺しびれさせるとか》

《そうか……一つの魔法で無理に効果を出そうとするのは危険って事か。でも霊糸転送のトラップも色々とレジスト出来る方法がありそうだな》

《ええ。では実験の再開を……次は岩でやってみましょう》

　セイナは近くにある崖がけへと向かい、そこに露ろ出しゆつしている岩で実験を試みた。結果、なんと岩はレジスト無しで切断収納が可能だったのである。

《うわ……こりゃ凄すごい。しかも切断箇か所しよがえらく綺き麗れいだな》

《いいですっ……いいですよ！　これは建材として使えます！　質のいい岩なら、大きめに切ってそのまま中をくり抜ぬけば、家やお風ふ呂ろだって造れます。木材もそうですが、魔素の範囲指定なら複雑な形でも思いのままですから、色々な加工だって簡単です！》

　那由多の興奮具合は、セイナが少し驚おどろく程のものだ。

《おいおい、随ずい分ぶんと嬉うれしそうだな？》

《だって、霧きり恋こさん達がセイナさんとの新居を、色々と設計しているのを知っていましたから、それがとても羨うらやましかったんです》

《そ、そうか……まあ確かに楽しいだろうな》

　こういう場合に、女性の気持ちに水を差すのは厳禁だ。セイナは当たり障さわりの無いよう同意した。

《霊糸収納なら、岩の家もそのまま持ち運びが出来ます。頑がん丈じように造れば、魔樹海でも安全に眠れますし、何処でも別べつ荘そう気分です！》

《でも問題は高品質で大きな岩を何処で見つけるかだよ。ブロック状にして組み立てる方が現実的かな？》

《丸ごとくり抜きが燃えるんです！　頑がん張ばって探しましょう。こちらの建築が石造りだという事を考えると、大規模な石切場が近くにあると考えていいですよ》

《そうだな。あれば考えるけれど、稼か働どう中の石切場からはダメだぞ。買うにしても、さすがにこの能力は見せられないしな》

《建築石材に使えそうな地脈を探せる探知魔ま法ほうを開発すればいいんですよ。魔樹海の中とか、開発されそうもない場所ならいいでしょう？》

《分かった分かった。それでもすぐには無理だからな》

《ええ、もちろん！　それで話は変わりますが、少し試したい事があるんです。一度呼吸を整えて魔素をフル充じゆう塡てんの状態にしてくれませんか？》

《分かった。でも試したい事ってなんだ？》

《私の方から独立して魔法が使えるのか試したいんです。せっかく独立した思考が出来るのですから、並列思考での魔法が可能か試す意味もあります》

《並列思考か……確かに那由多は俺にとっての並列思考と同じだからな。まあ俺のもう一つの人格を創つくり出すよりはまともだからな》

《単純な並列思考であれば、私の方で数万単位で処理可能ですよ？》

《数万って……ああ、そういえばお前って、そういう存在だったっけ》

　ＮＢにしてもそうだが、怪あやしげな人格と言動のせいで、超ちよう高こう性せい能のうであるという事を忘れがちだ。

《ではこちらのワードの後に、合図をしますから、すぐに『承しよう認にん』とお願いしますね》

《分かった……いいぞ》

　セイナは呼吸を整え、魔素器官の魔素が回復したのを確認する。

《『骨格』『高強度』『軽量』『複合素材』『無む劣れつ化か』『必要魔素集積』『形成』、いいですよ！》

《『承認』って、ええ!?》

　それは魔が差したとしか言いようがない。よくよく考えれば、何やらとんでもない感じの条件付けなのに、高速言語だった事もあり、反射的に『承認』してしまったのだ。

《おいおい！　こんな無茶なの……だいたい発動する筈はずが……えっ!?》

　と、セイナの中から凄すさまじい勢いで魔素が流出し始めた。それこそ一気に生命力が失われる感じだ。今までの実験の比ではない、それはダムの決けつ壊かいの如ごとく、凄まじい勢いだ。

《!?》

　一いつ瞬しゆん、セイナの脳のう裏りに死のイメージが浮うかぶ。色々と怪け我がをして来た中でもかなりまずい感じだ。しかしそれを止めるには手て遅おくれだとも感じていた。

《外部魔素にっ！》

　那由多の叫さけびと、バリガルの魔法を見ていたのが幸いし、目の前で形成を始めた魔法に流入する内部魔素の一部を、咄とつ嗟さに外部魔素を集める為のコントロールに切り替かえる。既すでに魔法形成の呪文システムは完成していたので、後は必要量の魔素を充塡すればいい状態だったのが幸いした。

「くっ!?」

　途と端たんに周囲から爆ばく発はつ的魔素が集中し始める。表面上は穏おだやかな夜の森ではあるが、可視化した魔素の流れは、まるで嵐あらしか台風のようだ。

　ペタン。魔素の生体強化が解けたのか、セイナは全身の力が抜け、その場に崩くずれ落ちてしまった。

　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　息が荒あらい。

　必死で魔素を呼吸吸収しているが、内部魔素は先さき程ほどの爆発的ではないものの、どんどん外へ流出している状態だ。

（ダメ……か？）

　だが突とつ如じよとして魔素の流出が弱まり、魔素の嵐も緩ゆるやかになった。

　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ！　ハアッ……ハアッ…………ハアッ。

　暫しばし酸欠状態にでもなったように、セイナの意識は朦もう朧ろうとしていたが、ようやく頭が回り出した。しかし身体からだにはまだ力が入らない。

「……フウ」

　強きよう烈れつな重圧が失うせ、ようやく身体中から冷ひや汗あせがドッと吹ふき出す。

「……何だ？　何が？」

　目の前に集積した魔素は漆しつ黒こくを通り越こし、ブラックホールでも出来たかのようだ。

　そしてそれは形を取り始め、不思議なオパールのような遊色を放つ真っ黒な骨格へと変化して行く。

「……俺、何をしたんだ？　何を、させられた？」

　とんでもない深しん淵えんを目にしたような恐きよう怖ふ。そのまま地じ獄ごくにでも引きずり込まれそうなそんな感じだった。

　恐おそらく外部魔素使用に切り替えなかったら、気を失っていただろう。一応、内部魔素が枯こ渇かつしても命の危険はないが、ギリギリまで魔素と生命力を吸い取られ、下手をすれば心臓麻ま痺ひでも起こしかねない感じはあった。

「あれは……なんだ？」

　それはまだ魔素の渦うずの中で浮かび、セイナを見下ろすような感じで浮かんでいる。

（……死神？）

　漆黒の髑どく髏ろは、今のセイナの状態を引き起こした事もあり、そうイメージさせてしまうような姿だ。と、魔素の渦はそれに吸い込まれるように収まり、その骨格は糸が切れたように、意外と軽い鈴すずの音のような音と共に崩れ落ちた。

《どうやら元の生体強化と魔素強化は同時に機能していないようですね》

《……説明をしてくれるんだろうな？》

　セイナはそう言うのがやっとだ。

《まずは元の生体強化を機能させます。それにしても、ここまで急激な枯渇現象がなければ気が付きませんでした…………どうです？》

　と、セイナの身体に力が戻もどってくる感じがする。何となくではあるが、それまでの力の入り具合とは違ちがう感覚がある。

《本当に……〝違う〟んだな》

《『機能認識』『魔素リンク』『並列機能』……お願いします》

《ん？　ああ……『承認』》

　すると何やらくすぐったい感覚が全身に染しみ通り、急にそれが熱を持つ。

《おっ、おい!?》

《コントロールを意識して！　生体強化の訓練と同じです》

《あっ……ああ、なるほど》
















　生体強化は常時その状態にあるものだ。訓練はそれを抑おさえる感覚を養うものであり、日常生活その物が訓練と言える。つまりセイナは数年間、常時その訓練をしていたのと同じなのだ。生体強化と魔素強化の感覚の違いを認識出来れば、コントロールする感覚もすぐに把は握あく出来る。

《ああ、うん……うん。分かって来た》

　そして一度覚えてしまえば無意識でコントロール出来る。

《分かってきたけれど……何だこりゃ!?》

《魔素回復量がとんでもなく上じよう昇しようしています!?　魔素が生体強化術を書き換かえ……違う……一種のエンチャント？》

《難しい事は後だ！　一度魔素強化の方に切り替える！》

　そう意識した途端、生体強化状態が失せ、魔素強化のみとなる。まだ充じゆう分ぶんな魔素が回復していないので力が入らないが、普ふ通つうの人間程度には動ける。

《説明を……と言いたい所だけど、そろそろ時間切れだ。後は帰ってからだ》

《……はい》

　セイナはヨロヨロと立ち上がり、漆黒の骨格を収納して瞬しゆん間かん移動をした。

　　　　×　×　×

《まずい！　まずい！　まずい！　まずい！　まずい！》

　ナナがやって来るギリギリで部屋に戻ったが、力がまだ回復していない状じよう況きようなので、身体が思うよう動かない。飲酒経験があれば、酔よっぱらった感じと表現するだろうが、セイナの場合は、麻ま酔すいが切れかけている状態と感じた。

　着ていたコートはリュックに仕し舞まう間も無いので上に掛かけたまま、何とかベッドの魔素義体を霊れい糸し収納に回収し、代わりに潜もぐり込む。ナナが部屋に入って来たのはそれとほぼ同時だった。

「……あれ？　何だか普ふ段だんとは違う、木や草の匂におい？　それに随分と汗を搔かいてらっしゃるようですが、体調に問題でもありますか？」

　不思議そうに辺りを嗅かぐナナに、セイナは真っ青になってしまった。違う場所にいた移り香がさえ嗅ぎ取れる、ナナの嗅きゆう覚かくをまだ過小評価していたのだ。

「体調はいいよ。その、少し鈍にぶった身体を動かして……ああ、それと俺の荷物をちょっと確認していたんだ」

　セイナは部屋の隅すみに置いてあるリュックを指差す。外に出ているセイナのコートを見て少し納なつ得とくしたのか、ナナはセイナに近付き、手を額に当てた。

「そうでしたか……どうやら熱は安定したようですね。胸の感じはどうですか？」

「うん？……ああ、熱い感じが無くなってるよ。もしかして魔素風か邪ぜが終わった？」

　これに関してはセイナ自身も驚おどろいたのだが、ずっとあった微かすかな胸の違い和わ感かんが全く無くなっているのだ。

「恐らくそうですね。魔素器官の形成が終われば、身体もすぐに元通りになりますから、食しよく欲よくも元通りになると思いますよ」

「そうか。それは助かるよ」

　　　　×　×　×

《そうだよなぁ、外に行けば部屋にない匂いがあるものな。今いま更さらだけれど、感情もある程度嗅ぎ取ってるんじゃないか？》

　心音や血流、発する匂い。噓うそ発はつ見けん器きの上位版だ。ナナの給仕で食事を終え、トイレでセイナはようやく人心ごこ地ち付いた。

《それでも収しゆう穫かくはとても大きいものです》

《生体強化と魔素強化の件はともかく……あれの説明はしてくれるんだよな？》

《はい。でもその前に例の骨格を土台に、魔素体を再構成してみて下さい》

　セイナはあの謎なぞの骨格と魔素体を取り出すと、魔素体の骨格部分に謎の骨格を組み入れた。と、魔素体維い持じの為ための魔素消費量が驚く程低下し、立った状態で稼か働どうさせても一日動かしても問題ない程に消費量が低下したのだ。

《うわ……どれだけ強度の維持に魔ま素そを使ってたかって感じだな。もしかしてこれが何か関係あるのか？》

《それは部屋に戻ってからにしましょう。そろそろナナが心配して見に来きます》

　　　　×　×　×

《……セイナさんに内ない緒しよで、あんな事をさせてごめんなさい。これは『彼女』からの要よう請せいでもあったんです》

　ベッドで落ち着いたのをきっかけに、那由多は神しん妙みような表情でそう謝罪した。だがその顔にはしっかりとした意志が見られ、あの行こう為いが絶対に必要だと確信しているようだ。

《魔素の監かん視しシステムが？》

《セイナさんの今後の為に、どうしても一度だけ干かん渉しようしたいと言われて……もちろん私もそれが必要だと感じました。でも……まさかあんなに……》

《ああ、もう気にしなくていいよ。こうして無事だったんだから。それに死にそうになるのは……まあ、いつもの事だからね》

　思い返してみれば魔法絡がらみで慣れていないせいもあり、かなり取り乱しはしたが、よくよく考えてみれば、宇宙に上がって遭そう遇ぐうしたトラブルの中では軽い部類だ。

《それで何な故ぜ、あの骨格を造らせたかったんだ？　あれって一体何なんだ？》

《あれはこれからのセイナさんにとって便利な物ではありますが、どうしても必要な物ではありません。それよりも、あれを造る〝過程〟そのものが重要だったんです》

《過程？》

《今の魔素量を見て下さい》

《……ん？》

　魔素量数値は常時、表示出来るが、意識が散さん漫まんになるのでグラフ化している。それはあくまで増減の目安であり、正確な数字は分からない。もちろん数値表示は一いつ瞬しゆんだ。

「……ンッ!?」

　セイナは思わず声を上げそうになり、慌あわててそれを飲み込んだ。

《これ……本当なのか？　四千万を超こえてるぞ！……確か外に行く前は二百万程だったから、二十倍を超えた事になるぞ？》

《数値に間違いありません。そしてそれが成功した証しよう拠こでもあります》

《もしかして純結けつ晶しようの大きいのでも出来たって事か？》

《違います……セイナさんの魔素器官には今、極きよく結晶が出来ているんです》

《極、結晶？　純結晶じゃなくて？》

《はい。実は純結晶にはもう一つ上の状態があったんです。彼女も最近になって知った、ある意味、究極の結晶状態。それを造るのに、あの過程が必要だったんです》

《彼女ですら最近になって、って……マジ？　そんな事があるのか？》

　幾いくつかの宇宙の誕生と滅めつ亡ぼうを経験して来た彼女は、まさに無限の時を生きて来たといえる。その無限の時を経へても尚なお、見る事の無かった現象があるなどとは信じがたい。

《魔素器官を持つ最上位の存在は、今のところエンシェントドラゴンですが、彼等でさえ純結晶しか形成していません。もっとも彼等の持つ魔素器官は小型車サイズにもなり、そして血液の六割近くが魔ま液えき晶しよう、老ろう齢れいのエンシェントドラゴンの中には、身体からだのいたる部分に魔ま結けつ晶しようが出来ている個体もいます。つまりそもそもの魔素総量が莫ばく大だいで、わざわざ極結晶にする必要など無いんです》

《小型車並みのって……まあ、極結晶が知られていなかった理由は解った。でも何故あの魔法を使うと極結晶が出来るんだ？　もちろん死を予感した程ほどなのは確かだけれど、ドラゴンが使う魔法に比べれば微び々びたるものなんじゃないのか？》

《ドラゴンにとっては微々たるものでも、セイナさんにとっては違います。……と、いっても、たった一例しかない現象をそのままなぞっただけですから、正確な要因は分かりません。ただ彼女と私の予想ですが、まだ魔素器官が未成熟な状態で、かつあのレベルの魔法を起動させるだけの内部魔素量があり、魔素システムとの高いリンク率がある事。その上で今回のような、いつもより遥はるかに高い、それこそ使用する魔素量が膨ぼう大だいで、死を予感させるようなレベルの魔法を起動させてしまう事。この条件が整った時に、初めて極結晶が形成されるのではないか……そう考えています》

《まあここに極結晶がある以上は、それが正解と考えるしかないな。でも何故、極結晶だと分かるんだ？》

《とにかく結晶のサイズが極小なんです。魔素を可視化すると分かりますが、殆ほとんど点状態の部分に、四千万のほぼ全すべての内部魔素が集中しています。それまでにもセイナさんの魔素器官には結晶化した物がありましたが、そのサイズはもっと大きくて、魔素量は少なかったんです。バリガルの持つ魔結晶などからの推察ですが、まず間違いないかと》

《……極小一点の魔結晶が四千万。どちらにしろ普通じゃないのは確かだな》

《極結晶化の条件が全て必要かは分かりませんが、セイナさんの今の状況なら、かなり確実性が高かったので無理をして貰もらいました。魔素の単純な蓄ちく積せきは魔結晶でも代用出来ますが、やはり微び細さいな魔法のコントロールや、盗とう難なん紛ふん失しつの問題を考えると、自身の魔素器官の容量も大きい方がいいと……極結晶の核かくが出来れば、魔液晶はその核を中心に極結晶に、なるから……》

　人間の身体にどれ程の魔素器官が形成出来るのかは分からないが、容量的な限界、上限は必ずある。ならばより収容量の大きい結晶は有利だ。

《もしかして魔素風邪が終息したのは、これのおかげかな？》

　魔素風邪とは魔素器官の形成時の発熱だ。セイナのそれが長期なのは、魔素との高いリンク率である可能性が高い。つまりそれだけ魔素という物を広められると判断された結果なのだろう。ならば極結晶化したセイナの魔素器官は途と轍てつもない魔素量を持つに至り、魔素器官の形成が充分だと判断された可能性が高い。

《なるほど。那由多が無理に魔法を使わせた理由が解ったよ。まあ、色々と言いたい事はあるけれど、結果オーライ、という事だな》

　セイナはニッコリと微笑ほほえんで項うな垂だれる那由多の頭を撫なでる。説明に納得してしまえば問題など無い。セイナを実験に使ったりオモチャにする者は大勢居るので慣れたのだ。

《それにしても、最初に極結晶を造ったのって、どんな奴なんだろうな？　あの呪じゆ文もんを聞く限り、色々とにかく言ってみましたって感じだよな。もしかして本人も魔素任せで、魔法が発動するかは分からなかったんじゃないか？》

《そんな感じでしょうね》

《ああ、そういえば、そんな妄もう想そう的な魔法を使って出来た、あの金属って何なんだ？　正式な名めい称しようとかあるのか？》

《魔法合金の一種らしいです。彼女もそれが何か知らないとの事ですが、原材料そのものと製法は、魔素システムのデータにあったものです。ただ現実では一度も精製された事がない物で……最初に造り出した人が呼んでた『謎金属』が正式名称になっています。略して『謎金』です》

《……え？　何それ!?　冗じよう談だん？》

《造り出した本人も、何か分からなかったようで……とりあえず仮名称として謎金属って呼んでいて、結局何か分からないまま、それが定着してしまったのだと『彼女』は言ってましたね》

《でも製法はあったんだろ？　つまり誰だれかが理論を作ったって事だから、その人が付けた名称とかは無かったのか？》

《理論のみで、試験予定の整理ナンバーしか無かったらしいです。だから完成させた人が付けた名前が正式名称に……です》

《それで『謎金』かぁ……でも確かにそういう事ってあるよな。ちゃんとした名称って、商品になってからって場合が多いし、造れたのが一人だけなら、別にいちいち名前を付けなくても『それ』『あれ』でも分かるものな》

　妙みように凝こった名前を付けて黒歴史化する場合もあるので注意が必要だ。

《意外と『謎金』って言いやすいですし》

《とりあえず感は凄すごいけどな。それでどの程度の金属なんだ？　性質とか特とく徴ちようは？》

《普ふ段だんは金属ですが、魔素で自由に形状が変化させられます。一種の液体金属ですね。意外と軽量ですが、特性を変化させて「強度」「硬こう度ど」「耐たい性せい」共にかなり高レベルです。武器に防具に、万能金属と言っていいのではないでしょうか？》

《ちょっと待て！　そんなんじゃ迂う闊かつに使えないじゃないか。あの黒光りしている状態も状態だし、目立ち過ぎだよ。適当なネーミングなのに、性能はメチャ凄いじゃないか！……まあ、生成にあれだけの魔素量を使ったから、いくら二度目が消費量が少ないといっても、簡単には生成は出来ないよな……『謎金』『生成』『承しよう認にん』》

　セイナはかなり焦あせっていたが、謎金生成の魔素量を考えて心を落ち着けた。だが何の気無しにちょっとした気まぐれで、掌てのひらに謎金を形成してみる。だがそれは意外とあっさりと出来てしまったのだ。

《……あっさりですね》

《おいおい！　一度発動させても二割程じゃなかったのか？》

《セイナさんの魔素量が桁けた外はずれになってる事をお忘れなく。しかしそれにしても使用した魔素量が少ないですね。これはもしかして、魔法の発動効率も上がったのではないでしょうか？　呼吸法の魔素変へん換かん率りつもどんどん上がっている事を考えれば、熟練する事で色々な効率が上がるのでしょう。或あるいは極結晶の効果もあるのかもしれませんね》

《ゲームって訳じゃないんだから、使い慣れれば効率も上がるか……それにしても、液体金属というだけあって、色々と形が変わるな》

　感じとしては流体磁石に似ている。スライムのように色々と動かし、最後に短たん剣けんを造ってみる。刃はの形状、柄つかの形状と思いのままだ。

《変形させるのにも、あまり魔素はいらないようだな。確かにこれは便利だ》

　セイナはその短剣を球体へと戻もどし、手から毛布の上へと落とす。だが球体はその形のままだ。爪つめで弾はじくと甲かん高だかい金属音がする。

《欠点としては、一度造ると、分解不能な事です。でも分けたり合わせたりが簡単ですから、さほど問題は無いと思います》

《だけどこいつは、特にバリガルさんに見付かったらまずいからな。とりあえず現段階では、緊きん急きゆう時の御お守まもりって事で霊れい糸し収納に封ふう印いんだ》

《でもせっかくですから使い方は、色々と考えてみましょう。ちなみに同じような名前で『謎なぞ建材』というのもありますが、造ってみます？》

《……まあ、それはまた今度ね……ところで他ほかにも謎シリーズがあるのか？》

《今のところはその二つだけです》

　そのネーミングから、製作者は『謎金』と同一人物に間違いない。那由多の答えにセイナは安あん堵どしたように胸に手をやる。

《……さて。とにかく魔素風か邪ぜが落ち着いた以上、身体の状態を早く戻し、表立って動けるようになる準備も始めなきゃな》

《ではやはり、まずはこの町の正確な位置と、ＺＩＮＶジンブのいる湖の場所の把は握あくはしておきましょう！》

《本音は？》

《あの野次馬共コロス！　今度こそ負けません！》

　あのスパンジング達に一番苦労させられたのは那由多だ。とにかくリベンジをしたくて仕方ないのだろう。

《勝算はあるのか？》

《簡単な話です。最小の魔素球で高々度に移動させて機能を付加させれば良いんです。あの野次馬共も探知範はん囲いにも飛行の上限にも限界がある筈はずです》

《魔素球の移動スピードが遅おそいのも難点だよなぁ……》

　ポイント同士であれば瞬しゆん間かん移動が可能なのに、ポイントその物を移動させるには、かなりゆっくりとしか移動させられないのだ。感じとしては生体強化していない頃ころのセイナが自転車を必死で漕こいだ位だ。

《でもＺＩＮＶの場所が分かれば、ポイントを移動させて瞬間移動。ＺＩＮＶを回収後に霊糸収納に入れれば解決だけど……ユニット状態のＺＩＮＶが霊糸収納の中に入るかどうかの問題はあるけど……》

《ＺＩＮＶの収納に問題があるようでしたら、今日の実験成果の範囲指定による掘くつ削さくで、どこかに拠きよ点てんを造ればいいと思います。瞬間移動を使えば、誰も来られない場所に秘密基地を造り放題ですよ》

《おお！　いいな！》

　セイナも男の子だ。秘密基地という言葉には弱い。そこは家造りに熱中していた那由多と同じだ。

《魔素体を進化させていけば、私の身体も出来ますし、見晴らしのいい場所に……セイナさんとの愛の巣を……ウフフフフッ》

　だが那由多の妄想に、セイナは一気に現実に戻ってしまった。家造りは『生活』、秘密基地造りは『遊び』の差があるからだ。

《霊糸収納、瞬間移動、魔素義体、極きよく結けつ晶しよう……凄い魔ま法ほうの筈なんだけどなぁ……》

　よくよく考えれば、ファンタジー魔法の花形は何と言っても、強力な魔物との戦せん闘とう系魔法だ。だがセイナがここで開発した魔法は、主にナナの目と聴ちよう覚かく視覚を誤ご魔ま化かす為ための姑こ息そくな偽ぎ装そう系魔法だ。そして那由多が言っているのは欲よく望ぼう満まん載さい、日常生活系魔法だ。

《どれもこれも高い技術の上に成り立ち、『彼女』と賢けん者じやの石という存在で、マジでチート状態なのに……なのに……》

　使用目的があまりにも、あまりである。

《でも……これも平和だからって事だよな。どちらにしろ狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者になれば、魔物との戦闘が避さけられないから、魔法って概がい念ねんに慣れておく予行演習にはいいのかもな》

　魔法に関するうっかりミスは、戦いにおいては致ち命めい的てきなものとなりかねない。日常的な魔法の開発は安全性が重要となり、意外と魔法としては、単純な戦闘系魔法よりも、技術的ハードルは高い。それがひいては戦闘時の安全性に繫つながると考えれば、この行こう為いも無む駄だにはならないだろう。

《将来、魔素で宇宙に出る時には、こういう魔法こそが大事となるんだろうしな》

《……ああっ！》

　と、その時、いきなり那由多が表情を強こわ張ばらせ、困こん惑わく顔でセイナを見たのである。








６「セイナの日常・ちょっと未来」









「おやセイナちゃん。今日もご苦労さんだね」

　セイナは大きな編みカゴを背負い、食肉配達の仕事兼けん体力回復の訓練を行っていた。

　食肉配達は早朝のまだ暗い頃から始め、各家庭に注文の肉を配達する、いわば新聞配達か牛乳配達といった感じだ。主立った食肉は、狩猟冒険者ギルドの運営する市場、或いは出張店で販はん売ばいされるが、そこから遠い家庭や朝食用に配達も請うけ負っている。その配達の最後、一番街から遠い農家へと肉を届けたところで、そこの顔見知りとなったおばあちゃんに声をかけられたのだ。

「今日はいつもより多いですね。何かあるんですか？」

　セイナは世間話をしながらバナナの葉に似た、強力な抗こう菌きん作用のある魔樹の葉で幾いく重えにも包んだ、一ひと抱かかえもある量の肉を渡わたす。初老の女性がそれを事も無げに受け取るのは、魔ま素そ器官の生体強化と農家故ゆえの力仕事のおかげだろう。

「ここは魔樹の森に近いからね、定期的な駆く除じよに人手が来るんだよ。それよりもセイナちゃんは今朝もボロボロだねぇ」

「はは、まあいろいろと、です」

　あちらこちらへの配達仕事は確率の偏かたよりを生み出す元げん凶きようだ。

　これはそもそもセイナに化けたナナが、セイナの存在をアピールする為に活動した結果だが、それがセイナの身を守る為のアリバイ作りであれば否いや応おうもない。慣れない土地なので、トラブルを起こさないよう細心の注意を払はらうが、どうしても全すべての厄やくから逃のがれる事は難しい。今朝は肉の匂においに寄せられたトンビ位の大きさの、スパンジングの亜あ種しゆの群れに集たかられた結果だが、幸いここの人達は性格が大らかなのか、のんびりしているのか、そんなセイナの事を避ける人間は少ない。

「セイナちゃんはマビヤの女め神がみさんに好かれているのかもねぇ」

　セイナ自身、いろいろなトラブルに遭あってもニコニコしているせいもあり、埃ほこりだらけの傷だらけの姿を、そのおばあさんは楽しげに見つめている。

「マビヤの女神様、ですか？」

「運命の天てん秤びんを司つかさどる女神さんでな。その女神さんに好かれると運が悪くなるんよ」

「えっ……良くなるんじゃなくて、ですか？」

「自分の方を見て欲しくて、時々悪戯いたずらをするんよ。子供みたいな女神さんやから、あんまし嫌きらわんてあげてね。本当に悪いもんからは守って下さるけんね」

「は、はあ……そうですか。色々と教えていただいて、ありがとうございます」

　事情を聞けば腹も立たないし、似たような女性を大勢知っているので、そんなものかという感じだ。

「あっ、いやちょっと待てよ。あの人達は子供みたいじゃなくて、大人気ない、だな」

　独り言のように自分の中での評価を修正し、セイナは肉を運んだ駄だ賃ちん代わりに貰もらった大量の野菜をカゴに大事に入れ、辞去する。

「マビヤの女神様か……話を聞く限り、ここは多神教で間ま違ちがいないみたいだな」

　一神教が支配する世界は、いろいろと面めん倒どう事が多い。その教えが全すべてにおいて絶対であるからだ。時としてそれは法律よりも強く、人々の中に深く根ざす行動原理ともなっている為、何ど処こに地じ雷らいがあるか分からないのだ。もちろんバリガルからはそのような注意をされなかったが、気を付けるに越こした事はない。

「さっきのおばあちゃんの話し方だと、宗教的には緩ゆるそうだな。まあ宇宙から人が来ているから、既すでにそういった考えは無くなっているのかもな」

　セイナは木々の切れ目から山に建つ街を見上げる。

　旧都ナシュバルは標高で言えば、三百メートル程ほどのかなりなだらかな山を中心に築かれている都市だ。所々に残る城じよう壁へきがこの都市が巨きよ大だいな城じよう郭かく都市だった名残なごりだが、現在ではそれらは町を広げる為の建材として使われ、森の中などに一部が残るのみだ。それがどういう歴史を辿たどった結果なのかは分からないが、巨大な城壁を維い持じする必要が無くなったのは確かだ。ただ魔樹の森は資源確保の為に残されているので、魔物の危険は依い然ぜん残されているが、広大な農地と、あるシステムが城壁の役割を担になっているのである。

「……っと、そろそろ時間だな」

　頂上にある領主館が昇のぼり始めた日差しに照らされ始めている。だいたいこれがこの時期に町が完全に目覚める合図だ。普ふ通つうの家庭はこの辺りから朝食の準備が始まる。

《ねえセイナさん、セイナさん！　良さそうな物が多いです。少し町から離はなれるとさすがに色々とありますよね。もちろん街中も侮あなどれませんけれど》

　那な由ゆ多たが嬉き々きとして言っているのは道の脇わきや植え込み、林に生えている雑草類に混じった薬草や貴重な素材類の事だ。

《町中だからこその盲もう点てんなのかもしれないな。まさかこんな所に、って感じ？　魔素の可視化って本当に便利だよな》

　あれからいろいろと創意工く夫ふうした結果、那由多はセイナとは独立した魔素球を操あやつり、別行動が可能となった。もちろん身体からだは一つなので、その点の不便さはあるが、魔素球の機能に色々な効果を付ふ与よする事で、ある程度の作業は可能だ。極結晶を作った事で魔素量がかなり豊富になった事も大きい。しかもセイナなら眠ねむりが必要だが、那由多ならば一日中活動が可能だ。

《町中に堂々とトラップなんて仕し掛かけているんだから、これがなければ大変ですよ。特にセイナさんは、そういうのに片かたっ端ぱしから引っ掛かるんですからね》

　何と町のあちこちに、小型魔物や食害動物用、他にもいろいろな害虫対策等のトラップが仕掛けてあるのだ。魔素球で周囲の様子は確かく認にん出来るが、セイナの頭が追いつかない。那由多が周囲の監かん視しはしているが、まだまだ連れん携けい不足である上に、対人ではないので害は少なく、警けい戒かいレベルが低い事も理由だ。ただこの手のトラップは、害がい獣じゆう害虫退治の業者の物なので、営業妨ぼう害がいとなってしまうので、金銭方面でいえば要注意だ。下手をすれば借金が増えてしまう事になる。

《普通なら、人が通る所にそんな物を仕掛けるなと言いたいけど……》

　そうじゃない場所でも引っ掛かるのがセイナなのだ。

《危険度合いの高い物だけは避けるしかありませんね。中には明らかに違い法ほうな監視用もあるんですから》

　それは町中で獲え物ものとなる人間を物色する、監視センサーのようなトラップだ。常時展開型ではなく、条件に合った人物が通ると稼か働どう、どこかにいる者に情報を送る物だ。当然それは悪質な犯罪絡がらみの監視トラップ。しかし魔素を可視化したセイナからは起動前でも丸見えで、簡単な魔ま法ほう陣じんのような物が蜘く蛛もの巣すのように張ってあるのが見えるのだ。

　街を出歩き始めた頃ころ、セイナは卓たく越えつした危険センサーでそれがよくない物だと察し、バリガルにあくまで何かを感じる程度として報告をした所、後日、それが違法トラップだと判明したのである。そして違い法ほう性せいのある物の見分け方を教わり、今では一個につき一万エンでその場所を報告するバイトになっているのである。

　ちなみにこの世界の通貨は鉄貨、銅貨、銀貨と金貨で、それぞれに大中小のサイズがある。金のみそれにいくつかの大きさがあるようだが、せいぜい見るのは大金貨までだ。単価はバルらしいが、翻ほん訳やくで分かり易やすいエンに変えている。物価から考えるとほぼそのままの感覚で使えるのがありがたい所だ。

《今朝だけで三十ですから、今の所一番実入りのいいバイトかもしれませんね》

《それだけ危険な目に遭う人が居るんだから、実入りがいいなんて言えないよ……おっ、それよりあそこの群生地は明日あした辺り、熟しそうだぞ》

《じゃあ範はん囲い指定しておきましょう。熟すと虫が全部食べちゃうわ》

　と、その一見雑草にしか見えないそれは、夜になると小さな花を咲さかせるのだが、その花には希少な薬効成分が数種類含ふくまれている。ただ揮発性があり、花が開いた瞬しゆん間かんから薬効が拡散していく。しかし花が開く直前でないと薬効成分として変質しないので、採集のタイミングがシビアなのだ。その群生地を覆おおうように魔素の収束した結界が出来、そこからセイナへと霊れい糸しが繫つながった。

《使い勝手がいいからって多過ぎないか？》

　セイナからは既に蜘蛛の糸のような霊糸が何百本も出ている。それらが全て、薬草類の素材採集用の物なのだ。

《何処までも伸のびるし、誰だれかが引っかける事もないのですから気にしない事です。街中だって霊糸だらけよ。それよりも熟したら私の方で霊糸収納に入れておきますから》

《夜の採取だから、もし俺が寝ねていたらお願い》

《任せて下さい。それよりも種類の分からないものが結構増えましたから、また博物館に行って調べましょう。あそこ、楽しいですし》

《俺もあの博物館好きだな。一日居ても飽あきないしな》

　博物館は有料なので、ある程度纏まとまった段階で行くのだ。セイナの目の前には魔素の中空モニターが起動し、霊糸収納に入れられている物の分類別フォルダーがあり、未分類のフォルダーを開くと、収納物の写真がサムネイル状態で並んでいる。

《それでもなかなか追いつかなくなってるな。霊糸収納にはいくらでも入るし、採集も簡単だからって、溜ため込みすぎじゃないか？》

《億単位の借金なんですから、少しでもお金になる物は、片っ端から採取しておくべきなんです！》

　金銭関連となるといきなり口調がきつくなるのは、霧きり恋この影えい響きようだろう。これもセイナを思うからこそなので反論はしないが、夜中、セイナに施ほどこされた契けい約やくの借金数字が減っていく度たびに、楽しそうに笑っているのだけは止やめて欲しかった。

《……億か……》

　バリガルがその請せい求きゆう書を持って来たのは、セイナが目覚めて十日目の事だった。








７「籠かごの中の鳥は？」









　十日前のバリガル邸てい。

「熱が収まったせいか、肉付きが回復してきましたね」

　朝食を終え、片付けを手早く済ませたナナは、セイナの額を見つめホッとしたように言った。セイナの食しよく欲よくも、量こそまだまだ多いものの回数は日に三度となり、食事も食堂で取るようになっていた。

「体調や気分に変化はありませんか？　魔ま素そ強化されていますが、長く寝たきりでしたから、起き上がっての活動には慎しん重ちようが必要ですよ」

「まあ、色々と心配を掛けたけれど、身体を動かしていた方がいいみたいだ。もう以前と変わらない感じで動けるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そうですか……あっ、マスターのお帰りです。失礼しますね」

　と、ナナはサッとセイナに一礼をし、そそくさと玄げん関かん方へと向かう。バリガルの帰宅を示すドアの開く音がしたのは、それから数分後だ。

《本当に耳がいいですよね》

《あれで随ずい分ぶん苦労をさせられたよな》

　比ひ較かく的てき閑かん静せいな住宅区画だが、朝は意外と人通りが多く、それなりの賑にぎわいがある中で、バリガルの足音を数十メートル先から聞き分けるのだから大した聴ちよう覚かくだ。

　──これも愛？

　などと言うと、有能な変態さんへの生いけ贄にえにされそうなので、もちろん口にしない。

「おお！　ほんの二日程見ない間に、顔は元通りに肉が付いて来たな。身体の方はどんな感じだ？」

「こんな感じで」

　袖そでをまくって露ろ出しゆつした腕うでは、かなり肉付きが改善され、減量したボクサーのような感じだ。以前は服を着ていても違い和わ感かんがあったが、もうパッと見では問題ない。

「だが首の辺りは少し細いし……顔はまだ少し違和感が見えるな。もっとも毎日間近で見ているからだろうがな」

「食事の回数が落ち着いて来たので、ナナの持っていた認識障害のアーティファクトを付けて、少しずつ町中を紹しよう介かいして貰いたいと思っているんですが？」

「ガハハハッ！　この家の中だけじゃ飽きるか。まっ、体調に問題が無いのならそろそろ慣らしてもいい頃だろうな。丁度、小こ僧ぞうの借金についての明細が揃そろった所だから、いい機会だ。小僧の部屋で話をしよう」

「ああ、その前に、トイレに」

「ガハハハッ！　そっちも順調のようだな。上で待ってるからゆっくりでいいぞ」

　セイナはバリガルの声を背中で聞き、そのままトイレに直行し、用を済ませて二階へと上がる。

　バリガルはテーブルに小冊子と小箱を置いて待っていた。

「こいつは魔素の流れを計測するものだ。先まずはこいつを指に塡はめてみろ」

　バリガルが小箱から取り出し、手て渡わたしたのは小さな魔ま結けつ晶しようの付いた指輪だ。

「いくつか魔法について教えたが、色々と試ためしてみて、使えたか？」

「ええ、まあ。生活魔法程度ですが」

　さすがに魔素体関係の高度な魔法は秘密だが、簡単な物であれば、ナナにも内ない緒しよにしなくても構わないので、風ふ呂ろ場ばとかで堂々と実験をしていた。特に入浴が出来るようになってからは、浴よく槽そうの中でお湯をコントロールして、色々な形にする訓練がセイナのお気に入りだった。

「ならこいつをつまんで魔素を充じゆう塡てんしてみろ」

　バリガルが差し出した小箱の中には、宝石のように慎重に収められた五つの魔結晶が入っていた。実際に、黄色みがかった透とう明めいの層の中に、高級な濃こい赤色の珊さん瑚ご玉のような魔結晶は、宝石かそれ以上の扱あつかいをされている。

「一応どの程度の魔素量があるか計測する。でないとどう対処すればいいのか対策が立てられんからな。普ふ通つうの人間なら最初をフルに充塡出来れば魔法使いとしての素質がある。二つ目なら初等級魔法使い。三つ目なら中等、四つ目で上等で五つなら特等級だ。魔法を使う要領で、そいつに魔素を入れるイメージを持ってみろ」

「はい」

　セイナは最初の魔結晶をつまむと、そこに魔素を流入させる。と、指輪の魔結晶が薄うっすらと赤く光り始めた。

「ほお、一発で成功か。よしよし、そのまま充塡を続けるんだ」

　バリガルはにこやかに肯うなずくと、小冊子に何やら書き込み始める。

「……ん？　おい小僧充塡はまだ終わらんのか？」

「ええ、まだ入って行きますね。少し重い感じはしますが……」

「おいっ！　ちょっと待て待て！」

　バリガルは小箱の蓋ふた部分に収納されている、表が黄色みがかったプレートを取り出すと指輪に当ててあんぐりと口を開けたまま固まった。

「ど、どうかしましたか？　何かまずい事でもあったんですか？」

「こ、小僧……お前が何をしでかしたか言ってやろうか？」

　呆あきれ顔のバリガルにセイナは気まずそうに小さく肯いた。経けい緯いから推察するに、あの指輪は魔素量をチェックする物なのだろう。

「小僧はこの魔結晶の価値を二十倍程ほどに上げちまったんだよ」

「……え？　上げた？　下げたんじゃなくて？」

「本来こいつに入る魔素量は二万程だ。それが小僧が入れた魔素量が二十万ちょい……明らかに多いな」

「多いですね……あっ、もしかして純結けつ晶しよう化したんですか？」

「部分的にだろうがな。どちらにしろ純結晶化が出来るとなると、面めん倒どう事が増える……小僧、いっそ貴族の子飼いになった方が稼かせげるぞ？」

「うっ……それは勘かん弁べんして欲しいのですが……」

「既すでにこの段階で魔素量のみなら上級ランク……三等級か二等級魔法使いだからな。これは魔素を察知させん魔道具が必要だぞ。もちろん小僧自身も人前での充塡や、魔法を使う時に注意が必要だ。とにかく普通の魔法使いが使える魔素量というものを知って、加減が出来るようにしないと、高位の魔法使いや狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者には確実に怪あやしまれるぞ」

　バリガルは小冊子に二つ程項こう目もくを付け足す。もちろんそれはセイナの借金だ。

「いろいろとお手数をおかけします……」

「さっき充塡が重くなったとか言っていたが、次の魔結晶では、試しにその時点で止めてみろ」

　セイナは次の魔結晶で試した所、明らかに流入が重くなった時が、その魔結晶の上限だという事が分かった。

「ふむ……とにかくこれでうっかり過充塡で結晶化させる心配は無くなったな。小僧が純結晶化させちまった魔結晶は、代わりを用意するとして、その差額はちゃんと借金から引いておくから安心しろ」

「……というか、いっその事、こいつを全部純結晶化してしまった方が借金返済になるんじゃないですか？」

「それはそれで実に魅み力りよく的な提案なんだがなぁ……純結晶の取引は軍事品扱いなんだよ。通常結晶なら造れる奴やつはそこそこ居るから、個人で持つ分には外見上バレないだろうが、流通は監かん視しされてて、売買には鑑かん定てい書が必要だ。俺もこの小さな一個位なら何とか誤ご魔ま化かせるが、全部となると出所を探さぐられる。それとも貴族の所へ行くか？」

　バリガルは真顔だ。恐おそらく借金回収の一番の近道なのだろう。

「諦あきらめます」

「ガハハハ！　残念だったな……それでだ」

　バリガルは小冊子をスッとセイナの前に置く。

　そこにはセイナの搬はん送そう費から治ち療りよう費、セイナの看病をした間の仕事の補ほ償しよう関係、この家の購こう入にゆう費ひの一部、偽ぎ装そう工作関係の費用や関係各所への賄わい賂ろ等、詳しよう細さいな費用が数ページにわたって書き込まれているが、そのどれもがかなりの高額な数字だ。一応、ナナにいろいろと物価関係を聞き、だいたいの目安で数字を那な由ゆ多たに変へん換かんして貰もらっているが、

「３億１３４４万エン、ですか……」

　それは絶望的な、地球で言えばサラリーマン生しよう涯がい賃金とか言われる数字だ。ここが銀河連盟で霧きり恋こがいれば即そつ金きん、即そく精算が可能だが、それは無い物ねだりだし、そもそもセイナは自分の貯金額を知らない。

「ガハハハッ！　そんな絶望的な顔の小僧に良い知らせだ。ラージキメラの姿見化が決まって最低落札額の予想が出た」

「やはり剝はく製せいにされるんですか？」

「そちらの方が圧あつ倒とう的に高いからな。それで金額だが、１億２０００万から始める。予想では３億は超こえるだろうとの事だ。最低でも小僧には税引きで３千２００万、その他の素材等を含ふくめれば５０００万程が手に入る。上限予想なら９０００万程だな」

「借金総額が凄すごいので、あまり実感がありませんが……確かに凄いですね。でも今回限りの特別ボーナスって感じですから、嬉うれしいのやら悲しいのやらですが……」

　ラージキメラを数体倒たおせば、などと思うのは浅はかだ。金のように単価が固定の物ならばいいが、数が増えれば稀き少しよう価値は落ちるものだ。数体狩かれたとしても、恐らく次はその半値がいいところだ。

「小僧のそういうしっかりとした所は良い資質だが、俺としては見積もりが安かったと後こう悔かいしているところだぞ。これならあと１億２億上乗せしてもよかったかもしれんからな、ガハハハッ！」

「そんな額が乗ったら、本当に返しきれませんよ」

「小僧が純結晶化させちまったこの魔結晶、ギルドでの販はん売ばい価格なら４００万は下らんだろうな」

　顔を顰ひそめるセイナに、バリガルはニンマリと笑えみを浮うかべる。

「えっ!?」

「もちろん買い取りとなるとその六割程だが、さっき言ったようにこの魔素量ともなると軍用、大商用の領域となる。領主館のド派手な無む駄だ遣づかいの極きわみ、その照明をこいつ一つで五日位は保たせられる。魔素をフル充塡するだけで２００万ってとこかな」

「じゃあ月の照明代が１６００万ですかぁ!?」

　ちなみにこの星は40日を一カ月とし十カ月、最後の月のみ端は数すうの22日、一年が３８２日だ。つまり一年のライトアップ照明代が１億５０００万程となる。

「小僧に貴族の子飼いになるかと聞いた意味が判わかったか？　まあそういう事だから、小僧の借金が何な故ぜそうなるか、１億２億の上乗せを言った意味も理解出来ただろう？」

「はあ、そうですね」

　魔結晶なら金と同じ、価格の変動は無いだろう。魔素充塡も今後まだまだ貴族や商人相手の消費が増えるのであれば同じだ。こちらに関しては、素す性じようを公開すれば確実にいい金稼ぎとなる。

　セイナのサラリーマン生涯賃金レベルの借金が二年程で返し終わる計算だが、その後の自由は無くなる。だが狩猟冒険者なら自由はあるが、借金返済にどれ程かかるのか想像も付かない。それでもこの額が命の値段と考えれば致いたし方ない。

「さて、これから小僧には契けい約やくの呪じゆ縛ばくを受けて貰う事になる。こいつは前に話した借金奴ど隷れいの一種だが、行動の自由が保障され、契約者に対する服従は任意となる。つまり借金を返す意志があり、定期的な返済をしていると契約者が認めている限り、一いつ般ぱんの人間と同じく行動に対する制限が無く、位置の特定を受けない。何ど処こでどういう行動をしようと一いつ切さい関知されないという訳だな。もちろん小僧なら、こんな縛しばりは必要ないだろうが、逆にこいつは小僧の身を守る為ためだと考えてくれ」

「身を守る？」

「面倒なのがうろついてもいるしな。小僧の意志とは関係無しに、トラブルに巻き込まれたりすれば助けに行かなきゃならん。何しろ小僧は俺にとっての財産だからな、ガハハハ～～！」

《高額借金だから、逃にげないか心配するのは当然でしょう。前もって説明するだけ誠意があると言えますね》

《飼い犬や飼い猫ねこにＧＰＳ埋うめ込む感じだな》

　それでも確かにそうしたい気持ちは理解出来るし、当然の措そ置ちだと納なつ得とくも出来る。

「分かりました。了りよう解かいです」

　セイナの悪運センサーには嫌いやな感じはない。迷う事無くＯＫした。

「よし。では最後の所に血を少し垂らして契約完了だ」

　針で指を突つき、血が仁じん丹たんほど出たらそれを契約書の印の所に付ける。と、魔ま法ほう陣じんのような物が浮き出てセイナの手に巻き付くように消えた。

「これは？」

「契約書を形として残すのは危険だからな。小こ僧ぞうと俺の身体からだに移したんだ。お互たがいの契約書はリンクしていて借金の返済があれば同時に数字が減って行く。これでお互いに数字を誤魔化せないし、記き憶おく違ちがいも無くなるという訳だ」

　と、見せられた冊子に書かれていた文字は全すべて消えていた。

「まあ額も額だし、いちいち計算しなくて済むから楽だ。まあ頑がん張ばって完済してくれ、ガハハハッ！」

　こうしてセイナは億単位の借金持ちとなったのである。

「契約が成立した以上、出来るだけ小僧の意思は尊重する。ここで引き籠こもりも精神的に辛つらかろうから、明日までに擬ぎ装そう用魔ま結けつ晶しように、必要な魔法を追加して渡わたしてやる」

「えっ!?　じゃあ！」

「ついでにナナが何処を回っていたか案内させるから、色々と見て来るといい」




　翌日、朝帰りをしたバリガルから、セイナは擬装用の魔結晶指輪を受け取った。それと一いつ緒しよに当日のお金と臨時の身分証明もだ。

　外出用の衣服は前日にナナが用意してくれている。上から下までごく一般的な中古の衣い装しようで、若じやつ干かんくたびれた感がある、目立たない物だ。だがそれも気にならない程、セイナはウキウキしているのだ。もちろん外を彷徨うろつく以上、確率の偏かたよりには気を付けなければならないが、前夜、那由多と色々と対策はしている。

「小僧の場合、ナナとは違ちがって身長はそのまま、声も同じだから、偽装の魔法は相当強固だ。それこそ細かな身体検査をされてもバレる心配はないから、思いっきり楽しんで来るといい。図書館への入館も問題は無いようしておいた」

　擬装用の魔結晶指輪を渡され、それを塡はめる、起動を意識すると元の状態のセイナの姿へと変化する。姿見で衣装の確かく認にんをして、魔素の可視化をしてみる。

《確かにかなりしっかりした感じですね》

　顔を近付けて見ても、偽装された部分がかなり濃こく、キチャの偽装とは段だん違ちがいだ。手で触ふれると、ちゃんとした感かん触しよくもあり、触れられた感触もある。

「ありがとうございます。色々と見てきますよ」

「ではまず、私がいつも回っていた場所を一周してみましょう」

　ナナの案内で外に出たセイナは、まず思いっきり伸のびと深呼吸をした。何しろ久しぶりに全身に浴びる太陽光と朝の空気だ。風か邪ぜをひいて身体を拭ふいていただけだったのが、お風ふ呂ろに入れた時のような感じだ。

　ナナと連れ立って歩き始め、静かな住宅街から表通りへと下り出る。

《これでこそ異世界ですよね》

　表通りは山の外周に沿って螺ら旋せん状に上や下に向かう道路で、貴族、商人、乗り合いの各種馬車が運行している。

　馬車はしっかりとしたサスペンションにゴムの車輪で、石いし畳だたみでも音は殆ほとんどしない。車体も木の枠わくのみから、意い匠しようを凝こらし、何色もの漆うるしのような光こう沢たくのある塗と料りようを塗ぬって装そう飾しよくした物など様々だ。

《あれは広告とか商店名なんでしょうね》

　馬車には画えや文字が書かれた看板のようなものを付けている物もあり、簡単な文様のような物が描えがかれていたりもする。この辺りは中世ヨーロッパ風ファンタジーとは違う所だが、牽ひき馬の種類は様々で、四足の動物や二足の動物もいる。四足は馬のような系統、犬に似た系統、重量物を運ぶゾウガメに似たものもいる。二足は鳥に近い恐きよう竜りゆうタイプだ。長毛短毛、甲こう羅らや硬こう質しつ化した皮ひ膚ふを持つものなど、こちらも多種多様で、飾かざり布や、中には部分的に甲かつ冑ちゆうを付けているものも居る。これも貴族や商人タイプの馬車に多い。

「魔物化すると凶きよう暴ぼうになるのが居るって聞くけど、ちゃんと人の言う事を聞くんだね」

「ああ『騎き獣じゆう』の事ですか？　幼生の頃ころから仕込んだり、隷れい属ぞくの首輪、エンシェントタイプは結構人に慣れますし、雌めすだけ、子供の時だけとか、個体差も意外と大きいんです。調教師の秘伝もありますから、本当に色々ですね。もちろん暴れ出して討とう伐ばつされる事も結構あります」

「そ、そう……結構あるんだ」

《騎獣というんですね。では牽いている車は騎き車しやかしら？》

「このような町中で使し役えきする騎獣なら滅めつ多たな事はありません。ただ中央から離はなれると、調教不足や途と中ちゆうのもの、使役に向かない魔物を安くて力があるという理由で安易に、強力な隷属の首輪のみ使う、質たちの悪い業者も多いですから、暴走事故も出て来ます。魔結晶動力を使った自動車もありますが、ここは坂道ですし、重量物を運ぶにはトルクが足りないそうです」

「なるほど……うっ!?」

　と、いきなり歩く男達が歓かん声せいや口笛を吹ふき始めた。彼等が見ているのは、どこかの遊園地のパレードと見み紛まがうような、派手な装飾がされた大型の騎車と、それに続く騎獣に乗った執しつ事じ服のような制服を着た男達だ。

「ああ、あれは娼しよう館かんの宣伝車ですね」

　大型の騎車はオープンタイプで、そこには十名近いナイトドレスのような、胸や肩かた口ぐちの開いた衣装の美女達が、笑えみを浮かべて往来の人々に手を振ふっている。人種も様々だが、全員が目を惹ひく色っぽい美女ばかりだ。

《まるで花魁おいらんの練り歩きですね》

《どう考えても、日中の町中で見せていいようなものじゃないと思うけど……》

《でも結構、街の人は好意的な感じですよ？》

　もちろんその宣伝車を嫌けん悪おしている様子の者もいるが、多くの人達が、それこそちょっとしたパレードでも見るような風に、手を振り返している女性も結構居る。

「こんな町中でああいう宣伝って、問題にならないの？」

「ここの娼館はいろいろと発展して、今は総合娯ご楽らく施し設せつになっているんです。さすがに子供はダメですが、女性も楽しめるようになっているんですよ」

　と、ナナが視線を向けた先には、今度は男装した女性達の乗った騎車が近寄って来ている。その後もちょっとした舞ぶ台たい俳優達の乗る騎車と、確かに総合娯楽施設の宣伝パレードといった感じだ。

「ん!?」

　と、セイナは視線を二つ感じて振り返る。だがいつの間に集まって来たのか、かなりの人混みで、その視線が誰だれのものかは分からない。

《セイナさん。霊れい糸しが》

　魔素を可視化すると、確かにセイナの身体に見慣れぬ霊糸が一本付いている。

《何かされたのか!?》

《慌あわてないで、パレードの騎車を見て下さい》

　那由多の言う通りに再びパレードの騎車に視線を移す。と、

《……なんだぁ!?》

　騎車に乗る美女や俳優達に、見物客からの伸びた凄すごい数の霊糸が繫つながっていた。それは船の見送りで使う紙テープのような感じで、それが付いたり消えたりを繰くり返しているのだ。

《見た感じの印象ですと、その人が強い興味を持つと、その対象に霊糸が繫がるようですね。多分無意識なんだと思いますが……》

《そんな時にまで霊糸が……。なるほど、『魔法はイメージ』って事か。これってまさに『赤い糸』だな》

《セイナさんに付いていた霊糸、相手はキチャです。近くにもう一人、木の上で監かん視ししていた男もいますが、こちらからは霊糸は伸びていないんです》

《視線を二つ感じたのはそれか……でも霊糸は一本だけ？》

《もしかして霊糸が繫がらないようにしているのかもしれません。もちろん見えているという意味ではなく、要はプロが気配を殺すような技術と同じで、結果的に霊糸が繫がらないという事なのでしょう。考えてみれば、ナナからは霊糸は伸びていませんでした》

《ナナ怖こわっ！　でも……だとしたら、可視化は万能ではないって事だ。安易に頼たより切りになるのは危険だな》

　目に見える情報に誤りがある、これは実に危険な事だ。目に見えると、その情報を盲もう信しんしがちだからである。その能力がチートである故ゆえに、落とし穴は深く致ち命めい的てきだ。

《その中で視線を二つ感じたというのは凄いですね。それも確率の偏り故の経験なんでしょうね》

　ただし、その対象はあくまで、悪意とか危険な場所とかのマイナスの感情であり、好意とかの感情の経験値は驚おどろく程ほど低いのが悲しいところだ。

《キチャが居るとすると、警けい戒かいは必要だな。特にナナの行動ルートがいつも同じコースなら、それを知られていると考えた方がいい。何か仕し掛かけて来るかもしれないぞ》

《了解。魔素の監視は私が受け持ちます。セイナさんはいつも通りの勘かん頼たより、その二面で警戒をしましょう》
















　これが本来、人とＮＢの理想的な協力態勢だ。

「……ナナ、そろそろ行こうか」

　パレードはまだ続いているが、ナナと共に移動を再開する。

　騎車が通行する大通りには、驚いた事に横断用の広い地下通路があり、そこを通って反対側へと向かった。騎車の通りはまばらで、間を通り抜ぬけるのは苦ではないが、時として大規模な商隊や軍、朝や夕方のラッシュ時には長く封ふう鎖さされる事への配はい慮りよだ。




　次に出た通りは高級商店街だ。山の都市は棚たな田だのような形状で家を建てている。その為ために平地部分は家の三軒げん分程だが、ここは珍めずらしくかなり広い平地で、ちょっとした公園となっている。人々と魔物の戦い、ドラゴンスレイの様子なのだろう、それを象かたどった彫ちよう像ぞうの噴ふん水すいと水路、咲さき誇ほこる花々。ちょっとしたお茶や食事は屋台のような店ではなく、ちゃんとしたオープンカフェがいくつか併へい設せつされていて、通りすがりに〝顔見知り〟のメイド服のウェイトレスに手を上げて挨あい拶さつをする。

「セイナさん、彼方あちらのウェイターの方にもお願いします」

　もちろんそれらは、セイナに化けたナナの顔見知りだ。会えば会え釈しやくをする程度の、仕事で色々と話し込むような知り合いは居ない。浅く広く、といった感じだ。

　しかし実はこれが一番の問題なのだ。セイナはもともとあまり人付き合いをしない、というより避さけられていた為、人と関かかわらないよう生きて来た。だがそれは子供にとっては迫はく害がいにも等しく、心ならずもその相手を憎にくむ事もある。だから人の顔を覚えないように努力して来たせいで、一見で他人の顔の特とく徴ちようを区別する能力が低いのだ。

《大だい丈じよう夫ぶよ。その為の私なんだから》

　以前はそのような補ほ佐さはＮＢの役目だったが、今は那由多だ。だがそれに何時までも甘える訳には行かない。これも訓練の一つとして相手の顔を覚えようと努力する。もちろん危険に対する警戒も忘れない。

《あの前の水路の小橋、嫌いやな感じがする》

《正解。何かのトラップだと思います。霊糸が繫がっていますから、自動起動じゃなくコントロールするタイプでしょう》

《まあ、他ほかにも人が通るんだから当然だな。でもどうする？》

　ここはナナの通り道らしく、彼はどんどん進んでいる。

《俺の姿を人に印象づける為に、同じ場所を毎日通る必要があるのは分かるけど、それってトラップを仕掛ける相手には絶好の機会を与あたえるのと同じだからなぁ……。いきなりコースを変えると不ふ審しんがられるだろうし、ナナに説明をするのも難しいし》

《霊子収納を使ってみましょう》

《おいおい、そんな物……》

　と、範はん囲い指定したトラップが消えた。

《……入るんだ。マジ？　レジストも無し？》

《意外とこんなものなのかもしれませんよ？　使っている人の程度の問題かも知れませんが、そもそもセイナさんの能力も上がっていますし、私達は目で見えるというイメージの確定的な強さというのを過小評価しているのかもしれません》

《確かに……それは言えるかもしれないな》

《ちなみにさっきのトラップは……》

《ちょっと待った！　解かい析せきしたのか？》

　セイナはもともと『鑑かん定てい』系の魔ま法ほうがあまり好きではない。もちろん全すべてではなく、それが人に対するものである場合は、ちょっとした嫌悪に近い。

　自分を害しに来る相手ならばまだしも、そうでない相手を積極的に鑑定するのは、いきなり懐ふところを漁あさって身分証明を覗のぞき見したり、財さい布ふの中を物色するに等しい行こう為いだ。魔法の解析にも問題がある。アーティファクト魔法など、それで商売をする人間にとって、解析行為はまだしも、それを勝手にコピーして金に換かえる行為は窃せつ盗とうと同じだ。

《分かっています。しかし相手の意図を探さぐる為なら構わないでしょう？》

《こういうのはだんだん無神経になりがちだから気を付けてくれよ。特に後で行く図書館は気を付けるように。内容を安易に全コピーなんかしてくれるなよ》

　グレーゾーンが広いだけに、慣れてしまうと鑑定をする事自体に疑問を感じず、逆にその行為を正当化する為に、恐おそろしく傲ごう慢まんな自己ルールを作りがちになる。もちろんその危険性はセイナ自身にも当て嵌はまる。それをセイナは恐れているのだ。

《はい、気を付けます。それでさっきのトラップは、自分の本心を口にする、思考誘ゆう導どうタイプのものでした。セイナさんの正体を、ここで周囲にぶちまけさせる目的かと》

《……そのトラップに名めい称しようを付けるなら『王様の耳はロバの耳』だな。でもトラップなんて収納してるのって、うっかり事故でも起こしそうで嫌だな》

《解除処理は可能です。その為の解析ならＯＫですか？》

《ああ、今回に関しては違い法ほうトラップだからな》

《でもこれは、ちょっと違ちがう使い方をしましょう♡》

　と、那由多が実に悪い顔をした次の瞬しゆん間かん、

「コッ、ココココ、コーネリアさん、俺と結けつ婚こんして下さい！」

　そうオープンカフェの方から若い男の声がしたのだ。

《なんだ？》

　何やらカフェのテーブルに座っていた若い男が、いきなり立ち上がって少し離はなれた席にいた女性に駆かけ寄りプロポーズをしたのである。見ると若い男には例の『王様の耳はロバの耳』トラップが……。

《まさか、お前っ!?》

《なかなかいいリサイクルだと思いますよ？》

《ちょっと待て！　別の席同士って事は、男が彼女に片思いパターンじゃないのか？》

　それが男の本音だとしても、相手の女性側の状じよう況きようは分からない。プロポーズ寸前のカップルなら一いつ緒しよの席だろうし、そうじゃないとすれば、セイナの長い霧恋への片思い歴しかない、実に乏とぼしい恋れん愛あい知識で想像するならば、男が片思いをしていて、そっと近くでストーカー、もとい、見ているだけの状態というパターンしか思い浮うかばない。

《いきなり知らない相手にプロポーズなんかされたとしたら、女性の方は……》

「嬉うれしい！　やっと声を掛かけて下さったのですね。しかも、しかも……少し驚いていますが、もちろんお受けします！」

　と、曰のたまいやがったのである。そして周囲にいた同じ目的の男達の、絞しめ殺さんばかりの視線が集中、もちろん霊糸もである。まあ、他の者にすれば、抜け駆がけされてうまく行ってしまったのだから『爆ばく発はつしろ！　もげてしまえ！』であろう。

《あ……あれ？　相思相愛？》

《ちゃんと二人共、ぶっ太い霊糸がお互たがいに付いていたのは確かく認にん済みですよ？　でなければそんな暴挙に出る訳が無いじゃありませんか》

《……うん。まあ、それなら良かった……のかな？》

　幸せそうなカップルとなった二人と、泣き崩くずれる男達。既すでにやってしまった事実は消せない。釈しやく然ぜんとしないモノを感じつつも、それを出来るだけ表情に出さないよう努力し、セイナはナナと連れ立って小橋を渡わたり切ったのである。




　それからセイナはナナに連れられ、町のあちこちを回った。下町に入ってからは町中にある小さな商店、屋台、意外に挨拶を交かわしたのが多いのが職人の店だ。日本では見る事の少なくなった、使い捨てするような日用品の修理リサイクル販はん売ばいをする店で、衣服なら帽ぼう子しから靴くつまで、靴下や手て袋ぶくろの専門店もある。包丁や鍋なべにヤカン、狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者の使うキャンプ用品などの修しゆう繕ぜんもしている。

「狩猟冒険者達の装備はここで？」

「武器や防具はまた別の場所です。キャンプ用品は狩猟冒険者用ではなく、日用品の部類に入りますし、ちょっとした修理はこちらの方が早くて安い事もありますから、お金がない人なんかは、こまめにあちこち回って安くあげようとしますね」

　そういう職人達は、通りに面した大きな窓や、板戸を完全に開け放って作業をしているので顔を合わせ易やすく、気さくに挨拶も返してくれる。

「それに引退した職人さんでも、趣しゆ味みで続ける人は居て、とんでもない名人も多いですから侮あなどれませんよ」

　アパートの前に大きな長なが椅い子すや縁えん台だいを出し、日がな一日、孫と日向ひなたぼっこに興じつつ作業をしているかなり老ろう齢れいの職人も多い。

「作業も全体でなく、剣けんであれば柄つかの握にぎりの調節のみとか、鞘さやの口金の取り付けとか、もっと細かいと、刀身に魔法文字を彫ほり込む時の、特定の一文字だけを専門にする方もいらっしゃいます」

「一文字？　それが結構重要だったりするって事？」

「うまく耐たい久きゆう性を残しつつ彫り込むのが難しいそうです。剣の刀身ですから、どうしても消しよう耗もうしますし、傷も付きます。その部分を潰つぶしてしまうと、魔法効果が半減するといいますから、特等クラスの狩猟冒険者が大枚はたいて、指名でお願いする職人さんも居るそうですよ」

　ちなみにキチャ達は執しつ拗ように後を追いかけ、トラップを仕込み、それを片かたっ端ぱしから霊れい糸し収納されていっている。もう何やらコメディー映画のようだ。

《まったく『王様の耳はロバの耳』『捕ほ縛ばく』『懺ざん悔げ』『改心』『心しん酔すい』？　それにとうとう『犯罪』だなんて……こんな街中で正気なのでしょうか？》

　トラップの内容がだんだん過激になって行く。失敗続きで腹を立てているようだ。

《それとなくナナに聞いたけれど、トラップ魔法って普ふ通つうに買えるらしいんだけど、本来は街中で使うのは違法なんだそうだ。色々とリサイクルしちゃったぞ》

『王様の耳はロバの耳』はオープンカフェのプロポーズ男や、ねちっこく交際を迫せまる客じゃない男に言い寄られていたウェイトレス。『捕縛』はセイナの定番、落下して来た植うえ木き鉢ばち。『懺悔』はケンカをしていた子供達。『改心』は子供の店番中を狙ねらい、無茶苦茶値切っていた金持ちそうなオバサン。『心酔』は御ぎよ者しやを舐なめているのか、道行く女性の匂においばかり嗅かいで、しかもお小水をジョビジョバし、その場を動こうとはしない変態馬がいたのだが、それがナナを見た途と端たんに大興奮、こちらに垂れ流しつつ突とつ進しんして来て危険だったので、その馬と御者に。

《そのジョビジョ馬バは『去勢』って書き換えるべきでしたね》

《誰だれがうまい事を言えと？》

《大丈夫ですよ。さすがに『犯罪』は別のものに書き換えますが、そもそもこのトラップを買ったのは私達ではありませんから、問題無しですよ。いっそあの男に『懺悔』でも仕し掛かけてやりますか？》

《お前ね……》

《ああ、私とした事が……どうせならあのジョビジョ馬の『心酔』相手をあの男にするべきでしたね》

《クッ!?　それは……それは実に魅み力りよく的な提案だけれど、御者の人に迷めい惑わくがかかりそうだから却きやつ下かだ！　とにかく他人にリサイクル禁止っ！　やはり人の感情が霊糸で見えるからといって、そこに干かん渉しようするのはダメ！》

　自身の行動を妨ぼう害がいされたとなると、その飼い主である御者の人にどんな無理難題を言うか分からない。他の人達の場合も、うまく行ったようで、後でどんな不利益があるかは分からないのだ。『禍か福ふくはあざなえる縄なわのごとし』善意の行いが、その人にとんでもない不幸をもたらす事もある。相手の事をよく知らない人間の干渉は慎つつしむべきであり、霊糸が見えている事での、表面上での思い込みも危険なのだ。特に安易にセイナが関わる事が一番まずいのである。

　とはいえセイナも、ついジョビジョ馬がキチャに心酔している光景を想像し、必死に笑いを押し殺している。

「セイナさん、もしかして退たい屈くつですか？」

「ああ、いや。その……色々な人の顔を覚えるのが少し苦手でね。少し頭で整理をしていたんだ」

「そうでしたか。ご主人様からは、ある程度覚えるまで何度でも付き合うよう言われていますので、お気になさらないで下さい。それに今までの顔見知りの方々は、あの場所でしかお会いした事がありませんので、何となくでもいいと思いますよ」

「分かった、面めん倒どうだけれどよろしく頼たのむよ」

　セイナはそう言いつつ、気持ちを静めようと大きく息を吐はいた。キチャの追つい跡せきとトラップも問題だが、そもそも知らない土地であちこち動き回る事で起こる、確率の偏かたより関係の回かい避ひに、思った以上に神経が疲ひ労ろうしているのだ。

「ではそろそろこの辺で切り上げて、図書館にご案内します」

「まだ全部じゃないようだけれど、いいの？」

「少しお疲つかれのようですから、座って落ち着ける方がいいと思いますし、それに私の方も少し用事が出来ましたので、また明日あしたという事で。お帰りのご予定などは考えておいででしょうか？」

「図書館の後は、そちらの都合に問題がないのなら、自分なりに少し回ってみたいんだ。人の顔を覚えるのは苦手だけれど、地理を覚えるのは得意なんだ」

「ええ、問題はありません。ご昼食は図書館にある喫きつ茶さ室がおすすめです」

　ナナは笑え顔がおでそう言ったが、耳に集中させている魔ま素そから、キチャ達をしっかり捉とらえている事が窺うかがえる。まず間違いなく、彼の用事はキチャ関係なのだろう。




「……これは、また」

　セイナはその建物を、正確にはその土台を啞あ然ぜんと見上げていた。古い石造りの豪ごう華かな建物を予想していたが、案内された場所はその予想の遥はるか上を行っていたのだ。

《巨きよ大だいな清きよ水みず寺でらですね》

〝平地がなければ造ればいいじゃない〟どこかの王おう妃ひ様の声が聞こえて来そうな、そんな感じだ。ローマの水道橋が幾いく重えにも並んだような土台に、その規模も豪華さも宮きゆう殿でんと言われた方が納なつ得とく出来る建物と庭園が建っているのだ。バリガル邸ていからは、山のほぼ反対側に在あった為ため、全く見えなかったのである。

「これが、図書館なの？」

「いえ。もともとは王宮殿だったものが、遷せん都となどの関係で色々と不要品などを置いて行く倉庫となっていました。しかし移動先から引き取りに来る筈はずだったのが、面倒で予算がかかるという事でそのまま放置。その後、必要は無いし、場所を取るし、かといって捨てるには先祖伝来でご先祖様に申し訳ないという物が、どんどんと不法投とう棄きされる場所となってしまいまして……後の管理を任された現領主の五代前のお方が、『いっそ博物館にしてしまおう。文句があるなら引き取りに来い』という事で……」

「それでこんな感じに？」

「思った以上に、収蔵品が多種多様で、元王宮という事もあり、国内外でも屈くつ指しの博物館となってしまい、観光の目玉にもなっています。収蔵品の中には多くの蔵書もありましたので、総合博物館のコーナーとして図書室が設けられているんです。これも国内最大クラスですよ」

　　　　×　×　×

　セイナはナナと別れ、バリガルに用意して貰もらった身分証で、入り口となっている通用門を通り、博物館内へと向かった。さすがに正面の通路は立ち入り禁止で、新年の時しか開かれない。そもそも正門を使えるのは国王、国こく賓ひん、或あるいは国の行事の時位で、他ほかは通用門を使っていたというから、かなり豪ごう奢しやだ。

　中に入ると、展示品の保護もあってか、ひんやりとして結構涼すずしい。

《意外と狩猟冒険者風の人が多いわね》

　当然、武装や甲かつ冑ちゆうなどは着けていないが、短たん剣けんなどは所持が許されているし、服装や顔の感じは一いつ般ぱんの人とは明らかに違ちがう。この世界に来て日の浅いセイナでも一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　内部はさすがに元宮殿という事でかなり広いが、装そう飾しよくは意外と質素な、かなり古い時代の戦う為のお城だ。もしかすると色々な調度品や木の内装とかで装飾するタイプかも知れない。

《さすがに国内最大……広いですね》

　それは建物の造りから考えて、巨大なホールを二階建てに分けた感じの図書室だ。さすがに蔵書の数は凄すさまじく、カウンターには多くの司書が居るし、配置も案内板で分かり易くなっている。本の劣れつ化かを避さける為か、窓は一部にしか無く、直射日光は本に当たらないよう、図書室の場所は太陽の軌き道どうの反対側だ。そしてここの最大の特色は、博物館全体に張られた翻訳結界だ。この世界は、基本、簾座の公用語が使われているが、古い文献などは色々な言語が使われている。それを自動翻訳してくれ、しかも文字が読めない人でも、ここならば全ての文字が分かるのだ。




《やっぱり無理そうですね》

　まず最初に調べたのは地図だ。だがちゃんとした広こう範はん囲いの国レベルの地図は軍事関連扱あつかいとなる為、一般の人が閲えつ覧らん出来るような所には無かった。古地図は文化財という事で、保護の観点から閲覧が出来ない。地理も都市の歴史に当たっても、せいぜいが何ど処こと何処が何処其そ所こで戦ったという文章のみで、あったとしてもほんの部分で、手書きの地図とはいえない覚え書きのような感じだ。

《中世時代って訳じゃないから、あると思ったんだけど……意外なのはこの都市の結構詳くわしい区画地図はあるんだよな》

　ただし一区画毎ごとの分ぶん割かつで、それも重要施し設せつ付近は抜ぬけている。基本的には全体像が分かりづらいという事だ。

《考えてみれば、広域の地図というものは、意外と普通の人達には必要な物ではありませんから。例えば日本にいた時、セイナさんだったらどういう時に使いますか？》

《ん？……そうだな。俺の場合は特別として……サイクリング、ドライブ、荷物の輸送とか……あれ？》

《知らない場所へ行く時、しかも長ちよう距きよ離りを移動出来る足がある場合に限られます。仕事で行くなら、新しい場所の開かい拓たくとかでしょうし、確実性を求めるのであれば、その地理に詳しい人を雇やといます。その土地の人に聞くとかもですね》

《そうなると意外に、置いてあるとすると狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者ギルド？　だけどそこもすぐにという訳にはいかないんだろうなぁ……》

《魔素球で色々と調べられればよかったのですが……》

《あの段階では仕方ないよ。それよりも薬草関連の資料を見たいな。上で手に入れた魔素樹のデータも無くなってるし、やはり狩猟冒険者は薬草採取が最初の依い頼らいだからね》

《いろいろと、申し訳ありません》

《フフッ、それって俺がいつも人に言うセリフだよね。でもこういうデータを足で集めるのもいいものだよ。それに俺が実際あの時採取した果物とか、データと比ひ較かくしたら結構、変種していたんだろ？　なら結局は調べなきゃならないのは一いつ緒しよだよ》

《魔樹は変異を起こし易やすいですし、惑わく星せいによっても、土地によっても植生が変わりますので、完全なデータというのは難しいですが、それでもあれば参考にはなりますから》

《無くなっちゃった物をあれこれ考えても仕方ないさ。何もない所から調べるのも、その土地や人を知る大事な機会だし、データが有り過ぎて振ふり回される事もあるんだ》

《……そうですね。ここにはちゃんとした標本が、かなり充じゆう実じつしているようですから、楽しみです》

《俺もだよ。でもくれぐれも室内ごとスキャンコピーはダメだぞ。身分証明が入館許可証と兼けん用ようで無料だけれど、一般の人は五〇〇〇エンの入館料が必要なんだからな》

　バリガルが用意してくれた身分証明は、準特権階級レベルの物で、国営管理の施設なら無料で、予約が必要な所でも空いていれば優先使用が出来る物だった。

《普ふ通つうは、だからこそ、って思うものなのでは？》

《そのお金がこの場所の維い持じに使われる事を考えれば、後の人間なんかどうでもいいって考えだよ。俺達より前の人間がそう考えていたら、下手をすればここは無いって事なんだから、無責任な事なんて出来ないよ》

《セイナさんのそれは、確かに正論だとは思うのですが……》

《お前が、お前の為に生きて行くなら、その〝賢かしこい〟やり方でいいだろうけどね。でも海かいやケネスを見ていると、色々と不安なんだよ。情報というのは手に入れた後、如い何かに使うかも大事だけれど、手に入れるやり方だって大事なんだ》

　情報とはそれを手に入れた段階で、それが何であるかを知っているものだ。だが那由多のやり方は多くの資料を一気に収集出来る代わりに、そこからの取捨選せん択たくに膨ぼう大だいな時間がかかる。そして一つ一つがどう必要か、如何に使えるかを判断するのにも時間がかかる。そして一番恐おそろしいのは、全すべてを手に入れた気になり、いざそれが必要な場面で情報に抜けがあると分かる場合だ。

　特にセイナの場合は、それが命に直結する事もあるので、一つずつ確実に手に入れ、確実に身に付けて行く必要があるのだ。

《でも、その為の私なのですよ？》

　本来、ＮＢとはそういった情報の収集処理が役目だし、そのスピードと正確さは人の比ではない。ましてや那由多は鷲羽わしゆう謹きん製せいなのだ。鷲羽のデータバンクとのリンクが出来なくなっても、基き礎そ的な能力は抜ばつ群ぐんだ。

《そうなんだろうけれど、まだお前との連れん携けいがうまくかみ合っていない気がするんだ。だから手に入れる情報は少ないとしても、ちゃんと共有しておきたいんだよ。お前の〝やり方〟に任せるのは、それが確かく認にん出来てからだな。いろいろと心配してくれるのは分かるけれど、少なくとも俺はそうやって生き残って来たからね。そのやり方を変えられるほど器用じゃないんだ》

《……そう、かもしれませんね》

《俺も確率の偏りなんてもので、人に迷めい惑わくをかけているんだけれど、それでも損得無しで助けてくれる人達だっているんだ。その人達の事を考えたら、無責任にはなれないよ……それとも気になる事でも？》

《いえ、確かにセイナさんの言う通りです。内部インストールタイプだと、以前の外部端たん末まつタイプより情報のやり取りが密になりますから。お互たがいの信しん頼らい関係がより大事となるのは確かです。ただ……気になる事があるとすると、今だにキチャの霊れい糸しが付いたままって事でしょうか？》

　　　　×　×　×

《活版印刷だから本の閲覧に人に付いて貰わなくていいのは気が楽だけれど、さすがに写真図ず鑑かんの類たぐいはまだ技術的には無理なんだな》

　キチャの霊糸は無視し、セイナ達は必要になるであろう、基本的な薬草類の図鑑を調べた後、次に標本のある部屋へと移動していた。

　セイナの目的の一つが狩猟冒険者となる事であり、『冒険者』の最初の依頼が薬草採取だというのが、物語の中の事だとしても、薬というのは、セイナにとって欠かす事の出来ない物だ。お金の節約と採集物の売買収益の為にも、使える薬草は採集出来るように知識を得ておきたい。もちろん食べ物としてもである。

《でも、挿さし絵えのレベルが本によってまちまちなのが面おも白しろかったです。中には凄すごくレベルの高い物もあって驚おどろきました……まあビックリする程ほど、下手なのもありましたが……》

《でも特とく徴ちようを伝えようとする気持ちは感じたよ。手配書の似顔絵なんて、意外と写真のようなリアルな物より、手書きのつたない方が発見率が高かったりするらしいからな。それに画えとして面白い物もあったから、手に入るなら欲ほしいな》

《図鑑というより画集のような感じですよね》

《霧恋さんが好きそうだからな。ここは図書館としても、色々と充実してて飽あきないよ。でもさすがに魔ま法ほう関連は、数が少なかったな。バリガルさんの身分証でも、希少本の部屋への入室は無理だったのが残念だけど、でも意外な本から意外な収しゆう穫かくがあったよな》

　それは『おもしろ魔法・百の謎なぞ』という、ちょっとライト系の本だった。

《あれは面白い本でしたね。ちょっとした逸いつ話わや考察を集めた娯ご楽らく本でしたが、発想が奇き抜ばつで、お母様を見ているようでした》

《想像の段階だけど、霊糸収納と同じ事を考えている人がいたんだな》

　その本には、魔法を利用した便利魔道具のようなコーナーがあり、転送ゲートを利用した無限収納庫というものがあったのだ。

《空想というものには限界はないという事ですね。でも……初級者向けの魔法の本は、同じ娯楽としては面白い物でしたよ？》

　那由多の口調は悪戯いたずらっぽく、口元は笑いを堪こらえた感じだ。

《娯楽だったらの話だろ？　空想の物語と教科書とは違うぞ。俺なんか『なんじゃこりゃあああああああっ！』って、古い刑けい事じドラマばりに叫さけびそうになったぞ。マジ完全、中二病の世界だよ。うん！　俺、あれ無理！》

　その本は初級者向けではあるが、ちゃんとした教本だ。その本には小難しい解説と共に魔法発動の為ための呪じゆ文もん用例集と、発動させる為の図が載のっていた。例えば風一つ起こすだけの魔法にも、十例程の呪文があり、そのどれでも風が起こせるし、起こせない場合もあると、大まじめに書かれてあるのだ。

　──風よ、吹ふけ。

　単純なのはこの程度から、


　──天と地を創造せし創世神、カヌカット・ナ・アスレオナ・ガリガルウストォー・アルバリカ・メタルマスの名をもって命願せし、そよぎ、吹き、荒あれ狂くるえ。我が願いに応こたえ、無空の刃やいばを生誕せしめよ。我の願いを叶かなえてくれたまえ！　頼たのむっ！



　長いとこんな感じで、最後が懇こん願がんになるという訳の分からなさだ。それ以外にも意味不明な造語や、先祖の霊に助けを求めるとか、両親に感謝を捧ささげるとか色々だ。

《風をイメージしたポエムもあったけど、最初の数文字で読むのを止やめたぞ。既すでにもう魔法の呪文じゃ無いんだからな。挿絵の説明だと風をイメージするいろいろなポーズがあって……そもそも手でパタパタ扇あおぐって、それって魔法か？》

　他ほかは変な踊おどり。風を表現する各種ポーズ。蛸たこ口ぐちで息を吹きかけるとか、吹き流しをいっぱい付けた衣い装しようでの、訳の分からない前衛舞ぶ踊ようまで様々だ。

《魔法と言うより祈き禱とうのようですよね》

《何も知らない状態でそんな事をやれって言われたら、速そつ攻こうで魔法を諦あきらめるぞ。小さな子供ならまだしも、俺の年ねん齢れいではハードルが高すぎるっ！》

　もし魔法学校というものがあり、そこで高校生位の生徒がこのような授業を受けているとすれば速攻で退学届けを出すだろう。

《クスクスッ。魔法をイメージして発動させるのが、普通の人にはいかに難しいかという事なのでしょうね。手でパタパタだって、明確なイメージをするなら意外と効果的かもしれませんよ？》

《これがかぁ？》

　セイナが軽く左手で扇ぐと、突とつ如じよ、一いち陣じんの風が廊ろう下かを吹き抜けた。

「きゃっ！」

　それは前の方を歩いていた女性達のロングスカートの裾すそを捲まくり上げ、ふくらはぎ辺りまでを露ろ出しゆつさせたのである。彼女達は恥はずかしそうに裾を抑おさえセイナの方を見たが、この場所が開放型の廊下で、セイナが咄とつ嗟さに顔を逸そらした事で、そのちょいスケベな犯人は自然の風だという事に落ち着いたのである。

《クスッ、ミニでなくて残念でしたね》

《……本を書いた人、バカにして、本当に申し訳ありませんでした》

　その後、ふと『真空切り』が出来ないかと考えたのは秘密である。

　　　　×　×　×

《驚きました……確かにここはちゃんとした入館料を払はらう価値があります。狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者が多いのも納なつ得とくです》

　植物の実物標本は閲えつ覧らん室で職員の同席でしか見られず、希少植物の標本は特別の許可が必要だったが、他の大陸の物を合わせると数十万点もの所蔵は世界最大だった。

《意外だったのは、一いつ般ぱんクラスの標本資料がセットで売ってるって事だよ。しかも一セット百種が百種類あって、それだけでも日常で使う主な種類がほぼあって、準希少種の標本までも入ってるってんだからなぁ……》

　司書の説明だと、この標本は地方の狩猟冒険者や魔法薬学ギルドに常備する、定番資料となっていて、これ以上のランクとなると、かなり上級専門の域へと入ってしまう。それらは強力な劇薬や毒物で、常習性のある麻ま薬やくもあり、採集自体も専門知識が必要な上、調合等で扱あつかうのには魔法薬学ギルドの四等級以上の資格が必要となるのだ。

《各種薬草を栽さい培ばいしている温室があるのも凄いですよ。種類は約八百種ですが、高い頻ひん度どで使われる上に、実際に採取をしようと思えば、かなり見つけるのが困難らしい物まで、その生体が実際に見られるというのは貴重です》

《魔物の標本や武器や防具のコレクション、罠わなや服装なんかの展示もいいよな。特に過去の、マジックボックスが希少だった頃ころの、有名な狩猟冒険者や魔ま導どう師しの装備展示は参考になるよ》

　霊糸収納や高レベルのマジックボックスがあると怠おこたりがちだが、装備類の必要優先順位が確認出来るのは、実に重要な機会だ。マジックボックスを持てない駆かけ出しの狩猟冒険者だけでなく、高レベルの者達でもその知識は参考となる。特にセイナにとっては、自身の知識とすり合わせが出来たのは大きい。

《少し遅おそくなったけれど、食事にして街に出よう。ここへは今後何度も足を運ぶ事になるだろうし、急いで確認したい事があるんだろ？》

　セイナは案内板で確認して置いた食堂へと向かった。

　　　　×　×　×

　食堂は一般と特権階級者が別となっている。図書館も特別の閲覧室という、司書が必要な本を持って来てくれる部屋があり、セイナの許可証はその場所を使える物だったが、さすがに秘蔵図書は借りられないので、一般で入場した。もちろんここでも特権階級の食堂へ入れるが、食事はちょっとしたフルコースで、しかも着き替がえの必要がある。貸衣装もあるらしいのだが、そんな食事は御ご免めんだった。

　嬉うれしい事に食堂には大型のマジックボックスが施し設せつされているおかげで、営業時間は開館から閉館まで。いつでも温かい料理が待ち時間無しで供される。

「やあ、久しぶり。僕の事を覚えているだろう？　ああ、僕は特等三コースね」

　食券売り場でセイナが精算をしようとした瞬しゆん間かんを狙ねらい、キチャが割り込んで来た。明らかに知り合いですよという風に、セイナに精算を押し付けようというタイミングだ。しかも注文したのはここで一番高い定食だ。

「すみません、どちらさまで？」

　セイナは自分の分ピッタリの金額を支し払はらい、自分の食券を受け取ってさっさとカウンターに向かった。

「……さっきのは取り消し。紅茶にしてくれ」

　ブスッとした表情で、一番安いメニューに変へん更こうし、セイナの後を追いかけて来る。

「いやいや、あの時の君は怪け我がで朦もう朧ろうとした感じだったからね。仕方がないよ。僕はキチャ、バリガルとあのラージキメラを討とう伐ばつした主力パーティーメンバーさ。ああ何だったら特別貴き賓ひん室へ行かないか？　僕はこう見えても色々と顔が利きくからね」

「ああ、思い出しましたよ。あなたの話は色々とバリガルさんに聞かされましたから」

「!?」

　キチャが怯ひるんだ隙すきに、セイナは窓まど際ぎわの、景色のいい場所へと移動した。

「いやいや、それは誤解なんだよ」

　一いつ瞬しゆん表情を歪ゆがめたが、すぐににこやかな顔で付いて来る。しかも座る瞬間に、サッと何気なくセイナのトレーの上からサンドイッチを一つ失敬しようとしたのを、セイナはトレーを移動させ、あっさりと躱かわす。

「……僕は君の事を色々と知ってるんだ。色々と、ね」

　腰こしを上げ、顔を近付けたキチャは思わせぶりに小声で囁ささやき、再びスッと姿勢を戻もどす。ついでにそっとサンドイッチに手を伸のばすが、もちろんセイナはその前にサンドイッチを摑つかむように防ぐ。もちろんさりげなく、だ。

「僕もバリガルの元で、いろいろと理り不ふ尽じんな仕打ちを受けて苦労してね……だから君の身の上を心配しているんだ。僕はさる貴族の身内でね。嫡ちやく子しというわけではないが……平民などよりもずっと大きな力を持つのは間ま違ちがいない」

「…………」

「警けい戒かいしているのかい？　だけど僕は確かに君の素す性じようを知っている……だからいろいろと帰れる手助けも出来るし、何かあった時にもいろいろしてあげられる。君は僕の手を取るだけでいいんだ。そうすれば君は自由だ」

　キチャは実に真ま面じ目めで誠実そうな表情で手を差し出す。その自然さは、人を騙だますのに慣れている感じだ。セイナは少し考える振ふりをして、

「……俺にはあなたの言っている意味が、よく分かりません」

　そう答える。もちろんその手を取ったりはしない。

《口と行動が一いつ致ちしませんね……というよりセイナさん楽しくなってません？》

　相変わらす水面下ではサンドイッチ争そう奪だつの攻こう防ぼう中だ。さすがにシチューには手を出さないようだが、一度セイナが口を付けたからなのか、或あるいは猫ねこ舌じたなのかもしれない。

「俺の魔素風か邪ぜをひく年齢が遅いというのなら理由は簡単ですよ。二度目だからです」

　最後のサンドイッチをセイナが口に、その攻防戦はセイナの圧勝だった。次はデザートの攻防戦だ。

「二度目!?　おいおい噓うそもいいかげんにしろよ」

「本当ですよ。一度目はまだ赤あかん坊ぼうの頃だったそうです。まあ、それが魔素風邪なのかどうかは確信がなかったんですが、この図書室で、俺と同じ症しよう例れいが載っている本を見つけましてね……それよりも本音を話してくれませんか？」

「本音だって？」

「ラージキメラの分配について、話し合いがしたいんじゃないんですか？」

　セイナの問いに、今度はキチャが黙だまる番だった。ちなみにデザート勝負もセイナの勝ちだった。

《もしかして話を延ばそうとしているのですか？　原因はキチャに付いている霊れい糸し？》

《認にん識しき障害の魔法は使えるか？》

　チラッと指輪を見る。

《使っていいのですか？》

《このアーティファクトの指輪は、俺がお金を出して買った物だからな。その機能の一部を使うだけだよ》

《了りよう解かいです。それで、キチャを監かん視ししている人間の接近を、彼に認識させないようにすればいいのですね？》

《話が早くて助かるよ。頼む》

「……いや、まだ疑問はある。君の荷物の中身は少しおかしいんじゃないかい？」

「ああ、あれは上行きの大陸の物らしいですからね。死んだ祖じ父いさんの形見ですよ」

「君の祖父は……彼方あちらの人間なのかい？　それとも強制送そう還かんなのか？」

　かなりその事に興味を持ったようで、食い入るような眼まな差ざしだ。

「さあ？　俺が聞いたのはそれだけですけど、俺の事を調べたんじゃないんですか？」

「……もっと色々知ってるけれどね。それは内ない緒しよだよ」

「そうですか。じゃあ、俺はこれで」

「そ、そう慌あわてなくても話はこれからだよ」

　キチャは立ち上がろうとするセイナを必死で押し留とどめる。

「……僕だって命がけで戦ったんだ。なのに端はした金がねを渡わたされておしまいさ」

「分配の苦情なら、俺は何も出来ませんよ。あなたをバリガルさんの家に招待は出来ますけどね？」

「今いま更さらそんな交こう渉しようが無理だとは分かっているよ。でも君の取り分はいくら貰もらえているんだい？」

「三割です」

「もし少ないようだったら……三割!?　本当かい？」

「魔素風邪の看病もして貰いましたし、俺自身、ラージキメラに襲おそわれて、多少の荷物以外には無一文になりましたしね。借金と装備を買って……相そう殺さいくらいですね」

　この情報はちょっとした餌えさ巻きだ。

「そ、そうか……やはりっすね。バリガルに騙されているっす……騙されているんだよ。あいつはパーティーメンバーにも相談無しで君を引き取った。それはラージキメラの価値を知って、君の取り分を狙っての事なんだよ。いくら世話をしたからといって、借金と装備程度で無くなる筈はずなんかないよ」

　付け入る口実を見つけて嬉しいのか、キチャは嬉き々きと話し始めた。

「さっきも言ったように、僕には貴族に伝つ手てがある。君がちゃんとした報ほう償しようを受け取れるように口くち添ぞえも出来る」

「もちろん……それには対価が必要なんでしょう？」

「バリガルと一度関係すれば、後々面めん倒どうだよ？　見習いとして安くこき使われて、一人前になったとしても、配分で不利な扱いを受ける。僕は経験者だし、他ほかにも被ひ害がいを受けた人間は大勢居るんだ。奴やつのパーティーを抜ぬけるにも実は大金が必要なんだ」

「つまりラージキメラの取り分から対価を？」

「君が幸運なのはそこだよ。貴族に動いて貰う以上は、それなりの金額が必要だけれど、ずっと払い続けなければならないよりマシだろう？　しかもラージキメラのオークション価格はかなり高額だ。そちらにも十分な見返りはあるんじゃないか？」

「それは……でも一体いくらに？」

「そこ！　そこなんだけどね。いい方法があるんだ。僕だから可能な抜け道かな？　普ふ通つうなら収益の八割程ほどが必要なんだけれど、君の権利を譲じよう渡としてくれれば、三割でいい」

「……？」

「不ふ審しんに思うのは当然だ。それにはカラクリがあるんだよ。つまりね、貴族に権利を渡せば、貴族がバリガルと交渉するんだよ。ラージキメラの討伐に対する、君の貢こう献けん度どは僕の証言もあれば、もっと価値が上がる。君を独ひとり占じめにしようとしたと、パーティーメンバーが訴うつたえてくれれば、バリガルの取り分もこちらの物になる。うまくすれば君の借金だってチャラになる……どうだい？　そう聞けば納なつ得とくは出来る話だろう？」

　確かに納得出来る理り屈くつだ。それが正確に実行出来れば、であるが……。

《キチャがその権利を手にするか、他に権利を転売してトンズラ……というところでしょうね。そろそろいいですよ》

「分かりました。その提案で少し考えさせて下さい」

「こういう事は急がないと機会を逃のがすよ？」

「キチャさんにお客さんのようなので、俺はこれで」

　腕うでを摑もうとしたキチャを躱し、セイナはトレーを持って立ち上がった。

「どうぞ。俺の話は終わりましたので、ごゆっくり」

「おう、すまねえな」

　植え込みの陰かげから現れたのは、筋骨隆りゆう々りゆうの威い丈じよう夫ぶだ。それ以外にも男女様々、十人程がもう、満面の笑えみでキチャを取り囲んでいる。

　キチャに霊糸が付いている事に気付いた時、それが誰だれの者かを想像したが、セイナに対する言動から、キチャの詐さ欺ぎ被害者だという結論に達するのに時間など掛かからない。霊糸の相手の行動を探さぐれば、博物館でキチャを見つけ、仲間を集めるまでの監視と理解するのは難しい事ではない。

「ヒィッ!?」

　一気に真っ青になったキチャの、その後の事など気き遣づかう必要もない。これまでキチャ本人を含ふくめ、色々な人間から聞いた話から推察すれば、ただ『年ねん貢ぐの納め時』なだけ。ちゃんとここで話し合いを持つのは当然の流れだ。後は当人同士で話し合うべき事で、セイナが口を出すような事ではない。

　セイナはキチャに背を向けたまま、トレーをカウンターに戻して退出、そのまま博物館から街へと向かったのである。




　セイナが向かったのは、彼がこの街で行く事の可能な一番高い場所だ。頂上にある領主館が、それこそ観光地化された古城ならば、そこの塔とうの上にでも登ればいいのだが、生あい憎にくと頂上付近はおろか、貴族街にも立ち入る事が出来ない。ただ有料ではあるが、一いつ般ぱん開放された貴族の庭園があり、しかも運のいい事に、博物館の別館扱あつかいとなっていたので、バリガルの通行証が使えたのだ。

《やはり……嫌いやな予感が当たってしまったようです》

　庭園の一番突とつ端たん、そこはテラス状になった展望台だ。眼下を一望する景色を見ながら、優ゆう雅がにお茶を楽しむ場所なのだろう。だが魔ま素そを可視化出来るセイナには、その景色を楽しむ気持ちにはなれない。

《あれは、探知系結界なのか？》

《はい。かなり隠いん蔽ぺい能力が高く、私も探査用魔素球を触ふれさせてしまうまで、不覚にも気付きませんでした。でも可視化の能力でも、あの程度しか見えないなんて……》

　那由多が野次馬共へのリベンジを兼かね、視覚の魔素球を上空に上げて、気付いたのがセイナ達が見ている結界だ。だが結界その物はこうして高台にやって来ても可視出来ず、外部への通信や転送用なのだろう、その霊糸に結界が反応し、僅わずかに水面のように揺ゆらいでいるからこそ分かる程度だ。そしてその結界に気付くきっかけとなった、もっとも大きな反応は、都市へ通じる大きな主街道であった。

《出入りする馬車や人に反応しているようだな》

　テラスから見えるのは三カ所だが、その全すべてに反応がある。そしてそれ以外にも魔素球による超ちよう望遠映像で周囲をこまめに観察していると、人の出入りのみならず、ちょっとした飛行系の魔物にも反応しているようなのだ。

《どうやらこの都市を覆おおう感じで、半球状の結界があるようです。もしかすると地下まで続いているかもしれません》

　周囲を見み渡わたすと、結界の境界辺りには、一定間かん隔かくで同じような建物が点在し、そこには数名の兵士の姿もある。いわば交番のようなものだろう。もちろん街道沿いには凱がい旋せん門もんに似た大きな建物があり、そこにも兵士の姿が見える。

《こいつは往来の無くなる夜に気付かないのは当然だな。昼間でも、バリガルさんの家からだと視認は無理そうだ》

　そもそも夜は人々の活動は少ない。しかもこれ程までに可視化が難しいなら尚なお更さらだ。

《ごめんなさい。本当に迂う闊かつでした》

《いや、俺だってまさかこんな巨きよ大だいな結界があるなんて思わないよ。これじゃあ、実際に触れなきゃ、絶対に気付かないよ》

《でもこれで結界の外に魔素球を送り出すのは難しくなりました》

《つまりこの都市には、監視結界という城じよう壁へきがあったという事だな。それで、ここからの景色でこの場所の位置特定は可能なのか？》

《はい。あの河川や地形、博物館の建物も併あわせれば、特定は簡単です》

《後はアクセス出来ないデータの問題か》

　高々度からの精密映像なら、夜であろうと拡大すればアリの姿だって見る事が可能だ。ここからの景色はほんの一部だが、あの元宮きゆう殿でんもかなり特とく徴ちよう的だ。これだけの情報が在あれば、賢けん者じやの石が場所を特定する事は造作もない。

《しかし推測ですが、思ったよりも離はなれてはいないと思います。病人の移送は結構大変ですし、セイナさんの魔素風か邪ぜの期間を考えますと、あまり時間を掛けると到とう着ちやくした時点で治っていないといけませんから》

《俺を家に隠かくした後で、偽ぎ装そうを始めるのが安全か……ならせいぜい二日程かな？》

《馬車であれば六十キロ圏けん内ないでしょう。もしかするともっと短いかもしれません》

《保護された場所まで二時間、そこからＺＩＮＶジンブの所へは七時間……さすがにそこまで結界に触れたままじゃ、まずいだろうな》

《素す通どおり出来るよう、結界の解かい析せきを行う許可をいただけますか？》

《もう既すでにやっているんじゃないの？》

《……ごめんなさい》

　それはセイナの意に沿わぬ解析、そして場合によっては逆探知されてセイナを危険に晒さらす行こう為いだ。だが賢者の石としては、それも己おのれの役割として当然のようにやっていたのだ。ここが、セイナの言う『連れん携けいがうまく行っていない』部分なのだ。

《いいよ、許可する。だけど慎しん重ちように頼たのむよ……それで、どんな感じなんだ？》

《かなり手て強ごわいです。数秒毎ごとに構成が変化しますし、そもそも触れないと発動すらしません。私がうっかり触れてしまったポイントと霊れい糸しも、察知されているでしょう。ただ結界に触れたポイントは領主館のある山の頂上へ移動させていましたから、それは問題ないかと思いますが……》

　バカ正直にバリガルの家の真上に上げていたらお終しまいだ。

《上には上が居るもんだな。それで、触れて察知されてから、何かそれらしい監かん視しを受けた感じはあるか？》

《私が察知出来る限りではありません。もしかしてセイナさんは何かを感じているのでしょうか？》

《俺も変な感じはない。それよりも、そもそもあれは何の為ための監視なのかが問題だ》

《監視目的とすれば、誰が何時、どこから入って出たか？　でしょう。もちろんそこに魔物も入るでしょうが、通信や転送内容にも反応をしている所を見ると、やはり人のチェックがメインと思われます》

《誰が？　となると個人の特定が出来なきゃならないよね？　それってやはり内部魔素のパターンのような物があるって可能性が高いって事だ。でも確か、俺のポイントと霊糸にはプロテクトを掛けたよな？》

《はい。他の人に利用されないようにです。ですからこの結界にも、そう簡単にセイナさんの特定は出来ないと思います》

《ん？　ちょっと待った！　特定？　俺のパターンを採られた、じゃないのか？》

《出入りをチェックされているのであれば、セイナさんがここへ連れて来られた時に、あの結界に引っ掛かっているという事ですよ》

《うわっ！　じゃあ、俺の魔素パターンも知られているって事か》

　と、セイナは一いつ瞬しゆん考え込んだが、すぐに腑ふに落ちないといった表情で顔を上げた。

《なあ……俺はその時、魔素風邪の最中で、魔素器官は形成中だ。その途と中ちゆう状態と完成した後でも同じなのか？……ああ、でも今いま更さらそれを知るなんて事は出来ないか……》

《いっその事、魔素器官にその過程が記録されていないか調べてみますか？　結界に探知されたパターンは魔素風邪の初期と、極きよく結けつ晶しようの形成後ですから、もしかして差さ違いはあるかもしれません》

　と、那由多は辺りを確かく認にんする。人は多いがその興味は庭園やその花々に集中し、テラス付近に人ひと影かげは殆ほとんど無い。誰もセイナを気にする者はいない。

《試ためしてみるだけはやってみよう。俺も興味はあるからな》

《失礼……》

　那由多が解析を始めたのだろう、かなりの勢いで魔素が消費され始めた。セイナは呼吸を意識して、魔素の補ほ充じゆうをするが、消費の方が圧あつ倒とう的に速い。さすがに外部魔素を転用出来るような状じよう況きようではないので、あの生体強化と魔素強化の併へい用よう技わざ、エンチャント強化をかける。ただしこれは内部魔素への変へん換かんを加速させる為であり、周囲の外部魔素の吸収は抑おさえている。でなければ爆ばく発はつ的に摩素を吸収し、辺りに魔素の真空状態を作り出してしまいかねない。下手をすれば周囲の人間が魔素が吸収出来ない魔素窒ちつ息そくの状態になり、魔素容量の小さな人間などは魔素の枯こ渇かつ状態を起こす可能性がある。そうなれば大おお騒さわぎだ。

《!?》

　それから十分は経たった頃ころ、突とつ然ぜん魔素の消費が終わり、セイナもエンチャント強化を解除した。セイナの内部魔素は一割程ほどになっていたが、そもそもの魔素量が膨ぼう大だいなので、残った量でも問題は無い。しかもこの魔法で、また結晶化が進んだ感じがある。

《記録はありましたが、その量が膨大で、読み取りに時間が掛かってしまいました》

《それでどうだった？》

《結論から言いますと、魔素のパターンは前後で変化していました。それで判明したのですが、変換された内部魔素その物にも、魔結晶と同じくランクがあるようです。魔素器官の成長と共に事象への変換効率が上がるようです》

《という事は、俺として登録されているパターンは、既に違ちがう物になっているって事か……その前後のパターンを比ひ較かくして、同一の物と分かると思うか？》

《断定は出来ませんが、魔素風邪の最長を一週間と仮定すると、そのパターンの差違は殆どありません。やはり長期間の魔素器官形成と極結晶化で劇的な変化をしています》

《つまり現在の俺の魔素パターンを知られなければ、プロテクトを解除して特定するのはかなり難しい……と、ええっ!?》

　セイナはいきなり頭を抱かかえた。

《ど、どうしました？》

《それって今の俺の魔素パターンを知られるだけでも、まずいって事じゃないか！》

　それはセイナの生体認証を登録した後、その生体認証が違っているのと同じだ。つまりそのセイナは別人という事になる。

《セイナさんの初期パターンは分かっていますので、偽装は可能です。ただ強い魔法を使うと、元のパターンが現れてしまいますので注意が必要です》

《……これまでの魔素充じゆう塡てんとかは？》

《チェックされない事を祈いのるのみです》

《あああああああああ、隠し事がどんどんと……》

《しかしバリガルが関かかわっている以上、何らかの形で隠蔽工作は行っている筈はずです。毎日充塡を行っている魔結晶が、どういう使われ方をしているかは分かりませんが、充塡した者の出所は隠している可能性は高いと思います。でなければあれだけの量を一人で充塡したという事を公表するのと同じですから》

《それも希望的観測だよ》

《少なくともバリガル程の者であれば、魔素パターンについて知らない筈がありません。そしてセイナさんの魔素器官の事も知っています》

《既にチェックをしているという事か？　だとしたら魔素パターンの偽装はやぶ蛇へびだな》

《そうなると一番の懸けん案あんは、あの結界への接せつ触しよくですね。素す性じようがバレれば、ここの領主もバリガルも敵に回す事になりかねません》

　内ない緒しよでの外部接触は、領主はもちろん色々な意味で疑われるが、バリガルにも逃とう走そうの意志があると取られかねない。

《なあ……夜、上空へのアクセスはどう映るんだろうな？》

《それは嫌いやな想像が出来ますね。上空へというのは宇宙とも考えられます。ポイントの移動スピードがいくら遅おそいとはいえ、四時間もあれば宇宙へ出られますから》

　もちろんポイントと霊糸についての知識があればだが、宇宙海かい賊ぞくとの連れん絡らくと取られる可能性はある。

《キチャの言葉を誰だれかが信じれば、俺が容疑者になる可能性はあるけど……ポイントをバリガルさんの家から真上に上げなかったのが救いだよ。それをしていたら一発でバレていただろうな》

　接地ポイントの座標を割り出され、その真下にバリガル邸ていがあれば、言い訳など利きかないだろう。

《山向こうを含ふくめて全域を見渡す必要がありましたので、その条件ですと山の頂上付近が一番良いと判断したのですが、それが幸いしましたね》

《もし俺だったらやってたろうなぁ……やはりここは知らぬ存ぜぬで、大人しくしているしかないな。自然な形で結界の外に出るには、やはり狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者になるしかないよ》

《ＺＩＮＶを待たせる事になりますね》

《それはもう謝り倒たおすしかないな。電波通信は緊きん急きゆうのみ以外では迂闊には使えないし、ＺＩＮＶにも霧恋さんの瑞みず輝きのようなマスターキーがあれば……》

《あの通信は意外と盲もう点てんだと思うのですが……確かに、この状況ではまずいかもしれませんね。まったく……示じ威い行こう為いだけは勤勉なんですから》

　上空には丁度、五騎きの軽騎が編隊を組んで横切っているのが見える。こうやって昼間のよく見える時間だけ、定期的に飛んで来るのだ。それはあくまでここを支配しているのは自分達だという事を示す為の威い嚇かくだ。

《そのくせ、肝かん心じんな海賊の襲しゆう撃げきの時には全然来ないって、バリガルさんが愚ぐ痴ちっていたものな。そりゃあ、空の人間が嫌きらわれるのも無理はないよ。こっちの人達にとって、どちらも同じ空の人間だからな》

　こちらでいう空くう賊ぞく達は、惑わく星せいの夜の側を狙ねらって襲おそって来る。それが空の大陸、この星と同じ名のアバリュム政府が、空賊襲撃の迎げい撃げきが遅おくれる言い訳にしているのだ。

《夜にポイントを上空に、だからな。確かに嫌な条件が重なっているよ》

《もし領主側にセイナさんの事を知られた場合、逃にげるか、子飼いのような立場になるかの二つの選せん択たくがあります。子飼いという立場になると、相手次し第だいではかなり面めん倒どうな事にもなるでしょう。それこそ空の人間で、しかもここに来た理由まで知られれば、更さらに面倒な事になります》

《逃げるにしても、契けい約やくの呪じゆ紋もんで縛しばられた以上、すぐに場所を特定されるぞ？》

《領主側とバリガルを同時に敵に回すのであれば、です。バリガルにとって借金の返済が続けられている限り、セイナさんが何ど処こにいようと構わないという事になります》

《それにはこの結界を何とかしないといけないけど、それこそ本ほん末まつ転てん倒とうじゃないか？　何か思い付いたのか？》

《あの往来が頻ひん繁ぱんな街道辺りであれば、状況サンプルは多いですから解かい析せきは可能かもしれません。ポイントと霊糸の通過も、逆にあの場所ならば可能なのではないかと》

《頻繁に出入りがあるからこそ、か》

《ポイントと霊糸は起動していなければ察知されません。もちろんポイントの移動中は察知される事になりますが、構成の変化もあの場所であれば緩ゆるやかかもしれません。パターンが読めれば、それが変化する前にポイントを移動させ、変化する前に消す。ポイントは移動した先に固定されますので……》

《それを地道に続けて移動させるのか……。確かに瞬しゆん間かん移動は一瞬だし、行けそうだな。もっともそれは解析が出来ればの話だけど、大だい丈じよう夫ぶなのか？》

《何もない場所で解析するよりは、〝見えている〟方が可能性はあります》

《分かった。だけど厄やつ介かいな高位の相手だから、自分の結界の弱点を知っていると考えた方がいいな。くれぐれも『やぶ蛇』にならないように頼むぞ。あくまでバレた時の保険なんだから、無理する必要はないぞ》

《はい♡》

　那由多にとっては名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスだし、セイナの役に立てる事が嬉うれしそうだ。

《そうと決まったら、せっかくの庭園なんだ。少し楽しんでいこう》

　ここが博物館の別館扱あつかいとなっているのは、この屋や敷しきの貴族が栽さい培ばいしている蘭らんに似た花で、宇宙から持ち込んだ物を魔ま樹じゆと交配させ、新たな品種を作り出しているからだ。

　地球の蘭やバラなどもそうだが、これが同じ花とは思えない程に多種多様で、魔樹との交配はさらにその形状を複雑化させている。色や形、模様などは当然として、水中に咲さく物や、実をつける物、魔素による透とう明めいな花びらを展開させている物や光る物、生き物のように動く物もあった。

　そして何よりも、その多くが、溜ため息いきを吐つきたくなるような美しさで、実に繊せん細さいだ。このファンタジーの世界であれば、妖よう精せい達が群れ集つどってもおかしくない美しさなのだ。もっとも人が居なくなる夜になると、やって来るらしいのだが、人の気配がするとすぐに逃げるので、実際に見られるのは、花を育てている館やかたの者だけだという事だ……が、

《見えますね。可愛かわいらしいです》

　魔素を可視化すると、淡あわい光のような十センチに満たない人型が、花に群れている。

《まるでチョウチョみたいだな》

　辛かろうじて顔形のようなものは確かく認にん出来るが、全体が滲にじんだように曖あい昧まいだ。人が近付くと距きよ離りを置き、通り過ぎるとまた花に寄って来るの繰くり返しだが、たまに子供がいると、そこに集まって来て、子供も何かを感じるのか、辺りをキョロキョロしている。

《……あれは凄すごいな》

　特に赤ちゃんを連れた夫ふう婦ふが来た時は、その赤ちゃんに、妊にん婦ぷの人だとそのお腹なかに、巨きよ大だいなタンポポの綿毛のように集まって来るのだ。

《海とかだったら『うわっ、でっかいカビ』とか言いそうだな》

《そういう事を考える、セイナさんも同類ですよ》

　さすがに那由多は呆あきれた風だ。

《だけどふわふわ飛んでいる時は綺き麗れいだけれど……集まりすぎると、ね》

　蝶ちようなど、花畑で乱らん舞ぶしている姿は美しいが、オオカバマダラのように大集団を作って、時としてその重さで木の枝が折れるなどという数になると、一種の恐きよう怖ふだ。

《じゃあ、そろそろ帰ろう。まだ充じゆう分ぶんに陽ひは高いけど、落ちる影かげが長くなり出したよ》

《帰りは、今朝の道を避さければ挨あい拶さつをしなくて済みますよ？　私の方で記録はしていますから教える事も出来ますが……》

《いい方法を思い付いたんだ。まあ見ていてよ》

　セイナは人の顔を覚えるのが苦手だが、道を覚えるのは得意だ。来た道を反対に辿たどり、その道順と建物の位置で、ナナに教えられた人達を覚えたのである。








８「再び日常へ」









《霊れい糸しポイントと範はん囲い指定はまるで掃そう除じ機きだな。塵ちりも積もれば山となるけど、かき集めるだけじゃ駄だ目めなんだぞ》

　那な由ゆ多たはその能力をいかんなく発揮し、都市中から目についた薬草類や、それ以外にも魔ま素その可視化で目についた、よく解らない雑草木こっ端ぱを片かたっ端ぱしからかき集めていた。しかし整理が出来なければ、どんな貴重品でもゴミと同じだ。

《霊糸収納はゴミ屋敷じゃないんだからな》

《原資が無ければどうしようもないんですから気にするだけ無む駄だです。魔素スキャンの成分分ぶん析せきがあるんですから、今のうちにいろいろと分類データを集めておけば、いざ魔樹の森で活動を始めた時に楽なんですから》

　魔素スキャンによる同一成分の分析が可能となっている為ため、とにかく色々なサンプルを集めている最中なのだ。

　どんな物にどんな成分が入っているか？

　それがこの世界では何に使われているか？

　お気に入りの博物館を最大限に利用し、街の薬屋なども回り、主立った物のデータはかなりコンプリートし、資格がなければ扱えない物にも手を出している最中、らしい。

《それにデータ分析と分類は私の専門ですよ？　セイナさんが寝ねている間に、ちゃんと作業は進めていますし、とにかくセイナさんは集める方に専念して下さい》

　もうそのバイタリティーたるや、全開起動時の霧きり恋こを見るようだ。

《俺が寝ている間に、お前が何をしているか心配だよ。毎朝、起きたらビックリする位、魔素量が増えているんだけど》

　朝起きた時には、一応魔素はフル充じゆう塡てん状態になっているのだが、その最大量が毎朝どんどん、どんどんと着実に増えているのだ。さすがに極きよく結けつ晶しようを作った時ほどに爆ばく発はつ的ではないが、それでも既すでに六千万を超こえている。つまりセイナが寝ている間に、那由多が魔素器官が結晶化する様な魔法を、節操なく森の木こ陰かげでドンチャカほいっ、と使っているという事だ。

《内助の功です♡》

　この初うい々ういしい若妻は、いつまで初々しくいてくれるのだろうか？　などという冗じよう談だんを言いたくなるような感じだが、とにかく現実逃とう避ひをしたところで意味はない。それに若妻などという表現を使うと、那由多が色々な意味で壊こわれそうで怖こわい。

《魔素義体やら整理システムやらの進化も怖いし、俺の知らない物がどんどん増えているんだけど……》

　セイナの魔素体のクオリティーが恐おそろしく高度となり、立って歩くどころか、セイナと模も擬ぎ戦を行える程ほどの機動力を持ち始めた。更に生体ではないものの、普ふ通つうに町中を歩いていても気付かれない外装を持つに至ったのだ。さすがにナナは違い和わ感かんを覚えたようだが、バリガルにも気付かれなかったのである。

《では、ついに私の姿で！》

《すまん、却きやつ下かだ！》

　さすがに那由多の容姿で外を歩かせると目立つ事この上もない。とにかく今は無理だと何とか思い留とどまらせたのだが、その反動か不満解消か、霊糸収納の分類フォルダーには、セイナの知らない物がどんどん増えている。前にセイナが怖い物見たさで一つ開いてみたが、すぐに閉じて見なかった事にした程、ちょっとよく分からない、知るのが怖い、怪あやしげな魔女の館の如ごとき物が大量にあったのだ。

　──それでも『内助の功』なら仕方がないよね？

　とばかりに、セイナは詮せん索さくを止やめ、モニターを消して、記き憶おくからも消そうと心がけたのである。

《ところで魔素器官の調査はどうなっているんだ？》

《前回の検けん索さくで得られたデータの解析では、もうこれ以上の事は分かりませんが、確実にセイナさんのパーソナルデータが記憶されていると見ていいでしょう。問題はそれがどのレベルまでなのかという事ですが、少なくとも『再生』での身体からだの欠損も、充分な魔素量があれば首から下なら治せるでしょう。ただこれ以上の精密調査は、魔素器官をもう一段階上のレベルで解析する必要がありますが、どうしますか？》

　貴族の植物庭園での解析かそれ以上のレベルとなると、ちょっと片手間という訳には行かない。あの調査でも魔素量の上限が三百万程増えたのだから、その上となると、下手をすれば一千万単位で魔素量が増える可能性が高い。

《首から下の再生ってのもゾッとしないな……まあ、そちらは急ぐ案件じゃないから、その分の労力は別方面に向けてくれ》

《クスッ『内助の功』にですね。了りよう解かいです♡》

「するなと言っても、俺が寝ている間だから、止めようがないし、最近では迂う闊かつな行動も無くなったからいいとしよう……さてと、急がないと今日はバリガルさんに早く帰れって言われてるんだったな」

　セイナは誰だれも見ていないのを確認し、走るスピードを少し上げた。




「お帰りなさい、セイナさん」

「今朝は三十程見つけたよ。全く……毎日毎日取っても取っても全然減らないのは、どうしたものかな？」

「ご苦労様です。後で確認して精算しますね」

　台所へと繫つながる裏口から入ったセイナは、出で迎むかえてくれたナナに、トラップの場所を記録したプレートと、今朝農場で貰もらった野菜と、市場で仕入れた肉を籠かごごと渡わたす。これが朝食か夕食となる。

　この世界は具だくさんのシチューが食事のメインとなるが、これは生せい鮮せん食料品の保存が難しいからだ。魔ま結けつ晶しようを利用した冷蔵庫、マジックボックス庫などもあるが、庶しよ民みんにはとても手が出ない。もちろんセイナには霊糸収納があるので、無限にそのままの状態で保存が可能だが、大ぴらに使う事が出来ない上、ナナにもバリガルにも内ない緒しよだ。

　バリガルの家には大型マジックボックス庫があるが、シチュー系のメニューが多い理由は、バリガルが短時間で食事を済ませたい人間だからだ。ただナナは料理も得意で、メニューも豊富なので、マスターの無ぶ精しようが少し不満のようだ。

《整理した薬草を売りに行く為にも、早めに使っていないマジックバッグを貰えるよう交こう渉しようしてみて下さい》

《借金に関しては、そこまで急ぐ必要はないよ。それに容量だって少ないんだから》

《解かい析せきして容量を増やせるかもしれません。時間凍とう結けつも付加出来れば……》

《おいおい、そんな事したらマジックバッグも人前じゃ使えなくなるぞ。だいたい認識誤認の指輪だって勝手に……》

《あれは私達の物なんですし、セイナさんがいいと言ったんですよ？》

《俺はあくまで、今ある機能を使えって言っただけだ。それをまさかあんなにいじっちゃうなんて……万が一の時は売ろうと思ったのに》

　認識誤認のアーティファクトに記録されていた魔法を、那由多が解析した上、無駄な呪じゆ文もんを整理して、いろいろと機能を付加、性能を上げてしまったのだ。しかもその魔結晶は純結晶化させて容量も爆ばく上あがり、更さらに上等な物にしてしまったのである。もちろん今のところ売るつもりはないが、万が一借金の返済が滞とどこおるようなら、売るつもりだったのだ。

《偽ぎ装そうしなければならない内容が、随ずい分ぶん増えてしまった上に、あのままでは容量が足りませんでしたし、万が一など起こさせません！》

　実際に霊糸収納の素材や薬草類はかなりの量になっている。街の薬屋とかを見る限り、そのまま放出すれば、ちょっとした価格暴落を引き起こしそうな量だ。一番の問題は、いかにしてその量を安全安定的に売って金にするかだ。だがそうなると、小売りの店よりも問屋のような所に卸おろす事を考えた方が安全だ。
















《出来れば魔結晶をもう幾いくつか手に入れられれば、いろいろとありがたいですね》

《それだって狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者にならないと、ギルドの販はん売ばい部にすら入れないし、魔結晶は一番高い装備品だからな……質の悪い物を手に入れて純結晶にするという手もあるけれど、そうなると二度と売れないし、そもそもそれを買うお金の問題が一番ハードルが高い》

　魔結晶関連は貴族や特権階級者などの会員、そして狩猟冒険者の証明書を持つ人間にしか売らない貴重品だ。もちろんこの手の物には闇やみのルートは存在するが、そこまで早急に必要なものでもないし、そもそもセイナにはそんな所との伝つ手ても金も無い。そしてそんな所と関かかわるとロクな事にならないのは明白だ。

《まあマジックバッグはまだだけど、霊糸収納は人前で使えないというだけで、備び蓄ちくには使えているんだから焦あせっても仕方ないよ。地道に行くのが一番だ》

　セイナも配達の途と中ちゆうで見つけためぼしい野草とか以外にも、貰った野菜や肉なども備蓄している。野菜などはバリガルが嫌きらいな物や、ナナが食べられない物などを主に収納していて、それ以外にも野生の鳥の卵や魚なども捕とっていた。

「おっ、帰って来てたか。どうだ、身体の調子は？」

　家の裏口は地下にある、バリガルの鍛か冶じ仕事場にも繫がっている。朝食前の仕事を終えたバリガルは炉ろの熱で火ほ照てった喉のどを、冷やした調合水、つまり塩や果か汁じゆう類を混ぜたスポーツ飲料で潤うるおしていた。

「ええ、もともと病気ではありませんし。食しよく欲よくも安定してきましたから」

　特にお通じの回数が減ったのが嬉うれしい。一時は食べるより出す回数の方が多い時もあったのだ。

「町の人達とも馴な染じんだ感じです」

「馴染めたのなら何よりだな。で、今日はどうだった？」

「三十程怪しいのが」

「よしよし。それだけでも小こ僧ぞうを拾ったかいがあるというもんだ。ところで身体の様子も生活も問題なくなって来たなら、小僧にはそろそろ狩猟冒険者としての修しゆ行ぎようを始めて貰おうかと思っているんだが、どうだ？」

「つ、ついにですか！」

　ファンタジー世界の一大イベント。これがなければ始まらないという、最重要ファクターである。

《実に残念ですね。私が実体だったら『その女はガキにはもったいない』のお約束があるのに》

《そんなお約束はいらん！……まあ『そのもやしみたいな身体で』云うん々ぬんのお約束ならあるかもしれないがな》

《フフッ、生体強化と魔素強化……楽しみですね》

　ダブルエンチャント強化でセイナ君大暴れの巻である。まあ実際にそんな目立つ事は出来ないが、それだけセイナが待ちに待った瞬しゆん間かんなのだから、ちょっとした妄もう想そう位は許してほしい。

「……何やら嬉しそうだが、小僧がなるのは狩猟冒険者の一歩手前の、半人前の半分ってやつだぞ」

　しっかりと顔に出ていたらしく、バリガルがニヤニヤ顔で水を差すならぬ、言葉の冷水を浴びせかけたのだ。

「えっ？　半分の半分？」

「見習いの見習いだ。とはいえ、狩猟冒険者の第一歩でもあるからな。これを機会にマジックバッグを持たせてやろう。ガハハハ！」

　ガックリと肩かたを落とすセイナの肩をバンバンっと叩たたきながら、バリガルは楽しげに大笑いをしたのである。








９「半人前の半人前の第一歩」









　バリガルから渡されたマジックバッグは、小物を入れるようなベルトポーチタイプの物だった。使い込まれた深緑のワニ皮といった感じの物に、金属で部分的に補強され、表から判わからないよう魔ま物ものの血で魔ま法ほう陣じんが刻み込まれた古いタイプのマジックバッグだ。普ふ段だんは小物入れとして使い、魔法を起動すると複数の圧縮された亜あ空間へと繫がる。一つが衣い装しようケースサイズの大きさで、このバッグの場合三つの亜空間が固定されている。

《それにしても、まさか手を突つっ込んで取り出すなんて……何とも原始的で素す晴ばらしいですね。本当に収納庫って感じです》

《霊れい糸し収納と一いつ緒しよにするなよ。それでも衣装ケース三つ分の物が、重量を気にしないで持てるってのは、かなりありがたい話だぞ》

　入り口の空間はケースのサイズまで広げられるので、目で見て出し入れも出来るが、通常は手だけ突っ込み必要な物を引っ張り出す。だからよほどズボラでない限り、使い易やすいように入れる物に合わせ、中に仕切りや小物入れ、武器を置く台などを自作してカスタマイズするのだ。

《意外とそれも楽しそうだな》

　正まさ木きの村の人達は、ホームセンターで材料を買って来て、ちょっとした家具や日用品を整理する棚たななどを始めとし、家の増改築まで自分達で行う。高さやサイズなど自分で使い易いよう色々と調整が利きくし、何よりもそれを考えるのが楽しいのだ。もっとも昔はそうするのが当たり前で、誰の家にも結構ちゃんとした大工道具があったのだ。

　バリガルの背を見ながら歩くセイナは、自分の物になったマジックバッグを撫なでながら、嬉しそうについて行く。

《でもこいつは魔ま素そを自動でチャージして、半永久的に機能を維い持じ出来るんだ。こいつは最新の魔結晶のマジックバッグより優すぐれている点だ》

　魔物の皮が魔素を集めて魔物の血で書いた魔法陣にチャージ、亜空間を維持するのだ。もちろんそこへのゲートを開くには魔法を起動させる必要がある。だがその効果のおかげで、放置しておいても、中の物が無くなる事はない。

《指輪や腕うで輪わタイプは常に肌はだに触ふれていますから、自動充じゆう塡てんですよ。外しておいても魔結晶に充塡をしていれば、維持だけなら数十年単位で保つそうですから。そもそもそんな装備を買える人は充塡費用など気にしないでしょう》

《クッ！　パソコンで表計算ソフトを使っている奴やつに、太陽光発電付き電でん卓たくを自じ慢まんしているような気分に……確かに魔ま結けつ晶しよう技術が革新的な物だというのは理解出来るよ……でも、まさか霊糸収納も実用化されているとはね》

　バリガルに最新式のマジックバッグの話を聞く内に、図書館で見た本にあった転送ゲートを利用した無限収納庫がある事が分かったのだ。

《実際にある物の流用ですからね。発想する人がいれば、それこそ『コロンブスの卵』ですから》

　だがさすがにセイナの霊糸収納とは違ちがい、移動用のゲートを利用した物である以上、サイズはかなりの物だ。そもそもゲートを固定する魔法陣そのものが巨きよ大だいで、その場に固定する金庫のような物しか造れない。そしてこれもセイナ達の霊糸収納とは違い、細かな出すい納とう管理は出来ない。巨大なケースに物を入れ、それを出し入れするというやり方なので、無限といいつつケースは一つしか入れられないのである。

《でもまさか、あの博物館にも在あったとは思わなかったな。でも確かに収蔵品を保管するには良いよな》

　経年劣れつ化かを防ぐという意味では最適だ。バリガルの話だと地下にある無限収納庫は、列車のように、いくつものコンテナを連結した巨大な物だという事だ。

《でも旧式のマジックバッグの取とり扱あつかい説明ついでに、最新の物について色々と聞けたのは収しゆう穫かくでしたね》

《特に物を出す方法はいい参考になったよ》

　最新のマジックバッグは、入れる時にその物を手で触れる必要がある。そしてセイナ達の霊糸収納と同じく、収納される過程でその物のイメージが魔結晶に記録される。たとえ入れた物を本人が忘れたとしても、魔結晶に目録が記録されているので、触れてイメージをすれば、収納した中身のリストをいつでも見る事が可能だし、登録さえしておけば他ほかの人間でも目録を知り取り出す事が出来る。

《あんなに色々考えたのは、何だったんだ？　って感じだもんな……》

《でもその考える過程で、面おも白しろい発明がたくさん出来ましたから、決して無む駄だという訳ではありませんよ》

《分かっているよ。使えないと諦あきらめた技術が、視点を変えれば凄すごい力を発揮した例が幾つもあったからね。ただその遠回りで面めん倒どうな考えが、魔法で出来てしまっている事に呆あきれていたんだよ》

《クスッ、確かに》

　セイナと那な由ゆ多たはお互たがい顔を見合わせて苦く笑しようした。色々と行き違いはあったものの、ようやく二人の歯車がかみ合い始めていたのである。

「小僧、今日はここから入るんだ」

「ギルドの入り口とは違うんですね」

　バリガルが指差したのは、石造りの古い銀行といった感じの狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者ギルド本館ではなく、そのすぐ脇わきにある、大きな階段だ。

「こっちもギルドの施し設せつだよ。小僧も知っている場所へと繫つながっている」

　その階段は折り返しタイプで、垂直に地下へと向かっている。歩き始めたバリガルに付いて下って行くと、空気が少しひんやりとし、水音と雑多な匂においが漂ただよい始めた。それはセイナにとっては懐なつかしい、セイナが宇宙に出る前の実家の古い商店の香かおりに似ていた。すると、急に視界が開け、眼下には巨大なショッピングモールのような場所が現れた。

「こんな大きな場所が地下に……全然気付きませんでした」

「小僧がいつも配達用の肉を受け取っていたのは、もっと坂の下の方だろ？　そっちは地上に建物があるからな」

　東京の地下排はい水すい施し設せつのような、少し怖こわい感じもする巨大空間を、セイナは感心したように見つめている。どこかに採光用の窓があるのか、日の光が入り込み、それ以外にも魔結晶の照明が点ついている。

「それにしても地下だから照明の数も多いですね。充塡代とか大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ガハハハッ！　半分は小こ僧ぞうが毎晩充塡しているヤツだぞ」

「毎晩、結構な量をどこから持って来るのかと思ってましたけど、ここの照明用だったんですか」

「ここの魔結晶なら大量に充塡しても、誰だれがしているかとか支し払はらい先がどこかとかを、俺の方で何とでも誤ご魔ま化かせる。しかも定期的な受注もあるしな。ここは石切場の跡あと地ちを利用した半地下の施設だから、やはり照明無しでは不都合も多い。安い魔樹や魔物油のランプはあまり明るくはないし、毎日の補ほ充じゆうや点灯消灯の手間や、火災の危険もな」

　と、バリガルは中空に造られた木と金属の橋を進み始めた。

《ここは石切場跡ですね。良さそうな石ですよね？》

　空間の壁かべは建物として掘ほられた物ではなく、切り出したそのままの跡が全面に残っている。それを見た那由多の目はランランと輝かがやいていて、それはセイナも良く覚えている、面白い物を見つけたアイリや鷲羽わしゆうの目に似ていた。

《自重しろよ。ド素人しろうとが迂う闊かつな所を採ると崩ほう落らくだからな》

《出来るだけ良い部分が欲ほしいわ……それで二人のマイホームを造るんです》

《俺の話を聞いてくれっ！　それにすぐに家が必要な訳じゃないんだから、もう少し待てよ。どちらにしろそんな量を切り出したら大おお騒さわぎだぞ》

　魔素範はん囲い指定での切り出しは一いつ瞬しゆんだ。音もなく磨みがいたようにツルツルの切断面の巨大な切り出し跡は、さぞかし大騒ぎの元となるだろう。

「ここは豊富な地下水を利用した、食肉の解体加工工場にもなっている。地下は一年中温度が一定だから、熟成にも保管にも向いているからな。もちろん食肉以外にも生せい鮮せん食料の保管庫にもなっていて、ここはこの都市とその周辺最大の市場なんだ。まあこの都市の食と経済を支える中心だな」

「この規模だと地下都市といってもいいんじゃないですか？」

「魔物のスタンビート、他国との戦争が起こった時にはシェルターになった歴史もある。それに温度が一定だから、真夏なんぞはここで過ごす者もいるぞ」

「確かにいい場所ですよね」

　少し肌はだ寒ざむさも感じるが、その時は服を着込めばいいだけだ。

「ここら辺は石材を取り尽つくしたが、まだ奥の方ではあちこちで採さい掘くつはしているから、あまり奥へは行かんようにな」

《よし、行きましょう！》

　那由多の突っ込みを無言で無視する。

「ええ気を付けますが、崩落とかは大丈夫なんですか？」

「ガハハハッ！　採掘はそこのところの計算はちゃんとされている。この大空くう洞どうも充じゆう分ぶんな柱と、後から付け足した構造物で支えているしな。そして地上の建物にも建築制限があって、山の建物はこれ以上、建てられない。或あるいは建て替かえや増築となると、建材の軽量化が義務付けられている。結構、重量感はあるが、見た目よりは軽いんだぞ」

「それを聞いて安心しました……それで一体何ど処こまで行くんですか？」

「おお、あそこだ」

　少し前からいい匂いと子供達の喧けん噪そうが聞こえて来ていたが、壁で仕切られた向こう側に出ると階下に大きな食堂が見えた。そこでは千人近い、年の頃ころは小学生の一年から中学生までといった感じの子供達が食事をしていた。

「あれが小僧の仲間になる子達だ」

「……えっ!?」

　子供がセイナの仲間になるという事よりも、まだ幼いと形容してもいい位の子達までもが、狩猟冒険者予備軍だという事実に驚おどろいたのだった。

　　　　×　×　×

　食堂から更さらに先に移動した所に大きな講堂があり、そこに併へい設せつされた部屋の一つが資料室となっていた。何に使うのか分からない狩かりの道具らしき物や、ファイルや巻物などが棚一面にきっちりと整理されて置かれている。

《資料室、ってところか》

《あの博物館の一室みたいですね》

　ここは既すでに丘おかの麓ふもと辺りとなる為ため、窓からは明るい陽光が充分に差し込んでいる。

「小僧はピットを知っているな？」

「ええ、魔ま物もの図ず鑑かんで見ました。俺が毎朝配っているのもその肉ですよね？」

　ピットは四十センチ前後のモルモットに似た草食性の魔物だ。性格は臆おく病びようで基本は夜行性、地面に巣穴を掘って暮らしている。魔素器官は小さく、その為に食肉と毛皮が主な素材となる。

「ああ。俺達だけでなく、魔樹海生態系の下支えをしている魔物だ。ゴブリン以上の繁はん殖しよく力で、あっという間に増える。そして魔樹海が広がる一番の要因にもなっている」

「種や花粉を運うん搬ぱんするんですか？」

「それも大きな要因の一つだが、小規模なスタンピートをよく起こすんだ。棲すんでる場所で数が増え、飽ほう和わ状態になれば余よ剰じようとなったピット共が一いつ斉せいに他の土地へと移動し、また増える。人が住む土地なら食害を起こし、ピットを餌えさにする魔物が集まって来る。そしてそれらを求めて更に強い魔物が集まって、人を駆く逐ちくする。無人の野になれば数年で魔樹の森となり密林となり、ジワジワと生息範囲を広げて行く」

「それはまた厄やつ介かいですね」

「それを水みず際ぎわで防ぎ、大量の食肉を確保する戦力となるのがあの子達だ」

「はあ……それで狩猟冒険者の予備軍、の予備ですか。あまり現実味のない話ですね」

「ガハハハッ！　だが子供といって侮あなどってはいかんぞ。その収穫量はピットだけに限ればこの市場の四割に達するからな。もちろん子供達だけではなく、大人も従事しているぞ。引退した狩猟冒険者などには老後の稼かせぎ先になるし、農家も農のう閑かん期きのいい収入となる」

「確かに四割は大きいですね」

「ああ。そしてあの子達に関しては、福ふく祉しの意味も持っている」

「仕事と、さっきの食事ですか？」

「そうだ。あの子達に払はらわれる収穫金は無税で、家庭に問題がある場合はその金はギルドが管理して成人した後に渡わたす。将来、狩猟冒険者となるかどうかは別としても、その時の準備金にもなる。食事に関しては仕事をする限りは、朝、昼、夜と支給される。もちろんそこはそれぞれの家庭の都合次し第だいだが、三食ここで食い、この地下の空いた場所で寝ね泊とまりする訳ありな子もいる。読み書きを教える教室もあるから、識字率はかなり高いぞ」

《領主側にも色々とメリットのある話ですね》

「それはいいシステムだと思いますが、そもそも魔物退治なんて大丈夫なんですか？　結構小さな子も居ましたよ？」

「退治といってもシステム化された罠わな猟りようだからな。そして捕とらえたピットの回収運搬は大人が行い、そいつ等が巡じゆん回かいの役割も果たしている。何より子供達は特別な場所が使えるからな」

「特別というと、それがシステム化という意味ですか？」

「中心地からは見えないが、畑と魔樹海の間には緩かん衝しよう地帯となる空き地が、町の周囲を覆おおうように広がっている。そこには魔樹も無いから危険な魔物は滅めつ多たに出ては来ない。もちろん絶対はないが、定期的に魔樹の伐ばつ採さいと魔物狩りは行われていて、俺が知る限り、その場所に他の魔物が現れるのは年に数件程度で、回収運搬担当の大人達によってすぐに駆逐される。何よりも作業が格段にし易やすい点が大きい」

　バリガルは資料室の棚たなを指さす。そこには長細い丈じよう夫ぶそうな布ぬの袋ぶくろと、ふいごのような物が展示してある。

「ピットの巣穴はあの手の動物と同じく、いくつもの出入り口がある。そこのいくつかをこの袋罠で塞ふさぐ。そして別の出入り口から……」

　バリガルはふいごのような物を持ち、軽く動かす。

　ブゥウウウウウウウウウ！

　軽く動かしたにも拘かかわらず、室内ではかなりの音が鳴り響ひびいた。

「……と、このブブダで脅おどすとピット共は音のしない出口へと殺さつ到とうする。それで一いち網もう打だ尽じんという訳だ」

「そのブブダですか？　結構な音ですね」

「奴やつ等らの天敵が巣穴に侵しん入にゆうする時の音を模したとも言われているが、まあ自分家ちの玄げん関かん先さきでこんな音を出されたらビックリはするわな、ガハハハハ！　とにかく巣穴を読んでどこに罠を仕し掛かけるか。それと鳴らすタイミングも重要だ。パーティーは三人一組で、一辺がだいたい二百メートル程度の区画で狩りをする。しかも意外と巣の密度が高いから、一日仕事となる」

「三人というのは何か意味があるのですか？　子供達だけでやるならもっと大人数でも構わないと思いますが……」

「協調性を養う為の人数と、これが一番効率が良かったからだな。ブブダは大勢で鳴らせばいいというものではない。逆に巣穴の中でパニックとなって中に閉じこもってしまう事もある。うまく逃にげ道に誘ゆう導どうしてやる事も重要なんだ。罠も同じで、いかに逃げ道を読んで仕掛けるかだ。罠を三つ仕掛け、ブブダ三で脅かすのが一番効率的だな。まあそこら辺は実際にやってみてだ」

「巣穴の規模はどれ位なんですか？　出入り口が多いと、それだけ選定が難しくなりますし、そもそも見付けるのも大変そうですが？」

「ここの場所が有利なのはそこだ」

　バリガルはニヤリと笑い、資料棚からファイルを取り出して広げる。そこには巣穴の地図が記されてあり、しかも意外とびっしりと隙すき間まがない位に巣が密集している。

「全区画の巣穴の位置を記した地図だ。連中が新たな穴を掘る可能性もあるから、完全という訳ではないが、変化があればその度たびに更こう新しんはしている。それだけでもこの場所が有利だという事が分かるだろ？」

「なるほど、それでシステム化ですか……でもこんな物があるなら、すぐに根絶しちゃいそうですね」

「ガハハハッ！　ピットの繁殖力を舐なめるな。そもそも緩衝地帯はかなり広いから、全域を毎日カバーするのはとうてい無理だ。大人を含ふくめたピット狩りに従事する者全員で、全域を一周するのに六日程ほどかかるし、あいつ等どんなに捕ほ獲かくしようとも、魔樹海からどんどんやって来て居着くんだ。毎日毎日捕っても捕っても六日目には巣は満まん杯ぱいだ。いいのか悪いのか分からないが、食肉資源としては優ゆう秀しゆうだな」

「となると、この密集度だと食害が凄すごそうですね」

「その為に緩衝地帯には地養苔こけを植えてあるから、それ程酷ひどくはない。ああ、地養苔というのは魔素をエネルギーに育つ苔類の総そう称しようだ。生育がもの凄く速くてピット共がどんなに食い尽くそうが、二日程で元通りとなる。魔樹ではあるが、こいつで土ど壌じよう改良をすればどんな荒あれ地でも、五年程で充分な収しゆう穫かくが可能となる。毎年作付け前に焼き払う必要があるのが難点だが、焼いた地養苔は良い肥料になるし連作障害が起こらないのも良い。ピット同様に重要な資源だな」

「それはまたよく出来ていますね」

「これも魔素の生活支し援えんシステムというやつかもしれんな。それと緩衝地帯にやって来るピットは、主に魔樹海でテリトリーを持てなかった弱い個体や若い個体だから、それも子供達に有利な点だ」

「なるほど、いろいろと好条件が重なっている訳ですか」

　経験の少ない若い個体は警けい戒かい心しんが薄うすい。そして力も弱ければそれだけ脅きよう威いは低い。

「そうだ。だから中には大人顔負けの収入を稼ぐ子もいる。だからこその問題も起きるんだがな」

　最後はどこか独り言のようで、意識しないでつい口にした感じだ。

「問題ですか？」

「とにかく小こ僧ぞうのパーティーとなる子達を紹しよう介かいしよう」

　　　　×　×　×

「この子達が小僧のパーティーメンバーだ」

　説明が終わり、バリガルが部屋に招き入れたのは少年と少女の二人だ。少女の方が背が高く年上のようだが、どちらにしろ小学生といった年ねん齢れいだ。

「よろしく、俺はセイナだ」

「兄ちゃん、厄介事押し付けられたと思ったら、さっさと逃げてもいいんだぜ」

　少年は差し出された手を取る事はなく、不ふ機き嫌げんそうにいきなりそう切り出した。その目は何かを諦あきらめた、醒さめた目だ。

「チート！」

「先に行ってる！」

　少女に窘たしなめられたものの、チートと呼ばれた少年は、サッと視線を逸そらして資料室から出て行った。

「ごめんなさい、セイナさん。私も先に行っていますから……ああ、私グシュカ、あの子はチートといいます。今日はよろしくお願いします」

　少女の髪かみはショートカットで大人しい感じではあるが、しっかりとした言葉使いと、キチッとした礼をする所などは霧きり恋こを思い出させる。問題はぼさぼさ頭の、醒めた目をした少年の方だ。

「顔にいろいろ小さな傷がありますね？」

　田舎いなかの少年などは、手足顔に擦すり傷切り傷があるのは当たり前だ。しかしチートという少年の傷は明らかに多く、怪け我がの状じよう況きようも不自然だ。自然災害等で出来る怪我のエキスパートであるセイナには、その傷が人じん為い的なものである事など一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「チートの父親が訳ありでな。怪我で無期限休業中の狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者だ」

「無期限休業中？　何だか妙みような言い回しですね？」

「狩猟冒険者になって順調にランクを上げて失敗知らず。うぬぼれて分不相応な依い頼らいに手を出して失敗する。若い狩猟冒険者にはありがちな話だが、それまでに失敗らしい経験がないと、怪我が治っても恐きよう怖ふ心やプライドが邪じや魔まをして、腐くさってしまう事も多い。ついでに子供の収入がそれなりにいいと、それに集たかって生活するようになり易い。そしてその対象が自分の子だけに留とどまらん場合も、だな」

「もしかしてパーティーの他ほかの子供にも？」

　セイナの問いにバリガルは小さく肯うなずいた。

「分配に文句を付けてな……そんな親がいるのでは、子供にパーティーを組ませるのは難しいし、なり手もいない。腐ったとはいえ、元は中等ランクの狩猟冒険者だから、大人といえど、まず普ふ通つうの一いつ般ぱん人には手に負えん相手だ」

「でもあの女の子の方は？　兄弟には見えませんけど？」

「親同士が元パーティーメンバーでな。しかも現役中の上クラスだから、さすがにあの娘こには手を出さん。あの娘はチートの一歳年上で、他のパーティーで狩かりをしていたが、見かねてパーティーを組んでくれたのだが……」

「三人が基本なら一人足りませんね。それで俺に、ですか？」

「そうなんだが……それ以前にチートがこの場にいる事自体が問題視され始めている。前にも子供達を直接脅して収入を上納させていた組織があってな。チートがここに居る事で同じような事が起こらないかと、親達は恐おそれているんだ」

「ギルドで何とか出来ないんですか？　それに前の組織はどうしたんです？」

「そっちは俺達が潰つぶした。だから次は小僧の番という事だ」

　バリガルはさも当然という感じで、バンッと肩かたに手を置いて言った。

「……おっ、俺が？　俺がその役目を、ですか？」

「これが狩猟冒険者になる為ための試験という訳だ。俺達の本業は魔ま物ものに関する討とう伐ばつと捕獲だが、荒あら事ごと関係の何でも屋という面もあるから、こういった雑用依頼も結構ある。それにパーティーを組めばこういうトラブルもあるという事だな、ガハハハッ！」

《すんなり事が運ばないのはセイナさんらしいですね。それにしてもあの男の子……完全に名前負けですね》

《こっちの世界でも同じ意味な訳無いだろ。なるほどマジックバッグを貸してくれたのはそういう事だったのか》

　マジックバッグにはいくつかの短たん剣けん類、薬草等の緊きん急きゆう時の護身用具が、プレゼントと称しようして最初から入っていたのだ。バリガルの高笑いを聞きながら、セイナは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「ガハハハッ！　期間は一カ月。じゃあ頼たのんだぞ」

「頑がん張ばってみますよ」

　今までの経験から反論するだけ無む駄だだと、セイナは気持ちを入れ替かえて講堂の集合場所へと向かった。

　そしてそこで忌いまわしい過去と出会ったのである。

「……ああ。ああそうだな、確かにそうなるよな」

　パーティーを組んで和わ気き藹あい々あいと話している子供達から少し離はなれ、チートとグシュカの二人だけでポツンと立つ姿は、昔のセイナの姿そのものだった。

　運の悪さ故ゆえに避さけられ、孤こ独どくだった幼少時代。海かいと出会い、霧恋や月つき湖こ、天てん地ち達正木の人達に出会わなければ、どうなっていたか分からない。両親も精神的に追い詰つめられ、本当に最悪の想定すら現実にあり得る状況だったのだ。

《いいのですか？　可能性としては、厄やつ介かいな連中も絡からんで来るかも知れませんよ》

　セイナの決心を感じた那由多が問う。

《まあ、それこそいつもの事だから、ね》

《フフッ、そうですね。あの姿を見たら断れませんね》

　セイナは那由多の同意を得、にこやかに二人に近付いて行った。

「お待たせ。じゃあ軽く打ち合わせといこうか」

「いっ、いいのかよ!?　聞いたんだろ？」

　チートにとってはかなり意外だったようで、驚おどろいた顔で尋たずねる。グシュカという少女もそうだ。

「とりあえずやってみるさ。ところで収益の件だけど、俺が八割預かる。いいね？」

「おっ、おい!?　噓うそだろ？　それはいくらなんでも酷ひでえ……俺は、仕方ないけど、グシュカ姉ちゃんは……!?」

　チートの憤いきどおりは自身の事よりも、もう一人の少女に対するものだ。だがいきり立つチートを、そのグシュカが抑おさえた。

「いいのよ。パーティーが組めなければ、報ほう酬しゆうは無しよ」

「だって……」

　安心させるかのように笑えみを浮うかべ、その笑顔のままセイナを見て、

「セイナさん、それで構いません。どうかよろしくお願いします」

　そう丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしたのである。

「よし。じゃあクジは……グシュカにお願いしようか」

「分かりました」

　グシュカはセイナに軽く会え釈しやくをして、講堂の壇だん上じようで始まった区画場所を決めるクジ引きへと向かった。

「……あんたも、親おや父じと同じなんだな」

　チートはセイナに呟つぶやくように言った。それは憎にくしみというより諦めの呟きだった。

　　　　×　×　×

「チェ！　やっぱり林が入り込んでる所か。巣穴の配置がおかしいから嫌いやな予感はしていたんだ」

　狩しゆ猟りよう場に到とう着ちやくし、区画内の林を見た瞬しゆん間かん、チートは表情を思いっきり顰ひそめた。

　セイナ達が引き当てたのは平地だけでなく、普通の林が入り込んでいる場所だった。講堂で渡わたされた地図には巣の位置しか記されていないので、現場に到着するまで空白地帯や歪いびつな巣の配置の理由は分からない。長い経験があるグシュカは知っていた感じだが、チートの経験は、父親の問題故に浅い。

「何か問題があるの？」

「木の根のせいで、巣が複雑で読みにくいんです。ですから林部分は後回しになりがちで地図も不正確だったり、調べていなかったりするんです」

「確かに林の部分に巣の記入は無かったね……」

　と、セイナは魔素を可視化して様子を窺うかがう。

《薬草やらいろいろな反応が多くて確かく認にんし辛づらいな。内部魔素と外部魔素の識別は……》

　と、可視化した魔素に色が付く。外部魔素のはそのまま白で、内部魔素は赤だ。これも新しく開発した魔法だ。

《……と、こいつはまばたき一つでリセットされるのが問題だよな。常時スキャンが出来れば良いんだけど……》

　内部魔素と外部魔素の識別は、可視化とは違ちがって魔素をかなり消費する。以前、そのまま視覚化と同じ要領で試ためしたところ、一いつ瞬しゆんで意識が飛んでしまったのだ。それは無指定の場合、無限大の距きよ離りまでが区別用スキャニングをする対象となった為に起こった、急激な魔素欠けつ乏ぼうが原因だ。

　極きよく結けつ晶しよう化で魔素量が大おお幅はばに増大して尚なおの結果だが、そもそも目で物を、ただ見ているのと、それを情報として認識するのとは全く違う。本を読んだりパソコンで作業をする時などは、それを理解する為に極度に視野が狭せばまる。歩きスマホが危険な事を考えれば、もっと分かり易やすいだろう。もしその視野と入って来る情報量が無制限の広さとなれば、魔素枯こ渇かつも頭がパンクしそうになるのも当然だ。

《お母様のデータ領域とリンク出来ていれば簡単なのですが……残念です》

　などとちょっと自じ慢まんげに言う那由多の戯たわ言ごとは無視した。

　そこでその領域を指定し、範はん囲いを狭めてスキャンをする方法をとったのだが、当然範囲から外れた場所は見えないので、複数のパターンを設定した。一つは範囲を決めた定置表示のパターンと、もう一つは視線に合わせて範囲が移動するパターンである。これで常時視認は可能となったが、その内部魔素の持ち主がどういう存在なのかを認識する事は出来ない。これも現在、行動パターンや魔素量と魔素の分布形状から対象を推察する為の情報収集中だ。

《静止情報にしてスキャン精度を上げれば、巣の位置を特定するのは簡単ですよ？》

　巣自体が魔素とは無む縁えんなので、そのものを見る事は出来ないが、地中の根や昆こん虫ちゆう、果ては微び生せい物ぶつなども微量ではあるが、魔素を溜ため込む性質があり、穴の部分よりは若じやつ干かん魔素量が多い。それを内部魔素と外部魔素とで比ひ較かくすれば巣の特定は可能だし、那由多はそういう処理をする為の存在だ。

《それは止やめておこう。こちらで調べちゃったらあの子達の為にならないし、そもそもそれをどうやって調べたかになっちゃうよ。でも……所々、かなり強い反応があるのは何だろうな？　ピットじゃ無さそうだけど、まさか魔物でもいるのか？》

《全く動きがありませんから薬草の類たぐいでしょう。しかしここまで強い反応を示す物は、街中では見かけませんでしたから、是ぜ非ひとも後で掘ほって確認しましょう！　是非！》

　新たなサンプル入手の可能性に、那由多は意い欲よく的だ。もっともいつもの事なのでセイナも反対はしない。

「セイナさん。まずは平地の方から始めましょう。ピットを警けい戒かいさせたくないので、出来るだけ静かに移動して下さい。私が巣を読みます」

　ジッと黙だまって林の方を凝ぎよう視ししているセイナに、グシュカが小声で話しかける。どちらにしろ作業を始めないとお金にならない。既すでに他ほかの区画では子供達が狩りを始めていた。

「ああ、ごめん。じゃあ始めようか。こういう場合、何ど処この巣からというのは決まっているのかい？」

「一応、どのパーティーも魔樹海方向に向かって、左の上から始めるルールです。そうすれば隣となりのブロックのピットを警戒させても、その場所まで狩りをする頃ころには沈ちん静せい化していますから」

「了りよう解かいだ」

　セイナ達はグシュカの言う場所へと移動し、最初の巣穴の攻こう略りやくを始めた。

《あらあら、結構な数ですね。巣穴の大きさに比べて多過ぎですから、棲すむというより、避ひ難なん場所となっているのでしょう》

　魔素の視覚化によって判別したピットの数はかなりのものだ。普通は家族単位で適正な数が棲む筈はずだが、この巣に限らずあちこちの巣に、明らかに過か剰じような数のピットが居た。

《魔樹海から追い出されて、短期的避難所となっている状態なんだろうな。もう少し落ち着けば、縄なわ張ばり争いとかが起こるのかもしれないな》

《これもここが、良い狩り場だという事なのでしょうね》

《後は餌えさが豊富だからケンカが起こらないのかもな。それにしてもこの地養苔こけというのはフカフカの絨じゆう毯たんみたいだよな》

　いろいろな種類の苔がビッシリと隙すき間ま無く生え、それがかなりの厚みとなっている。しかも修復時にのみ魔素を使うのであろう、あちこちで喰くわれたような跡あとに魔素が集中し、他では反応が殆ほとんど無い。おかげで地中のピットの様子を阻そ害がいしないのでありがたい。

「姉ちゃん、巣の配置なら俺が全部覚えているぜ」

　急ごうとする焦あせりからか、チートは少し苛いら立だっているようだ。

「配置だけじゃなくて、どこの出入り口がどう使われているか調べないといけないの」

　だがそんなチートをグシュカは小声で諭さとし、抜ぬき足差し足つま先立ちでそろそろと移動している。

　それぞれ子供達に渡される区画地図は、資料室に置かれている物のラフ原画で、細長い木片で作られた木簡だ。担当区画が四巻程ほどに分けられ、配置が彫ほり込まれている。もし巣の状態に変化があれば、持っているナイフで彫り込むか削けずる。そして狩かりの後で変へん更こうがあれば、資料室の地図を書き換かえるのである。

　紙はこの世界でもそこまで貴重品という訳ではないが、子供だという事と、外での現場作業という事で、汚よごれたり破れたりしないようにとの配はい慮りよだ。

《手慣れていますね。ちゃんと巣の上は通らないようにしていますよ》

《それでもある程度は警戒されるみたいだな》

　グシュカが近付いた途と端たん、地中のピットの動きが僅わずかに止まり、辺りを警戒している感じだが、足音が遠くになればすぐに活動を再開しているようだ。

《ここら辺の警戒感の薄うすさは若い個体だからかな？》

《そうですね。それより地図には無い通路があって、一つ通路が塞ふさがっていますが、どうしますか？》

　それは他の物より少し長い通路で、出口が少し盛り上がった奥に隠かくれている。グシュカも何か違い和わ感かんを覚えているようで、塞がれた通路の出入り口で少し首を傾かしげている。

《疑問に感じているようなら、手助けしてもいいな》

　セイナは新しい出入り口にそっと近付くと、グシュカに合図を送った。

　グシュカはその穴を確認すると、嬉うれしそうに笑みを浮かべて頷うなずき、チートの待つ待機場所へと戻もどった。

「兄ちゃん、何やってるんだよ。そっちに巣穴は無いぜ」

「セイナさんが新しい通路を見付けてくれたのよ。でもよく分かりましたね」

「グシュカもおかしいと思っていたんでしょ？」

「それでも気付けたかどうかは……でも、いい場所が見付かりました」

　すぐさま新たに見付かった出入り口を中心に罠わなを仕し掛かけ始める。罠の袋ふくろは入り口が金属の輪で開いたままになるよう細工が施ほどこされていて、丁度鯉こいのぼりの口部分のようだ。これを巣の出入り口に密接させるように長いペグで固定する。地養苔は柔やわらかいので、固い地面までの長さが必要なのだ。

　さすがにピットを警戒させてはまずいのでハンマーなどは使えないが、セイナの力ならそのままゆっくりと突つき刺さす事が可能だ。

　準備が出来れば後はブブダで脅おどかすだけだ。事前に教わった手信号で、それぞれの持ち場にそっと移動し、タイミングを合わせて鳴らして行く。

　ブビィイイイイイ！　ブビィ！　ブビィ！　ブビィ！

　部屋の中では反はん響きよう音が凄すごかったが、外では意外と小さい。だが狭せまい空間の巣穴の中では凄すさまじい爆ばく音おんだろう。と、地中からピットの逃にげ出す地鳴りが聞こえ、仕掛けた罠袋が大だい蛇じやの如ごとく暴れ出す。

《ちょっと位はいいですよね》

　那由多が魔素ポイントを巣の中に送り込み、ビット達を罠の方へと誘ゆう導どうする。結果、巣穴のピットはすべて罠の袋に入り込んだのである。

「やった！　すげえ……！」

　袋一いつ杯ぱいに入り込んでもがいている様子に、チートは思わず歓かん声せいを上げるが、人の声はピットを警戒させる。チートはグシュカのひと睨にらみで沈ちん黙もくしたが、彼女の口元にも溢あふれんばかりの笑えみが浮うかんでいる。

《あまりやり過ぎるなよ。この子達の為ためにならない》

《初回特典です。ただでさえ色々と落ち込んでいるようでしたから、少しは気分を盛り上げるのも必要ですよ。次から加減をします》

　捕とらえたピットは、それぞれのパーティーベースにある檻おりへと入れておけば、回収役が定期的に廻めぐって来て運んでくれる。その時にベースにある水のタンクに飲料水も補給しておいてくれるのがありがたい。何しろ一日中、作業をする為、水は大量に必要だ。しかしそれをいちいち遠くにある、中ちゆう継けいベースへ補給しに行くのは時間のロスだ。それ以外にも朝、講堂から出かける時に塩分補給用にと、乾かん燥そうさせた塩しお辛からい果実のような物を渡されるところも、ここがしっかりと管理されている場所だという証しよう拠こだ。

　回収したピットは中継ベースの倉庫に集められ、ギルドの市場へ搬はん送そう、急ぎ捌さばかれ、精肉や加工品になる。あの地下市場の更さらに奥には熟成庫があり、翌朝には食べ頃になるという話だが、各家庭で更に追熟させる場合もあるとの事だ。

《よく考えられています。本当にシステム化して、段取りもいいですね》

《ここまでしっかりしていると安心出来るよ。それと前準備と狩りの状じよう況きようを整える事が、如い何かに大事か教える為でもあるような気がするな》

《なるほど。そこはトラブルの達人たる、セイナさんだからこそ気付いた事ですね》

　それ以後は問題なく作業は続き、午前中には平地部分の狩りは殆ど終しゆう了りようした。捕らえたピットの移送のような力仕事を大人のセイナが担当した事も、地味に時間短縮に繫つながっていた。




「少し早いですが、お昼のお弁当を貰もらいに行きましょう。少し場も休ませた方がいいと思います」

　平地の狩りが一段落ついた所で、グシュカの提案で狩りの本ほん拠きよとなっている、中継ベースの大きな倉庫へと向かう。ここは緩かん衝しよう地帯に一定間かん隔かくで建てられている、体育館の倍程もある石造りの倉庫だ。そこは移送が面めん倒どうな檻などの、重量のある荷物の置き場所ともなっている。二階では大人数が休きゆう憩けい、食事も行える。

《この緩衝地帯の先が結界の境界となっていますね》

　セイナが見た結界近くにある兵士の詰つめ所も、この倉庫に併へい設せつされている。

《子供達の護衛も兼かねているんだろうな》

「セイナさん。ペースがいいですから、ここで食べていきましょう」

　配られた食事はお弁当形式だ。ピット肉でも使われた魔ま樹じゆの葉で包まれ、飲み物は竹に似た植物の水すい筒とうに入っている。それを受け取った子供達は二階に行く者、そのまま現場へと向かう者と様々だ。

《この量……本当に子供用なのでしょうか？》

　お弁当はピット肉のハムと野菜、カレーに似たタレの付いたサンドイッチと魔樹海産の果か汁じゆうで僅かに香かおり付けした水だ。驚おどろいたのはサンドイッチが、食しよく欲よくが沈静化したセイナに丁度いい位の分量だったという事だ。

《みんな普ふ通つうに食べているようだから、これがいつもの量なんだろうな》

　二階では子供達が、それぞれに固まって食事をしていた。一いつ瞬しゆんこちらを見たものの、すぐさま話に戻ったようだ。話の内容は狩りについてのノウハウ、反省点など、会話だけを見ればいっぱしの狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者のようだ。

《グシュカもそうだけれど、受け答えが年ねん齢れい以上にしっかりしているよな。こうやって狩猟冒険者としての下地を作っていくんだな》

《なかなか頼たのもしいですね》

　チートを避さける雰ふん囲い気きは、セイナとグシュカが一いつ緒しよのせいか、朝程には露ろ骨こつではない。だが子供達からは少し距きよ離りを置いて座る。

「結構良い景色だな」

　一階の窓は素す通どおしだったが、二階の窓にはガラスが塡はまっていて、二階なら冬も十分暖かくなるだろう。倉庫という事で建物の高さが結構あり、一階は作業場という事もありかなり天てん井じようが高い。だから二階といっても位置的には民家の三階か四階に相当していて、見晴らしが良く、食事にはいい場所だ。

「それにしてもグシュカの巣読みは凄いね。誰だれかに教わったの？」

　罠の場所、驚かす位置取りなど、殆どがグシュカの提案だ。

「お父さんが狩猟冒険者で、いろいろと秘伝を教えてくれるんです。子供の頃の区画別捕ほ獲かく記録がまだ破られていないのが自じ慢まんで……でもお父さんと一緒じゃないのに、こんなに捕れるなんて初めてです」

「でも残ってるのは林だぜ」

　収しゆう穫かくを喜ぶグシュカとは対照的に、チートは先を考えてか悲観的だ。

「将来の事を考えれば、条件の厳しい所もいい経験だと思えばいいよ」

「お父さんも同じ事を言います。この場所は条件がいいので、大人になった時に難しい場所でしか狩りが出来なくなったら、収入が激減してしまう人が多いみたいなんです」

「そうは言うけどよ……」

「場所の善し悪あしで結果が変わるのは、実力がないのと経験不足が原因だ。悪い状況を如何にカバーするか試行錯さく誤ごするのも将来の為だし、それを楽しめばいい」

「クスクス。セイナさんて、本当にお父さんと同じ」

「……チェッ。どうせ俺は子供だよ」

「他人を羨うらやましく思う、妬ねたましく思う……それは誰しも持つ感情だが、でもそれを他者を貶おとしめたり自身を怠なまけさせる口実にしちゃダメだ。まず競きそうべきは昨日の自分。今日は負けてないか？　少しでも成長しているのか？　運も大事だけれど、もっと大事なのは、その時巡めぐって来た幸運を摑つかめるだけの実力を持つ事だ」

「だってよ……」

「お金や物は無くなってしまうけれど、自分が身に付けた能力や経験は無くならない。それを錆さび付かせないようにするには努力が必要だけれど、自分の意志で何とかなるだけマシだ」

　セイナが一瞬見せた暗い目つきに、グシュカもチートも息を吞のむ。セイナのそれは、子供には劇薬のようなものだが、彼の言葉に説得力を持たせる威い力りよくともなったのだ。

「……セイナさんも、そうだったんですか？」

「俺だけじゃない。みんなそうだよ。立ってる場所と目指すべき場所が違ちがうだけだ。ただ立ち止まっているだけでは何ど処こにも行けないのは一緒だ」

　グシュカは納なつ得とくしたように大きく肯うなずき、チートはそれでも自身の環かん境きようを悲観してか、俯うつむいて考えている。

「とにかく俺達が今すべきは、林の攻こう略りやくだ。いいね」

　セイナから見ればチートの不幸は軽いものだが、それでも本人にとっては深刻で大きい悩なやみだ。だからこそむやみに頑がん張ばれではなく、目の前の目標をしっかり提示するのだ。

「……う、うん」

「よし！　ところでグシュカ、ピット以外の採集はしていいのかな？　例えばあの林で薬草とか採っていいの？」

　と、いきなりセイナからのプレッシャーが失うせた。この手のオンオフは瀬せ戸と辺りから、無意識の内に学んだ技術だ。

「えっ？　ええ、区画内なら問題はありませんけど、売るとなるとピット以外だと税金がかかりますから、よほどの事がない限り狩かりに専念しますが？」

「そう。じゃあ終わったらでいいから、少し時間をくれるかな？」

　　　　×　×　×

《……う～～、ちょっと説教ぽくなっちゃったなぁ》

《そういうのも年長者の務めですよ。それをどう昇しよう華かさせていくかは本人次し第だいですが、ちゃんと聞いているようですから、無む駄だにはなりませんよ》

　セイナだけでなくグシュカもチートですら、あのお弁当をしっかりと完食し、林の前へとやって来た。

「森にいるピットを捕らえるには、やはり巣穴の位置を把は握あくする事です。位置の記き載さいがある場所から始めましょう」

　林の巣穴はほんの一部分しか記されていない。比ひ較かく的てき探し易やすい平地との境界辺りに集中している。

「林のピットはあまり狩られてないとすると、長くそこに住んでいて大型になっている可能性があるという事だよね？」

　セイナは作業に入ろうとする二人を止めるように話しかける。

「ええ、そうですね。そう考えるのが妥だ当とうだと思います」

「じゃあ獣けもの道みちを見つけるのがいいかもしれないね。長くそこに居るのなら、決まった道があって、それなりに跡あとが出来ているんじゃないかな？」

「はい。でも草のトンネル状になっていて、上からでは分かり難にくいそうですが……もしかして巣の調査を？」

「平地の巣の状態を見てて思ったんだけれど、出入り口が他ほかの巣とかち合わないような感じで配置されているよね？」

「えっ？……ええ、そう言われてみれば……」

「あっ！　うんそうだ。そんな感じだった」

　意外にも反応を示したのはチートだ。

「へえ、巣穴の位置とかもそうだったけれど、チートは記き憶おく力がいいな」

「忘れたい事もあるけどさ……それより急ごうよ、でないと……」

「先まずは巣の調査から始める」

　セイナは毅き然ぜんとそう言う。

「だ、だってそれじゃ……」

「自分達だけじゃなく、後の子達の事も考えるんだ。そもそも本部の地図だってそうして出来た物だろう？」

「そうですね。分かりました」

　チートは少し釈しやく然ぜんとしない感じだったが、グシュカはにこやかに肯いた。この反応から見ても、父親からの影えい響きようの善し悪しが見て取れる。
















「この林から巣を探すなんて……」

「こういう時は焦あせらずに一つずつ確実に潰つぶして行くんだ。最悪、今日は調査だけで終わっても構わない位に考えてね」

　林を見て絶望したようなチートを諭さとす。全体を見るとその作業量の多さが目に付いてしまうが、結局は一つずつ片付けて行くしかないのだ。それに焦ればそれだけ仕事が雑になる。ピットの巣穴を一から探すには根気と慎しん重ちようさが必要であり、それは全すべての事に共通する大事な要素なのだ。

「この場所が作業の邪じや魔まなら、切り開いて整備をすればいい。でも残しているのなら、そういう意図があるんだろうね」

　最初から狩りは度外視し、ピットを警けい戒かいさせるのを承知で調査を始めると、意外と巣穴の位置を見付けるのは短時間で済んだ。長くこの場に棲すんで、危険な外敵が居なかった弛ゆるみもあるのだろう、あちこちに痕こん跡せきがあり、見つけるのは容た易やすかったのだ。それ以外にも平地での巣の位置関係等を加味すれば、ジクソーパズルのピースをはめ込む要領で、だいたいの位置特定が出来た事も大きい。

　セイナの二人の経験に支障を来きたさない程度のアドバイスもあったが、もともとグシュカは巣読みが出来ているので、すぐに林でのコツを摑んだようだ。あまり気乗りでなかったチートも、平地より起き伏ふくに富んだ林での探たん索さくが思いの外楽しかったようで、記憶力の良さもありどんどん経験値を上げている。その成長ぶりはかなり目覚ましいものがあった。

「これでだいたい区画内の林部分は全部かな」

「通路の見落としはあると思いますが、巣の位置はほぼ把握出来たと思います。それにしてもこれ程ほどあっさり終わるとは思いませんでした」

「だけど、もう全部の巣穴を狩るのは無理だぜ」

「セイナさんが居なければ参加出来なかったんだから贅ぜい沢たく言わないの。それにこうして調べなきゃ、いつまで経たっても分からないままだったのよ」

「分かってるよ。どっちにしたって結構派手に調べたから、ピットも警戒しているだろうからさ」

　チートの言う通り、ピット達は巣の中で動かず固まっている。だが可視化して見ると少し離はなれた場所では動き出している個体も多かった。

「最初の方で調べた巣なら、もう大だい丈じよう夫ぶだろうから、そちらから回ろう」

「そうですね」

「それにしても地図が埋うまると気持ちいいな。きっと本地図に書き換かえをする人は、これを見たら驚おどろくぞ」

　セイナはそう言いながら木の地図をチート達の方に見せる。そうする事で自分達の仕事の達成感を認にん識しきさせるのだ。

「そうですね。きっとそうだわ」

「……うん、そうかもね」

　チートは少し無愛想に答えるものの、それでもセイナとグシュカの笑えみに引っ張られている感じで、声が高こう揚ようしつつあった。

「セイナさん。私、あの崖がけのところにあった、大きめの巣穴が気になるんです」

　グシュカが言っているのは、ピットの物にしては大きめで、しかも少し新しい感じの巣穴の事だった。

「だけどこの罠わなと入り口の大きさが少し合わないんじゃない？」

　巣穴の大きさは罠の倍近くある。警戒され、その輪の上を通られる可能性は高い。

「倉庫には大きめの罠もあるんです。チート、知っているわよね？」

「分かった！　任せとけって！」

　と、チートはそのまま中ちゆう継けいベースの倉庫へと走り出した。それを見送るグシュカは安心したように胸を撫なで下ろした。

「……よかった。大丈夫みたい」

「えっ？」

「あの子、みんなから避さけられているから、一人で人の集まる場所には近付かなかったんです」

　グシュカはセイナの方を向いて、悪戯いたずらっぽくペロッと舌を出して見せたのだ。

《なかなか策士のお姉さんですね。あなたが地図を見せて褒ほめたのに便乗したのも、その意図が分かっていたからでしょうね》

《……チートがこの事に一生気付きませんように》

　それでもチートにこういった友人が居るのは喜ばしい事なので、セイナは軽く笑みを浮うかべて応こたえた。

　　　　×　×　×

　既すでに巣を読み、配置も決めていたので、チートが戻もどってすぐに仕し掛かけを始める。林の中は少々視界が悪く、三人の位置関係も高低差があったが、軽い口笛でそれぞれが配置に就ついた事を確認し、スタートの合図から三まで数えて一いつ斉せいにブブダを鳴らす。

「「「えっ!?」」」

　一斉に逃にげ出すピット達の地鳴りは、思わず全員がそう声を出してしまった程の大きさだった。とにかく仕掛けた罠わな袋ぶくろがちょっとビックリするような膨ふくれ具合で、仕掛けが外れそうな勢いだ。特にセイナが担当する一番大きな罠袋が凄すごい事になっている。

「ハッ！　ハハッ！」

　セイナでも思わず声に出して笑ってしまった大漁振ぶりだ。すぐに近付いて罠を外して口を縛しばる……と、その時、

「ウワワワワァア！」

　林に木こ霊だましたのはチートの悲鳴だ。

　セイナは咄とつ嗟さに罠を放ほうり、声の方へ向かうと、チートが押さえている罠の袋が明らかに異常の動きをしていた。ピットより一ひと際きわ大きな何かが無茶苦茶に暴れていて、チートがそれに振り回されている形だ。しかも頑がん丈じような袋から、尖とがった十センチ近い角のような物が突つき出ている。

「チート！　離しなさい！」

「やだ！　離したら逃げる！」

「逃がしなさいって言ってるの！」

「で、でも……」

　グシュカの悲鳴の様な怒ど号ごうにもチートは手を離そうとしない。それは逃がしたくない一心というより、手が硬こう直ちよくしてしまった感じだ。

「クッ！」

　セイナは咄嗟にマジックバッグから作業用のナイフを取り出し、

《霊れい糸し誘ゆう導どう！》

　ナイフと暴れているそれへとポイントを結び付けた瞬しゆん間かん、ナイフを投とう擲てきした。

「ピィギャン！」

　ナイフは間かん髪ぱつ入れず、暴れているそいつに袋越ごしに深々と突き刺ささった。

「「チート！」」

　セイナとグシュカは同時に走り出し、チートに駆かけ寄った。既に袋の中のそれはピクリとも動かず、刺さった部分からはジワジワと血が滲にじみ始めていた。

「このバカ！　何ですぐ離さないのよ！」

　口調のきつさとは別に、グシュカのチートを看みる手は優やさしい。

「……ごめん、ごめんなさい」

　安心したのかチートは涙なみだ目めで素す直なおに謝った。セイナの方にも気まずそうにだが、顔を向けて小さく頭を下げた。

「怪け我がは無さそう？」

「はい。セイナさんがすぐに仕留めてくれたおかげで、角に引っかけられた様子はありませんし、どこも痛めてはないようです」

「そうか、それはよかった……だけど、それにしても何が入ったんだ？」

「ピットの上位種……角の長さから、恐おそらくクイーンだと思います。とにかく急いで中継ベースに戻りましょう」

　　　　×　×　×

「ああ、確かにこいつはクイーンピットだね。林の部分はあまり手を付けられないから、成長して魔ま物もの化したのかもしれないな」

　本部に持ち帰って報告すると、責任者らしきギルド職員が苦く笑しよう気味に、綺き麗れいにしてくれたセイナのナイフを渡わたしながら言った。

「急所に一いち撃げき、いい腕うでだな。さすがバリガルさんの紹しよう介かいだ。捕ほ獲かく成績もかなりいいし、終しゆう了りよう時間にまではまだ間があるが、残念ながら今日の狩かりは終了して貰もらうよ」

「確かに、子供には危険ですね」

　見せてくれたクイーンピットは、通常のピットの倍以上ある体長で、形状はピットとさほど変わらない。だがあの罠袋を突き破った鋭するどい角と、歯や爪つめもかなり発達している。問題はクイーンが一いつ匹ぴきとは限らず、もっと大きく凶きよう暴ぼうな個体が居る可能性だ。とはいえ、まだ終了時間には間があるので、チート達はガッカリした様子だ。

「まあそう落ち込む事はない。君達が調べた林の地図だが、危険の有う無むを判断する為ための捕獲調査は明日以降になると思うが、その時の査定参考対象になる。普ふ通つうは巣穴の通路が一つ増えているとかだから、小こ遣づかい程度にしかならないけど、これだけの物なら結構な追加が見込めるだろう。子供はどうしても林とかは面めん倒どうがって手を付けなくてね。よく調べてくれたよ」

　自分達の仕事が認められた喜びで、グシュカとチートは顔を見合わせて笑っている。その仲なか睦むつまじい様子は、何やらホンワカしたものを感じさせ、実に微笑ほほえましい光景だ。

「ところで荷物とかの回収をしたいのですが、林に入っていいですか？」

「ん？　ああ、君だけなら問題は無いだろう」

　　　　×　×　×

　急いで林に戻ってきたセイナは、置いてあったブブダや道具を林の外に出してグシュカ達に任せると、探索を始めた。

《試ためしに一つ掘ほってみるか》

　林の土は腐ふ葉よう土どで、人があまり入り込んでいないせいか踏ふみ固められてはいない。

「範はん囲い指定、装そう甲こう化」

　魔素を手の表に纏まとわせてシールドのようにし、そのまま突っ込んでみると、米べい殻こくにでも手を突っ込んでいるような感じで入って行く。土を掘り出し、より分けつつ目的の物を見てみると、それは小こ芋いものような白トリュフのような、五センチ弱の固まりだ。

《ああ、これ！　該がい当とうするのは『プロシェット』塊かい茎けいの一種です。魔素を溜ため込みそのエネルギーで四方八方に地ち下か茎けいを伸のばして増える植物です。魔素蓄ちく積せき量から、恐らくそれは発芽前の状態で、しかも驚きはエクストラポーションの主原料の一つなんです。是ぜ非ひとも採って下さい！　というか採って採って！》

　エクストラポーションは四し肢し欠損すら治す魔法の霊れい薬やくだ。その主原料ともなれば高値が期待出来る。宝の山を発見したのと同じだ。

《おおっ、こんな所で意外なお宝！　じゃあいい感じの物を採っておくか》

《根絶を防ぐ為にも、魔素密度の高い物のみを採取しましょう》

《そうだな。あちこち掘り返す時間も無いから、範囲指定で霊糸収納させちゃおう》

　根こそぎと言わない那由多に安あん堵どしつつ、セイナは地下の反応を見て、魔素のポイントで周囲一センチ程の土ごと取り囲む。それを直接霊糸収納へと入れて行く。

《範囲指定と霊糸収納の組み合わせは、本当に使い勝手がいいな》

《魔素でレジストされない限り、鉄でも切断出来るのがいいですね。もっともセイナさんの魔素量があればこそですが、いろいろと細かな加工が出来ますよ》

《とはいえさすがに鍛きたえられた金属だと、範囲指定の魔素消費量が大きいよ。精密金属加工なんか、随ずい分ぶんと先の話だよな》

　加工品、特に人の手で鍛えられた金属類は、実はある程度の付ふ与よ魔法が自然に掛かかっていて、範囲指定をレジストするのだ。それでも魔素量をかなり上げれば切断は可能なのだが、人が持っている状態だと、武器や防具類は自動で肉体強化の魔法が及およぶのか、強固にレジストされてしまう。ここら辺の試料となったのは、バリガルの家の地下にある鍛か冶じ工こう房ぼうのおかげだ。とにかくリサイクル用に集められた鉄てつ屑くずが大量にあるので、少々借りて試し、そのまま炉ろに投入する容器に入れて証しよう拠こ隠いん滅めつしておいたのである。

《範囲指定の切断は、加工が自由自在で、本当に応用範囲が広いですから。魔素で３Ｄモデルみたいな物も作成出来るから楽しいです》

　那由多は夜な夜な、その魔法で愛の巣（笑）の設計に余念がない。

《あの地下の採石場に手を出してくれるなよ？》

《分かっています。どうせなら良い物が欲ほしいですから気長に探しますよ》

　既に石材の候補は博物館で物色中だ。あそこは元王宮なので、使われている建材は最高級の物ばかりだ。

《まあその時は『謎なぞ建材』も試していいから》

『謎金』の最初の製作者が生み出した、もう一つの謎シリーズ。その名前から建材向きの物らしいが、まだその正体は謎だ。

　土の中のプロシェットを次々と範囲指定して霊糸収納に入れて行く。良さそうな物を三十個程ほど採とった所で霊糸収納から取り出し、土を払はらいつつ採集用の袋に入れてマジックバッグへと移す。二度手間ではあるが、収しゆう穫かく物を人前で出すには、この手間が必要なのだ。

「お待たせ」

　土を払いながら、林から出たセイナは片付けをしている二人の元へと歩み寄った。

「いえ、こちらも準備が整ったところですから。周りはまだ狩りをしていますから、まだ大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「いや、もう十分だよ。それより早く片付けて一息吐つこう。いろいろと疲つかれただろ？」

「私は慣れていますけど……」

「俺だってまだまだ平気だ！」

　心配されたのが悔くやしいらしく、チートは口をへの字にした。その姿が既に子供っぽいのだが、それは言わぬが華はなだ。

「そうか。なかなか頼たのもしいじゃないか。だけど休める時には休んでおく。不測の事態に備えるのも重要な事だ」

「う、うん」

　セイナに対して、どこか諦あきらめと警けい戒かいを持っていたチートの雰ふん囲い気きが変わりつつある。しかし彼の根っこの部分にある、人を寄せ付けない信じない部分は依い然ぜん存在していた。

　　　　×　×　×

　セイナ達は本部ベースで、罠わなやブブダの軽いメンテナンスを行い返へん却きやくをする。もちろんそのままの返却も出来るが、メンテナンスをすると、引き替かえにマンゴーに似た果実をくれるのだ。

《こういう所は本当によく考えられていますね》

　果実は酸味が少し強いが甘みもしっかりとある物で、作業を終えた後の疲ひ労ろう回復とおやつ代わりといった感じだ。それを食べつつ一休みした後、急いでギルドへ戻もどる。

　朝は一いつ斉せい移動だったが、夕方はそれぞれの都合に合わせて自由帰き還かんである事と、何よりもギルドの別館には、ギルドメンバーや職員が使える大きな銭せん湯とうがあると聞いたからだ。実際、都市には大衆浴場がいくつかあるが、バリガルの家に内うち風ぶ呂ろがあった事と、魔素風か邪ぜの衰すい弱じやくした身体からだを見られるとまずいので一度も行けていない。

（バリガルさん家ちの風呂もそれなりに立派だけれど、広い風呂に慣れちゃったからな）

　雨あま音ねの家から始まり、守かみ蛇だ怪けの数キロはあるお風呂と、ある意味セイナが覚えた唯ゆい一いつの贅ぜい沢たくかもしれない。

「ガハハハ！　帰って来たか」

　朝の講堂へと入ると、受付の職員達と一いつ緒しよに居たバリガルが、セイナの姿を見て楽しげに近寄って来た。

「まさか迎むかえにですか？」

「可愛かわいい弟で子しの初仕事だからな……というのは冗じよう談だんだが、俺だってギルド会員だ。人手が足りない時のピット小こ僧ぞう共の面倒も会員の義務の一つだし、一応様子も確かく認にんしておきたいからな」

「ピット小僧……女の子もいますが」

「小っちぇ時なんざ、似たようなもんだよ。それよりもクイーンが居たそうだが、小僧らしくて結構だ。とにかく受付を済ませて風呂に入って来い。ここの風呂は俺が監かん修しゆうしたからなかなかのものだぞ」

「そんな事もしてるんですか？……まあ実はそれが楽しみで早く帰って来たんですよ」

「ガハハハッ！　じゃあタップリ堪たん能のうしてくれ」

　受付を済ませると木の札を二つくれる。一つがお風呂用、一つが食事用の引ひき換かえ券けん代わりという訳だ。

「ああ、それとピット以外に薬草の類たぐいを採取したんですが、これはどうしたらいいんですか？」

「ん？　もしかしてパーティーの収益にしたいのか？　だがあそこら辺で採れる物なんぞは大した金にもならんぞ。しかも狩りの最中に採れる物なんて……」

　笑っていたバリガルは、セイナがマジックバッグから取り出したプロシェットを見て固まった。だがすぐさま再起動、セイナの腕を摑つかんで他ほかの職員達に背を向けるよう引き摺ずり睨にらみ付ける。

「これを三十個程採ったんですが……どうかしましたか？」

「それを何個だって？」

「……三十個です。今日の区画の中にあった林部分で」

　セイナの説明を聞いて得心が行ったのか、バリガルは表情を崩くずし大きく息を吐はいた。

「はあ……なるほど、こいつを食う為にクイーンが居たのか。納なつ得とく行った……が、小僧はいろいろと面倒事を引き寄せるなぁ……」

「なんか、まずいんですか？」

「クイーンやキングピットはこいつを食って魔素器官を発達させようとする。だからプロシェットが生育している場所に現れるのだが、そっちに関してはさほど重要ではない。それよりも、こいつの発見はいろいろと問題を引き起こすな」

「俺はどうすれば良いんですか？　それを手放せと言うならそれでも構いませんが」

「ああ、小僧達に何か累るいが及ぶとかではないから心配するな。それ以外の所でいろいろと駆かけ引きが起こるというだけだ。ただし事前の根回しの為に、少しの間は知られたくないから、あの二人には内ない緒しよにしておくんだ。もちろんお前もだぞ」

　バリガルはそっと口を押さえて他言無用のゼスチャーをした。

「分かりました」

　　　　×　×　×

　プロシェットをバリガルに任せた後、グシュカに案内をされて地下を移動する。

（……こうして見ると、リアルダンジョンだな）

　あっちに曲がりこっちを登って降りる、会敵が無いだけで感じはＲＰＧ気分だ。地下の石切場跡あとの薄うす暗ぐらさと、崩ほう落らくを防ぐ為の柱で視界が悪く、慣れないと迷いそうだが、基本構造は碁ご盤ばん目め状で、途と中ちゆうに行き止まりは無い。グシュカの説明では目的地の位置さえ把は握あく出来ていれば、迷う事は無いらしい。

「……なんか、どこかで見たような」

　着いた場所は、レセプシーにあった簾れん座ざ王族専用の宿しゆく泊はく施し設せつ、大だい宮きゆう殿でん『天てん遊ゆう苑えん』とよく似たデザインだった。ただ建材はごく普ふ通つうで、劣れつ化か版のエントランスといったところだ。

「まあでも、こっちの方がまだ落ち着くな」

　キンキラの装そう飾しよくが無い代わりに、色の異なる石材や木材を組み合わせ、なかなかシックでモダンなホテルといった感じだ。逆にこちらの方が格調は高く見える。そこら辺は日本人の感性なのかもしれないが、樹じゆ雷らいも守蛇怪でもそうなので気にしても無意味だ。

《しかしここに居る人達が、作業着や皮かわ鎧よろいの人間というのがミスマッチですね。田舎いなかに白はく亜あの宮殿みたいな家を建ててる人のような……》

《ハッハッハ。それを言っちゃあ、お終しまいよぉ。あれは一種の中二病と同じだから。まさに大人の中二病、しかも不治の病だ。それに天遊苑の秘宝館風呂よりマシだよ。少なくとも入るのが恥はずかしくない！》

《デザインはそっくりですが装飾はシックですよね。バリガルがそうしたのか、他の人が止めたのかが興味あるところです》

《俺はバリガルさんに余計な突つっ込みはしないぞ。やぶ蛇へびが怖こわい》

「お兄ちゃん、こっちだよ」

　いつの間にかグシュカの呼び方が『お兄ちゃん』になっていたが、妹の吉よし子ことは、まずこんな触ふれ合いは出来なかったので、何だかこそばゆい感じだ。苦く笑しようしつつグシュカ達の居る奥の番台へと進む。

「……えっ？」

　と、セイナは思わず間ま抜ぬけな声を上げて立ち止まってしまった。

　その先は脱だつ衣い所なのだが、何と男女に分かれていないのだ。一応中央に衝つい立たてがあるが、大人なら顔が出る高さだ。しかも誰だれもそれを恥ずかしがるような素そ振ぶりも見せず、男女ともに衝立から顔を出して和なごやかに話をしているのだ。

「お兄ちゃんこっちこっち！」

　男の区域側で、さも当然とばかりにグシュカがセイナを呼んでいる。もちろんチートも一緒だ。

《これがここのルールなのでしょうね。まあ大らかという事で♡》

《中が完全混浴じゃない事を祈いのるよ》

　セイナは諦めてグシュカ達の方へ向かう。

「お兄ちゃん、こういう所は初めて？」

「お世話になっている所にはお風呂があるからね」

「じゃあ、これも知らないのね？」

　グシュカが指差すのは荷物や衣服を入れるロッカーだ。

「これは魔ま結けつ晶しようの鍵かぎが付いているの。光っていないのが空いているロッカーで、こうして掌てのひらを付けて『記録』、赤く光ったら開くわ。荷物を中に入れて『施せ錠じよう』すると鍵が掛かかっるの」

「せ、生体認証……」

《ここら辺もバリガルの留学経験なんでしょうね。まあ貴重品を気にする必要が無くていいんじゃない？》

　マジックバッグなどの貴重品は、人目がなければ霊れい糸し収納に入れてしまえばいいが、ここではそれは出来ない。そもそも霊糸収納を隠かくす為ためのマジックバッグなのに、それを盗とられないように霊糸収納を使うのでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「チートはちゃんと頭も洗うのよ。せっかくのお風呂なんだから、綺き麗れいにしないと」

「……今朝、井い戸どで洗ったよ」

　セイナの葛かつ藤とうを他よ所そに、二人はさっさと服を脱ぬぎながら話している。グシュカは日本で言えば小学校の高学年なので、まあギリギリ父親とお風呂に入る年とし頃ごろだと言える。どちらにしろ周囲にいる裸はだかの大人を見ても何とも思っていないようだ。

「ちょっと濡ぬらしただけでしょ？　お兄ちゃん、チートを洗うの手伝ってね」

「ん？　ああ、任せとけ」

　郷に入っては郷に従う。セイナもさっさと頭を切りかえ、服を脱ぎ始める。

「……うわ」

　と、いきなりグシュカの口から溜ため息いきが漏もれた。視線の先にあるのはセイナの裸だ。

「うわぁ……兄ちゃん、すげえ傷だらけだな。もしかしてスタンピートにでも巻き込まれた口か？」

　そもそもバリガルの言う、ピット小僧の狩かりに補ほ佐さ的に参加するのは、見習いの若い狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者か、怪け我がをして引退した年寄りだ。セイナの年ねん齢れいならば駆け出しなので、体中の傷は戦いによるものよりも、事故と考えるのが普通だ。だがセイナの全身に隈くま無なくある傷きず跡あとは尋じん常じようではなく、ならば魔物の暴走に巻き込まれて瀕ひん死しの重傷という、チートの判断は妥だ当とうと言えた。

「……違ちがう」

　グシュカのそれは、呟つぶやきというより溜息といった感じで、チートがそれに気付かない程ほど微かすかなものだった。

（お父さんの知り合いの……特等クラスの人と同じだ）

　グシュカの父は現役の狩猟冒険者だ。父親自体も高ランクだが、その知り合いには更さらにその上の特等級というトップクラスの狩猟冒険者が居て、家に遊びに来る事も多い。そういう狩猟冒険者は、休日であろうと必要とあれば日々の訓練は欠かさない。グシュカはそういう人達の、汗あせを流す時や着き替がえでその肉体を見る機会も多い。まだ少し華きや奢しやで身体からだも完全復調とは行かないが、セイナの肉体はそれと酷こく似じした雰ふん囲い気きがあるのだ。

（作業の時も思ったけれど、実戦の為の肉体だ）

　全すべての動きが緩ゆるやかで破は綻たんがない。どのような状じよう況きようにあろうとも、瞬しゆん時じに全方向に最大の動きが出来るバランス感覚を持つ肉体。セイナの身体はまさにそれだ。それがグシュカの思い違いでない証しよう拠こに、周囲にいるベテラン達も、セイナの身体に瞠どう目もくしていた。

「じゃあ、いこうか」

「は、はい！」

「姉ちゃん顔赤いぞっ、痛って！　何すんだよ!?」

「うるさい。お風ふ呂ろでは騒さわがない」

　軽くチートの頭を叩たたいたグシュカは、何やらご機き嫌げんな様子でチートを引っ張ってセイナの後に続いた。

「おおっ！」

　床ゆか近くまである簾すだれ状の暖簾のれんをかき分け、十メートルはある狭せまい廊ろう下かを抜ぬけるとその先が浴場だ。浴場はかなり広く、何よりも目の前にパノラマの絶景が広がっていた。

　林と畑の先にはピット狩りをする緩かん衝しよう地帯と、そこを横切るような大きな川、その先には魔樹の森が見えるのだが、浴場が視点的にはその木々よりも高い位置にあるので、かなり先の様子までよく見える。こちらの地味な色合いの植物群とは違い、魔樹の森はカラフルな色合いで、何とも美しい絵画のようだ。

「凄すごいだろ。あの先は露ろ頭とうした石切場だった所で、すんげえ高い崖がけになってるんだ。それであの窓ガラスは、空から持って来た特別な物なんだぜ」

「なるほど。あんな大きな窓ガラス、初めて見たよ」

　ほぼ浴場の壁かべ一面と同じ大きさのガラスは、一見すると何も無いかのような透とう明めい度で、湯気による曇くもりも起こっていない。宇宙の物であれば強度もこの星にある中でも最高の物だ。そしてそれが壁の構造体となって天てん井じようを支えているから、浴場に一いつ切さい柱を造らなくて済んだのだろう。確かにバリガルが自じ慢まんするのも頷うなずける広さと絶景だ。

「あのガラスは、この大陸でもここにしかないと言われています。私もチートも初めて見た時は本当に驚おどろきましたから」

　セイナの反応に二人共、嬉うれしそうだ。巨きよ大だいな窓ガラスに目が行きがちだが、風呂もここの石材が使われている。ここのは多少の違いはあるが、若じやつ干かん赤みのある、白い石だ。素す掘ぼりの室内に磨みがきでアクセントを付け、同じ石でもテクスチャーの違う物や、完全に別の場所から持って来た石を組み合わせて造られている。ここら辺は街の建物と同じだ。

《お風呂は日本の物と同じ、洗い場が外にあるタイプですね》

　そこには長細い、足湯のような身体を流す湯汲くみ専用の湯ゆ槽ぶねがあり、その両りよう端たんで身体を洗う。所々に木箱に入った固いクリーム状の石けんが置いてあり、それを使って洗うのだが、その石けんが結構品質がいいのが驚きだ。香こう料りようが入っているのか、微かに石けんとは違ういい匂においがする。

「あ……ああ、あ……あ…………」

　脱衣所でのグシュカとの約束通り、面めん倒ど臭くさがるチートを捕つかまえ隅すみ々ずみまで、もうこれ以上はないという位に隅々まで洗う。またチートがあまり風呂に入っていないらしく、垢あかがボロボロと気持ちいい位に落ちるので、グシュカと二人、意地半分面おも白しろ半分だったのも原因だ。

　グッタリするチートを湯槽の浅い部分に放流した後、セイナとグシュカはお互たがいの背中を流し合う。

「痒かゆい所はない？」

　セイナはグシュカの髪かみを洗いながら尋たずねる。まだ細くスレンダーな身体は子供のものだが、そろそろ大人になる兆きざしも見せている。

（俺が普通だったら、吉子ともこんな感じで一いつ緒しよにお風呂にも入ったんだろうか？）

　女の子という事で少し構えていたが、グシュカと女性狩猟冒険者達、周囲の雰囲気がそれを忘れさせる。だがふと妹の吉子の事を考えて感傷的になる。

　確率の偏かたよりを持つセイナにとって、お風呂場はいろいろ危険な場所だったので、吉子と入った事など一度もない。確率の偏りに対処する術すべも未熟で、自身だけならいざ知らず、吉子を巻き込む恐おそれが大きかったからだ。

《セイナさん……お兄ちゃんが洗っているというには、なかなかレベルが高いと思いますよ。男だったらもう少し乱雑なものでしょう？》

《え？　何の話？》

《髪の毛の洗い方ですよ》

　指の平で頭皮を揉もみほぐしつつ、部位によって洗うやり方や向きを変えて隅々まで丁てい寧ねいに洗うやり方はプロのようであり、実際、グシュカはもの凄く気持ち良さげでウットリとしている。

《これは霧恋さんや月湖さん直伝だからなぁ……これが普通だと思ったんだけど？》

《あの方達が、瀬戸様の女官だった事をお忘れですか？》

《……あっ！》

　那由多の言葉が全すべてだ。瀬戸の女官は全てがパーフェクト。あらゆる事に精通し、トップクラスの、高貴な方々のお世話係でもある。その女官経験者直伝となると、セイナの拙つたなさがあっても、プロと同レベル、少なくともその洗い方に関しては、最高の技法を使っていると言えるのだ。

《だけどグシュカは女の子だからね。チートのような扱あつかいをする訳には行かないよ》

《ふ～～ん。ほ～～ん……それよりもお客さんのようですよ》

《えっ？》

　ふと視線を感じて横を見ると、そこには衝立から鈴すずなりに顔を出し、興味深そうにこちらを覗のぞき込んでいる、女性狩猟冒険者達の姿があった。

「君ぃ、なかなか上手じゃない。私達も願い出来るぅ？」

　後から彼女達に聞いたのだが、グシュカはセイナに髪を洗われている間中、実に気持ちよさそうな声を漏らしていたそうなのだ。

「ダメよ、あんな小さな子を目覚めさせちゃったら」

「いけない人よねぇ」

　女性達は口々にセイナをからかいつつ、殆ほとんど前を隠さない状態で近付いて来る。

「…………」

　セイナはいろいろと目覚めそうなあれこれを必死で抑おさえつつ、結局、逃にげ切れずにヘアサロンを開設する羽目となったのである。

　ちなみに女性冒険者達のパーティーメンバーの男性達は、その様子を見ながら『今日はあいつのおかげでゆっくりと風呂に浸つかれて幸せだ』と、普ふ段だんどういう扱いを受けていたのかを正座させて問い質ただしたいような事を口走っていたらしい。




　意外な長風呂となったセイナ達だったが、早めに帰き還かんしていたおかげで、ピット小こ僧ぞう共が帰って来てごった返す前に、食堂へと向かう事が出来た。

「ギルドには食堂が数カ所あって、ここは一番大きく千人近くが座れる場所なんです。メニューは日ひ替がわりの一種類だけですが、安くてボリュームがあると評判で、ピット狩りの子達は殆どがここに来ます」

　給仕場のカウンターに向かい、貰もらった薄うすい木の板に焼き印が押された食券を渡わたす。

「さあ、ガッツリ食べるんだよ！　遠えん慮りよなんかいらないからねっ！」

　普段から声を張り上げているのだろう、でかく破われ鐘がねのような声だ。

　失礼ながら『オーガかと思った』と言わせそうなガタイのでかい、さらに美しく繊せん細さいだといういうエルフのイメージを粉ふん砕さいするような筋肉質のおばちゃん──ちなみに顔はとても美人──が、どんぶり鉢ばち程の大きさの鉄製鍋なべに、それこそ溢あふれんばかりに、ボルシチのようなシチューを注いでくれたのだ。持ち手があるから子供でもこぼさないで持ち運びが出来るが、明らかに子供が食べる分量ではない。しかもパンは一斤きんはあろうかという大きさだ。

「お代わりが欲ほしいのなら遠慮しないんだよ。ああ。アンタはこっちね」

　どうやらそのバケツは子供用で、セイナには家族用かと問い質したいサイズの鉄鍋が渡されたのだ。しかもそれに加え、さっきチート達が渡された倍の食パン付きでだ。

「そんな細っこいんじゃダメだよ！　一いつ杯ぱい食って大きくならなきゃね」

　魔素風か邪ぜから目覚めたばかりのセイナなら余よ裕ゆうだったが、さすがに食が元に戻もどりつつある状態では少々辛つらい。だが有う無むを言わせぬ迫はく力りよくと、何よりもその無む邪じや気きなまでに屈くつ託たくのない笑え顔がおが、どんな反論も文句も口に出来ずに飲み込ませてしまう。

　そこまで人に食を勧すすめる原因は、彼女のその体たい軀くにあるだろう事は分かるが、それを聞くのはセクハラだ。とにかくそれが彼女の信念なのだろうと諦あきらめるより他ほかない。

　後から聞いた話だが、そのエルフのおばちゃんはピット小僧共専門のお手伝いで、普ふ通つうの職員や大人はその時間帯を避さけるのが常識なのだそうだ。運悪く知らずに遭そう遇ぐうすると、セイナのような目に遭あうのである。ただしそのような目に遭い、啞あ然ぜんとなっている人を見かけた子供達が食べるのを手伝ってくれるという、暗あん黙もくのルールがある為ために、お残しをする被ひ害がい者しやは皆かい無むである。

（ボリュームがあると言っても限度があるよなぁ……まあ食べきれなかったら霊れい糸し収納行きだな）

　実際に凄く美お味いしそうなので、暖かい内に半分を収納しておく事にする。足りなければ後で出して食べればいい。

　給仕場所近くは混みそうなのでさっさと奥へと移動すると、セイナ達が椅い子すに座ったと同時に、入り口からワラワラと、ピットの大移動のように子供達が押し寄せて来た。それらは殆どが男の子で、まだ薄うす汚よごれた風体からも、汗を流すよりも一刻も早くお腹なかに何かを入れたいといった様子だ。

「これが一番の楽しみなんです」

　グシュカもチートもその量に臆おくする事もなく、凄く嬉しそうだ。

「モツはここでしか食べられないもんな」

　どんな動物でも内臓は足が速いし、処理にも手間が掛かかる。食肉加工場があるこの場所だからこその食材だ。軽くお祈いのりをすると二人は食べ始めた。

　ここにも宗教があり、いくつもの神の存在が信じられている。ただ多神教なのでそれぞれに信じている神は違ちがうし、お祈りをする状じよう況きようによっても変わる。バリガルなどは「この世界の神なんざ、数千もおいでなんだから、適当に名を言っても誰だれも知らんよ」と、お祈りだけはしておけば間違いないとの事だったので、セイナもそれに倣ならう。ちなみにセイナがここで信しん奉ぽうする事にしたのは皇家の樹きの始祖、津つ名な魅み様だ。

「なるほど、美味しい」

　バリガルの家の食事も絶品だが、ここのシチューもまたかなり美味だ。

「でもちょっと味付けが強めだな」

　ある意味、病人食だった魔ま素そ風邪の時に食べていた物とは違い、少し味付けが濃こいめだが、労働の後には丁度いい。

　モツは味も食感も正肉部分とはかなり違うが、どちらかというと淡たん泊ぱくなピットの肉よりも、独特の複雑な味が楽しめる。ただ小動物の物なので、少々嚙かみ応ごたえという部分では物足りないが、そこは大きめに切られた、たっぷりの野菜が補っている。そして雑穀の食パンも意外と甘みがあって、これも子供用なのかもしれない。

《モツはいいですが、やはりこの世界は野菜の種類が少ないですね》

　ここでの基本は地産地消だ。そもそも海外から大量に輸入しているような世界は不自然なのだ。食しよく糧りよう自じ給きゆう率りつは国防の最重要問題であり、本来は百パーセント以上を維い持じしておくべきなのである。

《その代わり魔樹海のおかげで、香こう辛しん料りようや果物の種類は凄すごく多いからね、そこは土と地ち柄がらってやつだな。まあ野菜の代わりに果物が入っていた時は驚おどろいたけど……ああ、これにも入っているな》

　シチューには甘みのある、乾かん燥そうさせた果実や未成熟の果実などが多種入っている。気が付かないだけで、若い未成熟の果実も野菜代わりに入っている。

《でも香辛料のせいか、いいアクセントになっているし、もう慣れたよ。俺は酢す豚ぶたにパイナップルは大だい丈じよう夫ぶな方だからな》

《それでもたまには霧恋さんの料理が恋こいしくはないのですか？》

　霧恋の料理イコール日本食だ。

《無い物ねだりをしても仕方ないよ。でも香辛料のおかげでカレー風味があるのが、俺には一番の味方だな。保存している淡たん水すい魚ぎよも、どこかで試ためしてみたいけど、まずは焼き魚だろうな。土臭くさいようだったら泥どろ抜ぬきをしなけりゃならないけれど、それには霊糸収納の中じゃ無理だからね》

《時間加速をした亜あ空間庫も必要ですね。一番良いのは色々な事の出来る拠きよ点てんですが、しばらくバリガルの所にいるのであれば、庭先を借りて泥抜きや日干し乾燥とかもしていいと思います。そこはナナと協力出来ますよ？》

《なるほどな。そこは考えてみるとして、この市場も行ってない場所があるから、今度ゆっくりと回ってみよう。肉が多いけど鮮せん魚ぎよとかも有るかもしれないしな。まあ少しずつ色々と見つけて行くのも楽しみさ》

《そうですね。他の土地に行けば色々とあるかもしれませんね……そういえば配はい膳ぜん場所にあった物に気付きました？》

《ああ、シチューが三種類。相手によって替かえていたから、やっぱりナナと同じなんじゃないか？》

　ナナはコボルトであるため、あまり濃い味付けは食べられない。だから調理をしても味付けは殆ど素材そのままだ。果物、野菜などは生のまま食べる事も多い。

《ナナは魔物だけど、獣じゆう人じんにも似たような味覚か性質があると考えるのが妥だ当とうだな》

《ええ。もう一つはモツが入っていない物のようです。お肉らしき物はありましたから、宗教的戒かい律りつかもしれませんね》

《宗教か……前もって注意を受けたのは食事時のお祈りだけだったから、あまり問題は無いとは思うけど、後でバリガルさんに聞いておくか》

《その方がいいですね。それにしても、見れば見る程ほど、凄い量ですね》

《ここが大食い大会の会場だと言われても信じそうだよな。味が好みだからいいけれど、口に合わない物だったら拷ごう問もんだな》

　チラッと横を見ると、既すでにグシュカとチートは完食しつつある。昼食のお弁当もそうだが、子供達はかなりの健けん啖たん家かだ。チートは残り二口程で完食、空になった小鍋から給仕場へと視線を移し、サッと立ち上がろうとする。

「ちょっと待ちなさい」

　グシュカはお代わりに立とうとしたチートを止め、

「チートはここで待ってなさい」

　そう言ってグシュカ一人だけで、あのおばさんの所へ行ったのだ。少し不満げなチートはムッとしていたが、戻って来た彼女のどんぶりに、溢れんばかりのシチューが入っていたのを見て納なつ得とくしたようだ。

「……まさか、グシュカ一人でそれを？」

「あの人には加減というものがないんです。お代わりといったら問答無用で満まん杯ぱいにしてくれるので、一人が行って分けるんです。お兄ちゃんも気を付けて下さいね」

「お代わりに行こうとは思わないけれど、ここに来る前に教えてくれたらと思うよ」

　そうすれば時間をズラすとか出来た筈はずだ。

「忘れてました、てへっ」

「クッ！」

　マジ少女の『てへペロ』では文句の付けようがない。

　昔、海がそれを霧恋にやって殴なぐられ、海の真ま似ねをしたダイが月湖に何をされたかは定かではないが、半年程姿を見かけなくなった事があった。それは男が決してしてはいけない禁断の自じ爆ばく技わざなのだ。

　とにかくグシュカはどんぶり鉢いっぱいのシチューをチートと分け、満足げに完食したのである。








10「半人前の余波」









　半分苦行のような食事を乗り越こえ、セイナ達は講堂へと戻って来た。そこには衝つい立たてや机が用意され、簡易の就職説明会のような感じになっていた。

　受付する場所は朝の区分けで決まっているようで、グシュカは迷い無く自分達に割り当てられた数字のボックスへと向かい、セイナとチートも後を追う。

「おう！　帰って来たな。全く、お前はちょっと目を離はなすと色々やらかすな」

　面接でも受けるように、セイナ達は机を挟はさんで三人揃そろって長なが椅い子すに座る。

「風ふ呂ろで小こ僧ぞうが髪かみを洗った女連中から、常じよう駐ちゆう職員にしてくれと要求があったそうだ。なんと男達も連名でな」

「男の人には洗せん髪ぱつはしていませんよ？」

「自分達が楽が出来るからだ！」

　バリガルの言葉には実に実感がこもっていた。ちなみにその時の男達は、放心しているチートで何やら色々と遊んでいた。

「……それってアーチェさんとかですか？」

「何な故ぜその名を!?」

「ゴブリンの話の時に、機き嫌げんが悪かったとかどうとかと」

「ああ、そうだった……特に、美容関連の時の女は恐おそろしいぞ。小僧の洗髪技術が貴族の所で受けたのと同じかそれ以上だという噂うわさが広がったから余計にな」

　女性達の気持ちが分かるのだろう、バリガルの言葉を聞きながらグシュカが嬉うれしそうに何度も肯うなずいている。

「貴族？」

「高位の狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者は貴族からの依い頼らいを受ける事も多い。そうなれば屋や敷しきで歓かん待たいされる事も、パーティーに招かれる事もあるからな。その時に身だしなみをそこで整えられる事もある。もちろん断ってはおいたが、ピット小僧の手伝いだと知って、あの時間帯には押しかけるかもしれんから気を付けろよ」

「気を付けろと言われても、あそこは男女同じ場所なんですから……」

　何ど処こにも逃にげようがないし、あのお風呂を諦あきらめるのはもっと嫌いやだ。

「なら人数制限でもするんだな。それと話は変わるが、あれの件は良いんだな？」

　バリガルは声を落とし、チラッとグシュカやチートに視線をやる。

「え？……ええ、そちらの方が大丈夫なのでしたら」

「了りよう解かいだ。じゃあ始めるぞ」

　集計を書いた帳ちよう簿ぼのような物を開くと、バリガルは少し声を抑おさえる。さすがにいつもの声量だとあちこちに筒つつ抜ぬけだ。

「お前達パーティーは、本日第三位の成績だった。総数２３５。重量は７０５キロ」

　その数字に思わず声を上げそうになったチートの口を、グシュカが速そつ攻こう押さえる。それは反応を予想してたかのような素す早ばやさだ。彼女の場合は経験が在ある分、狩かりの時からある程度の数量は予想はしていたのだろう。

「単価は６００固定だから、総額で43万５０００エンだな。林の所の個体が大きかったのと、クイーンピットの肉は高級品の部類になるから倍重量で計算してある」

「じゃあ一人当たり……」

「まあ待て。それはあくまでピットだけの値段だ。クイーンピットには魔ま素そ器官があるからな、それが思ったよりも発達していて10万の値段が付いている。無傷だったら血液分がもう少し上乗せ出来ただろうが、それはあの状況では仕方ないだろう」

　思わぬボーナスにグシュカは満面の笑えみだ。

「さて、最後に小僧……チートじゃなくセイナの方な。小僧が採ったプロシェット」

「プッ!?」

　今度声を上げそうになったのはグシュカだ。だが咄とつ嗟さに自身で口を塞ふさいだ。さすがにこれを知られるのはまずいと判断しての事だが、つまり彼女はそれが何を意味するか分かったのだ。

「鑑かん定ていの結果、三十個全部が極上品と分かった。もともとこいつは専門にしている採集者が居て、そいつらは魔術薬学ギルドと契けい約やくしているのが普ふ通つうでな、偶ぐう然ぜん、狩猟冒険者が見つけた物が数個単位で、年に数回持ち込まれれば多い方なんだよ。それだって並みの品質ばかりで、極上品はこのギルドの歴史始まって以来だろうな」

「じゃあそれは魔術薬学ギルドへ？」

「バカ抜ぬかせ！　せっかくの好機なんだ。取られてたまるかっ！」

　バリガルは満面の笑みで拳こぶしを握にぎった。

《……何だか厄やつ介かい事のようですね》

「フッフッフ。つまりこいつから作られるエクストラポーションの売買権利は、こちらにあるという事実が重要なんだよ。魔術薬学ギルドだと売り先は王家貴族に限定されて、狩猟冒険者にはまず回っては来ない。もちろんあちらからは通常のポーションを仕入れている関係上、全すべてこちらで独どく占せんという訳には行かないが、まあ敵対関係ではないから仕方ない。だが作られたエクストラポーションの売買は、貴族が関かかわらんよう、ギルド会員の中から選別された者達でオークションだろうな」

「そういう事ですか……何だか大事になりましたね」

「何をのんきな事を言ってる？　今回、プロシェットを見つけた報ほう償しようとして、小僧達はそのオークションの売り上げの一部を受け取れる事になっている。まあせいぜい高値で売れるよう祈いのっておけ。オークションの見物をしたいなら出来るが、参加権は無いからな」

《本当に厄介事になりそうですね》

《そうだな。でもこれで進展があるかもな》

「それでプロシェットの買い取り値段だが、重さが全部で２・４キロ。こちらは単価がグラム換かん算さんで３千……最高品質だから最高値が付いた。こちらは税金がかかるから、総額は５７６万エンだな」

　それが高いのか安いのかは判断が出来ないが、今日のピットの総計の十倍程なのは確かだった。

「…………」

　もうグシュカもチートも無言で、グシュカなどは段々身体からだが震ふるえ出している。

「……いらない。いらない。あれを採ったのはお兄ちゃんだから」

　そう声を震わせつつ、断言したのであった。

「ガハハッ。さすがガズバールの子。賢けん明めいだな。面めん倒どう事はこの小僧に押し付けて、忘れてしまう方がいい。さて……」

　収支の報告が終われば、後は金銭の受け渡わたしをどうするかを決める。

　基本はギルドに預金だが、経済的に苦しい家の場合は、その日必要な分を持ち帰る。だが子供である以上、金銭を持って帰らせるのは危険な場所もあるので、地区で纏まとまって陽ひのある内に集団で帰宅させる。この市場で働いている親も多く、子供を迎むかえに来る親もいる。それでも危険と判断した場合は、ギルドが護衛を付ける事もある。

「グシュカ達はどうするんだ？　よければ送るけれど？」

「私はいつも一いつ緒しよに帰る友達が居るの。チートはギルドが経営するアパートだから、すぐ近くにあるから大だい丈じよう夫ぶ」

「分かった。じゃあお金の分配だけど、朝の話通りで文句はないね？」

「……これだっていつもの四倍以上だよ」

　セイナが八、グシュカとチートが一ずつの、ピット分のみの分配だが、朝とは違ちがいチートも異論は無さそうだ。

「だけど姉ちゃんは……」

「私はいいの。宅はすぐに困る事はないし、何よりもお兄ちゃんと一緒の狩りはもの凄すごく勉強になるわ。こんなの教えて貰もらえる機会なんて滅めつ多たにないんだから」

「そうだな。第三位なんて……俺には遠い世界だよ」

　それは将来への悲観だ。一カ月が過ぎれば、いや、もっと早い時期にこの状じよう況きようが失われる事を悲観しての発言だった。




「お帰りなさいませ。ピット狩りの一日目はどうでしたか？」

　バリガルの家に戻もどると、ナナが笑顔で迎えてくれる。仕事疲づかれの身には嬉しくなるような笑顔だ。海やケネス、ラジャウ辺りなら間ま違ちがいなく『オスでも良いっ』とばりに飛びかかるであろう、愛らしい仕草である。

「楽しかったよ。狩しゆ猟りよう数第三位にもなったしね」

「それは何よりでした。お食事はどうなさいますか？」

「ギルド市場の食堂で、凄い給仕の人がいてね」

「ああ、有名な方ですよ。では食べられそうにもありませんね」

「しばらくは朝だけでお願い。バリガルさんは遅おそくなるそうだから」

「分かりました。ではお風呂もあちらで済ませられましたか？」

「バリガルさん自じ慢まんのを堪たん能のうして来たよ」

「そうでしたか。充じゆう塡てんの必要な魔ま結けつ晶しようはいつもの場所に置いておきましたから」

「ああ、分かった。ありがとう」

　ナナと別れ、セイナはいつもの二階へと向かう。

　作業用の机の上に小さな木の箱があり、その中に充塡する魔結晶が入っている。

《今日は二十個か。まさかこいつがあそこの照明用だったとはね》

《軍用でなくて良かったですね。それに魔素パターンが外に漏もれる心配は無くなりましたね》

《バリガルさんは気付いてたっぽいな。でもそれなら逆に安心か……ん、それよりも仕事仕事っ》

　不安の種が一つ解消された事で、セイナの表情は明るい。それに最近では呼吸による内部魔素の補給スピードも更さらに速くなったので、目の前にある中容量の魔結晶の充塡程度では休きゆう憩けいなど不要だ。充塡時間も短く、全ての充塡を終えるのに十五分程度だ。セイナならばもっと速く充塡が可能だが、うっかり純結晶化させてしまわないよう、慎しん重ちように充塡している。既すでに魔素量八千万近くになってしまっているセイナにとって、通常結晶への充塡スピードを抑えないと、充塡限界をあっさりと超こえてしまうのだ。

《何だか、生体強化をしたばかりの時を思い出すよ》

　バリガルにおおよその必要充塡量のメモ書きを添そえて貰っているが、充塡スピードが速過ぎても、過充塡と同じく純結晶化が起こってしまう。結局、充塡圧力が問題なのだと分かってからは、一定スピードを心がけている。

《まあ正式な狩猟冒険者になったら、魔結晶装備の充塡とかあるだろうから、その時の訓練には丁度いいけどな》

《それに、このバイトのおかげで、バリガルの信用度が分かったのも大きいですね》

　このバイトのおかげで魔素の数値基準が分かり、こちらで計測した数値とあちらが計測した数値がほぼ同じ、充塡量によるバイト料も誤ご魔ま化かしが無いと分かったのだ。

《でも働いても働いても、全部借金で相そう殺さいされるのが悲しいですね》

《と言いつつ数字が減っていく様を見て、随ずい分ぶん楽しそうじゃないか。別に喰くうに困る訳じゃないし、それに意外とこいつが一番、魔素器官の結晶化に役立ってくれるんだから、それを考えれば割のいいバイトだよ》

　大量の魔素充塡作業は、意外と魔素器官の結晶化を促そく進しんしてくれる事が分かったのだ。もちろん極きよく結晶化や魔素器官のスキャン、魔素の区別化の時のような爆ばく発はつ的な成長はないが、他ほかの作業と比べると結晶化率が一番いいのだ。

《さて、後はいつもの課題だな》

　そして霊れい糸しで繫つながった各ポイントのチェックをし、霊糸収納に入れた物の整理、これまで開発した魔法の訓練と、新たな魔法の模も索さくをするのが日課だ。

《街の結界問題の進しん捗ちよくはどうなっている？　監かん視しとかはありそうか？》

《最近になって警けい戒かい態勢を強化したようで、街道沿いのスキャンの間かん隔かくがかなりランダムになっています。パスコードは見つかりましたが、結界全域のスキャンも不定期で行われています。監視は今のところはありません》

《ポイントの起動のタイミングが取り辛づらいって事か。さすがに警戒されたか？》

　魔素球に複数の感覚を付ふ与よさせると、偶たまに勘かんの鋭するどい人や動物などが反応する事があったが、一つのみであれば、誰だれにも、どんな結界にも反応した事は無かった。だがこの都市全体を覆おおっているバケモノじみた結界は、その一つでさえ探知してしまうのだ。

《これを構築したのは、上の技術を知る者かもしれません。ただ、この結界を維い持じしている魔素量がどれ程ほどの物でどう補ほ充じゆうしているのか分かりませんが、このような警戒がどれ程の間行えるかは疑問です》

《しばらくは様子見でいいよ。ＺＩＮＶジンブからの緊きん急きゆうコールは受信出来るんだよね？》

《はい。電波無線には反応しませんし、緊急コールは一いつ瞬しゆん、暗号コードの解読は不可能ですから、一番の問題は発信を気付く者が居るかどうかです》

　電波通信など宇宙では実用的ではないが、タラントのマーカーペイント弾だんに無線封ふう鎖さをされた時の教訓だ。

《さすがに超ちよう空間通信の受信は無理だからなぁ……まあ、一瞬の事だし、ここには無線通信の概がい念ねんすらないだろうしな》

　それがどういうカラクリかは理解していないものの、魔法通信は霊糸による、一種の超空間通信かもしれないのだ。そして空の人間達は超空間通信しか使わない。無線は見事な隙すき間ま技術なのだ。

《それでも油断は禁物だ。一番いいのはＺＩＮＶに何事もない事だよ。それにしても、マーカー弾には色々と苦労させられるけど、妙みような事が役立つから変な気分だよ……それで通信関係で思い付いたんだけど、魔素のライブラリーに外の技術を記録させれば、全員、全すべての魔素世界でその魔法を使えるようになるんだよな？》

《はい。それが？》

《内部魔素に人それぞれのパターンがあるのなら、ライブラリーに登録した後でも、俺の魔素パターンでしか魔法が発動出来なくなるようには……》

《……フッフッフ、お主もなかなか悪よのぅ。という事で可能だそうです》

《……那な由ゆ多たがレベルアップしたよ。まさかそっち系の冗じよう談だんを言うとは……っと、こっちもそれに付き合ってる場合じゃなかったよ。出来るの？　本当に？》

《ただし、セイナさんが開発した魔法のみとなり、他の人もその魔法と類るい似じした物を開発した場合はプロテクトが解除されます》

《それでいい。使用可能者を俺のみにするなんて、気が引けるけど……そうでもしないと大混乱だし、俺もまずいものをうっかり発動させちゃうかもしれないしな。もっとも今のところプロテクトを掛かけなきゃならない物なんて無いけどね》

《使えると知られるのがまずい物は、いっぱいありますけどね》

《これからも偽ぎ装そう系魔法が増えていくんだろうなぁ……》

　早く普ふ通つうの狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者になりたい。セイナはそう信しん仰こう神『津つ名な魅み』様にお祈りをしたのである。







　真夜中、バリガルの監かん修しゆうした大浴場に男女二人の影かげがあった。一人はバリガル、もう一人は領主のエレーラ・マルガルド・ナシュバル地位男だん爵しやくだ。少しタレ目で厚い唇くちびるが柔にゆう和わさを感じさせる美女で、身体は少しポッチャリとしているが、それがしっとりとした色気を醸かもし出している。

　二人は灯あかりの完全に落とされた浴よく槽そうに浸つかりながら、満天の星空を見つめている。

「ふ～～ん。ピット収しゆう穫かく第三位にプロシェット。確かに将来性は感じるわ。運だけじゃなくて実力も伴ともなっているのは間違いなさそうね。……ところでさぁ……」

　エレーラはその手を艶なまめかしくバリガルの肩かたに置いた。だがバリガルはそれを指でピンッと弾はじいた。

「魔術薬学ギルドへの、一本で我が慢まんしろ」

「予想製造数量は五本。何とか三本は確保したいって……出来るなら全部。そしてあの子がどうやってプロシェットを見つけたのかの秘密も、かな？」

「ガハハハッ！　クズを押し付けた上に図ずう々ずうしい話だな」

「それが大貴族って生き物だもの。世の中は自分を中心に回っているものだと、本気で思っているのだから厄やつ介かいよ？」

「フンッ！　情報伝達の悪かった昔とは違うんだ。既に大陸中のギルドには通知済みだから、特級クラスの連中も大勢集まる。大貴族だろうと三本などと欲よく張ばろうものなら、破産しかねんぞ」

　オークションに集まるのは、狩猟冒険者ギルドが認めた者達。貴族の買収を受けないであろう者達だ。もしその者達を買収するのなら、まずそこでかなりの金を使うだろう。そして大陸全土のギルドに同じ情報が行っているのであれば、その情報を手に入れた貴族王族は大陸中に居るという事だ。
















　その上でオークションにも勝たなければならないとすれば、いかほどの金を使わなければならないか想像もつかない。そこに貴族同士のプライドだの競争意識だのが絡からめば泥どろ沼ぬまだ。それを三本欲ほつしているのだから、どれ程無茶を言っているか分かろうものだ。

「もちろん魔術薬学ギルドが、専門にプロシェットを扱あつかうルートを持っている以上、イレギュラーな数本の為ために無理をするメリットは無いわ。ダメと分かったらすぐに手を引くでしょうけど……でもあの子がどうやって三十もの最高品質のプロシェットを見つけられたのか……その秘密を、魔術薬学ギルドも、大貴族も欲ほしがるんじゃない？」

　エクストラポーションは、魔術薬学ギルドとて、そこまで潤じゆん沢たくに作れる物ではない。そして貴族や王族に充じゆう分ぶんな数が行き渡わたる訳でもない。そもそもエクストラポーションはいざという時の為の保険だ。一本だけ手元にあれば満足するような者など居ない。

「居る筈はずのない所にクイーンピットが居たから試ためしに色々と掘ほってみた……それだけの話だ。小こ僧ぞうがこの先、同じ事をしなければすぐに沈ちん静せい化するだろうよ」

「貴方あなたは気にならないの？」

「小僧が俺に隠かくれて何やらやっているのは間違いないが、それは狩猟冒険者なら当たり前の事だ。そいつをむやみに掘り起こさないのが長生きの秘ひ訣けつだぞ？」

「随分気に入ってるのね？　色々と裏がありそうだけど？」

「有能で真ま面じ目め。嫌きらう理由がない。ああいうのは敵に回すより、味方にした方が後々、有益なものだ。それと魔術薬学ギルドが恐おそれているのは、独どく占せん化が崩くずれる事だからな、大貴族とて今後のエクストラポーション取引をフイにしてまで調べようとは思わんだろう」

　魔術薬学ギルドが取引をしているのは、エレーラのいう『大貴族』のみではない。そのテリトリーに手を突つっ込んで怒おこらせる程バカではない。

「あなたはそれを崩したいんじゃないの？」

「俺が望むのは、お前同様に両ギルドの統合だ。勝った負けたなど興味はない。魔ま液えき晶しようの価値はどんどん上がっている以上、どこかで腹を決めなければならん時は来る」

「でなければ両者とも共とも倒だおれ。喜ぶのは王族貴族だけ、か」

　魔物の多くが存在する魔樹海内にも一応の国境線はある。だがその大部分は警備など不可能で、実質は何ど処この土地でもない領域だ。そして自国の軍隊でそこから魔物を狩かって来るという事は、常時戦争状態に近い状じよう況きようでもある。維持費と兵士の損そん耗もうを考えると、狩猟冒険者ギルドを民間委い託たくし、そこから必要な素材を買い上げ、或あるいは税として徴ちよう収しゆうする方が遥はるかに安上がりだ。そんな理由から何時しか各国にあった狩猟冒険者ギルドは一つの組織として統合され、国に対して大きな影えい響きよう力を持つに至ったのだ。

「どちらにしろ両ギルドが敵対などとなれば、王族貴族達は魔術薬学ギルドを取り込んでこちらに攻せめ込んで来るだろうな。それに各国の主導権争いが加われば、下手をすれば大戦なんて事にもなりかねん。そうなればこの大陸が魔樹に飲み込まれるぞ」

「分かったわ。この件に関しては、あまり手を出さないよう仕向けるわ。貴方は例の方をお願いね」

　話が決まったのか、エレーラはそっとバリガルにもたれ掛かったのだった。




　翌日、セイナは何時もの配達を終え、ナナの朝食を食べてからギルド市場の、例の食堂へと向かった。昨日、バリガルといた時にはあまり注意をして見ていなかったが、そこの朝食がどのような量なのかが、ちょっと気になったのだ。

「朝こそちゃんと食べないとね！」

　あのエルフのおばちゃんは早朝だというのに元気一いつ杯ぱいで、子供達に昨日の夕食と同じ小こ鍋なべに、野菜がタップリと入った麦粥かゆと、大きめの焼き肉の固まりを配っていた。

《朝からあれなの？　三食あの調子で、太った子がいないんだから凄すごいわよね》

《朝こそしっかり食事を摂とらなきゃいけないって分かっているけど……さすがにあの量はきついよな》

「そこのアンタ！　昨日の子だろ？　そんな所にいないで降りておいで！」

　と、エルフのおばちゃんはいきなりセイナを指差して声を上げたのだ。そして諸もろ々もろの問答と遠えん慮りよの末、結局、にこやかなエルフおばちゃんの迫はく力りよくに負けて、昨夜と同様の大鍋に肉二つという食事を渡されたのだ。

　麦粥の味は薄うす味あじでちょいカレー風味、やはりこちらの世界でもカレーというのは子供に人気なのだろう。肉は甘いタレの付いた鳥のような肉質の豚ぶたといった感じで、実に食しよく欲よくを刺し激げきされる物だが、さすがに朝食後に入る量ではなく、三分の二以上を霊糸収納行きにせざるを得なかったのである。もっとも食料の備び蓄ちくという点ではありがたい話だ。

　　　　×　×　×

　セイナは重いお腹なかをさすりながら講堂へと向かっていた。

《ああ、えらい目にあった。まさか顔を覚えられているとは……》

《いっそ、毎朝行って非常食にしたらどうでしょう？　仕事もしないで食べるのはいけないですが、仕事をするのだから良いんじゃありませんか？　セイナさんの事をめざとく見つけて呼んでくれるのですから、あれが彼女にとっての生き甲が斐いなのでしょう》

《生き甲斐ねぇ……確かに、隙すきあらば食べさせようとする感じだからなぁ……。ならせっかくの好意だから甘えるか。非常食のストックが出来るのは凄くありがたいしね》

　食べられないのにお代わりをして、それを備蓄というのなら問題外だが、最初にこれだけ喰くえ、と渡されるのだから、その分は捨てるよりも、備蓄するのは『もったいない』精神に適かなっている

　講堂には既すでに多くの子供達が食事を終えて集まり、今日の区画割りについての話に花を咲さかせている。経験者なら、今日の区画がどこか知っているし、その中の何処が良い猟りよう場ばかの情報も持っている。朝のクジ引きは今日最初の運試しだ。

　そして相変わらずチートとグシュカは集団から離はなれた所にいたものの、その集団からの視線は昨日とはちょっと違ちがうものだった。

「あれが昨日の？」

「第三位って、あの大人のおかげじゃない？」

「だけどさ……」

「いつもなら……」

　などと夕べの件が既に噂うわさになっているようだ。狩猟冒険者にとって狩りの成果はその人間の評価に直結する。その狩猟冒険者を親に持つ子供達も同じだ。チートの場合は問題なのは親の方なので、その成果に対する評価は別物なのだろう。もちろんセイナというプラスアルファーをどう判断するかだが。

「おはよう。今日もよろしくね」

　セイナは周りの雑音などどうでもいいかのように、至って冷静に挨あい拶さつをする。周囲の評価はそれこそ雑音、あくまでまだ興味の段階であり、それを明確な評価とするにはまだまだ実績が必要だ。それよりも問題は内側にあり、それを解決するまでは安あん穏のんとは出来ないのである。

「おはようございます」

「……おはよう」

　元気一杯ニコニコ顔のグシュカとは対照的に、チートの表情は暗い。ただ顔に新たな傷のような跡あとはないのでセイナは少し安あん堵どした。

「な、なあ……兄ちゃん……」

「上がりの割り増しを頼たのめとか言われたかい？」

「!?」

　チートの表情から、それは図星だったようだ。というかそれ以外に考えられない。

「だけどそれは認められないな。文句があるならバリガルさんに言えと、ね」

「だけど、それじゃ兄ちゃんが……」

　昨日と違うのはチートの気持ちがセイナの心配に向いていた事だ。セイナは嬉うれしそうにチートの頭をちょっと乱暴に撫なでた。

「それより今日も頑がん張ばろう。目指すは第一位だ」

「いいですね。やはり目標は高くないと」

　グシュカもセイナに呼応して明るく答え、チートの肩に手を置いた。

「仕事中は忘れなさい。でなければ怪け我がをするわよ」

　　　　×　×　×

「失礼、本日33地区45区画を担当される方々ですね？」

　クジ引きによる区画が決まり、地図を受け取ったのを見ていた少女が、丁てい寧ねいな言葉遣づかいでセイナに話しかけて来た。キリッとした立ち居振ふる舞まいと言葉遣い、きつめの美少女ぶりは、もしここが学校なら思わず『委員長』か『生徒会長』と呼びそうになる感じだ。

「ああそうだよ。君は？」

「私達は本日、隣となりの46区画を担当するパーティーです。私はラスカ、向こうにいるのがクストとドガルです」

「ああ、それはご丁寧に。俺はセイナ、女の子がグシュカ、そしてチートだ」

「ククッ、いい年した大人なのにそんな事も知らないのかよ」

「はぐれの手伝いをするくらいだから、やっぱり年取って狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者になろうってクチなんだな」

　と、少女と一いつ緒しよに居た、もう中学生くらいの少年二人が、セイナを小こ馬ば鹿かにしたように囁ささやき合った。

「お兄ちゃん、違うの。その人達は両区画に跨またがった巣の話をしに来たの」

「宅の者達が失礼しました。ご存じないようですが、両区画に接した巣は、お互たがいのパーティー共同で攻こう略りやくするんです。ですからその打ち合わせをしたいと思いまして声をかけさせていただきました」

　二人の男の子と比べると、少女の方はこちらにかなり好意的な感じだ。ただその二人に注意をしない所から、少女とその二人にはちょっとした壁かべ、というより温度差があるような感じだ。

《子供達のパーティーなので、ある程度知り合いとか、友人同士の者ばかりと思っていましたが、このパーティは少し違うようですね》

　子供達の中でも年ねん齢れいが高いせいか、受ける印象が少し異質だ。

「失礼という事は無いよ。実際、俺はこの世界は昨日が初めてだからね」

「それでも昨日は第三位なのですから。私達は第四位でした」

「俺達は第五位から落ちた事はないけどな」

　結局、少年達はセイナ達に負けた事が悔くやしいのだろう、それに対して少女は呆あきれたように小さく溜ため息いきを吐ついたのみだ。

「そうだな。こういうのは継けい続ぞくして成果を出すのが大事だ。俺達もそうなるよう努力するよ」

「へえ、オッサンなのに話が分かるじゃないか」

　少年達は少し機き嫌げんを直したようで、それからはこちらへの関心が失うせたのか、そのまま二人で話を始めた。対外的な折せつ衝しようは少女に任せるのだろう。

《オッサンだそうですが？》

《あの子達にとって、俺位だとそんなもんだよ》

「とにかく移動しながらお話ししましょう」

「了りよう解かい、委員長」

　那由多には強がって見せたが、やはりオッサン扱あつかいは少々心に突き刺ささるものがあったのだろう、ラスカの言葉にうっかり反応してしまったのだ。

「いいんちょう？」

「あ!?……ああ、いいですよって言ったんですよ」

　たがそんな少年二人の嘲ちよう笑しようも、すぐに目の前の少女の存在感に霞かすんでしまって、あまり気にならなくなった。ラスカという少女はそれだけの雰ふん囲い気きを持っているのだ。

「そうなのですか？　実は私の母も私の事を時々そう呼ぶので、何か意味があるのかと……もっとも、母の言い方ですと、あまり良い意味ではなさそうですが」

「そ、そうなの？　まあ、俺のお祖じ父いさんの話では、しっかり者の世話焼きみたいな感じなんだけどね」

「なるほど……理解しました。教えていただいてありがとうございます」

　ラスカはにこやかにそう礼を言ったが、その雰囲気からは明らかな、母親への怒いかりのオーラが漂ただよっていた。

《……あの》

《偶ぐう然ぜん、だと思うけどね。とにかく仕事に集中だ》

　　　　×　×　×

「私としては皆みなさんのパーティーを高く評価しています。ピット狩がりは子供でも出来ますが、それは整った環かん境きようだからです。でも実際に成果を出そうとすれば、それなりに技術が必要です」

《本当に随ずい分ぶんしっかりした娘こですね》

《女の子の方が成熟が早いと言うけど、彼女は特別だな》

　きっとラスカに𠮟しかられたら、思わず正座してしまいそうな感じだ。

「ですから第三位という数字は、決して偶然とか幸運だけで出せるものではありません。それに昨日の皆さんの区画は林のある場所です。記録から見ると、あそこで第三位という収しゆう穫かくを上げられたパーティーは無い筈はずです。そして新たに付け足された地図、もちろん現段階では参考としてありましたが、林全域を網もう羅らしてあっただけでも驚きよう異い的です」

「基本に忠実に行動しただけだよ」

「それが出来る事が素す晴ばらしいのです。実は私、以前からグシュカさんに注目していたんです。お声をかけた事もあります」

「そうなの？」

「ええ、パーティーの誘さそいを……」

「パーティー？　でも彼等は？」

　あの少年達は二人での会話に夢中でこちらに見向きもしない。もちろん決して仲が悪い訳では無さそうだが、いうなればビジネスライクな仲といった感じだ。

「もっと未来の話です。成人した後の、正式な狩猟冒険者になった時の事なんです」

「彼等とは組まないんだ」

「あの子達と私では目標が違うんです。彼等は魔ま樹じゆ海かいの深しん淵えんを目指す上位狩猟冒険者に、私は近きん隣りんのピットやゴブリンの狩猟をしようと思っているんです」

「ああ、なるほど。それはいいね」

「えっ？」

　それまでのキチッとした感じとは違い、戸と惑まどったような表情だ。ある意味子供らしいともいえる表情だ。

「……えっ？　どうしたの？」

「し、失礼。そう仰おつしやっていただくのは珍めずらしいので。狩猟冒険者の華はなは高位の魔物を狩って未知の魔樹深淵を目指す事だと、そう言う、その……男性が多いものですから」

「どんなものでも、重要なのはやはり基き礎そ、基き盤ばんだよ。こういう生活拠きよ点てんがあるから冒険も出来る。ピットは人の食の基盤を支えている一つなんだから、卑ひ下げする事はないよ」

「ええ！　ええ、そうなんです。それに昨日の収支をご覧になればお分かりのように、税金を引かれたとしても、収益は悪くはありません。近場で危険も少なく、毎日継続して行える。実際、中ちゆう堅けんどころの狩猟冒険者と変わらない収益を上げる事も可能です。私達女性などは、結けつ婚こんして子育てをしながらでも仕事とする事が出来ます」

「うん。良い計画だ。それにしても、今からそれを考えるのも凄すごいね。グシュカはどうなんだい？」

「私は……」

　グシュカは困こん惑わく気味にチラッとチートを見た。今のままグシュカがラスカと組めば、チートがどうなるか心配なのだ。

「今すぐという訳ではありません。まだ何年も先なんですから、ゆっくりと考えてもらえればいいんですよ」

　セイナに自分の将来設計を認められた嬉しさもあり、ラスカは上じよう機き嫌げんでそう言った。

　　　　×　×　×

「じゃあ巣穴の確かく認にんから」

　グシュカとセイナ、そしてラスカの三人は巣の構造を地図から確認した後、巣を読み始める。昨日の経験でセイナも魔素の可視化無しに巣を読めるようになっていた。

「どうせたいした違ちがいなんかないんだから、さっさと終わらせようぜ。他ほかにも巣は一いつ杯ぱいあるんだからよ」

　だが作業を急ぎたいのか、少年二人は不満げだ。

「一つ穴が塞ふさがってる。新しい通路があるんだわ」

「そうだね、となると……あっちかな？」

　セイナはサッとある方向に目を付けた。

《クスクスッ、正解ですよ。確率の偏かたよりを持つセイナさんにとって避ひ難なん場所は重要。だからこそその場所を予測、という事ですかね》

《うん、まあそう……なるかな》

　那由多の指し摘てき通り、自身をピットとして考えれば、自おのずと逃にげやすい安心出来る場所を特定出来る。セイナは苦く笑しようしつつ、そっと少し離はなれた小さな水路へと向かう。

「ピットは水を嫌きらうのも知らないのかよ」

　少年達の言葉を無視し、セイナはグシュカとラスカを呼ぶ。水路の岸がん壁ぺき、僅わずかに傾けい斜しやとなっている草が生おい茂しげる所に、隠かくれるように出入りする穴があった。土が真新しい所を見ると掘ほってそれ程ほど日にちは経たっていない。

「ありましたね。でも何な故ぜ？」

　これにはグシュカもラスカも驚おどろいている様子だ。つまり彼等の言っていた事は、常識として周知されている事なのだろう。

「命がかかっていれば、好き嫌いなんか関係ないよ」

「なるほど、確かに。常識というものも、時には疑ってかかるべきなのですね」

　ラスカは悔しそうな少年達を一いち瞥べつし、感心したように肯うなずいた。

　狩りの結果、やはり水辺の所に仕し掛かけた罠わなに、八割近いピットが集中したのである。

　　　　×　×　×

　両方に跨った巣を攻略した後、そのピット達は二つのパーティー番号を付けた檻おりへと入れられた。こうしておけばあちらで折半し、記録してくれるのだ。

「あの二人、ずっと文句ばかり。嫌いやな感じでしたね」

「記録にこだわった結果だろうね。慣れてくると単調な作業はどうしても雑になりやすいし、目的を重視して数をこなそうと一つ一つの手順が疎おろそかになる。効率的と手て抜ぬきは全く違う。ここは比ひ較かく的てき安全な狩り場だけれど、昨日のように絶対はないんだ」

「「はい」」

　この頃ころにはチートもセイナの言葉を真しん剣けんに意識するようになっていた。セイナも出来るだけ彼等の能力を伸のばすよう、一つずつの過程を丁てい寧ねいに、その身に刻むよう行動する。その時に意外と役立ったのが指さし確認だ。思考だけでなく、行動を伴ともなった二重確認の方法である。

「これはいいですね」

　もともと父親との狩りの時に、手信号での意志のやり取りを学んでいたグシュカは、すぐさまその重要性に気付いた。

《良い感じで回り始めましたね》

　それまでの情報の蓄ちく積せきである地図とセイナの能力、グシュカの巣読み、チートの記き憶おく力が上う手まく機能をし始め、パーティーはどんどん成果を上げていったのである。
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「なるほどね……話は分かった。だがバリガルの身内だとなると厄やつ介かいだな」

　薄うす暗ぐらい半地下、古木を使った内装と植木、音楽を奏かなでる女性の居る洒落しやれた感じの酒場、その更さらに奥にある階段を上がった所に、酒場よりもちょっと豪ごう奢しやな、所々金きん箔ぱくで装そう飾しよくされた内装の事務所があった。

　体格の良い男達がカードゲームやボードゲームに勤いそしみ、下したっ端ぱらしき青年が小さな覗のぞき窓から酒場の様子を常時監かん視ししている、いかにも悪党共のたまり場といった感じだ。

「そもそもピット小こ僧ぞう一人に、宅の連中を使うだけの見返りがあるのか？　確かに第三位ともなれば、お前さんにとってはうまい話だろうがな」

　事務所の奥、毛皮張りの応接セットに向かい合い、堅かた太ぶとりでレスラーのような体たい軀くをした身なりのいい中年男と、まだ二十代後半の少し無ぶ精しよう髭ひげを生やした男が座っている。

「狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者ギルドにプロシェットが持ち込まれた話は聞いているか？」

「ああ。その話なら聞いてる。そこから作られるエクストラポーションをオークションにかけるって事だが……今回の事と関係があるのか？」

「宅のガキに聞き出したんだが、それを見つけたのがそのピット小僧、セイナだそうだ。ピットの狩り場の林で、短い時間に三十……それも全すべて極ごく上じよう品ひんで、取引額で７００を超こえたそうだぜ。しかもオークションの収益にも権利があるそうだ」

「ほう……」

　それまでぞんざいだった中年男が視線を男、チートの父親に向けた。

「他の情報では、セイナってのは、バリガルのパーティーが拾った時に、妙みような装備を持っていたそうだ。もしかして空くう賊ぞくかもしれないって噂うわさもある」

「そいつの情報源はギンガム侯こうのゴブリン小僧だろ？　あのガキ、親のコネでバリガルの所に見習いで入ったはいいが、手て癖くせが悪くて追い出されたって話だ。今お前がした話をあちこちで吹ふい聴ちようして小金を集たかっていたからな。お前もカモられたんだよ」

「だが、プロシェットの話は、実際にパーティーを組んだ宅のガキからの情報だ。うまく行けばエクストラポーションも手に入れられるかもしれない」

「エクストラポーションは夢を見過ぎだ。大陸中の特等クラスや、王家や貴族も絡からんでくる可能性があるから、権利者といえど手出しは出来ない。……だがプロシェットの極上品を見つけられる方法があるなら、そちらの方が旨うまい話だな。そもそもプロシェットが高価なのはエクストラポーションの主原料ってだけじゃない。恐おそろしく見つけるのに手間が掛かるからだ」

「らしいな。俺はよく知らねえが、アンタは知っているのか？」

「プロシェット関連はそもそも魔術薬学ギルドの領分だからな。狩猟冒険者崩くずれのお前が知らないのも無理はない」

「……」

　崩れという言葉に不満げに口を歪ゆがめたが、中年男は気にせずに話を続けた。

「まず専門の採集人は雌めすの子供のピットを飼う所から始める。そうしてクイーンになるまで育てる。まずそこが大変だ」

「何で子供の時からなんだ？　それに雌？」

「そうしなきゃ懐なつかないんだよ。でなければコントロールも出来んだろ？　雌にするのはクイーンの方がまだ性格が穏おだやかだからだ。使し役えきさせるのに魔法を使う手もあるが、召しよう喚かんや隷れい属ぞく化魔法を使える魔法使いを雇やとう方が高くつくし、そもそも数が少ない。……で、そうして仕込んだクイーンを使ってプロシェットを探すんだが、成熟して最高の期間がかなり短い。魔ま素そを溜ため込み始めて成熟したらすぐに四方八方、地ち下か茎けいを伸ばして子種を作った段階で親は枯かれてしまう。その期間は五日程度で、一番いい状態となると半日もないって話だ」

「それをピットに見つけさせて採るのか。確かに大変そうだが、大変なのは仕込むまでだろう？　それなら言う程でもないと思うがな」

「だがそれだと偶ぐう然ぜんに頼たよるしかない。だからまだ熟していない物も探す。そしてそいつを見張るんだ」

「見張る？　掘り出して熟すまで置いておくとかじゃないのか？」

「一度掘り出してしまうとそのまま、熟す事はない。そうさせるにはその場所に埋うまったままにして置かなきゃならん。しかも掘ったままで光に長く当てると、普ふ通つうの植物みたいに地上へ伸びてしまう。そうなるとただの雑木となってしまう。もともとプロシェットというのは根っこに出来た変種なんだそうだ。だから確認した後、未成熟なようだったら埋め戻もどして印を付け、いい状態になるまで時間を空け、掘って確かめ、埋め戻しを繰くり返すんだ。それぞれの埋まっている所が近くにあればいいが、遠くに分散していれば見回りだけでも大変だ。しかも野生のキングやクイーンも競争相手になる。もちろん同業者も敵だ。そうして昼夜見張りを続けなければならないんだから、高くもなるさ」

「なるほどな……だがセイナは短時間で三十だぞ」

「ピット狩がりの区画内だったのなら、もしかしてキング達に荒あらされないまま、群生していたのかも知れないな。あるいは当たり年か……」

「当たり年？　そんなものがあるのか？」

「魔物だってそういう事があるだろう？　植物も同じだ」

「ふむ……だが普通のピットは喰くわないのか？」

「プロシェットを食うのは、魔素器官を発達させる目的だ。普通のピットは喰わねえよ。話は逸それてしまったが、確かに三十となると偶然じゃないかもしれないな」

「手助けしてくれる気になったか？」

　中年男がその気になるつつあるのを感じ、チートの父は身を乗り出す。

「空賊云うん々ぬんって話は法ほ螺らの類たぐいだとしても、自分のパーティーメンバーからも切り離すようにここに連れて来たってのは、少々引っ掛かかるな」

　中年男が視線を動かすと、インテリ風の男が近付いて来る。

「例の件は相変わらずか？」

「ええ、あちこちで『客引き』が相当数やられています。出入りの方も同じです」

「バリガルがあのガキを連れて来てから事が起こりだし、ここの女貴族とも昵じつ懇こん……となると、まずはそのガキ、セイナという奴やつの行動範はん囲いの特定からだな」

　嬉うれしそうに近付くチートの父を鬱うつ陶とうしそうに払はらいのけ、中年男はソファーにもたれ掛かる。その視線が手下の方を向き、そいつは小さく肯くと事務所を出て行く。

「探さぐりは俺の手下の方がいいだろう。バリガルの身内なら、アーネスト、お前は顔を知られている可能性がある。あまり近くをうろつくな。計画が纏まとまれば連れん絡らくを入れる」

「分かった。だがガンド、出来れば、セイナが宅のガキと研修終しゆう了りようするギリギリまで待ってくれるとありがたいんだがな」

　少ないながらもそこそこの金を子供が持って帰り、セイナは大金を貯ため込む。時間があればある程ほどその額が大きくなるという訳だ。

「それはこちらが判断する。目先の欲よくでタイミングを誤って失敗するのはよくある事だからな」

「分かってる分かってる。ここで酒でも飲んで待ってるさ。宅のガキの実入りも最近、少し良いからな」

　中年男、ガンドの言葉はチートの父親、アーネストに対する嫌みだったが、彼はこれから入るであろう大金の夢に酔よっていて気付く事はなかった。







「セイナ君だったね。少し話がしたいのだが？」

　その日の収益報告を受け、グシュカと別れたすぐ後、帰ろうとするセイナに声をかけたのは、何度か見かけた事のあるギルドの上級職員だ。髪かみをオールバックにして銀ぎん縁ぶち眼鏡を掛けた神経質そうな感じの中年だ。

「何のお話でしょうか？」

「君にとっては、あまり周りに知られたくない内容なんだが……それでもいいのなら、私の方は構わないんだがね」

　ギルドの上級職員は意味深に辺りを見回し、居い丈たけ高だかに呟つぶやいた。

「……分かりました。ではバリガルさんの事務所に行きましょう。そこなら誰だれにも聞かれませんから」

「いいのかな？　彼にも聞かれたくないんじゃないかな？　実は個人的な相談を受ける時に使う会議室を押さえてあるんだ。そこなら誰にも聞かれないよ」

「わ、分かりました……でも急ぎの用がありまして、一ジカン後でどうでしょう？　場所を教えていただければ、俺の方から伺うかがいますから」

「うん。いいだろう。くれぐれも他ほかの人には知られないようにね。それが君の為ためでもあるんだからね」

　セイナがオドオドした感じで了りよう承しようすると、その上級職員は上じよう機き嫌げんで場所を告げて去って行った。

《クスッ。セイナさんの芝しば居いも堂に入ったものになりましたね》

《……これで五人目か。意外と職員同士の横の繫つながりって希き薄はくなのかな？》

《バリガルの工作が巧こう妙みようだという事でしょう。それにしてもこんな星に来てまで囮おとり役なんて、ローレライの名に恥はじない働きですね》

　ギルド施し設せつ内に限った事だが、セイナには数名の職員が付かず離はなれず居て、何かあればバリガルに報告が行く事になっている。

《こんどこそチートのお父さん関係だったらいいんだけど》

《ギルドの中で工作が出来るのは、どこかの貴族でしょう》

《そうか……。やはり来るとすれば街中かな？》

《尾び行こうの数が凄すごかったですから、その可能性が高いと思います。チートのお父さん関係なら、時期的にはそろそろでしょう》

《最近ようやく採集関係の霊れい糸しを常時起動しないようコントロールが出来て、いろいろとスッキリしていたのに、勘かん弁べんして欲しいよ》

　程度の低い尾行者だと、相手に霊糸が繫がる。ガンドの手の者達は、かなり程度が低いようで、街中を歩くと霊糸がかなり繫がるのだ。

《これで霊糸が赤い色だったら大だい爆ばく笑しよう。セイナさんモテモテねって感じでしょうか？》

《最近、お前も妙な言動が増えて来たよね？　出来ればそちらは影えい響きようされないで欲しいんだけどなぁ……》

　実際、あれから街中で色々な人間関係を、霊糸で見てしまう事が多々ある。もちろんそれは見て見ぬふりをするし詮せん索さくもしない。たとえそれが同性同士であろうともだ。

《そういう方との縁えんばかりですから、無理かと》

《ああ、そうだろうね。厄やつ介かい事だけには好かれる自信があるよ。これもマビヤ様のおかげかな？》

《邪じや険けんにしてはダメですよ。セイナさんを好きになってくれる数少ない相手なんですからね。では今日も囮役をしながら遠回りで帰るとしましょう》

《お金になる素材を探しながら、って思う事にするよ》

　　　　×　×　×

　人通りの多い場所を通り過ぎ、少し遠回りではあるが畑や林のある郊こう外がい部分へと出る。ここの林には、目に見える部分にはめぼしい物は無いが、魔素を可視化するといろいろな希少植物やキノコの類がある。そして何と、熟しつつあるプロシェットも数個見つけてある。一応ここの林の物はご近所さんが採集してもいい場所だと確かく認にん済みだ。知らずに放置して使えなくなる位なら、セイナが採って小金を稼かせいでも文句はないだろう。

《そろそろのようですね》

　少し前からセイナには見覚えのない霊糸が一いつ杯ぱい増えてモテモテ状態だ。人気のない場所へと誘さそうと案の定である。

「よう兄さん。あんたセイナだろ？　俺はチートの親父おやじって言えば分かるよな？」

　すっかりとチンピラ然としたアーネストが、セイナの前に悠ゆう然ぜんと現れた。

《格好付けの裏の苦労が忍しのばれますね》

《黙だまっていてあげなさい。笑っちゃうから》

　必死でセイナの後を追って走ってたのであろう、平然を装よそおうとしても息の乱れがなかなか収まらない様子だ。昔は一いつ端ぱしの冒ぼう険けん者だったそうだが、明らかに運動不足だ。ついでにちょっと小腹が出て顔には無ぶ精しよう髭ひげ。日本なら無職引き籠こもりのプーといった感じだ。

「宅の可愛かわいい息子むすこを色々とこき使った挙げ句、随ずい分ぶん儲もうけているそうだな」

《そのお金を取り上げて酒を飲む父親。見事なブーメランですよね》

《突つっ込むのはいいけれど、俺にしか聞こえないんだから》

《セイナさんが突っ込んであげるべきでは？》

《こんな年下に言われたら逆ギレされるよ。それにまだ役者は揃そろっていないから》

「バリガルの身内って事で、随ずい分ぶんいい気になっているようだなぁ、ええ？　おい！」

　思いっきり凄んでいるが、セイナにとっては子犬がキャンキャン吠ほえている程度で、全く脅きよう威いは感じない。それどころか定番の登場と脅おどし文句に、笑いそうになるのを堪こらえるので必死だ。とはいえ役者が揃うまでは我が慢まん我慢、もう一つおまけに我慢である。

「まあいいさ。溜ため込んだ金と、プロシェットの秘密を寄越すなら、痛い目を見なくて済むんだぜ？」

　勝ち誇ほこったかのような笑えみを浮うかべた次の瞬しゆん間かん、裏方の用意が完かん了りよう。悪役達の出番となった。林の木々の陰かげや、城じよう郭かく都市だった頃ころの名残なごりであろう、解体されずに残った崩くずれかけの古い城じよう壁へきの陰から、チートの父親よりは締しまった体付きの男達が出て来た。その中の一人は親玉であるガンドだ。今日の出いで立ちは狩しゆ猟りよう冒険者風の軽けい鎧よろい姿で、威い圧あつ感かんはなかなかだが、明らかにセイナを見下している感じで隙すきだらけだ。

「あっ、バリガルさん！」

「!?」

　セイナのその言葉に、男達は一いつ斉せいにセイナの向いた方に気を取られた。もちろんそれはほんの一瞬の事だ。

　脱だつ兎との如ごとく走り出したセイナが向かった先は崩れかけた城壁だ。そこは完全に男達にとっては警けい戒かい外の場所、獲え物ものを逃にがさない為の障害物のつもりだった場所だ。だからこそ油断し、追いかけようともしなかったのだ。

　セイナは落ちていた棒を拾い、それを立てかけて最初の足がかりとし、次に僅わずかなくぼみと壁かべを伝う蔓つるをを手がかりに、十メートルはあろうかという壁を登り切った。

《魔ま法ほうとエンチャント強化した身体からだを使えばもっと簡単なのでは？》

《それは壁を登る方法という意味？》

《連中を半殺しにするという意味です。いろいろと開発した『千の必殺技わざ』を試ためしてみるのもいいのではないでしょうか？》

《千って……それは冗じよう談だんで言っているのか？　それとも俺が寝ねている間の内助の功（？）に攻こう撃げき系魔法の開発が加わったという事デスか？》

《もちろん冗談デス。はい、冗談デスとも。それにしてもあの方達にはガッカリです。もっと面おも白しろいものを見せてくれるかと期待しましたのに、何なのでしょうか、あの定文テンプレ悪役……歌劇風の登場とか凝こって欲しいところデス》

《お前は何を期待してるんだよっ！　歌劇風って、静せい竜りよう先生じゃないんだから……そんなので出て来られたら、マジ危なかったよ！》

《確かに大爆笑、笑い転げて逃げられませんね》

《思考がフリーズしてだよ！》

「まっ！　待て！」

　壁の上を通って男達の包囲をくぐり抜ぬけたセイナを、すぐさま全員が追いかけ始めた。ただ取り逃がすという不ふ手て際ぎわをしたものの、セイナを挟きよう撃げきする為か、いくつかの組に分かれたところは手慣れた感がある。

《何な故ぜ、逃げる相手が待つ筈はずがないのに『待て』って言うのでしょうか？　でもそう言われたら返す言葉があるでしょう？》

《海かいのように『お尻しりペンペン』でもするか？》

《それもいい案デスが……》

《どこかの大泥どろ棒ぼうの孫なら却きやつ下かだ！　それより妙みような突っ込みはそれ位にしてくれ。これからマジヤバゾーンへ突とつ入にゆうだ》

《了りよう解かいデス》

　それはセイナがどんなに急用があろうとも、何があろうとも絶対に通らなかった『確率の偏かたより』大推すい薦せんの超ちようデンジャラスルートである。

　その予想通り、倒とう壊かい落石倒とう木ぼく、未熟な狩猟冒険者の流れ弾だま（弓）に謎なぞのトラップ、毒持ち昆こん虫ちゆうの大襲しゆう来らいに、夫ふう婦ふげんかの余波、大から小まで様々な事例が大おお津つ波なみの如くセイナに襲おそいかかって来たのだ。

「うぎゃっ！」

「ひいいいいっ！」

「あぎゃっ！」

　追いかける男達が派手に声を上げているが、あくまで追いかけている者達はセイナの被ひ害がいの余波を受けているに過ぎない。だがそれに巻き込まれ、傷つき脱だつ落らくして行く者が続出している。

《ああ、やはり。チートのお父さん、かなり強力な生体強化魔法を使っていますね》

　被害が小しよう康こう状態になった所で那な由ゆ多たが話しかける。

《随ずい分ぶん鈍にぶっていそうなのに、先頭を追っかけて来るのはそういう事か。あんなに元気なら働けばいいのに》

《ぐうたらしてお酒を飲む方が楽しいらしいですよ。ちなみにそれはお母様の長女の方、談です》

《……魎りよう呼こさんね。でもピット狩がり、楽しいんだけどなぁ……しかもお金になるし》

《禿はげ同どうです。ちなみにあの『ぐうたら父さん』な方は、かなり発達した魔素器官を持ってますね。しかし大きさの割には蓄ちく積せき出来る魔素量が少ない、完全にウサギさんキリギリスさんタイプのようです》

《チートの自じ慢まんのお父さんになれたのに……》

《人の性格の矯きよう正せいは本当に難かたしです。たとえ宇宙の技術で精神矯正しても、すぐに元に戻もどろうとしますから、完全な記き憶おく消去と改造をして別人にしてしまうか、矯正を行いつつ地道にそれを定着させて行くしかありません。楽を覚えるというのは、ある意味麻ま薬やくよりタチが悪いのです。どちらにしろ本人の強い意志が必要ですが、それに掛かかる時間はかなり長いものとなります。宇宙の長い寿じゆ命みようの中では短くても、ここではそれこそ一生ものになるでしょう》

《そんなに予防線を張らなくても、俺がチートのお父さんをどうにか出来ると思う程ほど、うぬぼれてはいないよ。俺に出来る事は、とにかくチートから引き離すだけだ……っと、この先はさすがにまずいな》

　セイナは先の道を見てスピードを緩ゆるめた。そこは緩やかな丘きゆう陵りよう地ち帯たいにも拘かかわらず、かなり急な傾けい斜しやをしている場所で、いくつか崩ほう落らくした跡あとが見られるのだ。もちろん草木に覆おおわれた一見して窪くぼ地ちにしか見えないが、セイナのセンサーには、決して足を踏ふみ入れてはいけないシグナルが、それこそ真っ赤っかになって警告を発しているのである。

「皆みなさん、ここから先は少しまずいんで、そろそろ諦あきらめて貰もらえませんか？」

　セイナは走る速度を緩め、男達に声が聞こえる位置まで距きよ離りを詰つめさせた。

「何を言ってやがる、諦めるのはそっちらっ！」

　疲ひ労ろうのせいか、チートの父は語ご尾びを嚙かんだ。

「そうですか。警告はしましたから、気をつけて下さいね」

　と、セイナがある地点に差し掛かった途と端たん、ミシミシと土の中の根が切れる音が聞こえて来た。と、いきなりセイナの足あし下もとの前後二十メートルの道が、突とつ如じよ崩ほう落らくを始めた。

「「「「うぁあああああああ、ぎゃあああああああ!!」」」」

　もちろんセイナはまともに巻き込まれたが、悲鳴の主は端はしの方の崩落で下に転げ落ちた男達だ。崩落と言っても下に落ちたのみで、上からの土ど砂しやには巻き込まれていないので軽傷だ。たださんざんセイナに引き回されて疲労した状態だったので、立ち上がれずにうずくまって呻うめいている。

「ああ、あの野や郎ろう、俺達が来るのを予測していて……こんなトラップを」

「バカかっ！　トラップというのは相手を塡はめる事だ。手前てめえが巻き込まれるようなのを仕し掛かける筈がねえだろがっ！」

「でも、あの野郎は平気で……って何て器用なっ！　あっちに渡わたり切りやがったっ！」

　チートの父親の言う通り、セイナは崩れる土砂の上を倒木やら石の足がかりを使い、かなり下方に流されたものの、無事にあちら側に渡ったのである。

「クソッ！　回り込んで……」

「止やめだ！　止めだ！　止めだ！　止めだ！　もう止めだ！……冗談じゃないぞっ！」

　走り出すアーネストとは違ちがい、ボスのガンドは急に髪かみを搔かきむしり、ヒステリックに怒ど鳴なり始めた。

「お、おいっ。ここで止めたら全部台無しだぞ。もう少しで……!?」

「うるせえっ！　手前ぇとんでもないのと関かかわらせてくれたな！」

　ガンドはアーネストの襟えり首くびを摑つかんで乱暴に引き寄せた。歯をむき出しにして、まるでそのまま嚙み付きそうな形相だ。

「えっ？」

「分からねえのかっ！　あの野郎、間違いなく『マビヤの想おもい人』だ。あのいけ好かない女め神がみに見入られた、クソッたれな色男だよっ！」

「そ、それは考え過ぎじゃねえか？」

「奴やつの行く先行く先でこれ程トラブルが続くんだぞ！　よく周りを見ろ！　全員傷だらけで脱落者も多い！」

「えっ？　あ、あれ？」

　二十人近くいた手下達が現在は五人だ。普ふ通つうで考えれば、かなり異常な状態にも拘わらず、それに気付かないで、引き寄せられるようにここまで来ていたのだ。それはウィドゥーと同じ現象だ。

「分かったか！　手前の言うトラップだとしても異常だ！　普通じゃねえっ！」

「だっ……だけどもう少しなんだぜ、金もプロシェットも……」

「これ以上、あのセイナにも手前にも関わらならねえと言っている！　二度と俺の前には顔を出すなっ！」

　食い下がるアーネストを突つき飛ばすように押し退のけて、ガンドは急いで引き上げの指示を飛ばず。

「下に落ちた奴やつ等らを回収して引き上げだ！　急げ！」

　手下達もガンドと同じ考えなのだろう、誰だれ一人ひとり異論など無いようで、逆にアーネストを忌いまわしい者でも見るように、時として唾つばを吐はきかけ、その場を逃げ出すようにガンドの後を追った。

「ど、どうしてなんだ？　もう少しなんだぞ？　もう少しで……ひっ!?」

　アーネストはセイナの方を見て恐きよう怖ふで固まった。セイナは立ち止まったまま、ただ黙だまってこちらの見ているだけだった。だが夕ゆう闇やみの迫せまる木々の影かげの中で、その姿は何か得体の知れない魔物のように感じられたのだ。

「ひっ……ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　その姿がアーネストが失敗した原因となった魔物の記憶を蘇よみがえらせたのか、或あるいはセイナの姿が実際そう見えたのか、急に凄すさまじい恐怖に襲われたアーネストは、もの凄すごい勢いで男達の後を追って逃げ出したのだった。

《えらく脅おびえていたけど……まあいきなり崖がけ崩くずれが起きれば怖こわがるのも無理はないか》

《その中で平然としているセイナさんが怖かったのでは？　マビヤの想い人さん》

《……そういえば農場のおばあさんが言ってたな、本当に怖いものから守ってくれるとか何とかって。でもあそこまで過か敏びんに反応するようなものなのか？》

《あの手の、裏街道を行く人達にとっては怖い存在なのかも知れません。それは地球の人達があなたに見せた反応と同じ、そう言えば納なつ得とく出来るのでは？》

　過去、地球でセイナの悪運に巻き込まれる事を恐おそれた者達の反応が、先程の男達と重なり、セイナは小さく溜ため息いきを吐ついた。

《……確かにそうかもしれない……ん？》

　と、林の上から葉は擦ずれの音がしたと思った次の瞬しゆん間かん、セイナの傍そばにナナがスッと音もなく着地した。それはまるで忍しのびのような身のこなしだ。

「お怪け我がはありませんでしたか？」

「ナナっ!?　よくここが分かったね？」

「あれだけ大おお騒さわぎをしていれば嫌いやでも分かります」

　ナナは呆あきれ顔で、セイナの来た道を見つめる。遠目に人々が集まって騒いでいる様子が見える。

「……納得しました」

「クスッ。既すでにマスターが動き出していますから、後の始末はマスターに任せてセイナ様はお戻り下さい」

「チートのお父さんはどうなるの？」

「状じよう況きよう次し第だいで如い何か様ようにも。大人しく捕つかまるようであれば犯罪奴ど隷れい。最悪の場合は討とう伐ばつの可能性もあります。ただ息子さんに関しては母親がいますので、どちらにしろ父親と引き離はなす事には変わりはありません」

「そう……だよね」

　割り切ったつもりでも、セイナの表情は暗い。セイナは色々と不幸ではあったが、両親には恵めぐまれている。あの二人がどれ程のセイナの心の支えとなってくれていたかを考えると、やはり簡単に割り切れるものではない。

「まだあの子達との研修期間は残っていますので、セイナさんはチートさんの心配をなさるべきだと思いますよ」

「……分かった。確かにそうだ」

　二に兎とを追う者は一兎をも得ず。父親の状況を考えれば、両方丸く収める事など、どだい無理な話なのだ。とにかく状況を変えて時間をおくしかない。

「俺にとって大事なのはチートの方だからね」

　その言葉にナナは優やさしく微笑ほほえんだのだ。




「冗じよう談だんじゃねえ！　冗談じゃねえ！　冗談じゃねえぞっ！　厄やくを祓はらうには、とにかく暫しばらくここから離れるしかねえ。後の事はマナド、お前に任せる。通常営業で裏の仕事は無しでいい。今回の件に関わった若いのには、ギサのアジトで大人しくしているように伝えろ。それ以外は店の番をさせる。店だけならそれで回るだろう。それでも足りないようなら、お前の裁量で人を雇やとっていい」

　酒場の事務所に戻ったガンドは、机の引き出しや戸と棚だなから金目の物を漁あさってマジックバッグへと突っ込んで行く。少し離れた所で酒場のマスターであるマナドが、その剣けん幕まくに縮こまりつつ肯うなずいている。

「分かりました。お任せ下さいガンドさん……？」

　店の方で何やら物音がしたが、いつも見張りに立っている若い者は今は居ない。マナドが見張りの窓を覗のぞくと、見えたのはウェイターとアーネストが入り口の所で話をする姿だった。

「ボス……アーネストが来たようです」

「ちっ！　図ずう々ずうしい奴だが、まあいい。いつまでも付き纏まとわれるのも面めん倒どうだ。後の商売を考えると、ここで殺やっちまう訳にも行かねえから、小金でもやって追い払はらうか」

　ガンドの言葉に、マナドは覗き窓から手で合図を送る。そのまま覗き窓を閉じてドアの方へと向かう。

「あ、あの……ガンド、さんは？」

「とにかく入れ」

　ドアの鍵かぎを開けたその瞬間、マナドはドアを突き破るように入って来たアーネストに吹ふき飛ばされる。というよりアーネストが突き飛ばされて中に入り込んだのだ。

「どうした!?……って、手前……バリガルッ！」

　真打ち登場といった感じで事務所に入って来たバリガルは、辺りを見回しながら旧友にでも会ったかのような人ひと懐なつっこい笑顔を向けた。

「なかなかいい店じゃないかガンドロール。狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者としては三流だったが、経営者としてはまあまあか？」

「ぬかせっ！」

「フム……だが真ま面じ目めに表仕事だけで満足すればいいものを、そんなクズを使って裏の仕事をするようでは、やはり三流なのかもな」

　バリガルと同時に入り込んだ二人の黒いローブ姿の片方が、自身の背せ丈たけと同じくらいの杖つえを倒たおれているマナドに向けると、彼はそのまま意識を失った。二人の姿は、ローブの色のせいもあり、まるで死に神のような雰ふん囲い気きだ。そしてその杖をチートの父にも向けようとしたが、彼はゴキブリのような素す早ばやい動きで奥にいるガンドの所へと逃にげた。

「ガガガガガッ、ガンド、さん」

「アーネスト……手前、最初から俺を罠わなに塡めるつもりだったのか……」

　ガンドの陰に隠かくれるように縋すがり付くアーネストに、ガンドは視線をバリガルに向けたままで唸うなるように言う。拳こぶしを握にぎりしめて今にも殴なぐらんばかりだ。

「そ、そんなつもりは無かったんだ。アンタには世話になっているから……」

　ガンドの怒いかりを察知し、アーネストはサッと彼の拳の射程外へと距離を置きつつ、𠮟しかられた子供のような目を向けた。

「ああ、そのクズにそんな度胸はないぞ。ただそういったクズの先には、お前みたいな性しよう悪わるピットが潜ひそんでいるものだからな。それがお前さんだったというのは今日知った。ガハハハハッ！」

「フンッ！　俺なんかよりも、もっと厄やつ介かいなのを飼ってるくせにな。その内お前も破は滅めつする日が来るぞ」

「ガハハハッ！　『マビヤの想い人』とかいうやつか？　あの女神さんは、お前のような想い人に危害を加えようとする奴には怖い存在だが、俺はあいつを守っているんだぞ？　呪のろいを向けられる心配はないし、現にこうやってお前を見つける事が出来た」

　バリガルはドヤ顔をガンドに向けた。

「クッ！　こんなのでも何かの役に立つかと思って……」

「さっ、恨うらみ辛つらみは十分聞いてやった。この辺でいいか？」

　バリガルはガンドに向け、一歩脚あしを進めた。後ろの二人も杖を構える。

「おいアーネスト。お前、俺に世話になったから、というのは本気か？」

「そっ、そりゃもちろん！」

「じゃあ、最後に役に立ってくれ…………」

　ガンドが左ひだり腕うでを上げ、チートの父に向け指差しつつ何かを呟つぶやくと、その指に塡はまっていた指輪の宝石が大きな音を立てて砕くだけた。

「へっ？　へえええええええええっぎゃぎゃ！」

　砕けた宝石からは真っ黒い靄もやのような物が、ガンドの指にまとわり付いたかと思うと、一気にチートの父に向けて矢のように飛んで突き刺ささった。

「禁きん呪じゆのアーティファクトかっ!?」

　バリガルと二人の魔ま導どう師しが身構えた隙すきに、ガンドはチートの父を盾たてにするかのようにバリガル達の方へと蹴けり飛ばす。そしてそのまま身を翻ひるがえし執しつ務む机の下に潜もぐり込んだ。

「ガンドっ！　てめえっ！」

「アハハハッ！　急いでそいつを解呪しないと、ここら一帯が黒呪汚お染せんされるぞっ！　アーネストッ！　そいつ等、ギルドの特務魔導師だ。そいつ等ならお前を助けられる。しっかりとしがみついて頼たのむんだなあっ！」

　執務机の下に抜ぬけ道でもあったのだろう、重い鉄のドアの閉じる音と共にガンドの声は遠とお退のいて行った。

「ひひぃぃぃぃぃっ！　たっ助けてくれ！　助けてぇえええ……ひぃえ？」

　這はいずるようにバリガルに近付くチートの父は、いきなり包まれた球体のシールドで動けなくなった。

「ったく！　あの野や郎ろうが持っていやがったか。確かに想おもい人ってのは厄介だな」

「ヒゲっ！　そんな事より、さっさと出して！　出せ！　出せ！　お出し！」

　フードの魔導師一人は女性だったようで、口くち汚ぎたなくバリガルに手を差し出した。

「タチの悪い娼しよう婦ふみたいな事を言うんじゃねえっ！　お前の娘むすめが泣くぞっ！」

　バリガルは懐ふところから魔ま結けつ晶しよう部分が一センチはあろうかという、ペンダントを取り出して女魔導師に放ほうり投げた。

「うぉっ！　凄く大きい！　しかもたっぷりと溜ため込んでいるようね」

「そんなだから旦だん那なに逃げられるんだっ！」

「永遠の十七歳。乙女おとめの純な心を抉えぐるような事言わないでよ！　慰い謝しや料りよう出しなさいよ慰謝料！　この魔結晶でいいわ」

「お前の子供は十二だろうがっ！　四歳の時に仕込んだ子かっ！　下らん戯たわ言ごとはいいからさっさとやれっ、三十歳！」

「クッ！　おのれっ、エンマみたいなツラしていると思ったら、マジ人の年ねん齢れい詐さ称しようを暴あばきやがるとは。地じ獄ごくの獄ごく卒そつ共の親玉めっ、あっちへ帰れっ！」

　いろいろと文句を言いつつ、その女魔導師はバリガルの魔結晶で何かをしている。

「ええぃ！　お前の言う事は時々分からんっ！　それより急げっ！」

「おおぉっしぃ、必殺！　ミルフィーユバリアー！」

　と、チートの父の周囲のシールドが数百枚に積層化した。

「おおっ！　さすが魔法だけは凄すごいな三十歳！」

「後で話そうか、ヒゲッ！」

「…………」

　バリガルと女性魔導師がコントを演じている間、もう一人の魔導師は必死でシールドを維い持じしている。こちらは二人の会話に加わる余よ裕ゆうは無さそうだ。

『何やってるんだ！　はっ、早く助けてくれ！』

　くぐもった声となり、チートの父は必死でシールドを叩たたく。

「だから無関係な人達を守ろうと、こうして必死であなたを外に出さないようにしているんじゃない。黒呪の媒ばい体たいとなったあなたが完全に呪じゆ核かくとなったら、周囲一帯汚染されてアンデッドの大量発生。この街で死し霊りようの盆ぼん踊おどり大会状態よっ！」

『おおっ、俺はっ!?　俺はどうなるんだ！　お前等特務なんだろ？　解呪が出来るんだよな？』

　チートの父は涙なみだと鼻水でグチャグチャだ。

「ガンドはああ言ったけれど、解呪には触しよく媒ばいや魔素充じゆう塡てんした補助が大量に必要なの。それを用意する時間はもう無いし……もう手て遅おくれのようだしね。諦あきらめなさい」

『うっ噓うそっ！　噓！　噓！　噓！　噓！　いっ……嫌いやだ！　嫌だ！』

「同情はしてあげる。ガンドがあなたに黒呪を使った時点で、始末するつもりだったんでしょうね。ついでに私達をここに足止め出来れば、自分は悠ゆう々ゆうと逃げられるもの……その事をどう思う？」

　半泣きで自分の歳としも忘れてみっともなく泣き叫さけぶアーネストに、女魔導師はそっと語りかけるよう顔を近付ける。

『あっ……あっああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ、あの野郎っ！　あの野郎っ！　あの野郎っ！　クソッたれめぇ…………』

　と、チートの父を取り囲むシールドの層が更さらに増え、憎にくしみに歪ゆがむ顔も見えなくなり声も聞こえなくなった。

「……憎しみの指向性は刷り込めたわよ」

「俺がやってもよかったんだぞ？」

「フンッ！　あの娘こからチートの様子は色々と聞かされていたわ。この男のせいで爪つま弾はじきにされて、それでもお金が必要だからって僅わずかな手間賃で手伝いをさせられて……マジョニーの娘が見かねてパーティーから離はなれて、ヒゲの所のセイナが補助に入って……どんどんどんどんと表情が明るくなったって……そう聞いたら、この男のした事を許せる訳無いじゃない！　だから気にするなっ、ヒゲッ！」

「……そうか。すまんな」

　さすがにここで三十歳は付けない。

「もちろん、黒呪の塩も欲ほしいけれどねっ！　こんないい条件、滅めつ多たにないんだから、見み逃のがせる訳無いでしょ！」

　とその女魔導師は一転、もの凄く快活な声で胸を張った。チートの父親を騙だました事はさっさと忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやったようだ。

「そういうセリフを吐はかなけりゃ、貴族や……王家にだって専属魔導師として迎むかえ入れられるんだがなぁ……」

「ハッ！　そんな糞くそッタレなクズ連中、口ではなく手が出るわねっ！……って、ちょっとやだ。これ本格的にまずいわよ」

『……おのれ……おのれぇええええええええええええええ!!』

　封ふう印いんの積層シールドが次々と破られ消しよう滅めつし始め、中の声が再び漏もれ始める。チートの父親は既すでに真っ黒で目だけがギョロリと白く見えている。

「あれで抑おさえ切れないだと!?」

「うわっ！　声に呪じゆ詛そが乗り始めてる……もうっ、このクズ野郎！　ヘタレのふにゃチンのクセに、意外とでかいわ」

「意味が判わからん！」

「こいつの魔素器官が意外と大きいのよ！　魔素蓄ちく積せきはそれ程ほどでもなかったから確かめなかったけど、黒呪が結けつ晶しよう化させてどんどん力に変えて行っているのよっ！」

「ったく、この野郎、人に迷めい惑わくをかけるのだけは一流だなっ！」

「ほれほれ、早く出しなさいよ！　まだ溜め込んでるのがあるんでしょ？　クスクスッ、出してスッキリしちゃいなさぁい」

　いきなり鼻に掛かかった、実に艶つやっぽい声で艶なまめかしく手を差し出す。

「クソッ！　意外とクオリティーが高いのが余計に腹が立つっ！　こいつを手に入れるのと充塡にどれ程時間と金をかけたか……」

　バリガルが手にしているのは先程渡わたした物に勝まさるとも劣おとらぬ、大きな魔結晶だ。

「エリクサーの主原料が手に入ると思えば、安いものでしょ！　さっさとお出しっ！　間に合わなくなるぞっ！」

　女魔導師に言われ、バリガルは渋しぶ々しぶともう一つの魔結晶を放り投げる。

「クックック……でかいのを二つもぶら下げて。すぐに全部カラッカラに搾しぼり取ってあげるわ」

「…………」

　もう突つっ込む気力も失うせたのか、バリガルはもう一人の魔導師同様に無言だ。視線もちょっと逸そらしている。

「よしっ！　アライメント完かん了りよう！　いっけぇえええええええええええええええいっ！」

　シールドの積層が凄すさまじい勢いで増え、あっという間に再び中の様子が見えなくなる。シールドは僅かに光を遮しや断だんする為ため、積層化が進むと黒っぽくなって行くのだが、普ふ通つうであれば完全に光を遮断する程に積層させるのは不可能なのだ。

（二つの魔結晶があったとはいえ、これが出来るんだからな。間ま違ちがいなくこの下ネタ垂れ流し女が、俺の知る限り現役最さい凶きようの魔導師だろうな）

　つまり彼女が『有能な変態』さんだ。さほど派手には見えないが、今、目の前で使われている魔素の量は、この都市を全ぜん壊かいさせる程の物なのだ。シールドからは何も聞こえなくなり、振しん動どうも収まって来た。

「……終わったか？」

「こぉのぉヒゲもじゃああああ！　余計なフラグ立てんじゃないわよっ！　完全に終わるまで黙だまってなさいよっ！　良いかどうか何てしつこく聞くんじゃないわよ！　まだ中でくすぶっているわよ！　だが私に抜かりはないわ。最高のアコウの塩……じゃない。黒呪の塩を精製するにはもうひと手間ッ！　そろそろ私の内部魔素を使う時ねっ！」

「何だとこの三十女ッ！　それなら先に使えっ！　俺のを使う必要があったのか!?」

「緊きん急きゆう事態が起こった時の保険よ！　充塡してた魔素だって、この中に溜め込んでた量だと、コントロールするだけでも大変なの！　内部魔素が少ないと危ないのよ！　いいじゃない、結局私のでイくんだからさっ！」

「分かった分かった！　分かったからさっさとしろっ！」

「んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんっおっしぃ！　往生せいやっ！」

　と、杖つえを小こ脇わきに抱かかえて印を組み、それを前に突き出す。するとシールドが一気に半分の大きさに圧縮された。

「……おい、何をしている？」

　だがそれを維持したまま女魔導師はジッと動かずに見つめるだけだ。

「触媒の黒呪化を加速させているの。バリガルが鍛か冶じをする時にコークスに風を当てるでしょ？　あれと同じ事よ。黒呪も触媒が完全に無くなれば解呪も楽なの」

「なるほどな。だがあれは無事なんだろうな？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　任せてっ！　順調順調！……っと、チン完了！」

　と、次し第だいにシールドの色が薄うすれて来て、中が完全に見えるようになった。そこには真っ黒な人の形をした炭のような物があった。炭と違ちがうのは光を受け、細かくキラキラと輝かがやいている事だ。

「触媒さえなければ、黒呪もただのちっぽけなバイキンみたいなものよ。コア部分をちょいと解呪してあげれば……」

　と、その黒い塩の固まりがいきなりバサッと崩くずれ落ち、形を留とどめているのはいびつな形で結晶化した魔結晶のみだった。

「はい。出来上がりっと♡」

「……くっ」

　と、その瞬しゆん間かん、もう一人の魔ま導どう師しが崩れ落ちるようにその場にへたり込んだ。

「おう、先生。大丈夫か？」

「ええ、まあ何とか。ジョビアの馬ば鹿か話のせいで集中するのに苦労しましたがね」

　フードを取ったもう一人の魔導師は初老の男性で、顔中汗あせだくだ。ジョビアと呼ばれた女魔導師を恨うらみがましい目で睨にらんでいる。

「緊張感を和やわらげようという配はい慮りよよ、配慮。笑う門には福来たるって言うしねっ」

「あんな馬鹿話をしながらコントロール出来るのは、お前だけだと何度言えば……」

「でも成功したんだからいいじゃない。先生も久しぶりに結晶化が進んだんじゃありません？　お年のせいで堅かたくなるのが難しい……」

「ほれ、無む駄だ口ぐち叩たたいてないで、撤てつ収しゆう準備だ。黒呪の塩は一度ギルドに納めるんだからな。誤ご魔ま化かすんじゃないぞ。それと俺の魔ま結けつ晶しよう二つは返せ」

　これ以上は無む駄だとばかりにバリガルはジョビアに手を差し出す。

「性交……もとい、成功したんだから報ほう酬しゆうとして……」

「黒呪の塩はいらんのだな」

「返しま～～す。ありがとうございま～～す。だから先生の取り分以外は、全部私が買う優先権があるんですよね？　ね？　ね？」

　プライドって何？　美お味いしいの？　といった感じだ。ジョビアの媚こびるサマは実に噓っぽいが、美女なのでこれに騙される男は多い。が、もちろんその期間は短い、アッという間の事である。

「ああ、その金はちゃんとチートと小こ僧ぞうに渡さなきゃならんからな。反ほ故ごにはせんから、噓臭くさい芝しば居いはよせ！　それからそいつの魔素器官も忘れるな。その為にこんな茶番を仕組んだんだからな」

「はいはいはいはいはいはい。どうせ噓臭いですよ。黒呪の塩が手に入るのが分かったなら、ヒゲに媚びる必要もありませんからね。ああ、ありがとうございます。封ふう呪じゆの布はオマケしておきますね」

　ジョビアは黒呪の塩に埋うもれた、完全に結晶化した魔素器官を浮うかせると小さな布でグルグル巻きにし、ポイポイっと二つの魔結晶と共にバリガルにぞんざいに放ほうり投げた。そしてそれとは対照的に大事そうに黒呪の塩を一ひと粒つぶ残らず、マジックバッグから引っ張り出した、巨きよ大だいな溲し瓶びんの様なガラスの入れ物に吸い込むと、口を厳重に封印したのである。

「ああ素す敵てき、この黒光りしているのが最高っ！」

　でかい溲瓶に恍こう惚こつの表情で頰ほお擦ずりする有能な変態さんは、最後まで変マ態イペースを崩さないのであった。
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　二人の魔導師と別れ、バリガルが向かったのはギルド市場の一角にある個人事務室だ。入り口ドアに鍵かぎを掛けると、手前の応接室を通り抜ぬけ、奥の執しつ務む室に入る。そして奥にある衣い装しようダンスの戸を開けた。そこはほぼ空っぽの箱状態で作業用の服が一着掛かっているだけだ。それを確かく認にんして一度ドアを閉めると、

「…………」

　何やら呪じゆ文もんのようなモノを唱えて再びドアを開けると、そこは真っ暗な空間となっていた。バリガルは躊ちゆう躇ちよもなくそこに足を踏ふみ入れると、次の瞬間、丘おかの上の領主館にあるエレーラの書しよ斎さいにあるタンスから出て来たのである。

「うまく行ったの？」

　そうバリガルに声を掛けたのはそこの主あるじ、エレーラだ。

「もちろんだが、二つとも完全に空状態にされたよ。当然、そいつの再充じゆう塡てん費用は、そちら持ちだよな？」

「その証しよう拠こ……いえ、証人ね。それさえあれば関かかわった貴族全員、爵しやく位い剝はく奪だつに出来るわ。その没ぼつ収しゆう財産があれば補ほ塡てんなんか簡単でしょ？　そっちにはあの子も居るんだし」

　ニンマリと笑えみを浮かべるエレーラに、バリガルは魔結晶の包みを手て渡わたす。だが上じよう機き嫌げんでそれを受け取ったエレーラの目つきが険しい物となり、こめかみにくっきりハッキリと青筋が浮かんだ。

「……ねえバリガル。この布は？」

「ん？　ジョビアが封ふう呪じゆの布だと言っていたが……それがどうかしたか？」

「あの女ァ、私の下着をっ！」

　それでもまだ柔にゆう和わだった表情が、一転、般はん若にやのようになる。領主としての威い厳げんを出そうと、印象をきつめにする為に使っている逆三角眼鏡の相乗効果でなかなかの迫はく力りよくだ。さしずめ『怒いかれる大だい魔ま神じん』である。

「……何だか柔やわらかないい布だと思ったが……本当に!?」

「刺し繡しゆうの意い匠しように宅の家か紋もんが入っているんだから間違いないわよっ！　バリガル、気付かなかったの？」

「確かに凄すごく見覚えがあるとは思っていたのだが……普通はまさかと思うだろ？　それで……本当にまさか使用済みとか？」
















「そんな事してたら、あの女、殺してやるわよっ！」

「まっ、友達なんだから、笑って許してやったらどうだ？　バカな飼い犬位に思えば腹も立たんだろう？」

　この間ま抜ぬけなやり取りに、バリガルもようやく任務の重圧から解放されたのか、ホッと溜ため息いきを吐ついた。そして勝手知ったる家といった感じで、応接机の横にある小さなワインセラーから秘蔵のワインを取り出して栓せんを抜く。

　話の内容が内容だけに、人ひと払ばらいをしているので、その行こう為いを止めるメイドは居ない。だがどちらにしろバリガルは酒場気分でメイドのお尻しりを触さわるので、抑よく止し力りよくたりえず、いつもエレーラはさせるままにしている。

「バカすぎるわよ！　あれの大バカに私がどれ程ほど苦労しているか、貴方あなたも知っているでしょう？」

「俺からすれば、どっちも似たようなものだが……一応その程度の皮肉で許してくれていると思えば、ジョビアにしては軽い方だと思うがな」

「だったら私に直接言えばいいのよ！　いつもの訳の分からないヨタ話位なら文句を言わずに聞き流してあげるわよ！」

「聞き流すのな……まあ、口より手が出そうだったんだろう？　あいつはお前のそういう所を嫌きらっているからな」

「殴なぐってくれた方がいい事だってあるわよ。彼女、変に溜ため込むと余計面めん倒どう臭くさいのを知っているでしょう？」

「丁度、発散させるのにいいのを知っているから、そいつに押し付けるさ」

　それは言わずと知れたセイナだ。クセのある年上女性のオモチャに与あたえるのに、打って付けなのをしっかりと見抜かれている。

「それはさすがに気の毒な気がするけど……けど、それも仕方ないわね。とにかく私はこいつを使って、糞くそっ垂たれ共で発散するわ」

　エレーラはその包みを見つめながら、酷こく薄はくそうな笑みを浮かべた。それは先程の般若顔よりもっと恐おそろしい表情だ。

「それにしても危険なアーティファクトを、わざと流出させて使わせるなんざ、王家も業が深いな。そもそもそうしなければならなくなったのも、王家が原因なのだから余計にやりきれんよ」

「爵位の乱発なんて、予算をバカ食いする大戦時には仕方のない事よ。それにまともな人間なら、黒呪のアーティファクトなんて使わないわよ」

「それもそうだ」

「……それでエリクサーはいつ頃ごろになるの？」

「ジョビアが所有していた通常品を一本、譲ゆずり受ける事となっている」

「ちょっと！　黒呪の塩はこれ以上ないという極ごく上じよう品ひんで、しかも大量にあるんでしょ？　レアクラスが作れるんだから、ケチケチしないでそれを寄よ越こすよう言いなさいよ！」

「ジョビアが『アンデッドロードが誕生してもいいなら渡わたすけど？』だそうだ。俺は関わりたくはないな」

　それは一つの大陸の生きとし生けるモノを、全てアンデッドに変えてしまったという伝説の死の大たい帝ていだ。

「な、なによそれ？　エンシェントドラゴン並みの災さい厄やくじゃない！」

「そもそも全ての病を治し、死者すら蘇よみがえらせる霊れい薬やく。それはつまりアンデッド化させるのと紙一ひと重えの行為なのだそうだ。考えてみればエクストラポーションも同じだ。四し肢し欠損を回復させるといっても、回復するのはあくまでその者の通常の手足だからな。鍛きたえられた手足が再生する訳ではないし、事後のリハビリ期間が必要なのは常識だ。だがそれがあまり知られていない頃ころには、その事による事故が多かったそうだからな」

　つまり戦せん闘とう中に欠損事故があっても、エクストラポーションさえ飲めば、同じ状態で戦闘続行が可能だと思い込んだ者が、貧弱な再生四肢のせいでやられてしまうのだ。

「エリクサーはどうしようもない時の、一か八かのギャンブルみたいなものだ。だから安全確実に使うとなれば『用量用法をお守り下さい』だとさ」

「それくらい宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しだって知っているでしょう？」

「知っているのと『使いこなせるのは違ちがう』そうだぞ？　それにそういうのに頼たよろうなどという奴やつは『絶対まともな精神状態じゃないから、やり過ぎるに決まっているでしょ！』だと。まあその手の噂うわさ話ばなしはお前の方が詳くわしいのではないか？」

「フンッ！　いいのよ。自じ滅めつするなら自滅するで、こちらには関係ない事だわ」

「クックック。だとしてもジョビアの一本も、通常の三倍の効力があるから、似たような事故は起こるかもしれんと言っていたがな」

　ちなみに『飲まなければどうという事はない！』とかドヤ顔で言っていたが、意味不明なのでバリガルは伝えずカットしていた。

「……私、あの娘ばか嫌きらい。ああ、もう娘むすめという年ねん齢れいじゃなかったわね。フンッ！」

　心の内を読まれたのが悔くやしいのか、エレーラはムッとした顔でそっぽを向いた。まあそこはお互たがい様だが、バリガルはその言葉を飲み込んだ。

「ガンドには虫バグを付けておいたから、後はそちらに任せる」

「そちらは既すでにハチに追わせているわ。報告ではもう街の外に出たそうよ。ピットの巣穴も監かん視し状態にしてあるわ」

「では、これで宅の小こ僧ぞうの悪戯いたずらは不問だな？」

　もうここには用はないとばかりに、グイッとコップのワインを飲み干す。ワインにはフタをしてマジックバッグに入れ、立ち上がる。

「バリガル……気分の悪い仕事をさせて悪かったわ」

「それこそ宅の小僧の邪じや魔まをしなければ気にもしないさ」

　エレーラの素す直なおな謝罪にバリガルは軽口で答える。

「フッ……『マビヤの想おもい人』が本物なら、こちらから御ご免めんこうむるわよ。ああでもジョビアには是ぜ非ひとも押し付けてっ！」

　こうしてセイナは『有能な変態』への生いけ贄にえに供される事となったのである。




「……そうですか。チートのお父さんが」

　バリガルはギルドの事務所を経由し、自宅へと帰って来た。応接室にセイナを呼び出して事の次し第だいを説明したのだが、もちろん真実をそのままではない。ただチートの父が仲間に裏切られて禁呪の生け贄にされたという事だけだ。セイナもある程度覚かく悟ごはしていたのか、冷静に話を聞いていた。

「街中で禁呪のアーティファクト魔法を使われたとあっては、住民も安心出来んし、何よりもあの小僧にはショックだろうからな。死体がまともな状態で残っているのなら埋まい葬そうさせる事も出来るだろうが……だから表向きは犯罪奴ど隷れいとして島送り、一生そこで重労働という形となるから、そのつもりでいてくれ」

「分かりました……それでチートは？」

「既に母親に引き合わせている。しっかりした女性だから安心だ。それと没収した連中の資産の一部は、被ひ害がい者しやである小僧とチートに支し払はらわれるよう手配はしている。それでお終しまいとするにはいろいろと心情的にはあるだろうが、父親もその連中と組んでいたから自業自得だ」

「出来れば俺の分もチートに渡して貰もらえれば」

「残念だが、そうなると小僧の分は辞退という形となる。受け取った後に渡すのも止やめておいた方がいい。それより小僧が預かっているピット関連の金があるだろう？」

「ああ！　そうですね」

「ただしだ！　ちゃんと三等分の金にしておけ。正しい報ほう酬しゆう以上の金は害になる事が多いからな」

「……分かりました。そうですね」

　大金というものは、それを使うにも経験が必要だ。自身が稼かせげる範はん囲いなら訓練をする事が可能だが、それ以上となるとその場限りの収益だ。継けい続ぞく的な訓練が出来ず、身を持ち崩くずす事が多い。ならばいっそ受け取らないか、受け取っても一いつ切さい使わないのが一番だ。

「そうガッカリするな。プロシェットとエクストラポーションの売り上げまでは止めはしない。あれを加えても、かなりの金額になるんだぞ」

「あ～～～、そうでした」

　プロシェットの金額を聞いた時の二人の反応を思い出し、セイナは納なつ得とくした。

「とにかくあの小僧は母親と今後の話もしている筈はずだ。その結果、明日はどうなるか分からんが、小僧とグシュカ、二人だけのようなら、他ほかにあぶれた子を入れればいい」







　翌朝、いつも通りにギルドの講堂へ行くと、そこにはグシュカの隣となりにチートもいた。しかもにこやかな笑顔でセイナに深々と礼をしたのである。

「チート……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん。母ちゃんともしっかり話をしたし、昨日は……一いつ緒しよに寝ねたんだ」

　そこにあったのは母と居られる嬉うれしさと深い安あん堵どの表情だ。何よりもいつものどこか気け怠だるいような感じはなく、生気に溢あふれている。思えばあの父親と二人では、まともに眠ねむれていたかも怪あやしい。

「父ちゃんの事は……実はちょっと前から母ちゃんと会って話していたんだ。兄ちゃんのおかげで実入りが良くなって、父ちゃんも家を留守にする事も多くなったから……」

「ラスカがあちこちに声をかけてくれて、今まで避さけていた、子供達の親おや御ごさん達が少しずつ気に掛かけてくれるようになっていたんです。チートのお父さんの事はありましたが、私達のパーティーの成績が上位になった事も大きくて、ギルドの人達も色々と手伝ってくれるようになっていたんです」

　チートの母親は現役狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者だ。ギルド職員とピット小僧の親御さん達が協力し合えば、チートの父親に気付かれずに二人を引き合わせる事は容た易やすい。

「そうだったのか……」

《セイナさんにちょっかいをかけて来た、ギルドの上の連中が居なくなって、風通しが良くなったのもあるのでしょう。業務の進行もスムーズになった事も大きいと思います》

《そうだな。連れん絡らくのやり取りも良くなったし、職員の人が色々と積極的に動いてくれる感じがあるものな》

「父ちゃんの事は、いつかこうなるんじゃないかって、思っていたし……。でも俺には母ちゃんも姉ちゃんもいるから」

「パーティーは家族みたいなものですから」

　グシュカはチートの肩かたに手を置いて微笑ほほえんだ。彼女はチート以上にこの状じよう況きように安堵しているようだ。

「でもごめんな、兄ちゃん。本当は母ちゃんがお礼を言いたいって言ってたんだけど、どうしても外せないクエストが入っていて、また後日会えればって」

「心配事は片付いたんだ。もっと落ち着いてからゆっくりでいいよ。でもそうなるとチートは……」

「もう私の家に連れて行けますし、食事とお風ふ呂ろはここで済ませれば、後は寝に帰るだけですから」

「お風呂は別に一日二日入らなくても……グッ！」

　チートの肩に置いたグシュカの手がグッと握にぎりしめられ、チートは押し黙だまる。

「セイナお兄ちゃん。また手伝って下さいね」

「ああ、お母さんに心配を掛けないようにしないとな。じゃあ、気分一新、今日も頑がん張ばろう。だけど気分が高こう揚ようしている、こういう時こそ、いつも通りに冷静にね」

　それはセイナ自身に言い聞かせる言葉でもある。セイナの経験上、こういう時が一番危険だからだ。

　　　　×　×　×

　セイナの忠告と気配りもあってか、今日のピット狩がりは怪け我がもなく無事に終わった。

　チートの記き憶おく力の良さは学習能力の高さでもある。セイナの一言一言を正確に覚え、そして徐じよ々じよにだが、それを他の状況でも使える柔じゆう軟なんさも見せ始めている。ただその点に関しては残念ながら並み程度だが、蓄ちく積せきした情報量と、瞬しゆん時じにそれを引き出せる検けん索さく能力は高い。一を聞いて十を知るタイプではないが、十を聞けばそれを決して忘れない。何より狩猟冒険者は、その殆ほとんどがパーティーを組むものだ。チートに足りない能力は他の者が補えばいいし、チートにも他の者にない能力がある。

　そして何よりも父親の問題が解決した事もあり、セイナ達パーティーも、周りの雰ふん囲い気きも良好だ。ある意味、今日はそのパーティーとしての能力が、蓄積した知識と共に最大限発揮された日でもあったのだ。




「今日も無事に終わったね」

　いつものように最初にお風呂へ行き、セイナはチートを悶もん絶ぜつさせた後、グシュカと十名限定で女性達の髪かみを洗い、例の食堂で豪ごう快かいな盛りの鍋なべを渡わたされて席に着く。

「お疲つかれ様でした。今日までありがとうごさいました。お兄ちゃんのおかげでいろいろと経験出来ましたし、自信もつきました」

「そう言って貰えて嬉しいよ」

　実際、かなり前からセイナは能力を全く使わず、二人の主導で狩りをするようにしていた。これで誰だれと組んだとしても、十分な働きが出来るだろうと確信している。

「俺とは今日までだけど、この先、二人はどうするのか決まっているの？」

「その事なんですが、実はラスカさんが、お兄ちゃんが抜ぬけた後に入りたいと言ってくれているんです」

「へえ？　でも彼女にはパーティーがあるのに大丈夫なの？」

「あの男の子達とのパーティーは解散するそうなんです」

「それもあちらから言って来たんだって」

「もしかして……ケンカでもしたの？」

　セイナが懸け念ねんしたのは、その後の確かく執しつについてだ。ラスカのパーティーだった二人がグシュカ達に対して恨うらみを持つのが心配なのだ。

「いいえ。ただ私達と組んで狩りをした時がきっかけだったそうですが、お互たがいの将来の目的がハッキリと違ちがうと分かったので、今のうちから将来に向けたパーティー作りをしたいんだそうです」

「そうか……でも、随ずい分ぶんとしっかりしているね」

「あの年ねん齢れいになると、近場で狩りをする狩猟冒険者の見習いのような事をする人達も出て来ます。十五で正式な狩猟冒険者と認められますが、どちらにしろその一年前にはピット狩りから卒業して、近きん縁えんの魔ま樹じゆ海かいで研修を始めますからその前準備ですね」

「ピット狩りの時のパーティーがうまく行っていると、そのまま狩猟冒険者になってもそのパーティーを維い持じする事が多いんだ。この都市には近きん隣りんから狩猟冒険者のなり手が大勢来るからパーティーを組み易いけれど、相あい性しようが良い相手となるとなかなか見付からないし、馴な染じむのにも時間がかかるからね」

「なるほど。確か彼等は魔樹海の深しん淵えんを目指したいと言っていたけれど、それなら今のうちにパーティーの選別をしたいという事か……でも基本のパーティーは五人だと聞いたけど？」

「三人が軸じくになると、パーティーを組みやすいですし、やはり多数なので意見を通し易いんです」

「色々と考えるんだな……でもチートはいいのかい？」

「俺はまだ何をしたいか決まってないから……だからじっくり考える事にする。ピット小こ僧ぞうから卒業するのもまだまだ先だし。ここで覚えなきゃならない事も一いつ杯ぱいあるからね」

「そうか。もし何かあれば相談に乗るよ」

　いろいろと明るい兆きざしにセイナは嬉しくなった。ちなみにグシュカとチートは二人共それぞれでお代わりをし、あのバケツ鍋をしっかりと二杯はい完食したのである。

《もしかして……あれでも不安で食しよく欲よくがなかったって事なのか？》

《だとしたら、いろいろと苦労した甲か斐いがありましたね》

　しかしだからといってセイナの食欲はともかく、食べられる量が増える訳ではない。いつも通り、セイナの大鍋と二斤きんのパンの半分は、ありがたく備び蓄ちくとなったのである。

　　　　×　×　×

「今日までご苦労だったの小僧。とにかく無事に終わって何よりだ。……で、今日の成績は全パーティー中、第八位だ」

　講堂に戻もどると、今日の成績発表は初日と同様にバリガルが担当だった。

「さすがに一位は無理だったか。場所的に小川が入り込んでいたから、ちょっと難しかったかな？」

「その代わり、とても勉強になりました」

「うん。楽しかった」

　基本的にピットが水を嫌きらうのは間ま違ちがいない。他に逃にげるルートがあるならそちらを選ぶのは当然だ。だから川沿いが入り込むと巣の数は少し減る。

「だがそう悲観する事もないぞ。この区画での歴代捕ほ獲かく数、重量共にトップだ。ここを担当したパーティーは、過去、第五十位というのが最高位だから、第八位というのはかなりいい成績だ。こういう難しい条件でも安定しているのが実力というものだから、これからも頑張る事だな」

　バリガルの褒ほめ言葉に、グシュカもチートも頰ほおが緩ゆるむ。

「さて。ピットの総数１８８、重量６７６・８キロ、計33万８４００エンだ。あの場所は攻こう略りやくが難しいから林同様に個体が大きめだったようだな」

　バリガルから聞いた言葉に一番安堵し、嬉しそうだったのはやはりチートだ。何しろ今度こそ分配されたお金は彼の収益となるのだ。ある意味、彼にとっては初任給のようなものだ。

「次に追加報ほう償しようだが、ようやく初日の林の調査が終わった。魔術薬学ギルドの連中が粘ねばらなければ、もっとさっさと調査をしたのだが……まあプロシェットの案件だから仕方がないが、とにかくクイーンもキングも確かく認にんされなかった。そしてお前達が作成した地図はほぼ正しい事が確認された」

「ほぼ、ですか？」

「ああ。いろいろな奴やつが入り込んで穴だらけにしたから、ピットが警けい戒かいしてあちこちに新らしい通路を掘ほっていてな……その分の情報が追加変へん更こうされたんだ。だが巣穴自体の位置は正確だったから、50万エンが支し払はらわれる」

「そ、それは……」

　今度はセイナを含ふくめ、三人が驚おどろきの表情となった。

「多いと思うか？　だが事前の情報の有う無む、精度によってクエストの成功率や危険度は大おお幅はばに変わる。調査活動を軽視し、それを行う者を下に見る愚おろか者もいるが、調査や情報にはそれだけの価値がある。この林の区画で言えば、ピットの捕獲数が三割方増えるとの予測だから、その額は当然だな」

「なるほど。確かにそうですね」

　セイナと一緒にグシュカとチートも深く肯うなずいた。こういう所からも狩猟冒険者として必要な知識を得るのだ。

「次にプロシェットの件だが……そこから作られたエクストラポーションのオークション結果も出た。まあその落札価格と数量は機密扱あつかいだから言えんが、お前達の取り分は１１７０万エンだ」

「「「!!」」」

　この金額についてはさすがに、セイナ達三人はこれでもかという位目を見開いた。声を上げなかったのは奇き跡せき、というよりあまりの事に声も出なかったのだ。

「最後に、月間の特別功労報償として３００万エンが支払われる」

「「「…………」」」

　もう既すでに金額が大き過ぎて頭が回っていない感じだ。特にグシュカとチートは計算する桁けたがいつもより大きいので、半分意識が飛んでいる。

「クックック。こいつはお前等の将来を買うようなもので、優ゆう秀しゆうな人材を囲い込みたいという思おも惑わくがある。もっともこんな額が出るのは、かなり異例な事態がいくつも重なった結果だがな。特別功労報償の内訳は機密だから、まあ色々あったんだなぁ程度に思っておけばいい」

「……バリガルさん。もしそれで全部なら、あれをお願いします」

「おう。ちゃんと計算済みだぞ」

　と、バリガルはニヤニヤしながら帳ちよう簿ぼに挟はさんであったメモを、グシュカとチートに差し出す。

「ええっ…………！」

　例によって声を上げようとしたチートの口をグシュカが塞ふさいだ。少ししてチートが落ち着いたのを見計らい、何度か大だい丈じよう夫ぶかと問いただした後、その手を離はなした。

「これって……何なの、兄ちゃん」

　だが落ち着いたかと思われたチートの目が虚うつろだ。そしてグシュカも少し戸と惑まどいがある感じだ。

「今月の全収益のキッチリ三分の一。君の報ほう酬しゆう分だ。俺は最初の日に言ったよね？　『預かる』ってさ」

「……えっ？」

　チートはすぐに飲み込めないようで、グシュカの方を見た。それに対し、グシュカは優やさしく肩かたを叩たたきながら肯いた。彼女はセイナの言葉の意味を最初から理解していたのだ。

「だけどお兄ちゃん。これはちょっと多過ぎなんじゃ……」

「ま、まあ俺もこんなになるとは思ってもいなかったんだけど……でも、もう渡しても大丈夫そうだからね。もちろんギルドに貯金する形だけど、お母さんには既に事情は説明されている筈はずだよ」

「だっ、だってこれ……」

「君の正当な報酬だ。将来の為ためには少しでも多い方がいい」

「兄ちゃん……」

「ふむ。チート……それにグシュカもだ」

　満を持して、といった感じでバリガルが話し始める。

「これはお前達に対する試練でもある」

「試練、ですか？」

「そうだ。狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者は時として、このような大きな報酬を得る事がある。だがその事で身を持ち崩くずす者も居る。地味な仕事を嫌いやがったり、つまらなく感じたり、高い報償を得ようと身の丈たけに合わぬクエストを受注したりな」

「……父ちゃん」

「そういう例が身近にいた事は不幸だが、ある意味幸運でもある。その事がどういう結果をもたらすかを身をもって教えてくれたのだからな。お前達はそうなるな。そうならないよう気を付けるんだ」

「「はい」」

　チートとグシュカはバリガルの言葉を刻みつけるかのように肯いた。ちなみに後日、チートには『黒こく呪じゆの塩』関連の億単位の入金があり、母子共々卒そつ倒とうする事となる。だが幸いな事にベテランの現役狩猟冒険者であるチートの母は、グシュカの家族の助けもあり、通常の生活を崩す事は無かったのである。




《これが大人同士であれば、酒場かどこかで祝しゆく杯はいでも挙げているところですね》

《俺だってまだ未成年だぞ。どちらにしろ俺は、絶対に酒は飲むつもりはない》

　グシュカ達は今回の収支に関して早い内に親と相談するべきだという事で、すぐにギルドの護衛付きで帰らせた。チートに関しては、母親がクエストで留守中だったが、既にこの件に関しては報告済みで、グシュカの父親が代わりを受け持つという事でギルドと話が纏まとまっていた。

「バリガルさん。大丈夫だと思いますが、二人の親おや御ごさん……どんな人なんですか？」

　バリガルの事務室へと向かいながら、セイナはもう誰だれも居ない講堂の方を気にしつつ尋たずねた。

「ガハハハッ。金額が思った以上に大きくなり過ぎているので心配なのか？　それなら大丈夫だ。両方の親共に現役の中級、上級レベルの狩猟冒険者だからな。あれ位の金で迷う事は無い。子供への指導も任せておけばいい」

「そうですか。それなら安心です」

「もっとも、ピット小僧共が一カ月で稼かせぐには有り得ん数字だからな。いろいろと納なつ得とくするには時間がかかるだろうがな、ガハハハッ！」

「はあ……まあとにかく、これでいろいろと肩の荷が下りました。人を指導する側になるのって大変なんですね」

「それにしては思った以上に慣れた風だったぞ？」

《セイナさんの場合、お飾かざりであっても守かみ蛇だ怪け艦かん長ちようとしての経験が大きいのよ》

《そんなものなのか？》

《どんな経験も無む駄だにはならないわ》

　バリガルとセイナは事務室に入り、外の喧けん噪そうから切り離された。ソファーに座り、途と中ちゆうの喫きつ茶さ店てんから仕入れたお茶をマジックボックスから出す。

「とにかくご苦労だったな。今回の事で、小僧には十分な資質があると分かった。これでギルドの上も納得しただろうよ」

「何かあったんですか？」

「あのゴブリン小僧がうろちょろした結果だ。俺の家に見張りまで付けやがって」

「はあ、そうみたいですね」

「ほお、気付いていたか。よしよし、いいぞ」

　バリガルは腕うで組ぐみをして満足げに肯いた。

「ゴブリン小こ僧ぞう自身には何の力もないが、それでも家の名を出せばそれなりの扱いを受ける。それであちこちで小僧の噂うわさを流していたんだ」

「それでギルドが俺に不ふ審しん感を？」

「だがギルドも小僧が利益をもたらすと分かれば、護まもる側に回ってくれる。いろいろと大おお掃そう除じも出来たし、風通しは良くなっているから、もともと評判の悪いゴブリン小僧の流言に惑まどわされる事は無いだろうよ」

「そういえば、外に初めて出た日に、博物館で話しかけてきましたね。彼を捜さがしていた人達に任せて退散しましたけど、どうでもいい話だったので報告はしませんでしたが、した方が良かったですか？」

「ガキじゃないんだから、そこまでは干かん渉しようせんよ。ナナからも報告は受けているし、俺の方でも小僧に何も聞かなかっただろ？　まあそういう事だ。小僧を騙だませず、騙した連中にとっ捕つかまって、切せつ羽ぱ詰つまって、小僧の事を吹ふいて回ったんだな」

「あれ？　じゃあ俺が疑われたのは、俺のせいですか？」

「遅おそかれ早かれ、同じ事が起こったさ。だがそいつのおかげで、チートの父親と繫つながっていた面めん倒どうな連中を炙あぶり出せたんだから、こちらとしてはありがたい話だったがな。それに大掃除が出来たのはギルドだけじゃない。この都市も同じだ。少々心残りは、ゴブリン小僧のギルド除名が出来なかった事だが、ギンガム……あのゴブリン小僧の実家としては、そんな醜しゆう聞ぶんは認められんだろうからな」

「政治的配はい慮りよは仕方のないところですね」

「他でも吹くだろうが、ここでの事もあるし、誰も信じやしないだろう。どちらにしろ二度と俺達の周りをうろつく事は無いだろうよ」

《見事な囮おとり役だったようですね》

「なるほど。ギルドの中が変わったのはそういう事でしたか」

　全員がそうという訳でなく、一部の者達の雰ふん囲い気きがどこか警戒する感じだったのだが、そもそもセイナは地球ではそういう目で見られるのが当たり前だったので、気にはしていなかったのだ。

「これで小僧の任務は達成という事だ。小僧には特別報酬として１０００万が出る。もっともすぐさま俺の所行きだがな、ガハハハッ！」

「報酬がある事に驚いていますが……」

「小僧が動いた結果、成果があればそれに準じた報酬が出るのは、ピット狩がりと同じだ。ギルドの掃除だけでも無駄な経費の圧縮や、効率の向上。街中の治安改善の報償諸もろ々もろを集めればその程度の金にはなる。今後の事を考えれば端はした金がねだし、もっとふっかけてもよかったんだが、『マビヤの想おもい人』である小僧の事を考えるなら、上に貸しを作っておくのも悪くないと思ってな、ガハハハッ！」

「はあ……なるほど」

「とにかく下地は整った。小僧はこの街とギルドに受け入れられたのだから、次の段階に進んでもいいだろう」

「次の段階？」

「狩猟冒険者になるんだろうが。それともまだピット小僧の方がいいのか？」

「ああああああああっ！　もちろんなりたいです！　なります！　狩猟冒険者っ！　ピット狩りが楽しかったんで、忘れてました」

「ガハハハッ！　そりゃいい。ピット狩りを楽しめる奴やつは狩猟冒険者の資質がある。では明日にでも正式登録に行くとしようか」

「はいっ！」

　セイナは満面の笑えみで肯うなずいた。それは初めて宇宙に出る時の高こう揚よう感かんに似ていた。

《楽しそうで何よりですが、目的を忘れないで下さいね。それに早くＺＩＮＶジンブも迎むかえに行ってあげなきゃ可哀かわい相そうですよ》

《忘れてなんかいないよ。その為の狩猟冒険者なんだからさ……でも、楽しんじゃいけないって事はないだろう？　だって冒険者だよ？》

　宇宙に上がってセイナは地球よりも遥はるかに大きな居場所と、受け入れてくれる人達を得た。と、同時にそれは社会の枠わく組ぐみの中に入り込んだ事でもあった。必要とされる嬉うれしさはあったが、セイナの及およぼす効果があまりにも大きく広こう範はん囲いであった為、逆に現実感が無かったのも事実だ。

　ここでもその基本は同じだが、その歩みはゆっくりで目に見えるものだ。自身の仕事がどのような結果をもたらし、どうやって対価が発生するのかがダイレクトなのだ。ピットを多く狩ればそれだけ収入が増える。実にシンプルなのである。

《冒険者になれるんだ》

　何やら叫さけびたいような歓かん喜きを抑おさえつつ、それでもセイナは足取り軽くバリガルの後を追ったのである。








【天地無用！ＧＸＰ　第十七巻・了】













あとがき









　注：今回のあとがき劇場も、本文の読後に読む事をおすすめいたします。
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あとがき劇場　その14






　私の目の前に妖よう精せいさんがいる。

　風か邪ぜで寝ねていて、お姉ちゃん達がお仕事で忙いそがしくて、一人でベッドで寝ている時に、どうしても寂さびしくて、涙なみだがこぼれちゃいそうになった時に、

「あらあら、大だい丈じよう夫ぶ？」

　いつの間にか、現れて、私の傍そばにいて撫なでてくれる妖精さん。

　髪かみは私と同じ金色。でも私は蜂はち蜜みつ色だけど、妖精さんはもっと明るいお日様のような金色で細くて柔やわらかそう。

　肌はだは火か煉れんの姉ちゃん達と同じ、よく日焼けした感じかな？　でもすべすべしてて綺き麗れいなお肌。

　瞳ひとみは、昔住んでいた洞どう窟くつの『聖なる泉』にお日様の光が入り込むと輝かがやく色。守かみ蛇だ怪けの海うみの色にも似ている、吸い込まれそうに綺麗な、宝石のような碧みどり。

　その優やさしそうな微笑ほほえみは、砂さ漠ばくの朝に昇のぼり始めたお日様のよう。

　ポカポカしてホンワカと温かい。

（……お母さんって、こんな感じなのかな？）

　私の生まれたお星に残して来た、お母さん……巫み女こだから、一いつ緒しよに暮らせなくて、会うととても優しくしてくれたけれど、どこかどこか……よく分からないけど、巫女じゃなくなって、力が抜ぬけた感じ？　私より、何だかお兄ちゃんと仲良しな感じ？

　お世話をしてくれる、お耳がウサギのお姉さんは、

『ショタね！　ショタだわっ！』

　私がそれって、なあに？　と聞いても、ピョコタンピョコタン、飛び跳はねて……ちょっと壊こわれた感じ？　でもイヌ耳のお姉さんが、こっそりいろいろ教えてくれた。

（……西せい南なお兄ちゃんがロリだったらいいな）

「あらぁ、楽しそうねぇ……何を考えているのかしらぁ？」

　妖精さんにも内ない緒しよ。お兄ちゃんと会えるまで内緒なの。

　お姉ちゃん達が頑がん張ばっているから、私もワガママ言わないの。

（福ふくちゃんだって、お仕事してるんだもん……たぶん？）

　福ちゃんはいつも羽はね猫ねこちゃん達との事を、楽しそうにお話ししてくれる。だからちょっとだけ、違ちがうのかなって思うけど。

『仕事です！　誰だれが何と言っても仕事なんです！』

　ちょっと壊れたウサギ耳のお姉さんも、イヌ耳のお姉さんも、この時は一緒になって、もの凄すごく真しん剣けんな顔だから、きっとそうなんだろうなって。

　だから私も頑張るの。西南お兄ちゃんと早く会えるように、ワガママ言わないの。

（でも……早く会いたいな）

　妖精さんと同じ、お日様みたいな西南お兄ちゃん。

　……また眠ねむくなって来ちゃった。お咳せきもお鼻も出ないけれど、凄く綺麗なお姉……じゃなかった……お兄ちゃんは、風邪だって。

　それでもお胸の所が熱くなって来ると、とっても眠くなる……眠く……。

「あらあら、お寝むなのね……お休み、アチャちゃん」

　うん。お休みなさい、〝美み兎と跳とおばちゃんによく似た〟妖精さん。

　目が覚めたら……西南お兄ちゃん、帰って来ているといいな……。




「……ミャア？」

　お仕事（職員お姉様方・談）とプティ鷲羽わしゆうに甘え、英気をタップリと養い、福はアチャの元に急いで戻もどって来た。

　いろいろとお話をしたかったが、眠っているところを邪じや魔ましてはいけないと、福ちゃんズ生活道徳部門トップであるキルシェに言われているので我が慢まんだ。

「ミィ？」

　自分が居ない間、アチャが寂さみしがっていないか、ちょっぴり不安だったが、美兎跳の残り香ががしているので安あん堵どする。職員のお姉さん達は、それをアチャの心の平静を保つ為ための想像だと思っているようだが、確かに美兎跳という人間を知らない者達にとって、この場所に知らない人間が入り込む事自体、理解が及ばない。ならばその来訪を楽しみしているアチャには、その姿を借りた『妖精』と説明するのが一番だ。もちろん霧きり恋こ達に一言説明をすれば、一発で実物の美兎跳だと分かったであろうが、アチャにとっては妖精さんの方が夢があり、アチャもそれを受け入れている。

「……ミャ」

　と、福は広い部屋の隅すみに置いてある一脚きやくのソファーに目をやる。

「…………」

　そこには無言で前足をスッと上げて応こたえる、全すべてを見ていたＤも居る。

　福はそれを確かく認にんすると、安心したようにそっとアチャに頰ほお擦ずりをし、彼女に寄り添そうように身体からだを横たえ、目を閉じたのである。








終わり



　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊







　遅おくれましてすみません、簾れん座ざ編三冊目です。今回も色々とありました。




　真夜中、何かが割れる音と、人の騒さわぐ声。

　まあ駅に近いし、酔よっぱらいとか学生さんが時折騒いでいる事があるので『夜中に元気だな』という感じで、そろそろ眠ねむ気けが強くなって来たので寝よう、と思ったら急にえらく焦こげ臭くさいのに気付く。

　足あし下もとに電気ファンヒーターがあり、毛布で簡易的なコタツにしていたので、そのせいかと思ったが、そこからは臭におい無し。相変わらず外では数人の喧けん噪そう＆何かが連続して割れる音……まさかと思って玄げん関かんの覗のぞきレンズから外を見れば、道を隔へだてた向かいのマンションが赤い光に照らされて……。

　急ぎズボンと上着を着込み、外に出て下を見ると、お隣となりのビル一階から火柱が。

（この段階だと、もう人力消火は無理）

　出て行っても、ただの野次馬、何にも出来ません。専門家の分野となります。さっさと部屋に戻って、いざという時の持ち出しを考えます。預金通帳やらＰＣのバックアップ用ＨＤ……パソコンは無理だな。ＨＤですら全部は無理。諸もろ々もろのコレクション類などどう考えても無理。そう考えると、意外と持ち出せる物などありません。ほぼ諦あきらめるしかないと気付き、愕がく然ぜん。

　古い映画やドラマだと火事のシーンとなると、風ふ呂ろ敷しき包づつみ一つ。中には大八車にタンスなどという剛ごうの者もいらっしゃいますが、よくよく考えると、昔は人の財産というのは、殆ほとんどがタンス一つです。『タンス預金』等という言葉もありますが、預貯金と衣い装しようがその人の全ての財産という場合が多く、逆を言えば、そこに殆どの重要品が纏まとまっているという事です。急いで荷物をまとめるのに好都合！

　こんな時に霊れい糸し収納があったら……そうこうくだらない事を考えている内、専門家がサイレン鳴らしてご登場。激しい怒ど号ごうが響ひびき渡わたり始め、『類焼の危険があるなら、警告が出るだろう』と、そうなったらもう身一つでいいや、って諦めの心境で、とりあえずそのまますぐ外に出られる格好で、自宅待機。幸い、三時間程ほどで外の喧噪が落ち着いて、こちらへは何のアクションもありません。

『もう限界でしょう？　もういいのよ？　あなたは頑張ったわ』

　と、明け方、愛いとしの布ふ団とんさんに誘さそわれるままに、その腕かいなに抱だかれつつ意識を失い、目が覚めるとお昼過ぎ、二に度ど寝ねで夕方……てな感じで、とりあえず無事でしたが、少しの間集中力が抜け殻がら状態でした。火事って怖こわい。火の用心って本当に大事。そう改めて感じました。

　まあそれが遅れた原因の五パーセント。後は、分冊の場所と私の未熟さ故ゆえです。

　とにかく分けるのならと、構成を直して、足りない部分を足し、そのままだと西南の話だけになりますので、次巻予定だった霧恋達の部分を足しと、気が付けば分量が七割八割増し？　つまりちゃんと書けば前巻と合わせてこの分量？　とまあ文章に関しては、いまだにこの体ていたらくでございます……。とりあえずこれはもう、不治のようです。




　次回、セイナ君は、本当にいよいよ狩しゆ猟りよう冒ぼう険けん者への道を……でも本当はピット狩がり、書いてて楽しかったし、まだまだ書きたいエピソードがあったりしますが、そんな事をしていたらいつまで経たっても空への大陸に、宇宙に行けません。

　藍あい蓮れんさん、出番がないまま、有能な変態さんに役どころを本気で奪うばわれそうです。あの変態さんは一応、魔ま法ほう関連のアイリ的存在ではありますが、ヒロインという訳ではありませ……んが？　偉い大だいなるストッパー、正妻霧恋さんをも丸め込んじゃう、口達者な恐おそろしい人です。まあ何とか娘むすめさんに頑張ってもらいましょう。

　他ほかにも賢けん者じやの石こと、那な由ゆ多たさんも自己主張激しいですし、でも『彼女』さんは自己主張、一いつ切さいありません。結果、意外ですが藍蓮さんが一番まともになりそうです。

　まあとにかくセイナ君は狩猟冒険者見習い研修で、あのモンスターに挑いどみます。ええ、挑むんです。しかし楽勝かと思いきや、そこには恐ろしい罠わなが……。

　と、いう感じで、また次巻で。
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